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日本藻類学会

日本藻類学会は 1952年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。本

会は定期刊行物PhycologicalResearch (英文誌)を年4回， r藻類J(和文誌)を年 3回刊行し，会員に無料で頒布

する。普通会員は本年度の年会費7，∞o円(学生は5，αm円)を前納するものとする。団体会員の会費は 12，αm円，

賛助会員の会費は l口20，0∞円とする。

問い合わせ，連絡先:(庶務)〒 060北海道札幌市北区北 10条西8丁目 北海道大学理学研究科生物科学専攻系
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706-2745， FAX 011-746-1512， e-mail kogame@s1.hines.hokudai.飢 jp)，(入退会.住所変更，会費)干 169東京都新

宿区百人町3・23・1 国立科学博物館分館植物研究部北山太樹(百L03-3364-7136， FAX 03-3364-7104) 

和文誌「藻類jへの投稿:干 305つくば市天王台 1-1-1 筑波大学生物科学系井上勲(哩L0298-53-6655， FAX 

0298・53・.6614，かmailiinouye@sakura.c氾却Jkuba.ac. jp) 
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日本藻類学会 1995年度秋季シンポジウム

第2回海苔シンポジウム

日時:1995年 10月27日(金)13:30-17:00 

会 場 :KKRホテル東京(東京都千代田区大手町 1-4-1)

「のりの魅力と将来」

開会の挨拶 (13 : 30-13 : 40)会長 吉田忠生(北海道大学)

話題提供 (13 : 40-15 : 40) 

l将来ののり養殖 三浦昭雄(青森大学)

2.のりに秘められた機能性 (演者未定)

3.珍しいのりの食べ方 大房岡IJ(山本海苔研究所)

パネル討論「のりの夢を語るJ(15:50-16:50) 

大野正夫(高知大学).大房 岡IJ(山本海苔研究所).川合正允((株)白子).

野田宏之(三重大学).三浦昭雄(青森大学)

閉会の挨拶 (16: 50-17 : 00) 有賀祐勝 (東京水産大学)

主催.日本藻類学会

共催:全国漁業協同組合連合会，全国海苔貝類漁業協同組合連合会，

全国海苔問屋協同組合連合会，全国加工海苔協同組合連合会

後援.水産庁(申話中)

懇親会 (17:00-19:00) 会費 1人8，0∞円)

*なお懇親会の参加希望者はハガキにて有賀宛お申込ください

第 2回海苔シンポジウム準備委員会委員

*吉田忠生(北大).岡崎恵視(東学大).田中次郎 (東水大).

大房岡IJ(山本海苔研). 川合正允 (白子).山田毅(全漁連). 

島内寿之(全海苔連).有賀祐勝(東水大) [*委員長]

間合・申込先:干 108港区港南4ふ 7 東京水産大学資源育成学科 有賀祐勝

TEL: 03-5463-0521 FAX: 03-5463-0687 





日本藻類学会第 20回大会

船橋 -1996年3月

第 l図案内

ごあいさつ

1996年春の日本藻類学会第20回大会を引き受けることになりました。3月28日と 29日に，千葉県船橋市にある

東邦大学理学部3号館で開催します。多数の方々の御発表，御参加をお待ち申し上げます。春季大会としてはじ

めての試みとして，シンポジウムを開催いたします。オルガナイザーを筑波大学横浜康継先生にお願いし， r海の

中の森林生態学」というテーマで，光合成から人工造林まで，基礎生物学から応用生物学にわたり，最先端技術

を紹介してもらいます。展示発表の中には，r千葉県の海藻文化誌Jを特設します。また，学会前の 3月25日か

ら27日に館山で，海藻の採集をし， 押 し葉標本を作成する，大型海藻の基礎分類学を勉強することを計画してい

ます。全国から学生諸君の参加を強く希望します。詳細については次号に案内申しあげます。

1995年7月10日

準備 -実行委員会 委員長 吉崎 誠 (東邦大学理学部生物学科)

庶務・会計 宮地利幸(東邦大学理学部生物学科)

委員 宮田昌彦(千葉県立中央博物館 ・植物)

委員 鳩貝太郎 (国立教育研究所-生物)

1 会期 :1996年3月28日 (木)-3月29日 (金)

2. 会場:発表会場 千葉県船橋市三は12-2-1東邦大学理学部 3号館

懇親会場東邦大学習志野ラウンジ

3. 発表形式:(1)口頭発表

。)展示発表

(3)シンポジウム「海中林~物質生産から造林まで-J
オーガナイザー 横浜康継 (筑波大学下回臨海実験センター)

演 者 本田正樹 (電力中央研究所)

倉島彰(東京水産大学水産学部)

前川行幸 (三重大学生物資源学部)

坂西芳彦 (北海道区水産研究所)

谷口和也 (東北区水産研究所)

(アルフアベット順)

4. 採集会参加ー大会参加および研究発表の申し込み :第2図案内に掲載します。

5. 宿泊・旅行 :こ れらのお世話や斡旋は準備 ・実行委員会としては致しません。

大会会場となる東邦大学理学部は， JR津田沼駅からパスで 12分，京成線大久保駅から徒歩 10分の所にあり

ます。できるだけ，会場近くにご宿泊いただきたいものです。大会々期頃は，転勤シーズンであり，東京ディ

ズニーランドや成田山参詣などの春休みの観光シーズンであり ，また各種学会の開催される時期でもありま

す。下記の宿泊リストを参考に早自にご手配下さい。



6 連絡先: 干 274千葉県船橋市三山 2-2-1

東邦大学理学部生物学教室吉崎誠

Tel 0474-72-5491， F以 0474-75-1855

宿泊施設リスト (名称電話料金交通)

0ホテル松翠銭 0474-72-1565 S 6∞o (税サ込) 京成大久保釈歩 2分，東邦大学前， S 65∞ U) (朝食 l∞o円，

夕食 1700円)T11000 (竹

0和風旅館喜春 047-72-1605 7300 (2食付) 京成大久保駅歩 2分，東邦大学前

Oザ ・クレストホテル津田沼 0474-53-1111 S 9∞o (朝食税サ込)京成津田沼駅歩 l分， T15oo0 ( ~) (学会参加

者特別サービス料金)

0船橋グランドホテル 0474-25-1121 S 8463 (税サ込)A船橋駅，京成船橋駅歩 4分， T15499い)(学会参加者

特別サーピス料金)

O勝田台グランドホテル 0474-86-1121 S 8500 (税サ込)京成勝因台駅歩 l分， T15500 (~) 

O東横イン津田沼 0474-71-1045 S 6500 (税サ込)A津田沼駅歩4分， T 9500 ("') 

0ホテルサンガーデン 0474引ー7531 S 115∞(税サ別)A船橋駅パス 10分，京成競馬場前パス 3分TI7α氾 ('/) 

O東横イン船橋 0474-22-1045 S 6500 (税サ込)A船橋駅，京成船橋駅歩 5分， T なし

0船橋グランドホテルアネックス 0474-37-1221 S 6180 (税サ込)A船橋駅，京成船橋駅歩 7分， TI0300 (~) 

Oメイプルイン幕張 。43-275-8111S 9200 (朝食税サ込)A幕張本郷駅歩 2分， T 8200 (~ 1人当)

0ホテルスプリングス幕張 043-296-3111 SI2000 (税サ別)A海浜幕張駅歩 3分， T21000 U) 
0幕張プリンスホテル 043-296-1111 S 15000 (税サ別)A海浜幕張駅歩 7分， T30∞o (//) 

Oニューオオタニ幕張 。43-297-7777Sなし R 海浜幕張駅歩 5分， T17∞0(1人，税サ別)22∞o (2人，税サ別)

Oホテルフランクス 043-296-2111 S 105∞(税サ別)A海浜幕張駅歩 3分，TI9000い)

Oグリー ンタワー幕張 043-296-1122 S 10500 (税サ別)A海浜幕張駅歩 3分， T20oo0 U) 
Oザ・マンハッタン 043-275-1111 W 28∞o (税サ別) A 海浜幕張駅歩 3分， T38∞o U) 

O市川グランドホテル 0473-24-1121 S 8500 (税サ別)A市川釈歩 2分， T16000 (//) 

0市川シチィーホテル 0473-23-5411 S 7250 (税サ込) A市川駅歩 3分， T14160 (~) 

*東京ディズニーランド周辺には下記のホテルがあります。東邦大学までは時間がややかかります。

Oシェラトングランデ 0473-55-5555 

0東京ベイヒル トン 0473-55-5000 

0東京ベイホテル東急 0473-55-2411 

0ホテルサンルートプラザ 0473-55-1111

O第一ホテル東京ベイ 0473-55-3333 





藻類アート

員';jellmaniellacrassifolia Miyabe ガゴメ

海藻を描き始めてまだ3年にしかならないので技量は未熟であるが， 40年

以上も海藻と親しんできたことは絵を描く上で、随分役に立っていると思って

いる。反対に描くことによって新たな発見をして驚くこともある。

上達 したらいつかはコンブを描こうと思っていたが，実をいうとガゴメに

挑戦してこの異様な紋様に昨易し，しばらくは筆を握る勇気が出なかった。

ふだんは美しいと思っていることでも絵にするとなると話は別である。そこ

にまた描くことの面白さがあるのかもしれない。

川嶋昭二(干041函館市日吉町4丁目 29-15)

川嶋先生の作品は口絵として 5回連続で掲載する予定です。 編集委員会



藻類Jpn.J. Phycol. (Sorui) 43: 91-98， July 10， 1995 

三河湾産有毒渦鞭毛藻 Alexandriumtamarenseの増殖に及ぼす

水温，塩分及び光強度の影響

山本民次・吉津祐子・樽谷賢治

広島大学生物生産学部 干739広島県東広島市鏡山 1-4-4

Y剖E副nOlo，T， Y. Yoshizu回 dK.T町U包ni1995. Effects of Tempera同胞，Sa1泊ity叩 dIrradiance on the Growth of 

Toxic Dinoflagel1ale Alexandrium tamarense isolated from Mikawa Bay， Japan. Jpn. J. Phycol. (Sorui) 43・91-98.

Eflおctsof lempera加 re，saIi凶ty叩 dirradiance叩出egrow由 oftoxic dinoflagellate Alexandrium tamarense isolated 

from Mikawa Bay， Japan were investiga陪d.百leranges of temperature四 dsa1inity in which A. tamarense was able to 

grow were 5-20・C田 d10-35%0，叩 dthese va1ues were in accordance with those observed in situ. However， the growth 

W踊 suppu田ssedby low sa1inity at lempe回制問 below15・C，叩d祉問S戸ctiveof sa1i凶tyabove 25・C.In comparison 

wi曲thefield data， it w出国sumed白althe generation of血isspecies in Mikawa Bay mighl be delayed if the in si.加

姐h語句 is low， and the timing of血edi岨P戸町田cemighl be mainIy aff，配也dby血etempera回目i即時a盟百leop回num

lemperatu周回dsa1血ityfor the growth of由isMikawa Bay s回 in，15.C四 d32%0， were a1so in accordance wi白血。田

observed in si，削 whenhigh cel1 density of由isspecies Was found.百leirradiance-growth curve was described酪 μ=

0.16 (1-45)/(1-28)， showing the maximum grow曲 raleof O. 1 6 d.' and ha1f-saturalion constanl of 62 J.IE皿、-，羽田

irradiance-grow血curvea1so impIicaled血al血eMikawa Bay strain d田snol grow below the irradi叩田of45 J.lEm-'s.'. 

Key Index Words: Alexandrium tamarense.growth-irradiance-salinity-temperature 

T白川~iYam副nolo， Yuko Yoshizu阻 dKenji T.町utani:Fac叫tyof Applied Biologica1 Science， Hiroshima Unive四ity，

Higashi-Hiroshima， 739 Jap回
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Alexan.出町伽arense(Le加町)Ba1echは温帯を中心

とした世界各地の沿岸域に広く分布し，麻薄性貝毒を

産生する有毒プランクトンの一種として知られている。

日本沿岸域においても，各地で本種によるカキ，ホタ

テガイ，アサリ，ムラサキイガイなどの毒化が報告さ

れるようになってきており，これらの出荷規制や加工

品のイメージの低下により水産業に被害が出ている

(野口ほか 1984)。

A. t，抑制'nseの増殖機構を解明するためには，その

生理的特性を調べる必要がある。生理的特性に関する

実験報告はこれまでいくつかなされているが(Prakぉh

1967， Watras et aJ. 1982， Anderson et aJ. 1984，石丸 1985，

阿知波・岩崎 1990)，株の違いによって生理的特性も

異なると考えられるので (Gallagher1982) ，ここでは

三河湾における本種の発生・増殖機構を考えるため，

同湾から採取した株を用いて実験を行った。

三河湾では貝類の養殖は行われていないが，地撤き

によるアサリの生産高は全国一である(愛知県 1993)。

悶湾におけるA.tamarenseの発生は 3-4月に見られ

(土屋ほか 1988)，時には赤潮状態まで増殖するにもか

かわらず(土屋ほか 1985，土屋ほか 1986，宮本ほか

1987， 山本ほか 1988，坂口・石田 1992)，アサリの蓄

積毒量が規制値以上になったことはほとんどなく，

1991年に初めての出荷規制を経験した(愛知県 1992)。

一般的に現場の植物プランクトンの増殖には，水

温，塩分，光強度，潮流，風などの物理的要因，栄養

塩濃度などの化学的要因，他の生物による捕食などの

生物的要因など，様々な要因が複雑に関係している。

本研究では，これらのうち，水温，塩分および光強度

の違いがA.tamarenseの増殖に及ぼす影響を明らかに

することを目的とした。さらに，今回の実験結果と三

河湾における本種の出現状況から，現場における増殖



92 山 本 他

可能時期および水深について考察した。

材料と方法

実験には 1991年5月に三河湾から採取，分離し，ピ

ペット洗浄法と対数増殖期の植え継ぎを繰り返してバ

クテリアによる汚染を最小限に抑えたA.tamarenseク

ローン株を用いた。培地には栄養塩添加海水町2培地

(Guillard and Ryther 1962)からケイ酸塩を除き， l00ml 

に対し 50mgの割合でTrisを加えたものを使用した。

培養容器には，ネジ口試験管 (13X l00mm， Pyrex 

製)を使用した。植え継ぎなどの操作はすべてクリー

ンベンチ内で行った。なお，実験に使用したガラス器

具類はすべて十分に洗浄し，自然乾燥させた後，オー

トクレープ (121'C，2気圧， 20分)あるいは乾熱滅菌

(170・C，3時間)を施してから使用した。

in vivoクロロフィル蛍光と細胞数の関係

本研究では次に述べるようにinvivoクロロフィル蛍

光値と細胞数の関係をあらかじめ求めておいて t in 

vivoクロロフィル蛍光値の変化でA.t，抑制'nseの増殖

を評価することとした。本法は大量のサンプルを迅速

に処理できるうえ，蛍光光度計のセルにあうサイズの

試験管を用いればサンプリングが不要であるという利

点を有する (Brandet aJ. 1981)。

A. tamarenseを水温 15'C，塩分34%0，光強度200

llB m-2 s-'， 12L : 120 (明期は 8:00-20: 00)の明暗周

期で細胞数約3.7X 10 3 cells ml"まで増殖させたもの

を希釈してさまざまな細胞密度の溶液をつくり，蛍光

光度計 (TumerOesigns社製ModellO)で蛍光値を測定

した。蛍光値の測定はBrandet aJ. (1981)にならって

サンプルを約15分間遮光し，撹排してから行うことと

し，以下の実験すべてにおいて同様に行った。同時に

細胞数を計数し，細胞数と蛍光値の関係を求めた。そ

の結果，A. tamarenseの細胞密度と invivoクロロフィ

ル蛍光の聞には次式で示される高い相関関係が認めら

れた (Fig.1)。

ln (cell density) = 1.197ln (fluo児:scence)+ 5.614 

(戸0.998) (1) 

増殖に友ぽす水温と塩分の影響

培養実験温度は 5，10， 15， 20， 25'Cの5段階，塩

分は 10，15， 20， 25， 30， 32， 35%。の7段階とし，こ

れらを組み合わせてお通りの設定で実験を行った。

栄養塩の添加により塩分がわずかに上昇するため，

培地の調整は次のようにした。天然海水約34%。に趨純

水を加えて目的とする塩分より低めに調整した後，栄

養塩等を添加し，希HClでpH8.2にした。この時，海

水濃度計(アタゴ海水濃度屈折計，サリニティー S/

Mill)を用いて塩分が10，15， 20， 25， 30， 32， 35%。

であることを確認した。これらは実験直前に作成し，

メンプランフィルタ (ポアサイズ0.22同九ミリポ

In(coll donsity) = 1.197In(fluorescence) + 5.614 

• • 

-3 -2 -1 o 3 

In Fluorescence (relatlve unit) 

Fig. 1 Relationship between cell density and in vivo chlorophyll 
fluorescence of A 臼marense.

ア，タイプGS)で議過滅菌してから使用した。

水温，塩分の急激な変化は培養株にとって好ましく

ないと考え，培養株の移行は次のように行った。まず，

水温15・C，塩分34%0，光強度 1501lBm-2 s"，明暗周期

12L: 120 (明期は6:∞-18:∞)で培養したもの0.5m1

ずつを，塩分20，25， 30， 32， 35%。の培地4mlへ植え

継いだ。これらの増殖を確認した後，さらに，塩分

20%。のもの0.5m1ずつを 10，15%。の培地4mlへ植え継

いだ。また，水温15・Cのものから水温を 1-2'Cずつ

上昇あるいは下降させ，その都度増殖を確認しなが

ら， 10・cと20・Cに馴致させた。 10・Cから 5'Cへ， 20・c
から 25'Cへ移行する際には，約 10日聞かけて目的の

温度条件とした。

以上の操作を前培養とし，次に前培養と同じ水温，

塩分に保ったfρ培地を 3.5mlずつ分注した3本のネジ

口試験管に前培養溶液を lmlずつ接種し(接種細胞密

度は1O-200cellsml-')，前培養と同じ水温，塩分，光

強度で本培養を行った。培養期間中は，毎日 1-2回撹

祥し， 1日おきに定時(16:00)に蛍光値を測定した。

比増殖率は，前述した細胞数とクロロフィル蛍光値

の関係(式 1)から細胞数を算出し、次の式にあては

めて対数増殖期の値について最小自乗法により算出し

た。データはtriplicateで得られるので，それらの平均

値をとった。
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1. NI 
μ=zzlnRE 

ここで，

No :対数増殖初期の細胞密度 (cellsml-I) 

NI:対数増殖終期の細胞密度 (cellsml-I) 

at:対数増殖の期間 (d)

である。また，細胞数の最大収量も同様に式 lから細

胞数を見積もり， triplicateの平均値とした。ただし，そ

れぞれの設定条件下で行った triplicateの実験のうち，

明らかに増殖の様子の異なったものは計算から除外し

た。

増殖に友ぽす光強度の影響

ネジ口試験管にマイクロピペットでf{2培地を4.3凶

ずつ分注し，これに光強度200!Am-2 S-I (白色蛍光灯)， 

明暗周期 12L:12D (明期は 8:∞-20:∞)，水温15T，

塩分34%0，pH8.2で7日間前培養して対数増殖中のA.

tamarenseを0.2mlずつ接種した(細胞密度は 10-

40cells m-I)。これらを黒あるいは白いメッシュで覆う

ことで光強度を 10，30， 50， 70， 90， 110， 130， 150， 

170， 190!A m-2 S-I (スフェリカル光量子センサー， LI-

1∞0， Li・Cor社)の 10段階に調節して実験を行った。

各段階とも3本立てで実験を行った。これらを毎日 1-

2回撹排するとともに， 1日おきに定時(17:∞)に蛍

光値を測定した。比増殖率は上記の水温と塩分に関す

る実験と同様の方法で求めた。

比増殖率と光強度の関係については， Lederman and 

Tett (1981)の直角双曲線モデルを改変した次式を適

用し，非線形最小自乗法(安倍 1985)で近似して各パ

ラメータを求めた。

凶一
μ
 

ここで， μ:比増殖率 (d-')

1 :光強度(!Am-2 S-I) 

10 :光強度の閥値(!Am-2 S-I) 

!1m:最大比増殖率 (d-1)

Ks: !JmI2を与える光強度(!Am-2 S-I) 

である。

結果

摺殖に及ぼす水温と塩分の影響

塩分の違いによるA.tamarenseの増殖曲線をそれぞ

れの温度についてFig.2に示した。 5'Cでは 10，15%。

93 

(2) 
において植え継ぎの時点から蛍光値がOであり， 20%。

では6日目に蛍光値が0になり増殖が認められなかっ

た。このとき細胞は，球形のシストになっていた。

25-35%。では増殖は認められたが，比増殖率は0.02-

0.05d-I，最大収量も 30-2∞cellsml-Iと低い値を示した。

25および30%。は遊泳する細胞としない細胞が混在し

ていたが， 32， 35%。ではほとんどの細胞が遊泳してい

fこ。

IO'Cでは， 10-20%。で増殖が認められず，直径40-

65問1のシストが多く見られた。 25-35%。では比増殖

率0.03-0.09d七最大収量は 90-97Ocellsml-Iで高塩分

ほど高い値を示した。また，高塩分ほど遊泳細胞が多

く見られた。

15・Cでは，すべての塩分で増殖が認められ， 10-

20%。では比増殖率0.05-0.08d-I，最大収量 100-2100

cells ml-Iと低い値を示したが，25-35%。では比増殖率

0_16-0_23d-'，最大収量3490-512Ocellsml-Iと高い値を

示した (Fig.2)0 10%。ではシストになった細胞が多く，

15%。では深緑色， 20-35%。では薄緑色の遊泳細胞が多

かった。

(3) 

20・Cでは， 10%。でのみ増殖が認められず，シスト

となっていた。 15-35%。では比増殖率0.03-0_11d-'，最

大収量は 620-295Ocellsml-Iで、 20%。以上でともに高

い値を示した。 15%。ではシストが多かったのに対し，

20-35%。では遊泳細胞が多かった。また， 25'Cでは，

いずれの塩分においても全く増殖が見られなかった。

以上の水温と塩分のさまざまな組み合わせに対する

比増殖率の違いを Fig.3にまとめた。増殖可能な水温

と塩分の範囲は 5-20・C，10-35%。であった。また，

5-10・Cでは 25%。以上， 15'Cでは 10%。以上と， 15'C 

までは水温の上昇とともに増殖可能な塩分範囲の拡大

が明らかであった。一方， 20・Cでは 15%0以上で増殖が

一応可能であるが， 20・C以上ではいかなる塩分でも急

激に比増殖率が低下することから， 20・C以上の高温条

件は本種の増殖に対して危機的なダメージを与えるも

のと恩われる。

15・Cの水温条件では今回設定したいかなる塩分条

件でも増殖した。ただし， 15Tでの比増殖率は統計的

には 25-35%。で等しく， 15%。以下の塩分条件に比べ

て有意な差Ct-検定， d.f.=19， p<O.05)が認められ，中

でも最大比増殖率を与えた水温と塩分の組み合わせ

は， 15・C，32%。であった。

一方，水温と塩分の様々な組み合わせに対する最大

収量は 15・C，25%。で最も大きかった σig_4)。これは，

最大比増殖率を示した15・C，32%。とは塩分濃度におい

て異なっていたが，このようなずれは， G. nagasakiense 

でも観察されており(山口・本城 1989)，それほど不
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現場において本種の発生がよく見られるのも同様に水

温 15・C，塩分32%。付近であり(土屋ほか 1988)，今回

の実験で得られた最適水温・塩分は現場の観測結果と

よく一致している。 A.伽卸脚の水温，塩分に対する

増殖特性に関してこれまで報告されているところで

は，大船渡湾産の株では 10-18・C，32%0で(阿知波・

岩崎 1990)，北米東海岸産のそれは 11-22"C，30.5%。

(加dersonet aJ. 1984， White 1978)で増殖が活発である

といわれており，今回の実験結果はこれらとよく類似

している。一方，最適水温については台湾産の株で

28"C (Su et aJ. 1993)，最適塩分については北米東海岸

産の株で15・23%0(町北ash1967)との報告例もあり，株

聞による違いがあるように恩われる。

今回の実験で得られた 10は45j.IEm.2 5-'と高く，三

河湾産A.加 narenseが活発な分裂を行うにはかなり高

い光強度が必要であることが分かつた。 Yentschet aJ. 

(1975)が北米東海岸産A.加刀arenseの光一光合成曲線

を調べたところ，珪藻類その他の種の光一光合成曲線

と何ら違いは見られなかった。彼女らの実験設定の詳

細は十分に述べられていないが，約 lOOOlux以下の照

度でA.加 刀arenseの炭酸同化が抑制されており，使わ

思議なことではないと思われる。

増殖に友ぽす光強度の影響

10， 30 j.IE m-2 5-'では増殖が認められず， 50， 70j.IE 

m.25-'で比増殖率は0.06，0.08がと上昇し， 90-1卯 Ij.IE

m-2 s-.では比増殖率0.1l-0.16d-'とほぼ等しくなった

(Fig.5)。最大収量は 50j.IEm-2 s-，で 226Ocell5ml・2と少

なかったが， 70-190 j.IE m.2 5-'の範囲では 4700-

684OceU5凶-.で，これらの値の聞には統計的には有為

な差が認められなかった(ト検定， d.f.=17， p<0.05; Fig. 

5)。非線形最小自乗法による近似から，山は0.16d-'，

Ksは62凶 m-25-'，10は45j.IE m-' 5・1となり， (3)式は

炉0_16(1-45) / (1・28)(r=O.868)となった (Fig.6)。し

たがって，本種は光強度45j.IE m-2 5-'以下の弱光では

増殖できないことが明らかとなった。

考察

今回の実験結果から，三河湾産A.陶刀町nseの最適

水温は 15・C，最適塩分は32%。であるといえる (Fig.3)。
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れた光源が白色蛍光灯であったとして単位の換算を行

うと， 1瓜lO¥uxの照度は約1.3凶 m'2s・1となる。この光

強度は非常に低く，今回得られた結果とは相反するも

のであるが，この違いが株による違いであるのか，あ

るいは他に何らかの原因があるのか，現在の時点では

考察不可能である。

また，今回の実験設定では最高 190!JEm・2s"の光条

件を与えたが，強光阻害は起きていないように思われ

た (Figs.5， 6)。北米東海岸産A.加盟問'sseでも最大増

殖速度を与える光強度は， 150-2∞!JEm'2s"であり，

650 !JE m.2 S.1でも強光阻害が起きないという報告があ

る(Ande路onet a1. 1984)。一方，このことは大船渡湾

産のA.加盟酎'sseが80!JEm九・1で最大の増殖速度を示

し，それ以上の光強度では強光阻害が起きるという報

告(石丸 1985)とは相反するものである。ただし，石

丸 (1985)の実験において強光阻害が現れているのは

14'C以下の結果においてであり，最大増殖速度を示し

た17.5'Cではそれが見られない。一方，我々の実験で

設定した水温は15'Cであり，すでに示したように三河

湾産の株では最大増殖速度を与える条件である。した

がって，本種は低水温条件下においてのみ，強光阻害

が起こると考えれば，石丸(1985)の結果と我々の結

果の聞に矛盾はない。現状では，これ以上詳細な解釈

は困難であるので，このことの解決のためには，さら

に実験を重ねる必要があろう。

三河湾では，年によっては最低水温になる2月から

本種の遊泳細胞が見られるようになり， 3-4月に最大

細胞密度に遥し， 5月中旬で遊泳細胞は消滅すること

が現場観測から知られている(土屋ほか 1988)。毎年

同じ時期に発生が見られるのは基本的にはその種本来

のもつ生活環によるものと考えるのが自然であるが，

今回の実験で得られた水温，塩分，光強度に対する生

理的応答に関する結果だけからも，本種の発生および

消滅に関して説明可能な部分が多い。例えば水温につ

いては，本種の発生が最もよく見られる蒲郡地先(三

河湾北東奥部)で1963・1994年の32年間に毎日測定さ

れた水温の平均値は2月上旬に最低値5.60C，3月に

8.30C， 4月に 13.7・C，5月中旬に 18.8'C，下旬に20.IOC

であり(愛知県水産試験場私信)，今回の実験結果で

は，本種は水温範囲5-20・Cで増殖が可能であり，現

場の発生水温と実験結果は非常によく一致している。

また，塩分について実験結果は 10-35%。で増殖が

可能であり，低温になればなるほど塩分が高い場合に

限って増殖が可能であることを示していた (Fig.3)。

1963・1994年の32年間における蒲郡地先の平均塩分は

2月に30.59%.， 3月に29.94%.，4月に27.85%.，5月に

27.339{切であるので(愛知県水産試験場私信)，今回得

られた実験結果からは，塩分が平年通りであれば，本

種は5・c程度の低水温である 2月から発生することは

理にかなっている。しかし，湾北東奥部に位置する豊

川の影響によって，本種の発生水域の塩分は短い周期

で変動し，実際には降雨時には10%。程度にまで低下す

る場合もある(愛知県水産試験場私信)010%。程度の

低塩分が長期間維持されることはまれであろうが，例

えば20%.の場合ならば10・C以上にならないと増殖し

ないことを今回の実験結果は示しており (Fig.3)，本

種の発生時期は塩分の低下によって遅れるであろうこ

とが推測される。
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実際には遊泳細胞の増殖に適する水温，塩分は10月

下旬(I8SC，29.42%0)以降5月中旬 (18.8'C，27.33%0) 

まで満たされているので，上記の議論はなぜ2月以前

から発生しないのかという疑問には答えていない。こ

のことについては，本種の遊泳細胞の増殖に比較的強

い光強度を必要とするという実験結果 (Fig.6)に基づ

いて多少の説明が可能であろう。名古屋における 2月

の太陽光強度は 605凶 m.2s.'であり(理科年表 1994)， 

太陽光が海面に入射する際に約50%減衰すると考える

と(パーソンズ・高橋 1974)，海表面下の光強度は303

IJEm匂4となる。いま，透明度を 4m(宇野木 1984)と

してK=2.1庁 (K，消散係数 (m.');T，透明度 (m);パー

ソンズ・高橋 1974)から消散係数を求めると， K=O.525 

m.'が得られる。これらを Id=loe.岡山，深度dにおける

光強度 (IJEm.2 s.') ; 10，海表面における光強度 (303凶

m.2 s.') ;パーソンズ・高橋 1974)に当てはめて，本種

が増殖に必要な光強度の閥値45IJE m.2 s.'に相当する水

深を求めると 3.6mとなり，これ以浅において増殖が可

能であると推測される。ただし，海表面下の光強度303

IJE m.2 s.'で強光阻害が生じるかどうかは今回の実験結

果からは判らない。本種のシストの発芽自体には光は

必要としないが，遊泳細胞の運動には光が必要である

といわれており(加dersonand Wall 1978)，同様の計

算からは最も日照時聞が短い12月にはさらに増殖可能

な層が表層から 3.伽と浅くなり， 2月以前の発生は光

強度の面から見て相対的に不利であろうと考えられる。

一方，本種の消滅の時期については以下のような説

明が可能であろう。今回の実験結果は， 20・cを超える

と塩分の高低にかかわらず比増殖率が急激に低下する

ことを示していた (Fig.3)。このことから，遊泳細胞

の消滅時期は塩分の変化よりも水温の上昇に大きく依

存しているであろうことが推測される。先にも述べた

ように現場の平年の水温は5月中旬に 18.8'C，下旬に

20.1'Cであり(愛知県水産試験場私信)， 5月中旬から

下旬にかけて 20・Cを越える。 20・cを超えると比増殖

率が急激に低下するという今回の実験結果は，この時

期に三河湾における本種の消滅が見られるという現場

での状況を非常によく説明するものと思われる o

Uchida et al. (1980)は噴火湾に発生する Protogonyaulax

sp.の分布層は水温に依存しており (8-14'C)，その消

滅は高温，高視分の津軽暖水の侵入によるものと結論

づけている。このProtogonyaulaxsp.は福代(1985)に

よればA.畑arenseであると考えられ，その生息水温

と消滅する際の機構は三河湾での現象と類似してい

る。もちろん，一般に植物プランクトンの細胞数の減

少については，海水中の栄養塩の取り込みをめぐる他

種との競合や動物プランクトンによる摂食も無視しう

るものではないが，今回の実験結果は Watraset al. 

(1982)が北米東海岸産A.tamarenseの発生について示

したのと同様，水温と坂分が三河湾における本種の出

現に大きく関わっていることを示すものである。

上述した水柱内での光強度を計算する方法で，三河

湾で本種の発生が見られる2-5月の補償深度(表面光

量の 1%水深)を求めると 8.8mとなり，三河湾の平均

水深9.2m(坂本 1984)に近く，この時期には植物プラ

ンクトンが光合成を行うに必要な光量が湾の沿岸部で

は底層まで届いていることが推測される。一方，同様

の計算によって同時期における本種の遊泳細胞の生息

深度を光強度の面から推測すると 3.6-4.5m程度であ

り，他の植物プランクトンに比べて本種は比較的表層

で生息していると推測される。これらのことから，三

河湾において有力な漁獲対象種である底棲性のアサリ

は，表層のA.加刀arenseを摂食せずに，水柱下層に浮

遊するA.tamarense以外の植物プランクトンをろ過摂

食しているために毒化を免れているのではないかとい

う推測ができょう。
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阿知波英明・伏屋満:スサピノリの 3または4細胞の融合で形成された

プロトプラストの成長，生存および再生体の形態の変化について

Hide法iAchiha and Mituru Fuseya 1995: Growth， survival rate， and morphological variation of regenerated structures of 

protoplasts generated by fusion of three or four protoplasts in Porphyra yezoensis Ueda. Jpn. 1. Phycol.(Sorui) 43:99・102.
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干 470・34愛知県知多郡南知多町豊浜 愛知県水産試験場漁業生産研究所

百lepre揖 ntworkw描 C血riedout to know the growth char配匝risticsof也e向島dproωpl踊包 thatwere geoerated by fusioo of曲目eor four single 

(oon-fused) protopl畠箇 isolatedfrom Porphyra yezoensis. The results observed are summarized田 follows:1)明暗survivalrate of the釦sed

protop1asts derived from由r田 orfo町 singleprotoplasts were slightly lower出胡000'負担edprotopl田恒 2)1043 days cult町田， the mean size of 

曲epl四 tsregeoerated台。園出efu田dprotoplasts were larger曲朗自0田 fromooo-fused protoplas臼.3) Fused protoplas也氏rived針。mfo町

protoplas包 didoot form mooosp世田， but28% of血eooo-fused protopl出匂叩d23% of由efused protoplasts derived from出回eprotopl面白

formed mooospo回si043 days c叫旬開S.

Key lndex Words: Po中hyraye~世田is -protoplasts -survival rate ・regeneratedplants 

近年アマノリ属の種間 (Fujitaand Migita 1987， 

F吋ita釦 dSaito 1990， Ar法iand Morishita 1990，藤田

1993) やアマノリ属とウシケノリ属との属間(藤田

1993)で細胞融合法を用いた育種が試みられている。

これらの研究では，プロトプラストの色彩の違いに

よって，または細胞を染色することで融合細胞を区別

し，これを分離して培養をおこなっている(藤田

1991)。しかし，融合を育種に応用してゆく場合，こ

のような個々の融合プロトプラストを拾い上げて培養

する方法では効率が悪く，選抜できる数にも限界があ

る。そのため，今後は融合処理した全細胞を培養し

て，その中から有用な系統を選択する方法も考える必

要がある。

このような全細胞を用いた培養では， 2個のプロト

プラストの融合体以外に3個以上のプロトプラスト融

合体も形成されるが(阿知波，未発表)，これらの成

長についての知見はない。そこで， 1系統(品種)を

用いて3または4細胞のプロトプラストの融合で形成

された融合体の成長，生存等を調査した。その結果を

融合をおこなわないプロトプラストと比較したとこ

ろ，融合プロトプラストの数により成長と生存に差違

がみられたので報告する。

材料にはスサピノリ PorphyrayezoensおUeda(系統

名:ライトグリン 2-2) を使用した。数個体から単胞

子採苗を 2回おこなった葉令20日の葉状体(業長約

3mm) を・750Cで冷凍保存し，試験に用いた。

業状体を 2%パパインで処理後，アバロンアセトン

パウダー (SIGMA社)とアルカリヘミセルラーゼ(和

光純薬)をもちいてプロトプラストを単離作成した。

その結果，湿重量 O.1g当たり 0.8x 1()6個のプロトプ
ラストが単離された。単離されたプロトプラストは，

0.6Mのマンニトールを純水に溶かした溶液で3回洗浄

した。その後，プロトプラスト数を 1凶当たり約5X

IOS個に調整し， CaqをlmMの濃度になるよう添加し

てプロトプラスト懸濁液とした。

細胞電気融合装置 (SSH・10型，島津製作所)を用

い，プロトプラスト懸濁液約3∞凶をFTC-02型の融合

チャンパーの電極開講に滴下し， 15分間の静置後，交

流lMHz， 35V， 10 sに続いて直流250V，251JSの印加

の融合操作を，融合細胞数を増やすため2回おこなっ

た。

融合細胞を含んだプロトプラストは，約4QOCに保

温した 1%アガロース (FMC社，商品名S臥 PLAQUE)

培地にプロトプラスト数に換算して約4.5X 10"個Iml

になるよう懸濁した。この懸濁液 l凶を，あらかじめ

1%アガロース (FMC社，商品名S臥 K凹)培地3.5叫

を用いて滅菌プラスチックペトリ血 (90X 2伽nm)中

に作成しておいたアガロース平板上に流し込み2層と

した。冷却固化した後，アガロース2層平板上に液体

培地 15mlを重層した (Fig.I)。培地は SWMIIIの組成

(尾形 1970)から肝臓抽出液と土壌抽出液を除いて作

成した改変培地を用いた。培養は 160C，白色蛍光灯照
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明4∞0-50∞lux，IlhL: 13hDの条件でおこなった。ま

た，すべての培地に抗生物質混液 (Polne-Fullerand 

Gibor 1984)を200ml*，たり Iml添加 し，液体培地は

13-17日おきに新しい培養液に交換した。

99日間静置培養をおこない，その後再生体の一部

はアガロース培地からピンセットで取り上げ，液体培

地中での8の字振とう培養 (約 120回転/分)に移行し

た。なお，対!!li!区として融合処理をおこなわない単一

のプロトプラストの培養を静置培養で60日間おこなっ

た。

今回の試験ではプロ トプラス トが l系統であるた

め，色調を融合保認の指標に利用できない。したがっ

て細胞が球状になると融合プロトプラストかどうかの

判定が困総になる。そのために融合体が球状になる前

に，早期に検繁する必要があった。そこで，融合操作

後なるべく早く融合細胞を含んだプロトプラスト!怒濁

液をアガロース培地上に広げ，倒立顕微鏡を用いて融

合体を検紫した。融合直後の細胞はクローパー形のよ

うに凹凸のある形状を示す。このような複数の*111胞の

融合によると判定される細胞を見出し，融合に関わっ

た細胞数をその形状から判断し，記録した。このとき，

対象が複数の細胞が単に密着したものではないこと

は，キIIIIJ包境界がみられないことを指標にして判定し

た。このような融合体と判断された細胞のところにペ

トリ皿の底の外側から印を付け，その後の成長を追跡、

した。つまり ，本試験では，形態的特徴から融合を判

定した。核融合まで完了したのか，あるいは細胞質の

融合で、終わったのか等についての細胞学的揃-認はおこ

なっていない。

Fig.l. ClIlture Illethods of protoplasts. A. agarose Illedilllll， B 

protoplasts embedded in agarose mediulll， and C. liquid Illedium 

プロトプラストの培養法.

プロトプラストからの再生体の形態はいろいろなタ

イプがみられたので，便宜的に以下の4通 りに分類し

た (Fig.2)0 1)非再生 ・融合体のままで成長しなかっ

たもの。 2)刻IIIJ包塊形成 (Fig.2A):融合体が細胞分裂

し，平面的あるいは塊状に成長したもの。 3)根繰糸形

成 (Fig.2B):椴様糸がやl'長したもの。根様糸は融合体

から直接形成されるものと 2)の細胞塊に分化 した後

に形成されるもの，さらに単胞子に再生後形成される

ものがあった。4)単胞子形成 (Fig.2C):上記の 2)や

3)に再生後 Htl¥または全ての細胞が分離してそれぞれ

の細胞が単胞子となり業状体に成長したもので，その

ほとんどが正常な楽つ|犬体に成長した。

本試験では， 3伯iのプロトプラストに由来する融合

体50偶と 4個のプロトプラストに由来する融合体 15

倒，5個および6個のプロトプラストに由来する融合体

各 l個の成長を追跡することができた。また，対照区

の単一のプロ トプラス トについては，ペ トリ血上の特

定の 16カ所を追跡観察した。

培養 43日後に，融合体についてはすべての再生体

について，単一のプロトプラス トからの再生体につい

ては大きな個体を選び大きさを測定した。また，培養

4日， 14日， 22日 30日， 43日， 60日，80日および

Fig.2 Variolls forllls of regener剖edplants 01' PorphYfll yezoellsis. A. Callus-like rorm (30 days clIltllre) . B. Rhizoidal form (43 days culture) 

C. Monofilalllentous f0I111 regenerated frolll a Illonospore (30 days clIltllre) Scale bars = 50仰11. スサピノリのプロトプラスト融合体

から成長した4つの再生形態.A.カルス様の調IIJ抱塊(培養30日後).B.機械糸を形成したもの(培養43日後).c.融合体

が細胞llI!.に再生し，さらに単胞子を形成後それぞれが葉状体に成長したもの(地盤30日後).



傾向がみられた。また，スサピノ リの異系統聞やスサ

ビノリとマルパアマノリ の異種間の2個のプロトプラ

ス トの融合体の生存率は，培養 20-21日で60%前後

である ことが観察されており (石元ら，未発表)，今回

の3個または4個のプロ トプラス トに由来する融合体

でみられた培養 20日前後の生存率とほぼ同じであっ

た。

次に，再生体の形態の変化についてみると (Fig.4)， 

単一のプロ トプラス トは根様糸および単胞子の形成が

早く また多くみられた。例えば培養43日後に単胞子に

再生したものは単一のプロ トプラストでは28%みられ

たものの， 3個のプロトプラストに由来する融合体で

は23%で， 4個のプロ トプラストに由来する融合体で

はみられなかった。21固または3個のプロ トプラ ス トに

由来する融合体は単一のプロトプラス トと比べ根様糸

の形成が遅いことを観察しているが (阿知波，未発

表)，今回も 同じ傾向がみられた。

ところで，再生体の形態はいろいろみられるが，正

常な形態の業;犬体(一層の細胞からなり円形から線，

広線，披主!-形のもの)に再生するものは，プロ トプラ

ストから直接成長するものといったん他の形態に再生

後単胞子を形成し成長するものの 2通りがみられ，後

者から成長するも のの割合が多かった(阿知波，未発

表)。 さらに後者は l再生個体から多くの禁状体を形成

101 Porphyra yezoensisのフ。ロトフ。ラスト

Table 1. Mean size and percentage of regenerated plants of sing 1 e 

and fused protoplasts of Porphyra yezoensis (43days cultures) 

(Blade width X length，凶11) 再生体の大きさとおl合

Regenerated plants 

Rhizoidal 

form 

Number of single 

protoplas凶 composmg

由efu田dproloplast 

口 Notregenerated 

iZI : Catlus-tike form 

図 Rhizoidalform 

図 :Monospore-producing 
form 

Catlus-likc 

Form 

99日後に再生体の形態変化と生存率を調べた。

培養43日後の大きさは， Tab1巴lに示される ように，

3つの再生形態では単一のプロト プラス トの成長が

もっとも良く，融合に関わったプロトプラス トの数が

増すほど成長は劣っていた。

培養60日間の生存率の変化を Fig.3に示す。培養60

日後の生存率は， 31固ま たは4個のプロト プラス トに由

来する融合体は単一のプロ トプラス ト (49%) とほぼ

同じかやや低く ，それぞれ48%，33% であった。2個

または3個の同一品種のプロ トプラス トに由来する融

合体の生存率は単一のプロト プラス トよ り劣る ことが

観察されているが (阿知波，未発表)，今回もほぼ同じ

Monosporc 

producing form 

(-) 

32 X 248 

(28%) 

24 X 90 

(23%) 

(0%) 

(0%) 
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(58%) 
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FigA Morphological changes of regenerated plants of single and fused 

protoplasts of Porphyra yezoensis. (A: Single protoplasts， B， C 

Fused Protoplasts_ B: Protoplasts derived from three single 

protopl'山 C:Pro叩 lastsderived from four single protoplasts.)再

生体の形態の変化

60 

Fig.3. Survival rates of non-fused and fused protoplasts of Porphyra 

yezoensis. ce : non-fused protoplasts， 0 : fused protoplasts derived 

from three single protoplasts ムー fusedprotoplasts derived from 

four single protoplasts.) スサピノリの単一プロトプラストおよ

び3または4細胞の融合で形成されたプロトプラストの生存

率。(・ 単一のプロトプラスト 0:3個のプロ トプラス トに

由来する融合体 ム4個のプロトプラストに由来する融合体。)
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Fig. 5. Giant globular celi differentiated from fused protoplast ofthree 

single protoplasts (43 days culture) .巨大球状細胞 Scalebar = 

50凶n

するので，再生個体全体に占める割合はさらに多くな

る。今回の試験で培養43日後に正常な禁状体に再生し

たものは， 単一のプロトプラス トから再生したもので

は再生個体全体の25%みられたが， 3個のプロトプラ

ストに由来する融合体では 17%(単胞子を形成後成長

した3個体と融合体から直接成長した l個体)で， 4個

のプロトプラストに由来する融合体では全くみられな

かった。また，培養99日後に正常な葉状体に再生した

ものは， 31聞のプロトプラストに由来する融合体では

培養43日後より増加し，生存個体全体の32%(単胞子

から成長した6個体と融合体から直接成長した l個体)

であったが， 4個のプロトプラストに由来する融合体

では依然正常な形態に再生せず，この時点で生存した

4個体は細胞塊になり根様糸を形成していた。しかし，

この4個体を液体培地での振とう培養へ移行したとこ

ろ，生存したのは l個体のみであったが，単11包子に

よって再生し正常な葉状体を生じた。

一方， 5個のプロトプラス トに由来する融合体は培

養 14日後までに細胞分裂と根様糸の形成がみられた

が，培養99日後から振とう培養に移行し 188日後まで

培養したが単胞子の形成はみられなかった。また， 61聞

のプロト プラストに由来する融合体は培養14日後の時

点で再生せずに死亡した。以上のことから，正常形態

の葉状体は単胞子から生じる場合が多いことがわか

る。そして，単11包子の形成は融合プロトプラスト数が

増すほど難しくなるため融合プロトプラスト数が増す

と正常な葉状体の形成が少なくなると考えられる。

ところで，培養の途中で大きなもので直径約 100阿 1

にもなるE求4犬の細胞 (Fig.5)が，3個のプロト プラス

トに由来する融合体で7個体，4個のプロトプラストに

由来する融合体で l個体み られた。水上 (1989)も2個

のプロトプラスト融合体の再生体から，細胞や色素体

の培加がみられず細胞体積のみ大きくなるものを認め

ているが，その後の成長については追跡していない。

今回みられた巨大球状細胞で生存したものは，培養が

進むにつれて球状細胞の一部が細胞塊に再生後，根様

糸を形成した。その後振とう培養への移行により生存

した2つの球状細胞は単11包子に再生し正常な禁状体に

成長した。

以上の結果から， 3偶および4個のプロ トプラス ト

に由来する融合体の生存率は単一プロトプラストとほ

ぼ同じかやや劣り，融合プロトプラス ト数が多いほど

根様糸，単胞子の形成が遅れ，また成長も劣ることが

示された。さらに，正常な形態に再生する個体の多く

は単胞子を形成後再成長したものであり ，正常な葉状

体の出現率は融合プロトプラスト数が増えるに従い低

下した。これらのことから，融合操作したプロトプラ

ストから融合体を選別せずに培養する場合，融合体の

再生，成長は単一プロト プラス トより遅れることに注

意する必要がある ことが示された。
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"f=e型"の前端パピラをもっ Carteria(緑藻，

オオヒゲマワリ目)の有性生殖と分類 -系統

野崎久義・

国立環境研究所 (干305茨城県つくば市小野川 16-2)

Noz北i，H* 1995. Sexua1 reproduction， laxonomy and phylogeny of Carler;a (Vo1vocales， Chlorophyla) wi白川sw国 此a-

shaped" anlerior papillae. Jpn. J. Phycol. (Sorui) 43: 103-114 

Recem studies of sexual reproduction， laxonomy and phylogeny in Ihe genus Carrer;a (Vo1voca1es， Chlorophyla) are 

r~viewed ， with particualr regard to出especies wilh cruciate anterior papillae. A species of Cαrter;a was recently 

collecled in Japan and出isalga exhibiled pecu1iar sexual reproduction (Nozaki 1994). In mating reaction， prolOp1asls 

oftheれ，vopairing， tlagellale cells were released from cell walls 10 become isogameles. Such gameles were non-motile 

and soon fused 10 form a complelely immobile zygole， lacking planozygole stage. This type of gametic union， 

aplanogamy， had not been previously reporled in Ihe Volvoca1es. Our laxonomic study (Nozaki el al， 1994) was 

initiated 10 idenlify such an interesting Carter;a species. AI first， however， species idenlification was unsuccessfu1 

when the species were compared with descriplion and illuslralions in the 1ilelalure concemed. Cells had a cruciale 

anterior papilla which appeared swastika-shaped in 10p view， This type of papilla had nol been described or illustraled 

before in Carler;αAfter comparative morpho10gical observsations of this alga and five NIES (Microbia1 Culture 

Colleclion at the Nalional Instilute for Environmenlal Sludies) and four UTEX (Culture Collection of AIgae at the 

Univesity of Texas al Austin) strains of Ihe Carrer;a species wilh cruciale anlerior papillae， they were successfully 

delinealed inlO four species， based on the differences in lighl and eleclron microscopic characleristics. Furthermore， il 

was reveaIed出atthe cruciate papillae in allthe four species were actually "swastika-shaped". Lembi (1975) on the 

b回目ofdifferences in the tlagellar apparヨtusu1trastructure， demonstraled IwO fundarnenlary different groups in Carrer;a， 

groups 1 and TI， allhough Etu (1979) subdivided Ihe genus Carler;a based on differences in ch10roplast morphology 

AJ¥ the slrains of group 11 studied by Lembi (1975) were also examined by Nozaki et al. (1994) and this group is 

characterized by its unique tlagellar app町 atusand swastika-shaped anterior papilla. The recent phy10genetic study by 

Buchheim and Chapman (1992) resolved山atthegroup Il ofLembi (1975) is山eb田叫 sislergroup 10 aIl other volvoca1ean 

laxa (including group 1 of Lembi(1975)). Ap1anogarnous sexual reproduction and swasticka-shaped anlerior papillae 

may be relaled 10 such a peculiar phylogenetic position of group [! of Lembi (1975). 

Key Index Words: Carteria-Chlorophyra-phyloge/Z)'-sexual reproducl;o/Z-raxonomy-Volvocales 

Hisayoshi Noz叫口"NationaI Institule for Environmenlal Studies， 16-2 Onogwawa， Tsukuba-shi， Ib町討ci，305 Japan 
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1.はじめに

Carteriaは単細胞の緑藻植物で， 一般的に緑藻綱

(Chlorophyceae) ，オオヒゲマワリ目 (Yolvocales)，ク

ラミドモナス科(Chlamydomonadaceae)に分類されて

キ現住所 :東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻 (干 113

東京都文京区本郷7-3・1)

• Present address: Department of Biologica1 Sciences， Graduale 

Schoo1 of Science， University of Tokyo， Hongo， Bunkyo-ku， Tokyo， 
113 Japan 

いる(巴.g. Bold and Wynne 1985)。オオヒゲマワリ目

は鞭毛で遊泳する体制をしたもので，VoJvoxの様な群

体性のものと Chlamydomonasや Carteriaの様な単細胞

性のものが含まれる。クラミ ドモナス科に所属するも

のはすべて単細胞性であり ，Carteriaは4本の鞭毛を持

つ事を特徴としている。栄養細胞は通常，細胞全体を

占める大きなコ ップ型の葉緑体 (c，Fig.l)を持ち，そ

の表面には，赤い色をした服点 (e，Fig. 1)，内部には

でんぷん鞘で包まれたピレノイド (p，Fig. 1)がある。
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Fig. 1. Vegelative ceU of Cllrteru， obrusiI Dill， showing anterior papilla 

(a) ，chlol'oplasl (c) ，eyespol (c) ，nagcllum (1) ，nucleus (N) and 

pyrenoid (p) NOII0 scale. (Modified fl'om Wandschneidel' and 

Kies 1978; reproduced by permission of Dr. L. Kies and lnslilule fur 

AlIgemeine BOlanik del' Universilal Hamburg)。

野崎

細胞全体は細胞壁で包まれ，細胞皇室は一般的には鞭毛

(f， Fig. 1)の根元で隆起し，パピラ (papilla) (a， Fig 

1)と呼ばれている構造となっている。微細11緑務類は通

常鞭毛の方向に泳ぐので，パピラのある鞭毛側が前

方，その反対が後方である。Carteriaの種 レベルの識別

はこの械な形態的形質で行われており，現在までに 60

種以上が記載されている (EtllI979，1983)。しかし，多

くの種は採集された材料だけから得られた簡単な記載

と図解の原記載だけのものである。

CarteriaのJ隊な微細11藻類は分類学的には通常"植物"

として扱われ国際植物命名規約"に従う 。しかし，

微*1IIii.Vi!lJ1の場合，種名のタイプ (type) としての標本

(specimen) を保存する事が多くの;場合不可能なので，

命名規約の第 8の 3条により ，その タイプが図解

(illustration) でよい事になっている (Gr巴uterel aJ 

Fig. 2. Sexual reproduclIon of a Carleria species from Japan. AJI at lhe same magni日calion.A， B: Pair of walled cells before gamele release 

Arrow indicates agglulinaling tlagella. C: Gamclc releasc. Arrowhead indicalcs dctached papilla of ceJl wall. D-F: Successive stages of 

gamete co町ugation. (A， C from Nozaki 1994; reproduced by permiss旧 nof Brilish Phycological Society) 
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Fig. 3. Successive stages of gamete release and aplanogamolls conjugation of a Carreria specics from Japan. Arrowhead indicates detached 

papilla of cell wall. All at山esame magm日cation. (From Nozaki 1994; reproduced by permission of British Phycological Society) 

1994)。また，同規約第 8の2粂によるとタイプは永久

に保存されなければならず，生きた純物または培養株

ではいけない事となっている。従って，微細緑藻類の

分類 ・同定は通常，文献上の図解と文章だけを頼りに

進められる ことになる。

本稿では筆者が最近神奈川県と千葉県の水田より分

離した Carceriaの株が極めて珍しい有性生殖を行う事

が明かになり，それがどの様な種か分類 ・同定しよう

とし，近縁種の多くの培養株との比較形態学的観察に

基づきそれらの種レベルの同定・識別を明らかにした

事について概説する。更に近年明かになった Caneria

における系統学的知見についても触れる。

2.日本産の Carteria株の有性生殖

最初に筆者が神奈JII1黒と千葉県産の Carleriaを観察

して明らかになった有性生殖についてのべる (Nozaki

1994)。

岡県産の株はホモタリック (homothaJ1ic)であり ，

有性生殖になると二個の細胞が鞭毛で絡み合い，いわ

ゆるクランピング (clumping)をする (Fig.2A，B)。ク

ランピングをしながら細胞壁から中身の原形質が抜け

出し，それが配偶子として機能する (Fig.2C-F)。この

Carteriaで注目すべき点は，配偶子が細胞壁から抜け出

たその位置でそのまま接合することである。その結

果，接合子は岡配偶子の抜けでた細胞壁の問で形成さ

れる (Figs.2F， 3F)。配偶子の接合を詳しく観察する

と，配偶子が細胞袋より抜けでた時点で鞭毛は運動を

停止し，鞭毛は配偶子よりはずれ始め，次に細胞質融

合がおこる (Fig.3) 0 Fig.3A-Fは同ーのものを連続し

て搬影したものだが，細胞壁より抜けでた配偶子が遊

泳しないでその位置で接合するのがよく判ると思う 。

細胞質融合の開始点は配偶子の前方部分で，やや色が

務くなっ ている以外は特別な構造などは観察されな
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Fig. 4. Zygote gennination of a Caneria spe口esfrom Japan. AII at the same magnification. A: First ceJJ division. B: Four-ceJJed stage. C: 

Four genn cells enclosed within a transparent vesicle (arrows) released from zygote wall. D: Eight geml ceJJs enclosed within a transparent 

vesicle (arrows) released from zygote wall. E: 16 germ ceJJs formed within a germinating zygote. F: 16 germ ceJJs enclosed within a 

transparent vesicle (arrows) released from zygote wall. (A・D，F from Nozaki 1994; reproduced by permission of British Phycological 

Society) 

い。接合子は球形で細胞壁を分1必し，休眠状態となる。

約 1週間後，接合子は赤褐色の成熟したものとなる。

この械な接合子を寒天培地のプレート上に移棺し，

暗所で約三ヶ月間培養し，通常の培養条件に戻すと発

芽を開始する。まず細胞壁のー音11が突出し，減数分裂

と恩われる織と縦の分裂が起こり (Fig.4A， B)， 4個

のほぼ同じ大きさの娘細胞が形成される。各娘細胞は

4本の鞭毛を突出し，透明なl院に包まれたまま接合子

の壁より抜けでる (Fig.4C)oI侍4，8または 16個の

発芽細胞が形成される事もある (Fig.4D-F)。その様な

場合でも透明な膜に包まれた状態で接合子の壁より抜

けでる。各発芽細胞は膜から泳ぎ出て通常の細胞に発

達する。

Carleria属における培養株を用いた有性生殖の報告

はWandshn巴耐 randK附 (1978)の C.obtusa Di 11のも

のがある。C.oblUsa及び一般的にも ChJamydomonasの

様なオオヒグマワリ自の配偶子は，鞭毛で遊泳し，接

合の後一旦，鞭毛で遊泳する動接合子 (planozygote)

となる (Fig.5)。ところが，筆者の日本産の Carteriaは

これと奥なり配偶子は遊泳せず，遊泳する接合子は形

成されなつかた。この特異な不動配偶子的有'性生殖を

する Carteriaが如何なる種かと言 う事で種レベルの分

類 ・同定が開始された。

3不動配偶子的有性生殖をする Carferiaの分類と穫

同定

特異な有性生殖をする日本産のCarleriaの種レベル

の同定の為に最初に光学顕微鏡レベルの観察を行なっ
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C 

Fig. 5. Gamete conjugation and planozygote of Caneria OblUSII Dill. Notto scale. (From Wandschneider and Kies 1978; reproduced by 

pennission of Dr. L. Kies and Institute fur AlIgemeine Botanik der Universitat Hamburg) . 

B 。
Fig. 6. Light microscopic characteristics of vegetative cells of a Cmeria species from Japan. AII atthe same magnification. A: Surface view 

showing eyespOl (arrow) B: Oplical seclion showing anterior papilla (a) ，nucleus (N) and pyrenoid (p) . C: Cell wall from which 

protopl制 isremoved. showing s、vastika-shapedanterior papilla (arrow) D: Cells showing variability of associated starch grains of pyrenoids 

(p) (A， B from Nozaki el a1. 1994; reproduced by pennission of IntemaLional Phycological Society and Blackwell Science Ltd.) 

た。限点は細長く涙j商状であり (Fig.6A)， 鞭毛の根元

にある細胞壁の突出であるパピラは冠状に盛り上がっ

ており ，側方からは五角形に見えた (Fig.6B)。細胞の

中身を除いて細胞壁を，上方から観察するとパピラは

十字形で，反l時計回りに捻れているのが明瞭であった

(Fig.6C)。また，ピレノイドはコ ップ型の葉緑体の底

の部分に一個あったが， 一つの培養液の中にもんぷん

粒でほぼ完全に取り閤まれているものと，でんぷん粒

を殆ど持たないものが観察された (Fig. 6D) 0 Ettl 

(1979，1983)によると十字形のパピラをもっとされてい

るCarteriaが7種認められている。しかし，いずれの

種のパピラも上方から観察すると捻れが入っていない



事が文献中の図19ヰと記載から'I'IJ断できた (Fig.7)。ま

た，ピレノイドの周囲のでんぷん鞘に変動性がある事

と11良点が細長いという事も Etll(1979，1983)が認めた

十字型のパピラをもっ 7種と異なった。従って，能者

の白rtenaは"~Jí"f:ill:"としての可能性が十分にあった。

しかし，より厳2品、な分類を行う為には笑|祭の生物同士

で比較観察する事が必要と考えらる。高等植物の場合

は通常タイ プ標本(typ巴sp巴cimens)等を博物館より取

り寄せ，比較観察を行い分類学的研究を押し進める

が，最初に述べた命名規約からも判る様に，微細11緑藻

類の場合はその械なものが通常存在しない。

しかし，幸いにも ，十字形のパピラを持つとされて

いる Carleriaの4種が国立環境研究所微生物系統保存

施設 (NIES) (Watanabe and Nozaki 1994) とアメ リカ

のテキサス大学オースチン校藻類カルチャーコレク

ション (CultureColI巴ctlon 系統培養株保存施設)

(UTEX) (Starr and Zeikus 1993)に保存されていたの

で合計9株を取り寄せて走査型及び透過型電子顕微鏡

野崎

民
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Fig. 7. Line drawings of vegeHllive cells of Carteria inversa 

(Korshikov) Bourrelly. NOllo salc. NOIe anlerior papiHa apparemly 

being "cruciale". (From H. EIII and O. EIII 1959; reproduced by 

permission of Dr. H. Eul and Guslav Fischer Verlag Jena) 
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Fig. 8. Strain designation and morphological characteristics of four species of Carteria with swastika-shaped anterior pap】))ae.NOI 10 scale 

(Modified from Noz北 iel al. 1994; reproduced by pennission of Inlemational Phycological Sociely and BlackweU Science Ltd.) 
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Fig. 9. Scanning eleClron microscopy of anterior papillae of fOllr species of Carteria. All atlhe same magnification. A， B: C. crucifera 

Korshikov ex Pascher. C， 0: C. eugamecos Milra. E， F: C. illl'ersa (Korshikov) BOllrrelly. G， H: C. cerasiformis Nozaki el 111. (From 

oz必<iel aJ. 1994: reproduced by pemlission of lnternational Phycological Society and Blackwell Science Lld.) 

をも用いた詳細な比較観察を実施する事ができた

(Nozak.i et aJ. 1994)。その結果，すべての株のパピラ

が正面から観察すると反時計四りの捻れをもっ事が明

かになり，細胞の形態的特徴から 4種に識別された

(Fig.8)。

第一番目の C.crucifera Korshikov ex Pasch巴rは元々

NIESとUTEXで同定されていた通りであった。本種

の細胞は柁円体で，ピ レノイドの後方に核が位置する

(Fig.8)。眼点は円形で，ピレノイドはその周囲に常に

でんぷん鞘を持つ (Fig.8)。筆者らは，パピラを走査

型電子顕微鏡で観察し，よ り詳しい形態的特徴を とら

える事に成功した。横から見るとパピラは中央が突出

した冠状の五角形であり(Fig.9A)，正面から見ると反

時計方向に捻れている事が判明した (Fig.9B)。透過型

電子顕微鏡で観察した結果，ピレノ イドの周囲のでん

ぷん粒は常にほぼ完全に取り阻んでおり，ピ レノイ ド

基質のラメラはほぼ規則的に分布していた (Fig.IOA)。

従来から指摘されている様に (EttI1979)，ピレノ イド

の後方に核があるのが本種の特徴であった。

二番目の C.ellgamelOs Mitraとして同定されたものに

は， 本種のタイプ株である UTEX233， UTEX2161， 

"c. oli、1ieriG. S. West" (正しくは oJiveriであった)と

同定されている UTEX1032 (Starr and Zeikus 1993)及

び筆者が有性生殖を観察した (Nozaki1994)神奈川県

と千業県の株が含まれる。C.eugamelOsはMitra(1950) 

と言うイン ドのi菜類学者が記載した種である。Mitra

( 1950)の原記載は不十分ではあるが，彼が採集した材

料から分離した株 (タイプ株)が UTEX233として保

存されている。FOll(1968)はこのタイプ株を観察し

て，三角錐状のパピラを報告し，これは C.Junzensis 

Pascher el Johoda (1928)と同じであり (Fig.12)， c. 
eugamelosをC.JlInzensisの同物異名 (synonym)と結

論した。その結果，最近では Ett1 (1979， 1983)， 

Buchheim and Chapman (1992)がこの分類学的扱いに

従っている。しかし，筆者らがUTEX233を観察した

結果，本藻は光学顕微鏡レベルでも明らかにパビラの

構造で C.Junzensisとは異なり， UTEX233がタイプ株

である C.ellgamelOsを独立した種として認めるべきで

あると言う結論に達した。

タイプ株の UTEX233の形態は筆者の日本産の株と

基本的に同一であった。本経の細胞は椅円体で，ピレ

ノイドの前方に核が位置し， HR点は細長い。パピラ は

Fott (1968)の観察の様に三角錘状ではなく，明らか

に冠状であり ，側面から見ると五角形である事が通常

の顕微鏡レベルで、の観察で、も明瞭であった。また，パ

ピラを走査型電子顕微鏡で観察すると冠状で先が突出

していて，正面から見ると反時計周りに捻れた十字型

をしているのが明瞭であ った (Fig.9C， D)o C. 
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Fig. 10. Transmission e1ectron microscopy of vegelalive cells of four species of Clltleria wilh swastika-shaped anlerior papillae， showing 

anlerior papilla (a) ，chJorop1ast (c) ，nucleus (N) and pyrenoid (p) A: C. crucifera Korshikov ex Pascher. B: C. inversa (Korshikov) 

Bourrelly. C: C. cerasiformis Nozaki el a1. D-F: C. eugamelOs. (From Nozaki el al. 1994; reproduced by pemlission of lntemalional 

Phyco1ogica1 Sociely and B1ackwell Science Ltd.) 

A D 

Fig. 11. Two types of the first cel1 c1eavages of lwo species of C1rleria Wilh swasliロトshapedanlerior papiJlae. AlJ at lhe same magni日catlon

Arrowhead indicates anlerior papil1a of parenla1 ce11. A， B: C. inversa (Korshikov) Bourrelly. C. D: C. cerasifonnis Nozaki el al. (From 

Nozaki el al. 1994; reproduced by permission of Intemational Phyco1ogica1 Society and B1ackwel1 Science Lld.) 
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Fig. 12. OriginaI line佃，wingsof白rterial，山富加isPa皿h町 etJah抽

(1928) . Notto臨a1e.

eugamet<ωと同定された株は透過型電子顕微鏡で観察す

ると，ピレノイドの周囲のでんぷん粒は，かなり発達

したものから，疎らなものまで色々であった。また，

ピレノイドの中のラメラはしばしば不規則に配列する

事が明かとなった (Fig.l0D・F)。以上の様にタイプ株

である UTEX233と日本産の2株を含む C.eugametos 

は細長い眼点を持つ事と，ピレノイドの内部のラメラ

がしばしば不規則に配列する事で他の種と識別された

(Figs. 8，10)。
UTEX 1032はC.oliveriと同定されていたが (Starr

andZeikus 1卯 3)，本株は以上の様な C.eugamet<ωの形

態的特徴とよく一致していた。また， C. oliveriの原記

載 (W，儲t1915)によると，本種はゼラチン状のキャッ

プカ鞭毛の根元を覆うとしているが (Fig.13)，観察し

た白rteriaのどの株にもその様なキャップは認められ

なかった。従って， Uτ芭X1032の"C.olivien"'は明ら

かに同定ミスと考えられた。

Ftg.13.αiginaI Iir睡曲，wingsof白血iaOUv.伺 G.S.W，回(1915). 

Not師国a1e.

残りの2種4株はすべて， NIESに保存されていて，

"c. inversa" として同定されていたものであった

(Watanabe and Nozaki 1開4)。しかし，筆者等が詳細な

観察を実施した結果，細胞の形とパピラの形態及ぴ無

性生殖の分裂方向が異なるので2種に識別された。 2

株は C却V師 'a(Korshikov) Bourrel1y，残りの2株は新

種と結論された。

C. inversaと同定した株の細胞は楕円体状で縦に長

< ，限点はほぼ円形をしていた。パピラは側面から見

ると冠状の五角形で，核はピレノイドのすぐ前方に位

置する (Fig.8)。走査型電子顕微鏡でパピラを観察す

ると，冠状で先が突出し，正面から見ると，反時計回

りに捻れた十字型をしている事が明瞭となった (Fig.

9E，F)。また，透過型電子顕微鏡で観察した結果，で

んぷん鞘が常にピレノイドをほぼ完全に取り囲んでお

り，ピレノイド基質のラメラはほぼ規則的に分布して

いた (Fig.l0B)。

一方，新種と考えらたものは茨城県のつくば市と

霞ヶ浦から採集された株であり，細胞がほぼ球形であ

る事が特徴的なので "cera.si命InniS"(さくらんぼの形を

した)という種小名を付けた。C.cerasiゐ，nnisNozaki et 

tの核はピレノイドの前方に位置し，眼点は大きく丸

< ，パピラは他の種に比べて先端部分が突出していな

い点が特徴的であった (Fig.8)。走査型電子顕微鏡で

観察するとパピラの形態が明瞭となった。正面から見

ると，パピラは反時計方向に捻れ，十字の中心が厚く

なっていた (Fig.9G，H)。透過型電子鏡で観察すると，

ピレノイドの周囲を常にでんぷん粒が包んでおり，内

部のラメラは規則的に配列していた (Fig.1OC)。さら
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Fig. 14. Two types of f1agell訂 app副知sesof the genus白川開田B.A; Group 1. B; Group 11. σrom Lembi 1975 ;問producedby pennission 

of Dr. C. A. Lembi阻 dPhycological Society of America) 

に，本種は他の3種とは無性生殖時の細胞分裂様式が

異なった。他の 3種は第一分裂の直前に原形質が90 

度回転した後，横方向に分裂面が入る (Fig.llA. B)。

一方.C. cerasifirmisはその様な原形質の回転が無く，

縦方向の第一分裂が起こる (Fig.11 C. D)。従って.c.

cerasiformisは細胞が球形である事と，パピラの先があ

まり突出せず低く，その中央部が厚くなっている事及

び無性生殖時の第一分裂の方向で他の 3種と明確に識

別される (Fig.8)。また，培養株が無く原記載だけの

種で十字型のパピラをもち.C. cerasiformisの様に細胞

が球形に近いものとして. C. reisiglii Ettl (1968)とい

うものがある。しかし， C. reisigliiのパピラは高く突出

し，ピレノイドがしばしば2-3個になるという点で

C. ceras出 rmlsと異なる。

以上の様に微細緑藻類の分類に於いては"国際植物

命名規約上無視できない図解と記載だけの種"に関し

て，その図解及び記載から適宜実際の生物を想定しな

ければならない。しかし，過去の研究者の観察にはど

うしても限界があるので，それだけの情報では正確か

っ客観的な同定は望めない。正確な分類と同定を行う

為には本物の材料がなければ無理な事は高等動植物と

同じである。従って，微細藻類の中には，実体が明か

でなかったり，種レベルの同定が不可能に近い分類群

が多く存在するようである。筆者等の研究では，カル

チャーコレクションの保存株になっていた十字型のパ

ピラを持つ Carteriaの9株を用いる事で正確な分類・

同定が可能となった訳である。生きた培養株は前述の

様に国際植物命名規約上タイプ標本にはならないが，

タイプ標本等に準ずるものとして，カルチャーコレク

ションの保存株の増加が微細藻類の分類学の発展の為

には切に望まれる。1994年に改訂された国際植物命名

規約 (TokyoCode) (Greuter et al. 1994)ではその勧告

の"8B.l"で"可能な場合には必ず菌類または藻類の新

たに記載された分類群の名前の正基準標本の材料

(holotype material)から生きた培養株を確立し，少なく

とも 2箇所の公共団体の培養株または遺伝子資源の保

存施設に寄託すべきである"としている。改訂前の同

規約 (Berlin Code) (Greuter et al. 1988)では"評判

の良いカルチャーコレクシヨン (a reputable culture 

collection) " (ここでは勧告の "9A.l"である)となっ

ていたのが今回の TokyoCodeでは"少なくとも 2カ

所の公共団体の培養株または遺伝子資源の保存施設

(at least two institutional culture or genetic resource 

collections) "に改訂された。植物分類学におけるカル

チャーコレクションの重要性への認識が世界的に見て

も高くなっている事を示している。

4.目型のパピラを持つ Carteriaの分類と系統

Ettl (1979)の分類体系に従えば，Carteria属は葉緑

体の形態から 4個のグループに識別される。筆者等

(Noz紘iet al. 1994)が扱った4種のうちC.crucifer耳は

ピレノイドが中央にあり，その後方に核が存在する一

群"Pseudaloe"に分類され，他の 3種はコップ型の葉緑

体の底の部分に一個のピレノイドをもつことから

"Eucarteria"に分類される。一方， Lembi (1975) は

Carteria数種の微細構造を観察し，基本的に異なる 2種

類の鞭毛基部構造を明らかにし，Carteria属の中に 2つ

のグループを認識した。 Group1はCh1amydomonasや

Volvoxの様な他のオオヒゲマワリ目と基本的に同じV

字型の鞭毛基部構造をもち (Fig.14A). Group 11は，オ

オヒゲマワリ目の中でもかなり特殊な鞭毛基部構造を

もっ (Fig.14B)。また.GroupIのCarteriaは前述の様

な十字型のパピラは持たないが.Group 11の Lembi

(1975)が用いた 3株は筆者等も観察したのであるが十
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branch. (From Buchhe加 andChapm叩 1992;田:prod臨調dby permi田ionof Dr. M. A. Buchhe加 andPhycological S田 ietyofAm町ica). 

字形というより正確には"日裂"のパピラを持つこと

となる。従って，白Iteriaのgroupsは特殊な鞭毛基部

構造と日型のパピラという両方の特徴をもつものとい

う事となる。

最近，Carteria属の分子系統学的な研究がアメリカ

のBuc抽出18ndCh甲nan(1992)によって発表された。

彼らは ribosomeRNAと形態等のデータから節約法で

系統樹を作成し， Lembi (1975)の CarteriaのGroups

がオオヒゲマワリ回全体の中で，最も初期に分岐して

いる特殊な系統的位置にある事を示した (Fig.15は彼

らの系統樹であるが，同定ミスのまま系統樹が描かれ

ているのが判ると思う)。即ち Group11が Carteriaの

白'OupIをも含む他のオオヒゲマワリ目に対して姉妹群

(sister group)となるという事である。従って， r日型と

いう特殊なパピラの構造及ぴ筆者の日本産の Carteria

で観察された特異な不動配偶子的有性生殖 (Nozaki

1994)はこの様な白'Oupsの特殊な系統的位置を反映

しているという可能性がある。更に筆者らの形態的観

察側oz紘iet al. 1994) はGroupsに所属すると考え

られる合計4種の日形のパピラが横から見ると冠状の

5角形で，正面から見ると反時計四りに捻れるという

基本的類似性を明らかにした。従って，これらの4種

は系統的に近仁田形のパピラを持たない他の白Iteria

とは系統的にかなり異なる事が推測される。葉緑体の

形態で白Iteria属をグループ分けする E凶 (1979)に従

うよりも，特殊な鞭毛基部構造と十字形(疋形)のパ

ピラの有無により Carteria属を 2つに分ける Lembi

(1975)の見解がより自然であると考えられる。しかし，

鞭毛基部の微細構造またはパピラが詳細に観察されて

いるものは Carteria属 60種中僅か6種だけである。

従って，より多くの種のデ}夕がCarteria属全体の分

類学的再検討には必要と思われる。
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吉田忠生1・吉永一男2・中嶋泰2.日本産海藻目録 (1995年改訂版)

Tadao Y oshida1， Kazuo Yoshinaga2 and Yasushi Nakajirna2: Check List of 

Marine Algae of Japan (revised in 1995) 

E北海道大学理学研究科生物科学専攻守 060札幌市北区北 10条西8丁目)

2三洋テクノマリン株式会社(干 103東京都中央区日本橋堀留町 1丁目 3-17)

I Division of Bio1ogica1 Sciences， Graduate Sch∞，1 of Science， Hokkaido University， Sapporo，師oJapan. 
2 Sanyo Techno-Marin 1・3-17Nihonbashi-Horidome， Tokyo， 103 Japan. 

「日本産海藻目録Jとして 1985年に既知の穫を予備

的に纏め，その後の知見を加えて 1990年に改訂を行っ

た。「目録jは多くの方々に利用されていると信ずる。

海藻に関する研究は現在も着実に行われているので，

この 5年間の多くの成果を加えて「目録」を改訂する

こととした。改訂作業には前固まで協力した中田由和

に代わって吉永一男が参加した。

目録の編集方針には変更がなく下記の通りである:

.採録した範囲は南は与那国島，小笠原島から北は

北海道までの現在の行政範囲で，これまで報告さ

れた種に限る。

・固までの分類体系は，緑藻については千原(1979)

に，褐藻については Clayton(1988)に従い，紅藻

についてはダルス目 Pa1maria1es，イタニグサ目

Ahnfeltia1esとサンゴモ目 Corallinalesも認め，目の

順序も Gabrielsonet al. (1985)の見解を入れて

Kylin (1956)の体系とは少し異なっている。科と

属，種の配列はa1phabet順とした。

-属名の綴りなどはNCU-3(Names in Current Use-3， 

Regnum Vegetabile vol.3. 1993)のものを採用した0

・種小名はすべて小文字とし，その語尾は規約に

従って改めてある。種以下の分類群が認められて

いる場合，イワヅタ属など一部を除いてノートの

中に取り上げた。人名にはスモールキャピタルを

用いないことにした。

・国際植物命名規約 (ICBN)"Tokyo C叫 e"(1994)に

従って著者引用に "ex"のみを用いることとし，

"in"は文献引用の場合のみということで使用しな

かった。 "ex"の前の著者名は省略しでもよい。組

み合わせの場合，基名 basionymの著者を示すカッ

コ内の著者名も省略することがある。著者名は

Linnaeus →L.， Kutzing→ Ku包.などのような習慣

的な略し方をしてもよい。また，三人以上の著者

の場合には第一著者eta1.とすることもある。

-異名 synonymは日本海藻誌などに用いられている

ような主なものと，前回の「目録jで採用してい

たものを[1に入れて示した。

-種の和名はここで新しく付けることはせず，すで

に発表されたものを採用した。種が纏められたた

めに和名が二つ以上になった場合，そのひとつを

用いるようにした。属と属以上の分類群について

は代表的な種の和名から付けることを原則とした。

その他の場合はカタカナ書きとした。

・注記の必要な場合は名前のあとにカツコ付き番号

で示し，目録のあとに列記した。

-今回の目録で新しく収録された種には種小名の前

に*を付けて示した。

・この目録の中で用いられている略語には次のよう

なものがある:

auct. japon.= auctorum japonicorum日本の多くの著

者によって習慣的に用いられてきた。

frat.= frater兄弟。 f.=filius子。

nom. cons.= nomen conservandurnより古い名前に対

して保留が認められて国際植物命名規約付録

に収録されている名前。保留(保存)名。

orth. cons.= orthographia conservandaもとの綴りと違

うものが慣用により一般化し，保留が認めら

れたもの。

sensuある著者が同定の誤りなどにより用いた名前。

この目録の改訂には多くの方々のご意見やご指摘

を頂いた。とくに紅藻については北海道大学増田道

夫教授， (財)海洋生物環境研究所馬場将輔博士に，

褐藻については神戸大学川井浩史博士に，緑藻につ

いては琉球大学香村真徳教授にご意見を頂いた。厚

くお礼申し上げる。このような「目録」は研究の進

展に伴って常に改訂されるべきもので，これからも

ご意見と情報をいただければ幸いである。
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CHLOROPHYCEAE Wi1Ie， 1884緑藻綱

(UL VOPHYCEAE S旬wartet Mattox， 1978) 

αEρROCOCCALES Pascher， 1915クロロコックム目

Endωphaeraceae (阻ebs)A託制， 1892エンドスフ 7エ

ラ科

Ch1orochytrium Cohn， 1872クロロキトリウム属 (2)

porphyrae Setchel1 et Gardner 

Codiolum A. Braun， 1855コデイオルム属

gregarium A. Braun 

Gomontia Bomet et Flahault， 1888かいみどり属

polyrhiza (Lagerheim) Bomet et Flahaultかいみどり

Tetrasporaceae Wittrock， 1872 nom. cons.ょっめも科

(41) 

[Palmel1aceaeパルメラ科]

Palmophyl1um Kutzing， 1847パルモフィルム属 (3)

crassum (Naccari) Rabenhorst 

V低 orbiculare(Bomet) Feldmann 

[orbiculare) 

ULOTRICHALES Borzi， 1895ひぴみどろ目

Collinsiel1a倒 eChihara， 1967らんぞうもどき科 (1)

Collinsiel1a Setchell et Gardner， 1903らんそうもどき属

cava (Yendo) Printzしわらんそうもどき

japonica (Yendo) Printzこつぶらんぞうもどき

ωbe陀 ulaωSetchel1et Gardnerらんそうもどき

Collinsiel1opsis Chih嗣 ， 1967にせらんそうもどき属

expansa Chiharaにせらんそうもどき

motrichaceae Kutzing， 1843ひぴみどろ科

Ulothrix Kutzing， 1833ひぴみどろ属

ル:u:ca(Di1Iwyn)百聞悦ひぴみどろ (4)

[pseudo.flaccaほそひぴみどろ]

flexuosa Kommann 

implexa (K首位泊g)Kutzing (4) 

[acrorhiza Kommann) 

hypoglossiae Nodaないせいほそいとも

polys伊'honiaeSetchell et Gardner いとも

Intemoretia Setchell et Gardner， 1920インテルノレテイ

ア属 (6)

fryeana Setchel1 et Gardner 

Ulvella Crouan ti削.， 1859あわぴも属 σ)

lens Crouan frat.あわぴも

PHAEOPHD...ALES Chappell， O'Kelly， Wilcox et Floyd， 

1990ねじれみどり目

Pha，ωphUaωae Chappell， O'Kelly， Wilcox et Floyd， 1990 

ねじれみどり科

Phaeophila Hauck 1876:56ねじれみどり属

dendroides (Crouan frat.) Battersねじれみどり (42)

ULVALES Blackman et Tansley， 1902あおき目

Capsosiphonaωae Chapman， 1952かぶさあおのり科

Capsosiphon Gobi， 1879かぷさあおのり属

ルlvescens(C. Agardh) Setchel1 et Gardnerかぷきあお

のり

groenlandicωσ.Agar曲)Vino.伊 dovaひもひとえぐさ

[Monostroma groenlandica) 

Komma皿鼠倒eGolden et Cole， 1986もっきひとえぐさ科

Kommannia Bliding， 1969もつきひとえ属

leptoderma (同ellman)Blidingもっきひとえ (8)

[zostericola) 

[Monostroma zostericola) 

MOD>ω伽 mataωaeKunieda， 1934ひとえぐさ科

Monos加 maThuret， 1854ひとえぐさ属

alittoralis Tanaka et K. Nozawaしんかいひとえぐさ

angicava珂ellm飢えぞひとえぐさ

arcticum Wittrockきたひとえぐさ

crassidermum Tokidaあっかわひとえ

CHAETOPHORALES Wi1Ie， 1901カエトフォラ白 crassissim脚 Iw抑制あっぱひとえ

grevillei何百U問t)Wit回 ckうすひとえぐさ

Cha蜘 'phoraceaeGrevi1le， 1824カエトフォラ科(たま latissimum Wittrockひろはのひとえぐさ

も科 nitidumWit位。ckひとえぐさ

Bol加 coleonPringsheim， 1862ポルポコレオン属 oxysperm馴 (Kutzing)Dotyまきひとえ

piliferum Pringsheim (5) [wi.針。ckii)

Ent∞ladia Reinke， 1879エントクラデイア属 tubiforme Iwamotoらっぱひとえ

cladophorae Nodaしおぐさのいとも Protomonos凶 maVinogr叫ova，1969しわひとえぐさ属
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undulatum (Wit甘 ∞k)Vinogradovaしわひとえぐさ

[Monostroma undulaωm] 

[Monostroma pulchrum] 

Prasiolaceae Blackman et Tanskey， 1902かわのり科

Prasiola (C. Agardh) Meneghini， 1836 nom. cons.かわの

り属

delicata Setchell et Gardnerひめいそかわのり

U1vaceae Lamouroux ex Dumoriter， 1822あおさ科

Blidingia Kylin， 1947ひめあおのり属

間 rgina加(1.Agardh) Danglωrdほそひめあおのり (43)

[Enteromorpha marginata] 

minima (N量geli)Kylinひめあおのり

[Enteromorpha nano var. minima] 

[Enteromarpha micrococca] 

Chloropelta Tanner， 1986ひめぼたんあおさ属 (44)

* caespitosa Tannerひめぼたんあおさ

Enteromorpha Link， 1820 nom. cons.あおのり属 (9)

capillaris Nodaいとあおのり

clathrata (Roth) Greville 

compressa (Linnaeus) Neesひらあおのり

crinita (Ro出)Neesほそえだあおのり

flexuosa (Wulfen) J. Agardh 

intestinalis (Linnaeus) Neesぼうあおのり

linza (Linnaeus) 1. Agardhうすばあおのり

[bulbosa var.japonica] 

plumosaKu包ingきぬいとあおのり(わたげあおのり)

prolifera (Mueller) J. Agardhすじあおのり

ramulosa (Srni血)Carrnichaelひげあおのり

Percursaria Bory， 1823ペルクルサリア属

percursa (C. Agardh) Rosenvinge 

Ulva Linnaeus， 1753 nom. cons.あおさ属

amamiensis Tanakaうしゅくあおき

arasakii Chiharaなカfあおさ

conglobata Kjellmanぼたんあおさ (10)

fasciaωDelileりぼんあおさ

fenestrata Postels et Ruprecht (11) 

japonica (Holmes) Papenfussやぶれぐさ

[Lette rstedtia japonica] 

latissima Linnaeusおおばあおさ

pertusa Kjellm叩あなあおき

reticulata Forsska¥あみあおさ

rigidaC. Ag紅白

spinulosa Okamura et Segawa 

sublittoralis S巴gawaおおあおさ

Ulvaria Ruprecht， 1850くろひとえぐさ属

obscura (Kutzing) Gayral 

V紅 .blyttii (Areschoug) Blidingくろひとえぐさ

[Monostroma fuscum] 

[Monostroma splendensおおひとえぐさ]

ACROSIPHONIALES Kommann， 1965もつれぐさ目

Acrosiphoniaceae J6nsson， 1959もつれぐさ科

Spongomorpha Kutzing， 1843もつれぐさ属 (12)

duriuscula (Ruprecht) Collinsもつれぐさ(13，14)

[brevianiculataきたみもつれぐさ]

heterocladia Sakaiいぶりもつれぐさ(13)

[mertensii f. tenuisほそもつれぐさ]

menensii Setchell et G創世nerかぎもつれぐさ(13)

[Acrosiphonia menensii] 

saxatilis (Ruprecht) Collinsとげなしもつれぐさ(15)

spiralis Sak剖うずもつれぐさ(13)

Urospora Areschoug， 1866 nom. cons.しりおみどろ属(16)

penicilliformis (Roth) Areschougしりおみどろ

[mirabilis] 

wormskioldii (Mertens) Rosenvingeおおしりおみどろ

CLADOPHORALES Haeckel， 1894しおぐさ目

Anadyomenaceae Kutzing， 1843うきおりそう科

Anadyomene Lamouroux， 18120巾.cons.うきおりそう属

wrightii Harveyうきおりそう

Microdictyon Decaisne， 1841あみもょう属

japonicum Setchellあみもょう

nigrescens (Yamada) Setchellくろあみもょう

okamurae Setchellたのもぐさ

vanbosseae Setchellしぼりあみもょう

Valoniopsis B匝rgesen，1934ほそばろにあ属

pachynema例制ens)B回Irgesenほそぼろにあ

Willeella Borgesen， 1930ひらしおぐさ属 (17)

japonica Yamada et Segawaひらしおぐさ

Cladophoraceae Wille， 1884 nom. cons.しおぐさ科

Chaetomorpha Kutzing， 1845 nom. cons.じゅずも属(18)

aerea (Dillwyn) Kutzingたるがたじゅずも

antennina (Bory) Kutzingえながじゅずも

[media] 

basiretrorsa Setchellちゃぽじゅずも

brachygona Harvey 

crassa (c. Agardh) Kutzingほそじゅずも

gracilis Kutzingわたじゅずも

lin脚(Mueller)K首位ingうすいろじゅずも(わらくず
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も)

脚 lagoni，附(WeberetMohr)Kutzing はりがねじゅずも

moniligera Kjellmanたまじゅずも

pachynema例ontagne)K首位ingぼうじゅずも

spiralis Okamuraふとじゅずも

Cladophora K首位ing，1843 nom. cons.しおぐさ属 (45)

albida (Nees) Kutzingわたしおぐさ

aokiiYam油あおきしおぐさ

arenaria S紘aiすなしおぐさ

catena飽(Linn鎚 us)Kutzingかぴしおぐさ

防liginosa]

conchopheria Sak瓜かいごろも

向'CIcuIarお側釘蜘sexC.A，畠叫I)Ku凶 gふさしおぐさ

gra'CIlis Kutz加gなよしおぐさ

japonica Yamadaおおしおぐさ

meridionalis Sakai et Yoshidaみなみしおぐさ

[pa似laS紘ai]

ohkuboana Holmesかたしおぐさ

oligoclada Harveyさいだしおぐさ

opacaS紘aiつゃなししおぐさ(はいいろしおぐさ)

[glaucescens auct. japon.] 

ordinata (B匝rgesen)Hoekなんかいひらしおぐさ

[Willeella ordinata] 

pusilla Sak剖こしおぐさ

rudolphiana (C. Agardh) Kutzingたまりしおぐさ(19)

rugulosa Martensくろしおぐさ

rupestris (Linnaeus) Kutzing いわしおぐさ

ryukyuensis S紘aiet Yoshidaちやほしおぐさ

ffastigiaωHarvey] 

sakaiiAbboはあさみどりしおぐさ

[densaHむvey]

sibogae Reinboldねだししおぐさ

speciosa Sakaiみやびしおぐさ

stinψ'sonii Harveyきぬしおぐさ

聞 cinellaHarveyまきしおぐさ

wrightiana Harveyちゃしおぐさ

Rhizoclonium Kutzing， 1843ねだしぐさ属

grandeB回rgesenおおねだしぐさ

hookeri Kutz泊gおきなわねだしぐさ

implex脚 (Dillwyn)Kutzingかわぐちみどろ (20)

[kemeri] 

[kochian附ぴろうどみどろ]

riparium (Ro出)Kutzing ex Harvey ほそねだしぐさ

[arenos附]

ω刷 osum(Dillwyn) K首位ingながもつれ

SIPHONOCLADALES (Blackman et Tansley) 

Oltm加 ns，I904みどりげ目

B伺 dleaceaeB回rgesen，1925あおもぐさ科

Boodlea Murray et De Toni， 1889あおもぐさ属

coacω(Dickie) Murray et De Toniあおもぐさ

composita (Harvey) Brandはねあおもぐさ

[siamensisゆるあおもぐさ]

Struvea Sonder， 1845 nom. cons.あみは属

anastomosans (1歯切y)日∞oneet Grunowさいのめあみは

[delicatula ] 

haterumensis Itonoひめあみは

japonica Okamura et Segawaまるあみは

orientalis A. et E.S. Geppおおあみは

tenuis Zanardiniあみは

Siphonocladaceae Sc加1Itz， 1879 nom.∞ns.まがたまも科

Boergesel】iaJ. Feldmann， 1938まがたまも属

forbesii (H町 ey)Feldmannまがたまも

[Valonia forbesii] 

Chamaedoris Montagne， 1842たんぽやり属

orientalis Okamura et Higashiたんぽやり

Cladophoropsis Borgesen， 1905 nom.∞ns.みどりげ属

corallinicola Kajim町a(21) 

herpestica (Montagn巴)Howeかたばみどりげ

sundanensis Reinboldひめみどりげ

vaucheria宅formis(Areschoug) Papenfussきつねのお

[Spongocladia vaucheriaeformis] 

zollingeri (Kutzing) Reinboldみどりげ

ffascic抑制]

Siphonocladus Sch!凶.tz，1879くだねだしぐさ属

tropicus J. Agardhくだねだしぐさ

Valoniaceae Kutzing， 1849ばろにあ科

Dictyosphaeria Decaisne ex Endlich民 1843きっこうぐさ属

cavemosa (Forssk創)B回rgesenきっこうぐさ

ffabulosa] 

versluysii Weber van Bosseむくきっこうぐさ

[bokotensisとげきっこうぐさ]

Va10nia C. Agardh， 18221まろにあ属

aegagropila C. Ag紅dhたまぼろにあ

fastigiata Harvey ex J. Agardh 

macrophysa Kutzingたまごぼろにあ

oblongata J. Agardh (22) 

utricularis (Ro血)C.Ag創世けまろにあ

Ventricaria Olsen et West， 1988おおぼろにあ属 (23)

ventricosa (J. Ag訂曲)Olsen et Westおおぼろにあ

[Valonia ventricosa] 

DASYCLADALES Pascher， 1931かさのり目
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D魁 yclad且ωaeK首位ing，1843かさのり科

Ace帥 叫副aLamouroux，1821 nom.cons.かさのり属(拘

caliculus Lamourouxほそえカfさ

[caか'culiω]

clavata Yamadaはなれがさ

dentata Solms-Laubachりゅうきゅうがさ

u信制Solms・Laubachほしがたかさのり

parvula Solms-Laubachひなかさのり(うすゆきがさ)

[nωebill 

ryukyuensis Okamura et Yamadaかさのり

. Bome飽:IIaMunier-Cha1mas， 1877みずたま属

clavelU聞 T佃紘aほそみずたま

nitiぬ Munier-Chalmasex Sonderながみずたま

oligospora Solms-Laubachかたみずたま

sp加erica(Zanardini) Solms・Laubachみずたま

[ovalis] 

Cymopolia Lamouroux， 1816うすがさね属

van-bosseae Solms・，Laubachうすがさね

D鎚 ycladusC. Agardh， 1828ダジクラズス属 (46)

* vermicula巾 (Scopoli)Krasser 

[clavaφrmis] 

Ha1icoryne Harvey， 1859いそすぎな属

wrightii Harvey いそすぎな

Neomeris Lamouroux， 1816ふでのほ属

annulata Dickieふでのほ

* bilimbata Kos飽r(47) 

mucosaHoweぬれふでのほ

vanbosseae Howeこなはだふでのほ

CODIALES Peldmann， 1954みる目

Bryopsi，伽，ceaeBory， 1829はねも科

Bryopsis Lamouroux， 1809はねも属 (25)

corticulans Setchellねざしはねも

coηImbosa J. Agar世Eふさはねも

harveyana J. Agarぬかたはのはねも

hypnoides Lamourouxおぱなはねも

indica A. et E.S. Geppいんどはねも

max加aOk細闘おおはねも

muscosa Lamourouxながほのはねも

plumosa但udson)C. Agardh はねも (26)

ryukyuensis Yamadaわたはねも

Trichosolen Montagne， 1860にせはねも属 (27)

hainonensis (Tseng) Taylorはねももどき

[Pseudobryopsis hainonensis) 

[Pseudobη'opsおmyurasensu Yendo] 

C削除rpaceaeK首凶ng，1843いわづた科

Caulerpa Lamouroux， 18仰いわづた属

brachypus Harveyへらいわづた

cupressoides (Va1叫)C. Agar叫h

var. cupressoidesびゃくしんづた

var.か'copodi，脚 Weberv組 Bos鈴

f. amicorum (Harvey) Weber van Bosse 

f. distic，加 Webervan Bosse 

f. elegans Weber van Bosseうつくし・づた

如 'tigωωMonta伊Eけいわづた

タrgusoniiMurrayふじのはづた

filicoides Yamadaひめしだづた

[verticillata f. acu飽]

lentill，伶raJ.Agar曲くぴれづた

microphysa (Weber van Bos鎗)J. Peldmannこつぶせん

なりづた (49)

n脚 mulariaH紅 veyex J. Agar曲すずかけづた

rJ7el細胞 var.nummularia] 

。初muraeWeber van Bosse (28) 

f.o/camuraeふさいわづた

f. oligophylla Okamura 

[tateyamaensis Yendo] 

parvifolia Harveyひないわづた

[brachypus f. parvifolia] 

racemosa (Forssk創)J.Ag釘 dh(29) 

V紅 .clav俳ra(Tumer) Weber van Bosse 

f. macrophysa (K首位ing)Weber va且Bosseせんな

りづた

f. reducta B回'rge節 目

V釘 .laete-virens仰，orr旬，gne)Weber van Bos認すりこ

ぎづた

var.lamouro回 i何'umer)Weber van Bωseひらえづた

var. occidentalぉσ.Agardh)B回，rgesenえっきづた

var.pel，ωω伽 nouroux)Eubankたかっきづた

rJ7eltaω] 

var. uv俳ra(C.Ag訂dh)J. Agardhこはぎづた

scalpelliformis (R. Brown ex Turner) C. Agardh 

V釘 .denticulata (Decaisne) Weber van Bosseあまみ

のくろきづた (30)

var. intermedia Weber van Bosseくろきづた

serrulata (Forssk創)J.Ag創世E

[freycinetii] 

var. serrulata 

f. lata (Weber v組 Bosse)Tsengよれづた

V紅 .boryanoσ.Ag:訂dh)Yamada et Tanaka 

f.occide胸 lis(Web釘 vanBosse) Yamada et Tanaka 

さいはいづた
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sertularioides (Gmelin) Howe 

f.longipesσ. Agardh) Collinsたかのはづた

subserrata Okamuraきざみづた

taxifolia (V油1)C. Agardhいちいづた

verticillata 1. Agardh 

f. charoides Harvey ex Weber van Bosseうちわづた

webbiana Montagne 

f. disticha Weber van Bosse 

f. elegans Yamada et Tanaka 

f. tomentella (Harvey) Weber van Bosseこけいわ

づた

Caulerpella Prud'homme van Reine et Lokhorst， 1992ひめ

いわずた属 (50)

ambigua (Okamura) Prud'homme van Reine et Lokhorst 

ひめいわづた

[Caulerpa ambigua] 

Chaetosiphonaceae Blackman et Tansley， 1902ケートシ

フォン科

Blastophysa Reinke， 1888あわみどり属

rhizopus Reinkeあわみどり

CodiaceaeK首位ing，1843みる手ヰ

Avrainvillea Decaisne， 1842はうちわ属

amadelph叫 (Montagne)A. et E.S. Geppくさび古宮たは

うちわ (31)

[lacerata v紅.robustior] 

erecta (Berkeley) A. et E.S. Geppこてんぐのはうちわ

lacerata Harvey ex J. Agardh 

nigricans Decaisneくろはうちわ

obscura (C. Agardh) J. Agardhまるiまはうちわ

[capitul扮rmisうみきのこ]

riukiuensis Yamadaてんぐのはうちわ

Boodleopsis A. et E.S. Gepp， 1911もつれちょうちん属

pusilla (Collins) Taylor， Joly et Bematowiczもつれちょ

うちん (32)

Chlorodesmis Harvey et Bailey， 1851まゅはきも属

caespitosa J. Agardh いとげのまゅはき

[formosana] 

fastigiata (C. Ag紅dh)Duckerまゅはきも

[co脚 sa]

hateru附加Tanakaet Itonoひなまゅはきも

Codium Stackhouse， 1797みる属

adhaerens (C幼児:ra)C. Agardhはいみる

arabicum Kutzingなんばんはいみる

barbatum Okamuraひげみる (33)

[tenue auct. japon.いとみる]

coactum Okamuraねざしみる

[coarctatum] 

contractum Kjellmanさきぶとみる

cylindricum Holmesなカ宝みる

divaricatum Holmesくろみる (34)

fragile (Suringar) Hariotみる

hubbsii Dawsonはいみるもどき

intricatum Okamuraもつれみる

latum Suringarひらみる

lucasii Setchell 

minus (Schmidt) Silvaたまみる

[mamillosum var. minus] 

minutissimum Nodaひなみる

ovale Zanardiniえっきたまみる

pugniforme Okamuraこぶしみる

repens Crouan frat.やせがたもつれみる(しゃくとり

みる)

saccatum Okamuraふくろみる

yezoense (Tokida) Vinogradovaえぞみる (33)

[dichotomum auct. japon.] 

[tomentosum auct. japon.いもせみる]

Halimeda Lamouroux， 1812 nom. et orth. cons.さぼてん

ぐさ属

discoidea Decaisneうちわさぽてんぐさ

[cuneata auct. japon.] 

* distorta (Y釘nada)Hillis-Collinvauxそりはさぼてんぐ

さ (51)

fragilis Taylorもろさぽてんぐさ

incrassata (Ellis) Lamourouxみつでさぼてんぐさ (35)

macroloba Decaisneひろはさ』まてんぐさ

micronesica Yamadaこさぽてんぐさ

opuntia (Linnaeus) Lamourouxさぼてんぐさ (36)

renschii Hauckひめさぼてんぐさ

[opuntia f. renschii] 

* simulans Howeふささぽてんぐさ (51)

[incrassata v釘 .lamourouxii] 

tuna (Ellis et Solander) Lamourouxつなさぽてんぐさ

velasquezii Taylorひらさぽてんぐさ

[opuntia f. intermedia Yamada] 

PseudocWorodesmis B回>rgesen，1925にせまゅはき属

ルrcellata(Zan釘dini)B回rgesenにせまゅはき

貼 ipiliaK首位ing，1858にせはうちわ属

orientalis A. et E.S. Geppにせはうちわ (37)

Rhipiliopsis A. et E.S. Gepp， 1911リピリオプシス属

echinocaulos (Cribb) Farghalyにせひめいちょう (38)

[Geppel.必japonica]

yaeyamensisσanaka) Kraftひめいちょうもどき

[Geppella yaeyamense] 

Tydemania Weber van Bosse， 1901すずかけも属
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Udo回Lamo町oux，1812はごろも属

argentea Zanardiniおおはごろも

glaucescens Harveyちぢみひめいちょう

tenuissima (Moris et De Notaris) Crouan fr抵つゅのい

とけば (40)

javensお(Montagne)A. et E.S. Geppひめいちょう

orien加lisA. et E.S. Geppはごろも

yanu:u1也eTanaka et Itonoうすばはごろも

DerlM蜘ωaeHauck， 1884つゅのいと科

Derbesia Solier， 1847つゅのいと属

閥均ωι，yngbyゆSolierほそっゅのいと (39)

ぬ必besiaMacRaild et Womersley， 1974あしっきいとげ属

lamouro凶 iσ.Agardh) Fel佃佃n，Loreau， Codomier et 

Couteあしっきふといとげ

[Derbesia lamouro協がつゅのいと]

ηukyuensis (Y創m血 etT:細 aka)Kobara et Chiharaあし

っきひめいとげ

[Derbesia ryukyuensisひめつゅのいと]

緑蕩に関するノート

(1)α世tara(1967)はCo，幽 siella腐と Collinsiellopsis属に対して Collinsiell蹴お科を提案した。自の所属につい

ては掘り仰のによる。

(2)臼Iloroch附 'uminclus聞記ドリウズミモは争ongom叩 'haのいくつかの種の胞子体世代である(宮地・黒木，

1976)。
(3) P.必nophylli四属の所属についてはBourreUy(1966)とIndexNominum Generi，∞mm (F:町etaJ.1979)に従つ

た。

(4)異名についてはLokhorst(1978)の意見による。

(5)小亀・吉田(1988)が北海道南部から報告した。

(6) O'KeUy (1983)によれば，この属は褐藻類である。日本での記録も再検討する必要がある。

σ) Pseudulvella属は UJvella属と区別できないという Nielsen(1977)の意見に基づき，日本からのPseudulvella

sp.の記録(千原 1957)を収録しなかった。

(8) 001必nand Cole (1986)はKomm組副抑aeを提案し，また太平洋産のK.zos制 eolaが大西洋の K.leptoderma 

と区別できないとした。

{め岡村 (1936)は忍cωn:飽飽，E. lingulata， E. coerulescensを記録し，新崎(1964)はE.bullosa， E. fasCIa， E. hirsuta 

を報告している。今後の分類学的な検討を期待している。

(10) f. de.闘が記載されている。

(11)日本での記録は U.lactucaも含めて検討する必要がある。

(12) Yendo (1915)が北海道から報告したs.町飽はs.saxatilisの間違いと恩われる。

(13)モツレグサとウズモツレグサ，カギモツレグサは配偶体世代であり，胞子体世代は白山町h列1um却dωm

である(宮地・黒木 1976)。

(14)異名については宮地(1985)の見解によるovar.伽凶ホソモツレグサ， v釘'.c，創曲目leaカタモツレグサが

区別されている(岡村 1936)。

(15)胞子体は CodiolumpetroceJidisである借地 1984)。

(16) Urospora acrogonaはKjeUmann(1897)が長崎県野母崎から記殺して以来記録がないので収録しなかった。

(17) van den Hoek (1979)はこの属を認めず，W.om伽ataをシオグサ属に移した。ヒラシオグサについても検討

を要する。

(18) ch. macro蜘 aとα.confervicola は確認されていないので，収録しなかった。

(19) f. brev.邸:gmen蜘 S依aiアオタマリシオグサが区別されている (Sakai1964)。

(20)異名についてはKos町(1955)，W，畑町ley(1984)に従った。

(21) Kajimura (1987)が隠岐島の標本に基づき記載した。。2)琉球から記載されて以来，採集記録がない。

(23) OlsenandWest (1988)が独立の属とした。

(24)品切hysa属を認める必要はないと判断した(香村，私信}。
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(25) B. caespitosaはYendo(1915)が伊豆下回産のただ 1枚の標本によって報告したもので，ここに収録しな

かった。

(26) var. condensata Kjellrnannが区別されている。

(27) PseudobryopsisはTricJ蜘 olenに対して保留するように提案されたけれども，採用が決定されなかった。日

本産の種については Tr.myuraよりも Tr.hainanensisを用いる方がよいであろう。

(28)ほかに f.minorN紅itaが記載された。

(29) Ohba and Enomoto (1987) ，Peteぉon(1972)はC.racemosaが環境条件によって形態を著しく変えることを

示した。種内の分類群については再検討が必要であろう。

(30) Tanaka (1965)に従って変種名を用いる。

(31)異名については Olsen-Stojkowich(1985)による。

(32) Tan蜘 (1987)が南西諸島から報告した。

(33) C. tenueは大西洋のものであるという Silva(私信)の意見に従う。C.dichotomumも同様である。

(34) HolrnesのC.divaricatumは非合法名であり，それに代わるものとしてC.subtubulosum Okamuraがある。 C

divaricata f. hybridaが記載されている。

(35) f.1.翻ourouxiiラモローサボテングサ，王 ovataコサボテングサが区別される。

(36) f. cordataが区別される。

(37) ltono (1986)が沖縄県から報告した。

(38)異名は給油(1986)による。

(39)配偶体は HaJicystisovaJisである(Kobara釦 dChih制 1981)。

(40)配偶体は HaJicystisparvulaである (Kob抑 制Chihara1981)。

(41) Te回 sporaceaeがPalrnellaceaeに対して保留された (ICBN1994)。

(42) KitayamaandYoshida (1992)が北日本から報告した。和名は北山(泊堀 1994)が与えた。

(43) Iima (1989)の研究により Bli，ぬ19ia属とした。

(44)飯間・福澄 (1994)が九州西岸から報告した。

(45)淡水産の口'.glomel百taカモジシオグサを削除した。

(46)新崎 (1950)が記録してから長年採集されなかったが，大葉 (1991)が沖縄からふたたび報告した。

(47)香村・久場 (1984)が沖縄から報告した。

(49)葉緑体にピレノイドがあることなどから独立種として扱うべきであるとの意見(Prud'hommevan Reine私

信)に従う。

(50)胞子嚢が特別に作られることなどから別属とされた(Prud'hommevan Reine and Lo凶 orst1992)。

(51) TsudaandKamura (1991)が沖縄から報告した。

PHAEOPHYCEAE Kjellm飢， 1891褐藻綱

(FUCOPHYCEAE W訂 ming，1884) 

ECTOCARPALES Setchell et Gardner， 1922しおみどろ目

Ecωcarpaceae C. Ag釘dh，1828しおみどろ科

Acinetospora Bornet， 1892アキネトスポラ属

crinita (Carrnichael ex H訂 vey)Kornmann 

[Ectocarpus filamentosus Noda] 

[Ectocarpus ugoensis] 

Bachelotia (Bornet) Kuckuck et Hamel， 1939パシェロテイ

ア属

antillarum (Grunow) Gerloff (1) 

Ectoc紅pusLyngbye， 1819 nom. cons.しおみどろ属 (2)

acuto・ramulisNodaとがりえだしおみどろ

arcωs Kutzingけなししおみどろ

[confervoides] 

brevicellularis No似たんほしおみどろ

cladosiphoniae Nodaまばらえだしおみどろ

commix似sNodaほそしおみどろ

[tenel/.ωNoda] 

confusiophyllus Nodaふしすじものしおみどろ

cystophyllophilus Nodaかいふもくのしおみどろ

densus Ohta 

dictyoptericola Nodaやはずのしおみどろ

elachistaeformis Heydrich いとしおみどろ
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向。imnisNagaiつむがたしおみどろ

hemisphaeric凶 Saunders

f. mioor Saundersすがものしおみどろ

hamericola Nodaぎばさのしおみどろ

kjellmanio油 sNodaくされえだのしおみどろ

lami.聞 riaeNodaえぞのしおみどろ

laurenciae Y創n“aちやほしおみどろ

lepasicola Nodaえぽしのしおみどろ

minorNodaひめひもしおみどろ

mitchelloides Nodaはねげしおみどろ

manzensis Noda et Konnoもんぜんしおみどろ

niigatensis Nodaほそながしおみどろ

[hiemalis Noda] 

oblongatus Nodaとげものしおみどろ

obωosωNodaまるみしおみどろ

penicillatus (C. Agardh)勾e11manえふでしおみどろ

plasticola N叫aほそみしおみどろ

plu.脚 .susNodaえながしおみどろ

polysiphaniae Noda いとぐさしおみどろ

roωndato-apicalis Noda et Hondaえなししおみどろ

sadoensis Nodaひめおけさしおみどろ

sargassicaulinωNodaおおばもくのしおみどろ

sargassiphyllus Nodaもくのはしおみどろ

Sの.tosiphoooeNodaかやものしおみどろ

shiiyaensis Nodaほそえだしおみどろ

sh初ω'kitaensisOhtaしもきたしおみどろ

siliculosω(Dillwyn) Lyngbyeしおみどろ

socialis Seω:he11 et Gardnerひめみるしおみどろ

sphaericus Ohtaまるしおみどろ

tappiensis Ohtaたっぴしおみどろ

tωshaensis Nodaおけさしおみどろ

おugaruensisOhtaつがるしおみどろ

yezoensis Yamada et Tanakaえぞしおみどろ

zosterae Noda et Ohtaひめもっきしおみどろ

Feldrnannia Hamel， 1939フェルドマニア属

formosana (Yam油)l蜘oなんかいしおみどろ

[Ectocarp凶 fomω'sanus]

irregularおほ首位泊g)H細 elみるしおみどろ

[Ectocarp凶 izuensis]

Gononema Kuc1ruck et Skottsberg， 1921ゴノネマ属

aecidioides (J胸nvinge)Pedersenわかめやどりみどろ

[Streblonema aecidioides] 

Hincksia J. E. Gray， 1864ヒンクシア属 (3)

breviarticula加 σ.Agardh) Silvaたまがたしおみどろ

[Ectocarpus breviarticulatus] 

[GijJordia breviarticulata] 

granulosaσ. E. Smith) Silva 

[Ectocarpus granulosω] 

[GijJordia granulosa] 

indica (Sonder) J. Tanakaながみしおみどろ σ6)

[Ectocarp.ωindicus] 

[Feldmannia indica] 

[Giffordia indica] 

mitchellae (Harvey) Silvaたわらがたしおみどろ

[Ectocarp附 mitchellae]

[Giffordia mitchellae] 

ovaω(悶e11man)Silva 

[Ectocarpωova加]

[Gi静 rdiaovaω]

sand巾 00(Zanardini) Silva 

[Ectocarpωsandrianω] 

[Giffordia sand巾 00]

Laminariocolax Kylin， 1947ラミナリオコラックス属

drapamaldioides Nodaつるぎみどろも

Pilaye11a Bory， 1823ぴらえら属

littoralisιinnaeus) Kje11manぴらえら

petaloniae Nodaひなびらえら

Spongonema K首位泊.g，I849かぎしおみどろ属

tomentosum (Hudson) Kutzingかぎしおみどろ

S田 blonemaDerb島set Solier， 1851やどりみどろ属

codii Bartonみるのいと

evagatum Setchell et Gardnerこぶやどりみどろ

fasciculatum Thuret 

gracilicola Nodaかばのりみどろ

Son闘 rpa，ωaePedersen， 1977いそぶどう科

Bo町飽11aBory， 1822いそぶどう属 (4)

micromara Boryいそぶどう

[Sorocarpus uvaφrmis] 

Poly加 tusSauvageau， 19∞きたしおみどろ属

reinboldii (Reinke) Sauvageauきたしおみどろ (5)

[Ectocarpωintrica加]

[Ectocarp凶 iwadatensis] 

[Ectocarpωrecurva加]

RALFSIAL酪 N紘amura， 1972いそがわら目

Li也odermataceaeHauck， 1883いしのかわ科

Pseudolithoderma Svedelius， 1911にせいしのかわ属

subextensum (Waem) S. Lundにせいしのかわ

Mωωporaωae J. Tanaka et Chihara， 1982メソスポラ科

Mesospora Weber van Bos鈎， 1911メソスポラ属

sc伽lidtiiWeber van Bosse 

Ralfsiaceae Farlow， 1881いそがわら科 (57)
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Analipus悶ellm佃， 1889まつも属

fillformお(Ruprecht)Papenfussいとまっも

[Chordaria gunjiiぐんじまつも 1

japonicω伺町ey)Wynneまつも

[Heterochordaria abietina] 

Diplura Hollenberg， 1969くろはんもん属

simplex 1. Tanaka et Chiharaくろはんもん

Endoplura Hollenberg， 1969きんいろはんもん属

aurea Hollenbergきんいろはんもん

Heteroralfsia Kaw母， 1989いしっきごぴあ属 (6)

saxicola (Okamura et Yamada) Kawaiいしっきごぴあ

[Gobias似 'icola]

[Saundersella saxicola] 

Ralfsia Berkeley， 1843いそがわら属

borneti Kuckuck 

endapluroides 1. Tan紘aetChihara 

expansa (1. Agardh) 1. Agardh 

funglformis (Gunnerus) Setchell et G紅白erいそがわら

integra Hollenberg 

pedicelltJta 1. Tanaka et Chihara 

tenuis Kylin 

verrucosa (Areschoug) Areschoug いそいわたけ(いそ

はんもん，はんもんそう)

CHORDARIALES Setchell et G鉱由民 1925ながまつも目

Acrotrichaceae Kuckuck， 1929にせもずく科

Acrothrix Kylin， 1907にせもずく属

gracilis Kylin きたにせもずく

pac折caOkamura et Yamadaにせもずく (7) 

Chordariaceae Grevi1le， 1830ながまつも科

Chordaria C. Agardh， 1817 nom. cons.ながまつも属

f1agelllformis (0. F. Mueller) C. Agardhながまつも (8)

gracilis Setchell et Gardnerほそまつも

Cladosiphon Kutzing， 1843おきなわもずく属

。μmuranusTokidaおきなわもずく

[Eudesme virescens sensu Okamura] 

Eudesme 1. Agardh， 1882にせふともずく属

virescens (Carmichael ex Harvey) 1. Agarぬにせふとも

ずく

He飽rosaundersellaTokida， 1942からふともずく属

hauo巾 naTokidaからふともずく

Myriogloea Kuckuck ex Oltm釦 ns，1922きつねのお属

s加Iplex(Segawa et Ohta) Inagakiきつねのお

Pape曲lssiellaKylin， 1940くろも属

kuromo (Yendo) Inagakiくろも (9)

[MyriocltJdia kuromo] 

Saundersella Kylin， 1940もっきちゃそうめん属

simplex (Saunders) Kylinもつきちゃそうめん

[Gobia simplexごぴあ]

Sauvageaugloia Hamel ex Kylin， 19拍くろもずく属

ikomoe (Narita) Inagakiくろもずく

Sphaero凶，chiaKylin， 1940いしもずく属

divaricata (C. Agardh) Kylin いしもずく (10)

Uaponica] 

[Cωωgnea divaricata] 

[Chordaria c/adosiphonくさもずく]

[Chordariafirma] 

sadoensis Nodaおけさもずく

Tinocladia Kylin， 1940ふともずく属

crassa (Suringar) Kylinふともずく

[Eudesme crassa] 

Elachistac伺 E悶ellman，1890なみまくら科

Elachista Duby， 1830 nom. cons.なみまくら属

coccophorae Takamatsuすぎもくのなみまくら

confusicola Noda いとなみまくら

crassa Takamatsu 

f1accida (Di1lwyn) Fries 
globosa Takamatsuなみまくら (11)

[かcicolasensu Okam山富]

mollis Takama刷

nigra T.紘amatsu

n伊'ponicaUmezaki 

orbicultJris (Ohta) Skinner 

sadoensis Nodaぎぼさなみまくら

sarg，ωsicola Nodaもつきなみまくら

仰 niaφmおYamadaひるなみまくら

tenuis Yamadaほそなみまくら (12)

vellosa Takamatsu 

zosterae Nodaあまものなみまくら

Halo山 ixReinke， 1888そめわけぐさ属

ambigωYamadaそめわけぐさ(13)

coccophorae Ohta 

l附 bricalis(Kutzing) Reinkeひなのそめわけぐさ

sadoensis Nodaおけさそめわけぐさ

tonuosa Takama飽U

Leptonema旬lIaSilva， 1959 nom. cons.レプトネマテラ属

fasciculata (Reinke) Silva (14) 

Isbigeaceae Okamura， 1935いしげ科

Ishige Yendo， 1907いしげ属

okamurae Yendo いしげ

sinicoltJ (Setchell et Gardner) Chiharaいろろ

[持 liacea]
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Lω曲esiaωaeE紅 low，1881ねばりも科

Kurogiella Kawai， 1993いそぐるみ属 (58)

事 saxico1aKawai いそぐるみ

Leathesia S. F. Gray， 1821ねばりも属

crassipilosa Takamatsuえだうちねばりも

difJormioides Takamatsu (15) 

difJormis (Linnaeus) Areschougねばりも

japonica Inagakiこごめねばりも

monilicellu1ata Takamatsuなんきんねばりも

primo巾 Takamatsuいとねばりも

pulvinaωT雄創natsuひなねばりも

sadoensis Inagakiおけさねばりも

saxico1a Takamatsu いわねばりも (16)

[granulosa] 

sphaerocepha1a Yamadaひめねばりも

tsugaruensis Ohta 

yezoensis Inagakiこっぶねばりも

[umbel1a飽 sensuOkamura] 

Myriactula Kuntze， 1898ミリアクチユラ属(17)

c1avataσ誌創m包u)Feldmann

sargassi (Y endo) Feldmannごのけのり

saromoensis Yamada et Iwamotoもくのつゆ

Petrospongium Nageli ex K首位ing，1858しわのかわ属

rugosum (Okamura) Setchell et Gar姐nerしわのかわ

[ Cylindrocarpωrugos，ω] 

Myrionl回nataceaeNageli， 1847ミリオネマ科

Ascocyclus. Magnus， 1874アスコキクルス属(18)

dichotomωOhta 

Compsonema Kuckuck， 1899コンプソネマ属

c加rdaeNodaつるものはりも

coccophorae Nodaすぎもくのはりも

con俳rumSetchell et Gardner (19) 

dic砂oωidesNoda et Hondaあみぢのはりも

interca1are Nodaかいせいはりも

nummuloides S帥 hel1et Gardnerもくのはりも

oblong肌 Nodaながみのはりも

secωulum Se句:hel1et Gardner 

f. terminale Setchell et Gardner 

Hecatonema Sauvageau， 1898ヘカトネマ属

mocu1ans (Collins) Sauvageauそろいへかとねま

terminale (Kutz泊g)Kylinへかとねま

Microspongium Re並ke，1888ミクロスポンギウム属

globosum Reinke (20) 

[Myrionemo globos附まるがたみりおねま]

Myrionema Greville， 1827ミリオネマ属

acrochaet，臨 Nodaたんじゅんみりおねま

corunnae Sauvageauみりおねま

dichoto.刷 mNoda et Hondaふたまたみりおねま

grateloupiae Nodaまつまえみりおねま

obscurum Setchell et Gar叫ner

orbicu1are J. Agardh 

padinae Noda 

tenue Noda et Honda 

terminale Noda 

Protectoc紅pusKommann， 1955プロテクトカルプス属

speciosus (B回rgesen)Kornmann (21) 

[Compsonema ramulosum sensu Nodaてんいこん

ぷそねま]

S酔 rma肱 hna倒 e同ellmann，1890もずく科

Nemacystus Derbes et Solier， 1850もずく属

dec伊iens(Su巾 g釘')Kuckuckもずく

Stilophora J. Ag紅世1，1841 nom. cons.ひもまくら属

rhizodesロ'urner)J. Agardhひもまくら

SC円'OSIPHONALESJ. Feldmann， 1949かやものり目

Chn似踊poraωaeSetchel1 et Gardner， 1925むらちどり科

Chn∞spora J. Agardh， 1847むらちどり属

inψlexaJ. Ag釘世1むらちどり

minima (Hering) Papenfussぼうがたむらちどり

[pacifica] 

Scy蜘 iphona，ωaeF:釘 low，1881かやものり科

白 lpomenia曲 dlicher)D哩品川Soli町'， 1851ふくろのり属

bullosa (Saunder百)Yarnadaわたも

[sinuosa f. defom削 s]

事P官F官g均IQ(Sauvagl伺.u)HameIうすかわふくろのり σ9)

phaeodac，砂'1aW戸neetJ.N. Norrisほそくぴわたも(回)

sinuosa倒 e配 nsex Roth) Derbes et Solierふくろのり

Hy命。c1a出rusBory， 1825かごめのり属

c1athratus (C. Agardh) Howeかごめのり

事 tenuisTseng et Luほそかごめのり (61)

Petalonia Derbes et Solier， 1850 nom. cons.せいようはば

のり属 (22)

binghamiaeσ.Ag釘め)Vinogradovaはぱのり (62) 

[Endarachne binghamiae] 

fascia (0. F. Mueller) Kuntzeせいようはばのり

[lleafascia] 

zosterifolia (Re泊ke)Kuntzeほそぱせいようはばのり

Rosenvingea B匝rgesen，1914もさくだふくろ属

intricataσ.Ag紅世I)B依gesenもさくだふくろ

orientalis (J. Ag:釘'dh)Borgesen 

Scytosiphon C. Agardh， 1820 nom. cons.かやものり属
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(63) 

lomenta巾 (Lyngbye)Linkかやものり (23)

DICTYOSIPHONALES Setchell et Gardner， 1925 

ういきょうも目

Asperococcaceae Parlow， 1881こもんぶくろ科

Asperococcus Lamouroux， 1813こもんぶくろ属

bullosus Lamourouxこもんながぶくろ (24)

[turneri] 

Melanosiphon Wynne， 1969きたいわひげ属

intestinalis (Saunders) Wynneきたいわひげ

[Myelophycus intestinalis] 

Myelophycus Kjellman， 1893いわひげ属

cavum J. Tanaka et Chiharaうつろいわひげ (25)

simplex (Harvey) Papenfuss いわひげ

[caespitosus] 

Coilodesmaceae Setchell et Gardner， 1925えぞぶくろ科

Akkesiphycus Yamada et T:組成a，1944こんぶもどき属

lubricum Yamada et Tanakaこんぶもどき

Coilodesme Stromfelt， 1886えぞふくろ属

cystoseirae (Ruprecht) Setchell et Gardnerほそえぞふ

くろ

japonica Yamadaえぞふくろ

[cystoseirae sensu Yendo] 

Delamareaceae A. D. Zinova， 1953にせかやも科

Delamarea Hariot， 1889にせかやも属

attenωta (悶ellman)Rosenvingeにせかやも

Stschapovia A. D. Zinova， 1954シチャボピア属

flagellaris A. D. Zinova 

Dictyωiphonaceae Kutzing， 1849ういきょうも科

Dictyosiphon Grevil1e， 1830 nom. cons.ういきょうも属

chordaria Areschougふとばういきょうも

corymbosus Kjellman 

foeniculaceus (Hudson) Grevil1巴ういきょうも

hippuroides (Lyngbye) Kutzingふとういきょうも

Punctariaceae (百1Uret)Kjellman， 1880はばもどき科

Pogotrichum Reinke， 1892こぶのひげ属

yezoense (Yarnada et N:法amur司I)S池辺etSagaこぶのひげ

[Litosiphon yezoense] 

Punctaria Grevil1e， 1830はばもどき属

conglomerata Yamada et Iwamotoひだはばもどき

flaccida Nagaiちしまはばもどき

kinoshitae Yamada et Iwamotoおおばはぱもどき

latifolia Grevil1eはばもどき

mageshimensis Tanakaごあんめ

occidentalis Setchell et Gardnerカ宝さカ宝さはばもどき

(26) 

[chartacea sensu Yendo] 

pilosa Umezakiけぶかはばもどき

plantaginea (Roth) Grevil1e はばだまし

[rubescens sensu Y endo] 

projecta Yamadaゆるぢはばもどき

tenuis Yamada et Iwamotoうすばはばもどき

Trachynema Pedersen， 1985いそひげも属 (64)

groen/andicus (Lund) Pedersenいそひげも

[Litosiphon g roenlandicus] 

Striariaceae時ellman，1890よこじまのり科

Coeloc1adia Rosenvinge， 1893おしよろぐさ属 (65)

* arctica Rosenvingeおしよろぐさ

Stictyosiphon Kutzing， 1843さめずぐさ属 (66)

* soriferω(Reinke) Rosenvingeさめずぐさ

[Kjellmania arasakii] 

S凶訂iaG陀 vil1e，1828よこじまのり属

attenuata (Grevil1e) Grevil1eよこじまのり

CUTLERIALES Oltmanns， 1922むちも目

CutIeriaceae Hauck， 1883むちも科

Cutleria Grevil1e， 1830むちも属

adspersa (Roth) De Notarisけべりぐさ

cylindrica Okamuraむちも

multifida (Tumer) Grevil1eひらむちも

SPHACELARIALES Oltmanns， 1922くろがしら目

Sphacelariaceae Decaisne， 1842くろがしら科

Sphacelaria Lyngbye， 1819くろカfしら属 (27)

californica Sauvageauはねぐんせんくろがしら (28)

* cornuta Sauvageauほそぐんせんくろがしら

キdivaricataMontagneょっでくろがしら

[hizikiaeひじきのくろカfしら]

[prostraωにつ』まんまたざきくろカfしら]

[tenuis] 

本 nipponicaKitayamaながぐんせんくろがしら

plumigera Holmesはねくろカfしら

rigidula Kutzingみつでくろがしら (29)

[caespitosa] 

[expansaじゅうたんくろがしら]

[かrcigeraわいじがたくろがしら]

[ iridaeophyticaぎんあんくろがしら]
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[iwag，ω'a/ansisえちごくろがしら1
[linearis] 

[sessilis] 

[subjuscaみつまたくろがしら]

[ variabilisまたさきくろがしら]

* soli，飽ria(Pringsheim) Kylinほそえくろがしら

[divaricata f. j，勿onica]

[shiiyaensis] 

[viridis] 

tribuloides Meneghiniぐんせんくろがしら

yam“おeSegawaつく iまねくろカ奮しら

fpyriformisなしのみくろがしら]

[rOO，句ω〈ぴれくろがしら]

Stypωa凶aceaeOl'佃1IIIIns，1922かしらざき科

Halopteris K首位泊Ig，1843かしらざき腐

filicina (Gra旬loup)K祖国ngかしらざき

Styp∞aulon Kutzing， 1843えぞかしらざき属 (67)

* durum(Rup即 ht)Okamuraえぞかしらざき

[Halopteris scopal匂 sensuTokida] 

DE部品R回目ALESSe凶叫letG叫lel'， I925うるしぐさ目

D舗 m町脳血ωae(Thuret)町ellm組， 1880うるしぐさ科

Desm蹴 stiaLamouro肌 1813nom. cons.うるしぐさ属

均的飽 (Stackhouse)Lamourouxうるしぐさ

細胞coidesOkamuraたばこぐさ

viridis σ~ueller) Lamouroux けうるしぐさ

S開)ROCHNALESSauvageau， 1926けやりも目

Spo町民bnaceaeGre叫lle，1830けやりも科

Carpomi回 Kutzing，l制3nom. cons.いちめがさ属

・cos，飽 陶 (Stac抽聞記)Ba伽隠いちめがさ (68)

[cabrerae] 

NereiaZan釘di凶， 1制6うみぼっす属

加tricaωYamadaうみぼっす

Sporochnus C. Agar叫h，1817けやり属

radicifon叫s(R. Brown ex百m釘')C.Agar曲たまけやり

鉛 opariusHarveyけやり

LAMINARIALES Kylin， 1917こんぶ目

Alariac飽eSetchell et Gar由民 1925ちがいそ科

Alaria Greville， 1830 nom. cons.あいぬわかめ属

angωωKjellmanほそばわかめ

crassifolia悶ellmanちがいそ

fisωlosa Pos飽Iset Ruprechtおにわかめ

paradお'ea側iyabeet Nagai) Widdowsonふうちょうわ

かめ

[Pleuropterum parOOiseum] 

praelonga勾ellm組あいぬわかめ

taeniata珂ellm飽くしろわかめ

Undaria Suringar， 1873わかめ属

petersenianaほjellman)Okamuraあおわかめ

pinnatifida伺釘vey)Suring紅わかめ (30)

unぬrioit.た's(Yendo) Okamuraひろめ

Cho地欄，eDumorti巴r，1822つるも科

口IOrdaStackhouse， 1797つるも属

filum仏innaeus)Stac抽 ouseつるも

Laminariaceae Bory， 1827こんぷ科・

Agarum Dumoriter， 1822あなめ属 (69)

事 crathrumDumortierあなめ (31)

[cribros脚]

oharaenseY細叫aおおのあなめ

Arthrotharnnus Ruprecht， 1848ねこあしこんぶ属

b伊'dus(Gmelin) Ruprechtねこあしこんぷ

Costaria Greville， 1830すじめ属

cos，ωta (C. Agardh) Saundersすじめ (32)

Cymathaere J. Agardh， 1868みすじこんぷ腐

japonica Miyabe et Nagaiあつばみすじこんぷ(あっ

ぱすじこんぷ)

[ crassifolia鈍nsuMiyめe]

Ecklo凶aHomemann， 1828かじめ属

cava Kjellmanかじめ

kurome Okamuraくろめ σ3)

sωlonifera Okamuraつるあらめ

Eckloniopsis Okamura， 1927あんとくめ属

rOOicosa (勾曲nan)Okamuraあんとくめ (34)

Ei節目iaAreschoug 1876あらめ属

arborea AreschougさiJfらめ

bicyclis (悶ellm組)Setchellあらめ

Hedophyllum Se凶lell，1901くろしおめ属

kuroshioense Segawaくろしおめ (35)

Kjellmaniella Miyabe， 1卯2とろろこんぷ属

crassifolia Miyabeがごめ

gyrata伺 ellman)Miyabeとろろこんぷ附

Lar凶nariaLamouroux， 1813 nom. CODS.こんぷ属

angusωtaKjellmanみついしこんぷ

cicha巾油'sMiyabeちぢみこんぷ

co，血 ceaMiyabeがつがらこんぷ

diabolica Miyabeおにこんぷ (37)

japonica Areschougまこんぷ (38)

long抑制isOkamuraえながこんぷ(かきじまこんぷ)
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longiss加aMiyabeながこんぶ

[angωtata var. longissima] 

oc，加'tensisMiyabeりしりこんぷ

religiosa Miyabeほそめこんぶ

sacc，加ゆω(Linnaeus)L紐 IOuroUX

f. linearis J. Ag'ardhからふとこんぷ

sachalinensis側iyabe)Miyabeからふととろろこんぷ

yendoana Miyabeえんどうこんぷ

yezoensis Miyabeごへいこんぶ

PSeUdOC加噛鴎僻KawaietKur略1985にせつるも科 (39)

Pseudocb剖 aYam地 TokidaetIn勾凪1958にせつるも属

gracilis Kawai et Nabataほそっるも

nagaiiσ'okida) Inagakiにせつるも

[C加rdarianagail1 

SYL町 GODERMATALESHenry， 1984うすぱおおぎ目

Syringl叫enna飽倒.eHe町， 1984うすぱおおぎ科

Syringodenna Levring， 1940うすぱおおぎ属

ぬY.l:S.初旬(S出恥:IletGar也er)Le叫ngうすぱおおぎ (40)

[aωtrale sensu Yamada et Matsunaga] 

DlCTYOTALES悶ellman，1896あみじぐさ目

政均ω蹴 aeLamouroux ex臥unOl蜘， 1822あみじく・さ科

防勾句帥Lamouroux，1809n'O削拙.やはずぐさ属 (41)

divaricata (Okamura) Okamuraえぞやはず

ρIcoidesTan紘aおおばやはず

la伽 'cula(Okamura) Okamuraやはずぐさ

papenfussii Tanakaりぼんやはず

plagiogramma側ontagne)Vicke隠すじゃはず

polypodioides (De Candolle) Lamourouxうらほしやは

ず (42)

[membrm附 'ea]

prolifera (Ok畑町)Okamuraへらやはず

punctata Nodaうすばやはず

repens (Okam町富)B回，rgesenひめやはず

undulaωHolmesしわやはず (82)

Dictyota Lamouroux， 1809 nom. cons.あみじぐさ属 (43)

adhaerens Noda いわあみじ

binghamiae J. Ag紅曲ぴんがあみじ

cervicomis Ku包泊gよれあみじ

denωωLamourouxとげあみじ

dichotoma (Hudson) Lamourouxあみ巳ぐさ

dila.ωtaYamadaさきぴろあみじ

divaricaωLamourouxかずのあみじ

jlabellata (Collins) Setchell et Gardnerせんけいあみじ

ぐさ

'" friabilぉSetchell(70) 

indica Sonder 

linea巾 (C.Agardh) GreviIIeいとあみじ

maxima Zanar世凶おおばあみじぐさ

pa館nsJ.Agardhこもんあみじ

spat.加laωYamadaへらあみじぐさ

spinulosa Harvey はりあみじ

virellus Nodaみどりあみじぐさ

Dilophus J. Agar曲， 1882にせあみじ属 (44)

okamurae Dawsonふくりんあみじ

[marginatus Okamur富]

Distromium Levring， 1940ふたえおおぎ属

decumbens (Okamura) Levringふたえおおぎ

[Ch伽助'Phorarepens] 

[C加lidotedecumbens] 

Homoeos凶.chusJ.Ag鉱曲， 1894ゃれおおぎ属

jlabellatus Okamuraゃれおおぎ

Lobophora J. Ag紅曲， 1894はいおおぎ属

variegata仏amouro眠 )Womersleyはいおおぎ

[Gymnosorus collaris] 

[Pocockiella variegata] 

Pachydictyon J. Agardh， 1894さなだぐさ属

co巾 ce肌但olmes)Okamuraさなだぐさ

Padina Adanson， 1763 nom.∞'ns.うみうちわ属

arborescens Holmesうみうちわ

australis Hauckうすぱうみうちわ (45)

boryana古語vyあかばうみうちわ

[commersonill 

crassaY創nadaこなうみうちわ

japonica Yamadaおきなうちわ

minor Yamadaうすゆきうちわ

"'ry附yuensisY.P. Lee et Kamura (71) 

stipi.削 aTanaka et Nozawaえっきうみうちわ

Spatoglossum Kutzing， 1843こもんぐさ属

'" crass脚 J.T:制球aあっばこもんぐさ (72)

[variabile]ほそばこもんぐさ

" lat酬 J.Tan紘aひろはこもんぐさ (72)

pac折cumYendoこもんぐさ (72)

[comigerum] 

solieri (Chauvin ex Montagne) Kutzing 

Stypopodium Kutzing， 1843ぢがみぐさ属

zonaleιm白山'Oux)Pape由 ssぢがみぐさ

[lobatunl] 

Zonaria C. Agardh， 1817 nom. cons.しまおおぎ属

diesingiana J. Agardhしまおおぎ

stipiiωωTanaka et K. Nozawaえっきしまおおぎ
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FUCALES Kylin， 1917ひlままた目

Cystoseiraceae Kutzing， 1843うがのもく科

Coccophora Greville， 1830すぎもく属

langsdorfiiσ町 ner)Grevilleすぎもく

Cystoseira C. Agardh， 1820 nom. cons.うがのもく属

crassipes側出ensex Turner) C. Agardhねぷともく

[Cystophyllum crassipes] 

geminata C. Agardhえぞもく

[Cystophyllum geminatum] 

hakodatensis (Yendo) Fensholtうがのもく

[Cystophyllum hakodatense] 

Hormophysa Kutzing， 1843やばねもく属

cuneiformis (Gmelin) Silvaやばねもく (46)

[triquetra] 

[Cystoseira prol.俳ra]

Myagropsis K首位ing，1843じよろもく属

時lagrouた's(Mertens ex百四ぽ)Fensholtじよろも< (47) 

[yendoi Fensholt] 

[Cystophyllum caespitosumかいふもく]

[Cystophyllum sisymbrioides] 

[Cystophyllum tumeriひえもく]

Fucaceae Adar】son，1763ひばまた科

Fucus Linnaeus， 1753ひばまた属

distichus Linnaeus 

ssp. evanescens (C. Ag釘ぬ)Powellひばまた

[evanescens ] 

Pelvetia Decaisne et百町民 1845えぞいしげ属

* babingtonii (H紅 vey)DeToniえぞいしげ (48)

[wrightii] 

Sargassaceae Kutzing， 1843ほんだわら科

Hizikia Ok畑 ura， 1932ひじき属

ρlSiformis (Harvey) Okamur冨ひじき (49)

Sargassum C. Agardh， 1820 nom. cons.ほんだわら属 (50)

alternato・pinnatumYamadaきればもく (51) 

[asymmetricumかたわもく]

ammophilum Yoshida et T. Konnoすなぴきもく

* araii Y oshidaえちごねじもく (73) 

assimile Harveyつくしもく

autumnale Yoshidaあきよれもく

berberifolium J. Agardhべりべりもく

brevifolium Kutzingひめこもく

傘 bulb砕rumYoshi似たまえだもく σ3)

carpophyllum J. Agardhまじりもく (74) 

[ang附 ifoliumsensu Yamadaほそばも<] 

[vulgare f. linearifolium sensu Y endo] 

coゆsumC. Agardhふしすじもく

crl間約li附1.Agardhあっぱもく (52)

crispifoli即時 Yamadaこぶくろもく

cristaefolium C. Agardhときかも〈

duplicatum J. Agar世1ふたえもく

filicin肌 Harveyしだもく

ルlvellum(Turner) C. Agardhほんだわら

[enerve] 

giganteifolium Yamadaおおばのこぎりもく

* glaucescens J. Ag訂ぬこなふきもく (75) 

hemiphyllum (TI町 ner)C. Agardhいそもく

homeriσ町ner)C. Agardhあかもく

ilicifoliumσurner) C. Agardh 

var. conduplicatum Grunowふたえひいらぎもく

* incanum Grunowしまうらも< (76) 

μshiwaji.附 n胴 Yendoときもく

kushimotense Yendoしろこもく

* longifructum Tseng et Luながみもく (77) 

macrocarpum C. Agardhのこぎりもく

[serratifolium sensu Yendo] 

micracanthum (Kutzing) Endlicherとげもく

microceratium (Mertens ex Turner) C. Agardhふしいと

もく

miyabei Yendoみやぺもく

[匂ellmanianum]

mutic肌(Yendo)Fensholtたまははきもく

[kjellmanianum f. muticum] 

* myrioのIS仰mJ.Ag紅dhひめはもく (79) 

[opacum] 

nigrifolium Yendoならさも

nipponicum Yendoたまなしもく

okamurae Yoshida et T. Konnoひらねじもく

* oligoのIS似 mMontagne (78) 

pallidumσurner)C. Ag副 hうすいろもく

patensC. Ag紅dhやつまたもく (53) 

piluliferum (Turner) C. Agardhまめたわら (54)

pinnatifidum Harveyからくさもく

poly，のほ似mC.Agardhこぱもく

poか'porumMontagne (55) 

ringgoldianum Harvey 

ssp. ringgoldianumおおばもく

ssp. coreanum (J. Ag紅仙)Yoshidaゃなぎもく

sagamianum Yendoねじもく

salicifolioides Yamadaふくれみもく (80) 

[hyugaenseひゅうがもく]

sandei Reinboldなんかいも〈

segii Y oshidaなカ苦しまもく

[racemosum Yamada et Segi] 
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[ringgoldianum f. ell伊ticaまるばのカfらも]

serratifoU附 (C.Agardh) C. Ag紅dhうすばのこぎりもく

siliquastrumσ'urner) C. Agardhよれもく

[tortile] 

siliquosum J. Agardhきしゅうもく

tenuifolium Yamadaうすばもく

yamadae Yoshida et T. Konnoあずまねじもく

yamamotoi Y oshidaよれもくもどき

yendoi Okamura et Yamadaえんどうも< (81) 

[henslowianum v低 condensatumえながもく]

yezoense (Yamada) Y oshida et T. Konnoえぞのねじもく

[sagamianum var. yezoense] 

thunbergii倒 ertensex Roth) Kuntzeうみとらのお

tosaense Yendoたっくり

Turbinaria Larnouroux， 1825らっぱもく属

ornata (Turner) J. Agardhらっばもく

trichophyllum (Kutzing) Kuntzeいとよれもく

* wakayamaense Y oshidaなんきもく σ3) 

tria/ataσ. Agardh) Kutzingたカミつきもく

褐藻に関するノート

(1) Tanaka組 dC凶lara(1987)が石垣島から報告した。

(2)日本産の種は再検討が必要で，もっと少数の種に纏められるであろう。

(3) Gif[ordiaよりも Hincksiaの名前を用いるのが正しいという Silva，Menez and Moe (1987)の意見に従う。

(4) Sorocarpusの名前は保留されていないので，Botrytellaを用いるのが正しい。

(5) f. m血utusが区別された。異名はK町'Ogi(1978)による。

(6) Kawai (1989)の研究により新しい属を代表することが示された。

(7) f. crassaフトニセモズクが区別された(Inag紘i1954)。

(8) f. chordaeforrnisヒモナガマツモ， f. ramusculiferaマパラナガマツモが区別されている(lnag紘i1958)。

(9) f. densaフサクロモ，f.gI百cilisホソクロモが区別される(lnag紘i1958)。

(10) f. chordarioidesニセナガマツモ， f. epiphyticaヤセモズク， f. gracilisホソパノニセナガマツモが区別された

(Inag誌i1958)。
(11) Takam拙 u(1938)はf.Jumbricalis， f. rigidaを区別した。

(12) Takama凶 (1938)により f.pacificaが区別された。

(13) Takamatsu (1938)はf.rigidaを区別した。

(14) T制球a(1988)により北海道南部から報告された。

(15) f. gJo加Isaが区別された σ'ak細胞u1939)。

(16)異名はInagaki(1958)による。

(17) Gonodia属はM戸iactuJaの異名とされているので，Gonodia fusiformis Nodaは命名法上も検討を要する。

(18) M:.戸onemaまたはHecatonemaの異名とされている(Loiseaux1968)。日本産の種については特徴となる蹴∞:yst

も示されておらず，再検討を要する。

(19) K吋imura(1979)が隠岐島から報告した。

(20) Tanaka (1987)が関東地方から記録した。

(21) Tanaka (1986)の報告による。

(22) Ilea zosterifolia Nodaもこの属に入ると思われる。 IleaはPetaJoniaの異名である。

(23) f. compJanata， f. cyJindrica nanusヒメカヤモ， f. cylin出 camajorイトカヤモ，f.帥 tilisヨレカヤモが記録されて

いる(Tokida1954，岡村 1936)。学名は S.simplissisimus (Clemente) Cremadesが正しいとされる。

(24)異名は Womersley(1987)による。

(25) Tanaka飢 dChihara (1984)が伊豆から記載した。

(26)異名は太田(1984)による。

(27) Kitayama (1994)により再検討が行われた。 S.apicalis Takama刷は菌の寄生したもの。 S.novaeドcaledoniaeは

産地不明で日本に産するかどうか疑わしい。 S.radicansも実体不明。

(28)北山・吉田(1989)が青森県から記録した。

(29)異名はPrud'hommevan Reine (1982) ， Kitay副 a(1994)による。
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(30) f. distansナンプワカメ，f. narutensisナルトワカメ， var. e10nga仇 var.vu1garisなどが記載されている{岡村

1936，S町ing釘 1872). 

(31)種名の発表はDumortierが早い (Silva1991)0 f. rishirienseリシリアナメ，f. ruE'ωmザラアナメ，f. yakishiriense 

テウリアナメが区別されている (Yamada1974)。

(32) f. cunea飽，f.1a曲 >liaが区別される(Nagai1940)。

(33) f. conω血，f. 1atissima， f. p1anaが区別された(岡村 1936)。

(34) f. e1ongata， f. 1atifoliaが区別された(岡村 1936)。

(35) Widdowson (1965)はLaminariaに入れることを提案し， K吋加ura(1981)はこの種をもとに S帥 J]tophyl1opsis

を記載した。詳しい検討が必要である。

(36) f. 1inearis， f. 1atior， f. ovata， f. crispataが区別された(岡村 1936)。

(37) f. angustifoliaホソパオニコンプ(N裕福 1940)， f.1ongipesエナガオニコンプ(岡村 1936)が区別された。

(38) f. membranaceaドテメが記載されている(岡村 1936)。

(39) Kawai and Kurogi (1985)によりコンブ目の新しu、科とされ， Kawai and Nabata (1卿)により北海道西岸から

l種が加えられた。

(伺)異名は川井・山田 (1990)の意見による。 He町(1984)は生活史の研究から目のレベルで独立させることを

提唱した。

(41) Neurocarpus， Hali悶おはDictyopterisの異名である。

(42)異名はSilvaet al. (1987)による。

(43) D.nae"舗はYendo(19聞の報告後，記録がなく実体不明。

(44) D. radicansヒメフクリンは Padina属のものの基部構造である。

(45) var. cuneataキレパノウスパウミウチワが記載されている(Tanakaand Nozawa 1960)。

(46)異名はSilvaet al. (1987)による。

(47)異名はYoshidaand Kawai (1987)による。

(48)学名の変更はYoshidaandSilva(1992)による。

(49) f. claviE'Cra， f. cylin出'ca，f. foliifera， f. linifonmsが記載されている(岡村 1936)。

σ0) Yendo (1907)が記録した S.aqui刷出n，S. cervicome (=c，肱似msensu Yendo) ， S. graciU加 um，S.gz溜国lifolium，

S. heterocys加m，S. 1atifoliumはその後確認されておらず，実体不明。

σ1)異名は野呂・南波 (1990)による。

(52)大葉・有賀 (1982)が石垣島から記録した。

(53) f. schizophyl1umが区別された(岡村 1936)。

(54) var.pa加1a，var. pinna雌 dum，var. serratifoliumキレパノマメタワラ(山田 1942)が区別された。

(55)鯵坂・阻lar(1卯0)が沖縄県から報告した。

(56) T飢自 (1卿)の意見に従って Hincksiaに移した。

(57) Kogame (1994)の研究により日本産の Hap加百'J1hycusイソガワラモドキはScytosiphonカヤモノリ属の一種の

胞子体であることが証明されたので，目録から Hap飽'rophycusを除いた。 HechigoensisもHcanaliculatus sensu 

N紘amuraと区別できない。

(58) Kawai (1993)により北海道東部の標本に基づいて記議された。

(59) Kogame (1994)が北日本に産することを報告した。

(曲)和名は千原 (1990)による。

(61) T:佃 aka(1990)が鹿児島県南部から報告した。

(62)励曲百C加 eハパノリ属はPe飽10maセイヨウハパノリ属との区別が明確でないという Kogame(1994)の意見

により纏めた。

(63)小亀が3新種の記載を準備している(Kogame1994)。

(64) Pedersen (1985)の意見による。

(65)川井・佐藤 (1991)が北海道から報告した。

(66) Kawai (1991)による。

(67) Prud'homme van Reine (1993)の見解による。

(68)異名はFletcher(1987)による。
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(69) Silva (1991)によると， Dumortierの発表のほうが早川

(70) T:組依a(1990)が鹿児島県南部から報告した。

σ1) Lee飢dKamura (1991)が沖縄の標本に基づいて記載した。

(72) Tanaka (1991)はアッパコモングサを静岡県から， T:組依a(1992)がヒロハコモングサを静岡県の標本に基

づき記載した。異名についても彼の見解による。

(73) Yoshida (1994)がエチゴネジモクを新潟県から，タマエダモクを兵庫県から，ナンキモクを和歌山県から記

載した。

(74)異名は鯵坂 (1993)による。

(75)鯵坂・字井 (1993)が九州から報告した。

(76)鯵坂・宇井 (1993)が九州から報告した。

σ7)鯵坂(19倒的が沖縄県から報告した。

(78) Noro et aJ. (1994)が日本南部から報告した。

(79)鯵坂 (1994)が沖縄県から報告した。異名も彼による。

(80)異名はAjisakaet aJ. (1994)による。

(81)異名は野呂・吉田(1仰のによる。

(82) Neuroca司pusundulatus f. planaが記載されている。

RHODOPHYCEAE Rabenhorst， 1863紅藻綱

(BANGIOPHYCEAE Cronquist， 19ω) 

PORPHYRIDIALES Kylin， 1937ちのりも目

Go凶o凶chaceaeG. M. Smi出， 1933べにみどろ科

Asterocytis Gobi ex Schr凶弘 1896アステロキテイス属

echigoensis Nodaえちごたまのいと (1)

Bangiopsis Schr叫tz，1896にせうしけのり属

subsimplex (Montagne) Sc加凶包にせうしけのり

[Gonio肘'chumh脚 iphreyisensu Tanaka] 

Chroodactylon Hansgirg， 1885たまつなぎ属

oma伽 (C.Ag副 h)加 sonたまつなぎ

[Asterocytis omata] 

Colacodictyon Feldmann， 1955あみまゆだま属

reticulatum (Batters) 1. Feldmannあみまゆだま

[Colaconema reticulatum] 

StylonemaReinsch，1874-1875ぺにみどろ属 (2)

alsidii (Zanar曲。Drewぺにみどろ

[elegans] 

[Goniotrichum alsidi/l 

comu・cerviReinschかずのほしのいと

[Goniotrichum comu・cervi]

噂reniformeKajimura (134) 

Porphyridia偲 aeKylin ex Skuja， 1939ちのりも科 (3)

Rhodella Evans， 1970ロデラ属

maculata Evans 

reticulata Deaspm， Butler et Rhyne 

violacea (Kornm倒的Wehrmeyer

関lodosorusGeitler， 1930ロドソルス属

marinus Geitler 

郎lodosporaGeitler， 1927ロドスポラ属

sordida Geitler 

ERYTHROPELTIDALES Garbary， Hansen et Scagel， 

1980エリスロペルティス目

Ery曲ropel鍾daceaeSk吋a，1939エリスロペルティス科

Erythrocladia Rosenvinge， 1909いそはなぴ属

i"egularis Rosenvinge いそはなぴ

[subintegraとげいそはなぴ]

Erythro凶chiaAreschoug， 1850 nom. cons.ほしのいと属

camea (Dillwyn) 1. Agardhほしのいと (4)

[biseriaωひめりぼん]

[reflexaゆみがたほしのいと]

filibasalis Nodaあしぼそいとまくら

wulvinata Noda et Honda] 

incrassaωTan紘aいそりぼん

japonica Tokidaほしのおぴ

[Bangia ciliata] 

parietalis Tan紘aいとりぽん

regularis Nodaせいれつほしのおぴ
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sargassicola Nodaもくっきほしのおぴ

Porphyropsis Rosenvinge， 19ω ひなのり属

coccineaσ. AgardhexA蹴 houg)Rosenvingeひなのり

BANGIALES Schr凶包， 1892うしけのり目

Bangia倒 .eEngler， 1892 nom. cons.うしけのり科

Bangia Lyngbye， 1819うしけのり属

atropurpurea (Ro由)C.Agardhうしけのり

[fuscopurpurea] 

gloiopeltidicola Tan紘aふのりのうしげ

Porphyra C. Agardh， 1824 nom. cons.あまのり属 σ)
akasakae Miuraむろねあまのり

[angus.飽 f.s，仰 rikuensisにせこすじのり]

側 iplissi，脚(悶ellman)Se釦helletHusぺにたさ (6)

側 gus，ωOkamuraet Uedaこすじのり σ)

crassaUedaあっばあまのり

c巾pataKjellm佃 (sensuUeda)つくしあまのり

den陶ta珂ellm飢おにあまのり

irregularis Fukuharaえりもあまのり

ishigecola Miuraぺんてんあまのり

kafl“おeMiuraそめわけあまのり

kinositae (Y副m血 etTanaka) FI味曲闘うたすつのり

伽 ie，ぬeKurogiまるばあさくさのり

* kurogii Lindstromちしまくろのり(135)

[purpurea sensu Kurogi] 

[umbilicalis auct. japon.] 

lacerata Miuraやぶれあまのり

脚 riensisOhmiかやべのり

occidentalis Setchell et Husきいろたさ

ochotensis Nagaiあなあまのり (8)

[peゆraωsensuYendo] 

okamurae Uedaくろのり

onoiUedaおおののり

[abyssicola sensu Ueda] 

pse.凶iocrassaYamada et Mikan詰まくれあまのり

pseudolinearis Uedaうつぶるいのり

puncωωYamada et Mikar凶すなごあまのり

seriata悶ellm細いちまつのり

suborbiculata Kjellmanまるばあまのり (9)

tanegashimensis Shinmuraたねがしまあまのり

tenera Kjellm組あさくさのり(10)

tenuipedal.おMi山aかいがらあまのり

variegata (時ellm佃)悶ellm組ふいりたさ

[tenuitasaうすばたき]

[uedae] 

yezoensis Uedaすきぴのり (11)

NEMALIAL酪 (=NEMALIONALES)Schr凶匂， 1892

うみぞうめん目

Acrochaetiaceae Fritsch ex W.R. Taylor， 1957 nom. cons. 

アクロケチウム科(12)

[Audou泊ellaceaeFeldmann， 1962] 

[Rhodocho民ace総 Nぉr，1947]

Acrochaetium Nageli， 1858アクロケチウム属 (13)

sargassicaulinus Noda 

scinaiae Dawson (14) 

toyru闇 enseNoda et Honda 

Audou恒ellaBory， 1823 orth. cons.オーデユイネラ属(15)

alariae (J6nsson) Woelkerling 

attenuata (Rosenvinge) G釘b紅y

[Rhodochorton atten附加m]

callithamnioides制球amura)Gar加 y

[Rhodoc加rtoncallithamnio地 's]

catenulata (Howe) Garb釘Y (16) 

codicola (B回rgesen)G釘b創y

[Rhodochorton codicola] 

codii (Crou組合制.)Garbary 

[Rhodoc加rtoncodii] 

daviesii (Dil1wyn) Woelkerling 

[Rhodochorton daviesi司

densa (Drew) Garbary 

[Rhodochorton de.財閥]

[arc削似m]

howei (Yarnada) Garb紅yみるのべに

[Acrochaetium howei] 

[Rhodochorton affine Yamada] 

[Rhodochorton howei] 

humilis (Rosenvinge) G釘bary(16) 

hyalosiphoniae (N紘阻町a)Garb釘y

[Rhodωhorton hyalosipho凶低l

immersa侭osenvinge)South et Tittley 

[Acroc加eti，肌 immersum]

[Chantransia immersa] 

infestans但oweetHo同 Dixon

[Rhodochorton i，拘tans]

japonica (Papenfuss) Garbaryべにまゆだま

[Acroc加etiumjaponic.附]

[Colaconema simplex] 

kurogii Y. P. Lee et Linds位。mはねべにのいと

macropus (Kylin) Garbary 

microscopica (Nageli) Woelkerling 

[cr，ω'sipes] 

[moniliformis] 

occidenωlis(B国，rgesen)Garbary 
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plumosa (Drew) Garbary 

[Rhodochorton plumosum] 

po加rpora但owe)G紅bary

purpurea (Lighぜ∞t)Woelkerling 

[Rhodochorton purpureum] 

[Rhodochorton rothill 

radiataJao 

rhizoidea (町宮w)Garbary

robusta (B回rge関n)Garbary

[Rhodochorton rob附似m]

ηukyuensis別法amura)Garb創y

[Rhodochorton ryuかuensis]

sanctae・血omae(B回rgesen)Garb町

[Rhodochorton sanctae-t初mae]

sec聞 doω(Lyngbye)Woelkerling 

[Chantransia secundata] 

seriata (B匝rgesen)Garb鉱y

sessilis (l司法am町 a)Garb鑑y

[Rhodochorton sessile] 

sub初tmers即時 (Se旬hellet Gardner) Garbary et Rueness 

[Rhodochorton subimmersum] 

terminalis (N蜘mura)G帥町

[Kylinia term抑制

[Rhodochorton terminale] 

Colaconema Ba幅低 1896ぺにまゆだま属

ルrcataTanakaょなくにまゆだま

Liagorophila Yama伽， 1944リアゴロフイラ属 (17)

endophytica Yamada 

Rhodωhorton Nageli， 1862ロドコルトン属 (13)

membranaceum側agnus)Hauck 

spetsbergense侭je胎nan)時ellman(16) 

Rhodωhortonopsis Yarnada， 1944かいめんしばり属

spongicola Yamadaかいめんしぼり

Bonnemaisoniaωae Sclu凶tz，1892かぎけのり科 (18)

Asp嗣 gopsisMo脚 .gne，1841かぎけのり属

加。ormis(Delile) Trevisanかぎけのり (19)

[sanfordi加問]

Bonnemaisonia C. Ag紅 dh，1822かぎのり属

加miferaHariotかぎのり (20)

[Asparagopsis加m伶ra]

Delis伺Lamouroux，1819たまいただき属

japonica Okamuraたまいただき (21)

院mbria陶釦ct.ja伊 n.]

fpulchra auct. japon.] 

Ptilonia但ぽvey)J.Ag紅dh，1852ひろはたまいただき属

(22) 

okadae Yarnadaひろはたまいただき

[Delisea okadoe] 

DermonematBceae (Sclunitz et Haup凶eisch)Ab加'tt.1976 

かきまつ科

Dermonema Harvey ex Heydrich， 1894かきまつ属

divaricatum Okamura et Segawaしまかきまつ

frappieri (Montagne et MilIardet) Borgesenかきまつ

[gracile] 

pulvi，聞 tum(Grunow) Fanかもがしらのり

[Nemalion pulvinatum] 

Dotyophycus Ab加u，1976にせこなはだ属 (136)

yamadae (Ohmi et Itono) Abbott et Yoshizaki 

[Iiagoropsおyamadae]

Patenocarpus Yoshiz紘i，1987パテノカルプス属 (23)

paraphys俳rusYoshizaki 

Yamadaella Abbott， 1970はいこなはだ属

caenomyce (Decaisne) Abbo鈍はいこなはだ

[Iiagora annulata sensu Yendo] 

[Iiagora caenomyce] 

[Liagora rugosa] 

Galaxauraceae Parkinson， 1983がらがら科

にhaetangiaceaeKutzing， 1843] 

Actinotrichia Decaisne， 1842そでがらみ属

fragilis (Forsskal) B回Irgesenそでがらみ

[rigida] 

robusta Itonoしまそでがらみ

Galaxaura Lamo四 'ux，1812ひらがらがら属(拘

apiculaωKjellmanぎぼうしがらがら

articulaωTanakaくだがらがら

clavigera時ellm佃あっばがらがら

ω'ntigua珂ellman

cuculligera Kjellmanつくしがらがら

delabida悶ellmanもつれがらがら

elongata J. Agardhな治宝カfらカfら

falcata時ellmanひらがらがら

向 cicula館町ellmanぴろうどがらがら

fil，仰 enωsaChouふさがらがら

[rudis] 

glabriuscula Kjellmanつやがらがら

hystrix同e胎n飢へらがらがら

kjellmanii Weber v:佃 Bosseきめはだがらがら

obtusata (Ellis et Sol佃d叫Lamo町 O以ふくろがらがら

pacifica Tan紘aちやほがらがら

papillata悶ellmanぱぴらがらがら

robusta Kjellmanじゅずがらがら

stupocaula Kjellmanほそばがらがら (25)

[arborea] 
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subfruticulosa Chouもさがらがら

伊uticulosa]

subverticilla御崎E出n佃しまがらがら

ventricosa悶ellm細うすゆきがらがら (26)

[yaey，抑制'is]

verprecula Kje.肱nanうすぱがらがら

yamaぬeItono 

Scinaia Bivona-Bemardi， 1822ふさのり属

flabellata 阿国iUra(27) 

japonica Setchellふさのり

latifrons Howeひらふさのり

[cononii] 

moniliformis J. A伊曲じゅずふさのり

okamurae (Se旬hell)Huismanにせふさのり (28)

[Gloiophloea okamurai] 

[Pseuぬ'gloiophloeaokamurae] 

okiensis Kajimura (27) 

* pseuぬmoniliformおKajimura(138) 

tokidae Kajiffil山富 (27)

Tricleocarpa Huisman et Borowitzka， 1990がらがら属

(139) 

*cy伽drica但lliset Solander) Huisman et Borowitzkaが

らがら

[Galaxaura cylindrica] 

[Ga似xaurafastigiaω] 

[Galaxaura oblongaωなんきがらがら]

[G仙 xaurapi，ゆra]

L抱.goraceaeK誼U泊Igl843こなはだ科 (197)

[Helminthocladiaceae J. Agardh， 1851ぺにもずく

科]

[Nemaliona∞ae (Farlow) De Toni et Levi， 1886] 

Helm泊曲∞ladiaJ. Agar世1，1851 nom. CODS.べにもずく属

australis Harveyべにもずく

macrocephala Yarnadaしまべにもずく

yendoanaN紅itaほそぺにもずく

Liagora Lamouroux， 1812こなはだ属

boergesenii Yarnadaすじこなはだ

bon加 'nsisYarnadaぽうにんこなはだ

ceranoides Lamouroux 

f.leprosaσ. Agardh) Yamadaあおこなはだ

[leprosa] 

f. pulverulenta (C. Agardh) Yamadaこなはだ

clavata Yamadaふくれこなはだ

fa巾 osaLamourouxけこなはだ

[cheyneana] 

[Gananema farinosa] 

hawaiiana Bu出毘

japonica Yamadaよごれこなはだ

[cliftoni sensu Yendo] 

orientalis J. Agardhふさこなはだ(140)

[tanakae] 

papenfussii Abbottはねこなはだ

fpinnata sensu Yamada] 

robusωYamadaたちこなはだ

segawae Yamadaみぞこなはだ

setchellii Yama白いしはだ

[valida sensu Okamura] 

Nemaliona闘 eσ副 ow)De Toni et Levi， 1886うみぞう

めん科 (197)

Nemalion Duby， 1830うみぞうめん属

刷 I白戸ぬm(Weber et Mohr) J. Agar曲つくものり (29)

vermiculare S町ing紅うみぞうめん

Trichogloea Kutzing， 1847あけぼのもずく属

pape.ゆ/SsiiT姐 akaよごれあけぼのもずく

requienii (Montagne) Kutzingあけぼのもずく

[liゆrica]

subnuda Howe 

Trichogloeopsis Abbott et Doty， 1960ぬるはだ属(141)

mucosissima (Yamωa) Abbott et D吻ぬるはだ

[Liagora mucos加 ima]

GELIDIALES Kylin， 1923てんぐさ目

Ge6diaωae Kutzing， 1843てんぐさ科

Ac組血句eltisOkamura， 1892ゆいきり属

japonica Okamuraゆいきり

Gelidium Lamouroux， 1813 nom. cons.てんぐさ属 (30)

amamiense Tanaka et K. Nozawaしんかいひめぷと

decumbens.脚 Okamuraたおれぐさ

divaricatum Martensひめてんぐさ

elegans Kutz泊gまくさ (31)

[抑制siiauct. japon.] 

isabelae Taylorへらひめぶと

japonic.凶n(Harvey) Ok釘n山富おにくさ (32)

[Onikusa japonica] 

johnstonii Setchell et Gar喧nerつゃくさ

linoides Kutzingきぬくさ

nanum Inagakiひめひら

pac折cumOkamuraおおぶさ

poか'stichumGar由erえぞてんぐさ

pulchrum Gardnerささめぷと

purpurascens Gardnerむらさきぷと

pusillum (Stackhouse) Le Jolisはいてんぐさ (33)

[crinale いとてんぐさ 1
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pyramidale Gardnerながとぶと

su榊 stigiatumOkamuraなんぶぐさ

tenue Okamuraこひら

vagum Okamuraよれくさ

yamadaeFanこぶさ

[densum Okamura] 

P句rocladiaJ. Agardh， 1852おばくさ属

capillacea (Gmelin) Bometおばくさ

[tenuis] 

densa Okamuraかたおばくさ

nana Okamuraちやほおばくさ

Ptilophora K首包ing，1847ひらくさ属 (34)

irregularis (Akatsuka et Masaki) Noηisながひらくさ

[Beckerel/a irregu/aris] 

subcostata (Okamura) Noπisひらくさ

[Beckerella subcostata] 

[Gelidium subcostatum] 

Yatabella Okamura， 1900やたぺぐさ属

hirsuta Okamuraやたべぐさ

Gelidiellaceae Fan， 1961しまてんぐさ科

Gelidiella Feldmann et Hamel， 1934しまてんぐさ属

acerosa (Forssk創)F，巴Idm叩 netHamelしまてんぐさ

ramellosa (即位ing)Feldm棚 etHamelきっこうしま

てんぐさ

CORALLnぜALESSilva et Johansen， 1986 

さんごも目 (36)

Corallinaceae L創nouroux，1812さんごも科

AmphiroaL釘nouroux，1812かにのて属

anastomosans Weber v飢 Bosse (37) 

dilatata Lamourouxかにのて

echigoensおYendoえちごかにのて

ephedraea (Lamarck) D巴caisneまおうかにのて

foliacea Lamouroux (37) 

介'Ogilissi，脚(Linnaeus)Lamouroux 

itonoi Srimanobhas et Masakiいとかがり (38)

misakiensis Yendoひめかにのて

p凶 il/aYendoひなかにのて

rigida Lamouroux いそはり

valonioides Yendoいそはりがね

yendoi De Toniみぞかにのて

zonaωYendoうすかわかにのて

[beauvoisii] 

Bossiella Silva， 1957いそきり属

cretacea (Postels et Ruprecht) Johansen いそきり

[Amphiroa cretacea] 

Cal1i紅白ronManza， 1937えぞしころ属 (39)

latissimum (Yendo) Manza 

[Cheilosporum latissimum] 

modestum (Yendo) Manzaやはずしころ

[Alatocladia modesta] 

[Cheilosporum anceps sensu Yendo] 

[Cheilosporum anceps var. modestum] 

yessoense (Yendo) Manzaえぞしころ

[Cheilosporum yessonese] 

α暗証ωporum江>ec釦sne)Zan創世ni，l844ひめしころ属 (40)

acutilobum (Decaisne) Picconeひめしころ

Uungermannioides] 

spectabile Harvey ex Grunowはねひめしころ

Choreonema Schmitz， 1889いしいほ属

thuretii (Bornet) Schmitz いしい』ま

Cla血romorphumFoslie， 1898きたいしも属

circumscriptum (S凶 mfelt)Foslieきたいしも

compacωm (Kjellman) Foslieあなあききたいしも

Cora1lina Linnaeus， 1758さんごも属

coゆlSaYendoみやひば (41)

[sq附 maωauct.japon.] 

qがcinalisLinnaeusさんごも

piM俳raPostels et Ruprechtぴりひば (42)

[kaifuensisひめひば]

[sessilisみやひばもどき]

Ezo Adey， Masaki et Akioka， 1974しずくいしごろも属

epiyessoense Adey， M儲紘ietAkiokaしずくいしごろも

Fosliella Howe， 1920フォズリエラ属 (181)

paschalis (Lemoine) Setchell et Gardner いぼもかさも

どき

Goniolithon Foslie， 1898ゴニオリトン属

mamil/are但arvey)Foslie いぽいしも

propinquum (Fosli巴)Foslie 

Hydrolithon Foslie， 1909ヒドロリトン属(142)

farinosaιamouroux) Penrose et ChamberIain いほもかさ

[Fosliellafarinosa] 

[Melobesia farinosa] 

reinboldii (Weber van Bosse et Foslie)こぶいしも

[Spongites reinboldii] 

samoense (Foslie) Keats et Chamberlainさもあいしご

ろも

[Lithophyllum samoense] 

sargassi (Foslie) Chamberlainも〈ごろも

[Heteroderma sarg，ω'si] 

[Pneophyllum sargassi] 

Jania Lamouroux， 1812もさずき属

adhaerens Lamourouxひめもさずき

[decussato・dichotoma]
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arborescens (Yen，叫)Yendoきぶりもさずき

capillacea Harveyけひめもさずき

nipponica (Yendo) Yendoうらもさずき

pumila Lamouro田

rad.ωωYendoひおうぎ

rubens (Linnaeus) L叩 IOUroUX

tenella (Kutz泊.g)Grunow

削 gu加'a(Yendo) Yendoさきぴろもさずき(187)

yenoshimensis (Yendo) Yendo 

LepωIph:戸umAdey， 1966レプトフイツム属

laeve (Foslie) Adey いしも

[Lit加thamnionlaeve f. tenue] 

Lithophyllum Philippi， 1837いしごろも属

absimile Foslie et Howe いわのきび

acanthin脚 Foslie

amplexij示。'nsσlarvey)Heydrichくさのかきもどき

加mleri伺.ey耐ch)Heydrich ひらいたいしも (43)

caribaeum (Foslie) Foslie 

f. boreale Masakiきたにせうみさぴもどき

fasciculat削 伽narck)Foslieかのこもち

gr附 osum(Foslie) Foslie 

kotschyanum Ungerみなみいしも (43)

脚 .luccense(Foslie) Foslieもるっかいしも

neoaωlayenseMω紘iくぼみいしごろも

okomurae Foslieひらいほ(188)

racemusιamarck) Foslie 

shioense Foslieみさきいしごろも

ωrtuos脚但sper)Foslieはちのすいし

yessoense Foslieえぞいしごろも

Litho出創nnionHeydrich， 1897 nom. cons.いしも属 (44)

acule俳rumMωonせといしも

canoriense Foslieかなりあいしも

cystocarp協仰向山くさのかき

glaciale時ellm飽きたえだいしも (143)

・inconspicuumFoslie 
[Mesophyllum inconspicuum] 

intermedium時ellmanいぽいしも (144)

japonic.仰向山みやぺおこし

Ifretenseかいふおこし]

nitid，削 Foslie

[Mesophyllum nitidum] 

nota似mFoslie

obtectulumσoslie) Foslieあっけしおこし

pac折cum(Foslie) F，ωlieあっけしいぽいし

siamense Foslie 

simulans (Foslie) Foslieかわらいしも

sonderi Hauckいほおこし

spissum Foslie 

vescum Foslieひらおこし

Mar位山間四I(Y倒的G釦腿組， 1968へりとりかにのて属

aberrans (Yendo) Johansen et Chiharaふさかにのて

[Amphiroa aberrans] 

crassissimum (Yendo) Ganes釦へりとりかにのて

(Amphiroa crassissima] 

decli.聞 tum(Yendo) Ganesanまがりかにのて

[A"ψhiroa declina泊]

M鎚tophoraDecaisna， 1842いしのはな属

pacifica但:eydrich)Foslieこしかいしも

[Lithoporella melobesio油 'ssensuMasはi]

rosea (C. Agar世1)Se旬hellいしのはな

[macrocarpa] 

MelobesiaLamouroux， 1812きぴ属

*脚mbranace脚但sper)Lamo間取

(Litho伽 mnionmembranace酬]

pacificaMωakiあぱたもかさ

Mesophyllum Lemoine， 1928えだうちいしも属

* erubescens (Foslie) Lemoine えだうちいしも

[Lithothamnion erubescens f. madagascarensis 

Foslie] 

Neogoniolithon Setchell et Mason， 1943ネオゴニオリトン属

accretum (FIωlieetHo明}蜘:hellet陥馴りなきいしも

向島ei(l均drich)Se凶叫let陥蜘ふおずりーいしも (43)

misakiense (Foslie) Setchell et Masonかさねいしも

(145) 

[Goniolithon misakiense] 

[Goniolithon versabile] 

pacific肌(Foslie)Se帥 .ellet Masonすりばちいしも

[Goniolithon pac府側]

Neopolyporoli血onAdey et Johansen， 1972かさきのこい

しも属

reclina脚 I(Foslie) Adey et Johansenかさきのこいしも

Paragoniolithon Adey， Townsend et Boykins， 1982パラゴ

ニオリトン属 (45)

conicum (Dawson) AdeY' Townsend et Boykins 

Phymato抽 onFoslie， 1898 nom. cons.フィマトリトン属

(1卯)

* lenormandii (Areschoug) Adeyあっけしいしも

[Lithothamnion lenornadi/l 

pnω.phyllum Kutzing， 1843もかさ属 (46)

confervicola (K首位ing)Chamberlainひめもかさ

[Fosliella m初uωla]

事fragilisKutzingしろもかさ(191)

[1，宅;olisii]

[Fosliella lejolisii] 

zostericoli脚(Foslie)同itaもかさ

[Fosliella zostericola] 
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[Heteroden間 zostericola]

Poroli血on(Foslie) Foslie， 19的ポロリトン属

boergeseniiσ'oslie) Lemoineせといぽいしも

colliculosum Masakiとげいぽ

orbiculatum Masakiおにはすいしも

Pseudolithophy¥lum Lemoine， 1913シュードリトフィルム属

neofarlowii (Setche¥l et Mason) Adeyこぶいしごろも

Serraticardia (Y endo) Sil叫 1957おおしころ属

maxima (Yendo) Silvaおおしころ

[Cheilosporum maximum] 

[Joculator maxim附]

Spongites Kutzing， 1841スポンギテス属 (47)

onkodes但eydrich)Penrose et WωIkerlingあなあきい

しも

[Porolithon onkodes] 

yendoi (Foslie) Chamberlainうみさび

[Lithophyllum yendoi] 

[Pseudolithophyllum dec伊iensうみさぴもどき]

[Hydrolithon decipiens] 

Titanoderma Nageli， 1858のりまき属 (48)

canescens (Foslie) Woelkerling， Chamberlain et Silvaそ

うはん

[Dennatolithon canescens] 

[ Lithophyll附 fcanescens] 

corallinae (Crouan frat.) Woelkerling， Chamberlain et 

Silvaひめごろも

[Tenarea corallinae] 

disparσ'oslie) Woelkerling， Chamberlain et Silvaのり

まきもどき

[Dennatolithon dispar] 

[Tenarea dispar] 

pusω/a似m仏amouroux)Nageli 

[μthophyllum pωω/atum] 

tessel/atum (Lemoine) Woelkerling， Chamberlain et Silva 

うずまきふちしろ (49)

tumidulum (Foslie) Woelkerling， Chamberlain et Silvaの

りまき

[Dennatolithon tumidulum] 

[μ'thophyllum tumidulum] 

[Tenarea tumidulum] 

Yamadaea Segawa， 1955さぴもどき属

melobesioides Segawaさぴもどき

Sporolitha，ωae Verheij， 1993スポロリトン科 (146)

Sporoli血onHeydrich， 1897スポロリトン属

schmidtii (Foslie) Gordon， Masaki et Akioka 

CRYPTONEMffALESScru凶tz，1892かくれいと目

Cho問。colacaceaeSturch， 1926コレオコラックス科

Gelidiocolax Gardner， 1927てんぐさやどり属

mammillata Fan et Papenfussてんぐさやどり

Leachiella Kugrens， 1982はねぐさやどり腐

pacifica Kugrensはねぐさやどり (35) 

Dumootiac蹴 Bory，1828りゅうもんそう科 (50)

Constantinea Postels et Ruprecht， 1制Oおきつばら属

rosa-marina (Gmelin) Postels et Ruprechtおきつばら

subulifera Setchell おおばおきつばら

Dudresnaya Crouan frat.， 1835 nom. cons.ひびろうど属

japonica Okamuraひぴろうど

キkuroshioenseKajimura (183) 

minima Okamuraひめひぴろうど σ1)

* okiensis K司jimura(147) 

Dumontia Lamouroux， 1813りゅうもんそう属

contorta (Gmelin) Ruprechtりゅうもんそう

(filifonnis] 

[incrassata] 

simplex CoUonへらりゅうもん

Farlowia J. Ag紅白， 1872ファーロイア属 (184)

本 mollis但釘veyet Bailey) Farlow et Se舵hellくしばにせ

かれきぐさ

Gibsmithia Doty， 1963えっきひぴろうど属

hawaiiensis Dotyえっきひぴろうど (52)

Hya1osiphonia Okamura， 1909いそうめもどき属

caespitosa Okamura いそうめもどき

Masudaphycus Linds位。m，1988にせかれきぐさ属 (53)

irregularis (Yamada) Lindstromにせかれきぐさ

[Farlowia irregularis] 

Neodilsea Tokida， 1943あかば属

crispaωMasudaちぢれあかば

longissima (Mぉuda)Lindstromながあかぱ

[integra v低 longissima]

tenuipes Yamada et Mikamiまるばあかば

yendoana Tokidaあかば

[Dilsea edulis auct. japon.] 

Pikea Harvey， 1853みちがえそう属

califomica Harveyみちがえそう

Rhodopeltis H釘 vey，1863がらがらもどき属 (148)

borealis Yamadaがらがらもどき

Eodocladiaceae (J. Ag釘ぬ)Kylin， 1928ふのり科

G1oiopeltis J. Agardh， 1842ふのり属

complanata (H訂 vey)Yamada はなふのり(149)

[ Caulacanth附 compressusからかんさ]

furcaω(PIω凶 etRuprecht) J. A伊曲ふくろふのり σ5)
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tenax (Turner) Decaisneまふのり

Gloio鋪.pho凶aωaeSchr凶tz，1892いとふのり科

G1節句byc凶 1.K. Lee et S. A. Y，∞， 1979おとひめもずく属

kore，剖附1.K. Lee et S. A. Y，∞おとひめもずく

Gloiosiphonia C血血hael，1833いとふのり属

capilklris (Hudson) Carmichael いとふのり

SchimmeImannia sc加usboeexKu凶略1斜9ながおばね属

p加問'sa(Setchell) Abbottながおばね

[Baylesia plumosa] 

Halym個 iaceaeBory， 1828むかでのり科

C紅popeltisSchrnitz， 1895ちゃぽきんとき属 (56)

ゆnis但町ey)Okamuraまつのり (57)

formosana Okamura 

mailklrdii側 ontagenet Millardet) Chiangちゃぽきん

とき

[rigida] 

prolifera (Hariot) Kawaguchi et Masudaこめのり

伊abelklω]

Cryptone凶aJ.Agar曲， 1842かくれいと属

luxurians (C. Agardh) J. Agardhひろはのかくれいと

ro胸ぬ(Okamura)Kawaguchiまるばぐさ (150)

[Halymenia ro似nda]

[Haか'meniaか'oensisひょうたんぐさ]

semiprocumbens T組成aなんかいかくれいと

yendoiWeberv組 Bosseうすばかくれいと

Grateloupia C. Ag釘dh，1822 nom. cons.むかでのり属

ac附 inaωHolmesおおむかでのり (58)

[Halymenia acuminata] 

camosa Yamada et Segawaにくむかで

divaricata Okamuraかたのり

filicina (Lamo脚 ux)C.Agar曲むかでのり (59)

gekltinosa Grunow ex Holmes 

imbrica飽 Holmesさくらのり (ω}

incurvata Nodaげじげじむかでのり

jubata Yendo 

ka併lensおYendoかいふのり

kurogii Kawaguchiまるばふだらく (133) 

kltiss加aOkamura

liviぬ但arvey)Yarnadaひらむかで

nipponica Yendo 

。伽IUraeYamadaきょうのひも

[klncifolia] 

prolongaωJ.Agardhひろはのむかでのり

sparsa (Okamura)口岨angひぢりめん

[のの'meniasparsa] 

[Phyllymenia sparsa] 

turuturu Yamadaつるつる

Halymenia C. Agardh， 1817 nom. cons.いそのはな属

dikltaωZanardi凶ふいりぐさ

durvillaei Bory 

var.formosa佃町eyexKu凶 g)R由加，Idつづれぐさ

floresia (Clemente) C. Agardbいそのはな

Kintokiocolax Tanaka et Y. Nozawa， 1960きんときやど

り属 (61) 

aggregato-cerantha Tanaka et Y. Nozawaきんときや

どり

Pachymeniopsis Yam袖， 1954ふだらく属 (62)

ell.伊，tica但olmes)Yama似たんぱのり

[Grateloupia elliptica] 

1onceolata (Okamura) Yama伽ふだらく

[Aeodes 1onceoklω] 

Polyopes J. Agardh， 1849またぼう属

polyideoides Okamuraまたぼう

Prionitis J. Agar曲， 1851nom. cons.きんとき属 (63)

angus.陶 (Okam回 )Okamuraきんとき

[Carpopeltis angusta] 

articuklta Okamuraふしきんとき

[Carpopeltおarticuklta]

comea (Okamura) Dawsonつのむかで

[Carpopeltおcomea]

crispata (Okam即時Kawa思lchiときかまっ

[Carpopeltis c巾~ta]

divaricaω(Okamura) Kawaguchiひとつまつ

[Carpopeltおdivaricata]

eklta Okamuraながきんとき

[Carpopeltis okamurae] 

patens Okamuraひらきんとき

ramosissima (Okamura) Kawaguchiすじむかでのり

[Grateloupia ramosissima) 

schmitziana Okamuraおおばきんとき

[CIη'Ptonemia sc加litziana]

四ldenbrandla'醐 eRabe凶orst， 1868ぺにまだら科(制)

Hildenb即 uliaNardo， 1834 nom. et orth.∞，ns.ぺにまだら

属 (65)

rubra (Sommerfelt) Meneghiniぺにまだら

[prototypus ] 

[rosea) 

yessoensis Yendoえぞぺにまだら

KaIlyme凶aωaeW. R. Taylor， 1937っかさのり科

Callophyllis Kutzing， 1843とさかもどき属 (66)

adhaerens Yarnadaくろとさかもどき

adnata Okamuraねざしのときかもどき
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crispata Okamuraひろはのときかもどき Tichocarpus Ruprecht， 1851かれきぐさ属

cristata (C. Agardh) Kutzingゅうそら crinitus (Gmelin) Ruprechtかれきぐさ

[Euthora fruticulosa] 

hoyamensis Yamadaえつきのときかもどき Inse市 .esedis位置不明

japonica Okamuraほそばのとさかもどき

mageshimensis Tanakaなんかいとさかもどき Ethelia (Weber van Bosse) Weber van Bosse， 1921にくい

okamurae Si1vaきぬはだ(151) わのかわ属

[chilensis] biradiata (Weber van Bosse) Weber van Bosseにくい

[firma] わのかわ

[Microcoelia chilensis] 

[Pugetia japonica] 

pali脚似Yamadaやつでがたときかもどき

rhynchocarpa Ruprechtひめとさかもどき

Cirrulicarpus Tokida et Mas紘i，1956えぞときか属

gmelini (Grunow) Tokida et Masakiえぞとさか

[Erythrophyllum gmelini] 

Ka1lymeniaJ. Agardh， 1842っかさのり属

callophyllo他 'sOkamura et Segawaはながたかりめにあ

crassiuscula Okamuraあつばかりめにあ

oligone，聞 Yamadaひめっかさのり

ornaω(Postels et Ruprecht) J. Agardhきたつかさのり

peゆrataJ.Ag釘ぬっかさあみ

reni両rmis(Tumer) J. Ag釘品

var. cuneata J. Agardhえぞっかさのり

sagamiana Yamadaおおつかさのり

sessilis Okamuraえなしかりめにあ

岬 itataOkamuraえっきっかさのり

Peyssonneliaceae Denizot， 1968いわのかわ科

[Squamariaceae 1. Agardh， 1851] 

Cruoriella Crouan仕at.， 1859いわげしょう属

fissurata Dawsonさけめいわげしょう

[Peyssonnelia mariti] 

Peyssonnelia Decaisne， 1841いわのかわ属

caulifera Okamuraえっきいわのかわ

[squamaria sensu Nozawa] 

conchicola Piccone et Grunowべにいわのかわ(まよ

いいわのかわ)

[rubra sensu Yendo] 

distenta (Harvey) Yamadaくだいわのかわ

dubyi Crouan frat. 

japonica (Segawa) Y oneshigueかいのかわ(152)

[Cruoriopsis japonica] 

orientalis (Weber van Bosse) Connaci et Fumariあかぜ

いわのかわ

Tichocarpaceae (Schrnitz et Hauptfleisch) Kylin， 1932か

れきぐさ科(153)

AHNFELTIALES Maggs et Pueshel， 1989 

いたにぐさ目 (154)

Ahnfeluaceae Maggs et Pueshel， 1989いたにぐさ科

Ahnfeltia E. M. Fries， 1835いたにぐさ属

fastigiaω(End1icher) M球ijenkoねっきいたにぐさ (67)

[plicata auct. japon.] 

GIGART町ALESSchrnitz， 1892すぎのり目

Calosiphoniaceae Kylin， 1932ぬめりぐさ科

Ca1osiphonia Crouan frat・， 1852ぬめりぐさ属

vermicularisσ. Agardh) Schrnitzぬめりぐさ

Schmitzia Si1va， 1959ほうのお属

japonica (Okamura) Si1vaほうのお

[Bertholdia japonica] 

[Plato刷 japonica]

Caulacanthaceae Kutzing， 1843いそもつか科

[Rhabdoniaceae Kylin， 1925] 

Catenella Greville， 1830 nom. cons.いそもつか属

caespitosa (Withering) Irvineいそもつか

[op刷出]

[repens] 

impudica (Montagne) J. Agardhしおかわもつか(155)

n伊aeZanardini 

Caulacanthus Kutzing， 1843いそだんつう属

* usutulatus (Tumer) Kutzingいそだんつう

[okamurae] 

Furcellarlaceae Greville， 1830すすかけべに科

Ha1arachnion Kutzing， 1843すすかけべに属

latissimum Okamuraすすかけべに

parvum Yamadaこばのすすかけぺに

Neurocaulon Zanardini ex Kutzing， 1849 nom. cons.じん

ようのり属

japonicum Segawaじんようのり
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Gigar血 aceaeBory， 1828すぎのり科

Chondracanthus Kutzing， 1843すぎのり属(156)

初termedius(S町ing釘)Hommersandかいのり

[Gigartina intermedia] 

teedii (RI口出)Kutzingしきんのり

[Gigartina teedill 

tenellus伺町ey)Hommers佃 dすぎのり

[Gigartina tenel1a] 

[Chond.間 filiformisいとつのまた]

Chon命usStackhouse， 1797つのまた属

e1a加 Holmesことじつのまた (69)

giganteus Yendoおおばつのまた (70)

[ocel1a加 f.giganteus] 

nipponicus Yendoまるばつのまた (71)

[crおpωauctjapon.とちゃか，やはずつのまた]

[ocel1a加 f.nipponic，ω] 

ocel1atus Holmesつのまた (72)

pinnu1a加但釘vey)Okamuraひらことじ (73)

verrucω附 Mikar凶いほつのまた

[ocel1a附 f.canalicu1atus] 

[Gigartina mikamill 

yendoi Yamada et Mikamiくろはぎんなんぞう(えぞ

つのまた)(74) 

[/ridaea 1aminarioides sensu Okamura] 

[/ridophycωcomucopiae sensu Tokida] 

Mazzaella De Toni f.， 1936あかぱぎんなんそう属

長脚師。位置I首:)Hommersandあかぱぎんなんそう σ@

[Gigartina japonica] 

[Rhodogloss肌 j勾，onic肌]

[/ridoea pulchra sensu Okamura] 

Rhodog1ossumJ. Agardh， 1876ロドグロッスム属

hemisphaericum M泳M凶いほぎんなん (75)

Gradlariaceae Nageli， 1847 nom. cons.おごのり科 (77)

Congracilaria Y個別noto，1986ふしくれたけ属 (78)

babae Yamamotoふしくれたけ

Gelidiopsis Sclu凶弘 1895てんぐさもどき属

gracilis (K首位泊，g)Vickers

加chijoensisYamada et Segawaはちじようてんぐさも

どき

intricata (C. Agardh) Vickersもつれてんぐさもどき

repens(K'也tzing)Schmi包てんぐさもどき

Grac祖国aGreville， 1830 nom. cons.おごのり属 (79)

arcuaωZ組釘diniゆみがたおごのり

asi，ωica Zhang et Xiaおごのり (80)

[co瞬間協s]

[verrucosa] 

blodgettii Harvey <ぴれおごのり

bursa-pastoris (Gmelin) Silvaしらも

[co叩 ressa]

chorda Holmesつるしらも

[Graci1ariopsis c，加rda]

coronopifolia J. Ag町曲もさおごのり

cuneifolia (Okamura) Lee et Kurogiきぬかぱのり

[Rhodymenia c削 eifolia]

edulis (Gmelin) Silvaかたおごのり

[lichenoides] 

eucheumoides Harveyりゅうきゅうおごのり

が'gasH紅veyおおおごのり

incurvata Ok創nuraみぞおごのり

punctaω(Okam凹 )Yamadaいつつぎぬ

[Rhodymenia punc飽飽]

salicomia (C. Agardh) Dawsonふしくれのり (81)

[cm悶たいわんおごのり，ときだふしくれのり]

[Corallopsis opuntia] 

* sri1ankia (Chang et Xia) Withell， Mill釘etKra食むらさ

きかぱのり (157) 

[spinulosa f. sri1ankia] 

抑制mscens]

車 sublittoralisYamada et Segawaしんかいかぱのり

(158) 

textorii (Suringar) Hariotかばのり

vermiculophyl1a (Olu凶)Pa戸曲lSSおごもどき

[Gracila巾 'Psisvermiculophyl1a] 

vieil1ardii Silvaとげかばのり

[denticulaωWeber van Bosse] 

乃lotusJ. Agardh， 1876なみいわたけ属

lichenoides Okamuraなみいわたけ

Hypn回 ωaeJ.Aga世1，1851いぱらのり科

HypneaLamo町oux，1813いぱらのり属

cenomyce J. Aga世1.おおこけいばら

cervicomis J. Aga曲かずのいばら

charo伽 Lamo凹 IUXいぱらのり

[seticulosa] 

c伽由ceaK首位ing

f. sinψliciuscu1a (Okamura) Tanakaこひもいばら

comu飽 (Ku也ing)J. Agardhほしがたいぱらのり

esperiBoryひめいぱらのり

flagelliformis J. Agardhすじいばらのり

japonicaTa且akaかぎいぱらのり

[mω'ciformis sensu Okamura] 

pannosa J. Agardhこけいばら

[nidu1ansむらさきこけし刈まらl

sa油 naHolmesさいだいばら (82)

variabilis Okamuraたちいぱらのり
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yamadae Tanakaべにいぱらのり [Ahnfeltia gracilis] 

Hypneocolax B回，rgesen，1920あねやかたのり属 okamurae Silva et DeCewふささいみ

stellaris B匝rgesenμhnfeltiafu陀 ellaω]

f. orientalis Weber van Bosseあねやかたのり paradoxa (Suring叫 Masudaはりがね

Nem魁 tomataceaeScru凶包， 1892 nom. cons.ひかげのい

と科

[Gyrnnophlaeaceae Kutzing， 1843] 

Nem錨ぬmaJ.Ag:叫 1，1842 orth. cons.ひめうすぎぬ属 (83)

foliaceum Yamadaひめうすぎぬ

pr官daeaG. De Toni f.， 1936ゆるぢぎぬ属

bisporifera K司jimura(84) 

japonica Y oshidaゆるぢぎぬ

tokidae Kajimura (84) 

Tsengia K. C. Fan et Y. P. Fan， 1962ひかげのいと属

* lancifolia (Okamura) Masuda et Guiryうすぎぬ (159)

[lancifolia] 

nakamurae (Yendo) K. C. Fan et Y. P. Fanひかげのいと

[Ne，間抑制即初murae]

Petrocelidaceae Denizot， 1968いぼのり科

Mastocarpus Kutzing， 1843いほのり属

mamillosus (auct. japon.)いかのあし

[Gigartina mamillosa auct. japon.] 

pacificus (Kjellm釦)Perestenkoいほのり (85)

[Gigartina ochotensisほそいほのり]

[Gigartina pacifica] 

[Gigartina unalaskensis] 

Phacelocarpaceae Se副 es，1968きじのお科

Phacelocarpus Endlicher et Diesing， 1845 nom. cons.きじ

のお属

japonicωOkamuraきじのお

Phyllophoraceae Rabenhorst， 1863おきつのり科

A1mfeltiopsis Silva et DeCew， 1992おきつのり属 (86)

cate，聞陶 (Yendo)Masudaほそばのひらさいみ

[Gymnogongrus catenatω] 

concinnaσ. Agardh) Silva et DeCewさいみ

μhnfelt旬concinna]

divaricata但olmes)Masudaおおまたおきつのり

[Gymnogongrus divaricatω] 

flabelliformis但arvey)Masudaおきつのり

[Gymnogongrus flabelliformis] 

[Gy刷 ogong加 japonicusそええだなしおきつ，

ほそおきつのり]

gracilis (Yamada) Masuda ぺさ

[Besa gracilis] 

[Ahnfeltia paradoxa] 

[Gymnogongrus furcellatus var. japonicus] 

[Gymnogongrus paradoxω] 

ya刷 dae(Segawa) Masudaはねさいみ (160)

[Chondrus yamadaeはねつのまた]

μhnfeltiaya脚 da]

Stenogramma Harvey， 1840はすじぐさ属

interrupta (C. Agardh) Montagne はすじぐさ

Plocamiaceae Kutzing， 1843 nom. cons.ゆかり科

Plocamium Lamouroux， 1813 nom.∞ns.ゆかり属

leptophyllum (auct. japon.)ほそゆかり (87)

ovicomis Okamuraひめゆかり

[oviforme] 

recurvatum Okamuraまきゆかり

serralutum Okamuraきざみゆかり (88) 

[serrulatum] 

telfairiae (Harvey) Harveyゆかり (89)

PO刷dace温，eKylin， 1956 nom. cons.ポリイデス科

Stenopeltis Itono et Y oshizaki， 1992こなはだもどき属

(161) 

gracilis (Yamada et Tanaka) Itono et Y oshizakiほそば

がらがらもどき

[Rhodopeltis gracilis] 

l句!goro地's(y創m伽)ltono et Y oshizakiこなはだもどき

[Rhodopeltis liagoroides] 

setchelliae (Yamada) Itono et Y oshizakiなんばんがら

がらもどき

[Rhodopeltis setchelill 

Rhizophyllidaceae Scru凶包， 1892なみのはな科

Contarinia zan釘dini，1843しおぐきごろも属

okamurae Segawaしおぐさごろも

Portieria Zanardini， 1851なみのはな属 (90)

home聞 nnii(Lyngbye) Silvaほそばなみのはな

[Chondrococcωhomemannii] 

japonica (Harvey) Silvaなみのはな

[ Chondrococcωjaponicω] 

Rhodophyllidaceae Schmi包， 1892あみはだ科

問lodophyllisKutzing， 1847 nom. cons.あみはだ属

capillaris Tokida いとあみはだ
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S町制泌iaceaeKyl泊， 1932あっぱのり科

Sarc叫iaJ.Agar曲， 1852あっぱのり属

ceylanica Harvey ex Kutzingあっぱのり

cuneifolia Yamadaひろはあっぱのり

Trema旬伺甲山 Ku凶ng，1843みあなぐさ属

pygmaeus Yendoみあなぐさ (91)

Schi勾meniaceae(Schmitz et Hauptfleisch) Masuda et 

G凶y，1995ぺにすなご科 (195)

Pl脚 maSchousboe ex Scru凶包， 1894にくほうのお属

izunos加enseSegawaにくほうのお

Schi勾meniaJ.Agar仙， 1851nom. cons.ぺにすなど属

dubyi (Chauvin) J. Agardhぺにすなご

Ti回 ophora(J.A伊rdh)Feldmann， 1942べにぎらさ属

palmata Itonoあまみのぺにぎらさ

weberaeB匝rgesenぺにぎらさ

Sebd叫血糊eKylin， 1932おかむらぐさ科

Sebde凶a(J.Ag鑑曲)B釘thold，1884おかむらぐさ属

flabellataσ. Agardh) Parkinsonぬらくさ

[agardhi/l 

[Ha，加 eniaagardhi/l 

okomuraeY:細 adaおかむらぐさ

poかぬZ買yla(B回'rg民 en)Ba1akrishn飢〈ろぬらくさ

[Halymenia polydactyla] 

yam“おeOkamura et Segawaゃまだぐさ

Solie由 ωaeJ.Ag釘曲， 1876みりん科

Eucheuma J. Agardh， 1847きりんさい属

amaJcusaense Okamuraあまくさきりんさい

arnoldii Weber v姐 Bosseぴゃくしんきりんさい

[cupresso他聞ふしきりんさい]

d旨'nticulatum(Burman) Collins et Herveyきりんさい

[脚F抑制m]

gelatinum但sper)J. Agar曲かためんきりんさい

okomurae Yam“aおかむらきりんさい

se庁 aσ.Ag訂曲)J.A伊rdhとげきりんさい

st1抱伽ISCru凶包おおきりんさい

Merisω由ecaJ.Ag:紅曲， 1872とさかのり属

coacωOkam町置きくときか

papulosa (Montagne) J. Agardhとさかのり

Uaponica] 

Solieria J. Ag釘dh，1842みりん属 (92)

dichotoma Yoshidaひらみりん

pac伊ca(Yamada) Yoshidaみりん

[robus.ωauct. japon.] 

印刷isZh佃 .getXiaほそぼみりん

[mallis auct. japon.] 

Turnerella Schmitz， 1896えぞなめし属

mertensiana (pos旬Iset Ruprecht) Schrnitzえぞなめし

加 ぽtaes岨is位置不明

Wurdemannia，飽aeTaylor， 19ω ウルデマニア科

Wurdem組 問H町 'ey，1853ウルデマニア属

miniata (Duby) Feldmann et Hamel 

[se附 ea]

PALMARlALES Guiry et D.lrvine， 1978だるす目

Palmaria蜘 eGu句， 1974だるす科

Ha1osaccion Ku凶ng，l843ぺにふくろのり属

firmum (Postels et Ruprecht)即位ingかたぺにふくろ

のり(くだふくろのり)

ramenta<印刷α必naeus)J.A伊 dhほそぺにふくろのり

yendai 1. K. Leeべにふくろのり

[sacca似m佃 ct.japon.]

Pa1mariaStac抽ouse，1801だるす属

marginic閣 saI.K. Leeあっばだるす

戸初zata(Linn鎚:us)O. Kuntzeだるす

[RIu功lmeniapalmata] 

Pseudorhod叫iscusMasuda， 1976ぺにごろも属

n伊'PonicusMasudaぺにごろも

Rhodophysema Batters， 19∞ふちとりべに属

elegans (Crou組合at.ex J. Agardh) Dixonうすふちと

りべに

[Rhododermis elegans] 

georgiiBat飽おふちとりべに

[R，加d似たrmisgeorgi/l 

似品ontholl脚 Masudaet M. Oh也ひめふちとりぺに

貼 .odophysemopsisM錨 U侃 1976ふちとりぺにもどき属

伽 lina巾 eM醐 daふちとりぺにもどき

RHODYMENIALES Scru凶tz，1892まさごしばり目

C回mpiaceaeKutzing， 1843わつなぎそう科

[Lomentariaceae J. Agardh， 1876] 

Binghatnia J. Agar世1，1894かえるでぐさ属

califomica J. Agardh :かえるでぐさ

[Bing.加 miellacalifomica] 

Champia Desv，側x，18仰わつなぎそう属

bifida Okamuraひらわつなぎそう

echigoens臼Nodaえちごわつなぎそう

expωlSaYendoうすばわつなぎそう

japonica Okamuraへらわつなぎそう

parvUla (C. Agardh) Harveyわつなぎそう
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rectaNodaたちわつなぎそう

Gas回 cloniumKutzing， 1843いそまつ属

pacificum (Dawson) Chang et Xiaいそまつ

[ovale sensu Okamura) 

[Coeloseira pacifica) 

Lomentaria Lyngbye， 1819ふしつなぎ属

catenata Harveyふしつなぎ

flaccida Tanakaふさふしつなぎ

hakodatensis Yendoこすじふしつなぎ

lubrica (Yendo) Yamadaいとたおやぎそう

o加 nuraeSegawaひろはふしつなぎ

[orcadensis auct. japon.) 

[rosea sensu Okamura) 

pinnata Segawaひめふしつなぎ

Rhodymeniaceae Harvey， 1849まさごしぼり科

Bo位yocladia(J. Agardh) Kylin， 1931 nom. cons.はなのえ

だ属

leptopodaσ. Agardh) Kylinはなのえだ

skottsbergii (Borgesen) Levringあつかわはなのえだ

[kuckuckii) 

Ceratodictyon Z飢 ardini，1878かいめんそう属 (185)

spongiosum zan釘diniかいめんそう

Chrysymenia J. Agardh， 1842たおやぎそう属

grandis Okamuraおおぬらぶくろ

okamurae Yamada et Segawaはなさくら

[kaimbachii sensu Okamura) 

wrightii (Harvey) Yamadaたおやぎそう

Coelart胎umB回rgesen，1910ふくろつなぎ属

boergesenii Weber van Bosseすじこのり

[coactum) 

Iome，胸巾eT，銅山etK.Nozawaかたみのふくろつなぎ

muelleri (Sonder) B匝rgesenふくろつなぎ

Coelo白rixB回rgesen，1920にせいぱらのり属

irregularis伺arvey)勘 rgesenにせいぱらのり

Cryptarachne (Harvey) Kylin， 1931ひらたおやぎ属

polyglandulosa (Okamura) Segawaひらたおやぎ

[Chrysymenia polyglandulosa) 

E判官∞olon(J.A伊 dh)J.Agar世1， 1896ひめふくろつなぎ属

podagrica J. Agardhひめふくろつなぎ

Fauchea Montagne et Bory， 1846まだらぐさ属

leptophylla Segawaとげなしまだら

rhizophyl/a Taylorひめひしがたのり(はなぴまだら)

spinulosa Okamura et Segawaとげまだら

stipiωωYamada et Segawaえつきまだら

GloiodermaJ. Agardh， 1851ひしぶくろ属

iyoense Okamuraひめひしぶくろ

japonicum Okamuraひしぶくろ

Ha1ic胎ysis(J. Agardh) Sch!凶tz，1889ちりぼたん属

japonica Segawaちりぼたん

micans (Hauptfleisch) P. et H. Huveうえばぐさ

[Weberel/a micans) 

Rhodymenia Grevi1le， 1830 nom. cons.まさごしばり属

adnata Okamuraかさねいつつぎぬ

coac似 Okamuraet Segawaはなカ宮さね

intricata (Okamura) Okamuraまさごしぼり

liniformis Okamuraほそだるす

parva Yamadaひめだるす

pertusa (pos旬Iset Ruprecht) J. Agardhあなだるす

prostraωTanakaしんかいひめだるす

CERAMIALES 01凶 anns，1904いぎす目

Ceramiaceae Dumortier， 1822いぎす科

Acrotharnnion J. Agardh， 1892りゅうのたま属

butleriae (Col1ins) Kylinひめくじゃくのはねも

preissii (Sonder) Wollぉtonりゅうのたま

[pulchellumくじゃくはねも]

[Antitha刷 ionterminale) 

Aglao伽凶onFeldm棚・Mazoyer，1941きぬいとぐさ属

本callophyllidico/a(Yamada) Boo， Lee， Rueness et Yoshida 

きぬいとぐさ (162)

[Callithamnion callophyllidicola) 

[minutissimaひなのきぬいとぐさ]

cordatum (Borgesen) Feldmann-Mazoyer 

neglectum Feldmann-Mazoyer 

* okiense K司jimura(163) 

oosumiense Itono 

Anotrichium Nageli， 1862きぬげぐさ属

ルrcellatum(C. Agardh) Baldockきぬげぐさ

[Monospora tenuis) 

[Neomonospora furcellata) 

tenue (J. Agardh) Nageliけかざしぐさ

[Griffitsia tenuis) 

yagii(Okam町 a)Ba1d∞k いときぬげ

[Monospora yagii) 

Antithamnion Nageli， 1847ふたつがさね属

amamie悶 eItono 

antil/anum B国rgesenにせきぬいとぐさ

calloc/adus Itono 

cristirhizophorum Tokida et Inabaふさねふたつがさね

* densum (SuhI) Howeきぬいとふたつがさね(164)

[dφctumきぬいとふたつがさね]

[sparsumくしのはふたつがさね，きぬいとよつ

がさね]

echigoense Nodaごせいよつがさね
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n伊oponic.肌 Yamadaet Inagakiふたつがさね

okienseK母国間 (93)

pe陀 urrensDawsonかたはのふたつがさね

plumuJa但I1is)百luret

secundum Itono 

ωnakae Itonoとげきぬいとぐさ

Antithamnionella Lyle， 1922ほそがさね属

basisporaσ'okida et Inaba) Cormaci et Furmariにれつ

がさね

[Antithamnion basi，司porum]

elegans (Bel曲。，ld)Price etJohnひなふたつがさね (94)

[breviranωIsa] 

[Anti，伽 mnionbrevir.側 M脚]

spirographidis (Schiffner) Woll悶蜘ほそがさね (95)

[miharae] 

[Antithamnion gardneriきぬいとがさね]

Ba1liella Itono et Tanaka， 1973なんかいぺにはねも属

(165) 

cro嗣 nioides(ltono) Itono et Tan球温

[Antithamnion cro削 nioides]

m加 'rticaωαωno)1ωInoetT，銅山なんかいぺにはねも

[Antithamnion subcorticatum] 

Callithamnion Lyngbye， 1819カリタムニオン属

aglaothamnioides Itono 

apicalisN叫aたまきぬいとぐさ

corymbosum (Smi血)Lynebyeおけさきぬいとぐさ

echigoense Nodaえちごきぬいとぐさ

かrcellariaeJ. Agardh 

japonic脚 Nodaかまがたいとぐさ

nipponic，脚 N叫aたんしきぬいとぐさ

Canlpylaephora J. Agar世1，1851えごのり属

cn側 a(Okamura)N也amuraふといぎす (96)

[Cerami，附 crassum]

hypnaeo油 sJ.Ag紅曲えごのり (97)

[Ceramium hypnaeoides] 

japonica Nodaひめえごのり

Carpoblepharis Kutzing， 1843 no瓜 cons.カルポプレファ

リス属

warburgii Heydrichおおばちりもみじ (98)

白曲ωerasKutzing， 1841ごのめぐさ属

apiculatum Yam叫なんかいごのめぐさ

clavu/atum (C. Agardh) Montagneとげいぎす

distichum Okamuraごのめぐさ

japonicum Itonoなんかいとげいぎす

Cera凶 umRo曲， 1797 nom. cons.いぎす属

aduncum Nakamuraまきいぎす

affine Setchell et Gardner 

m叩 mienseItono 

boydenii Geppあみくさ

ciliatum (El1is) Ducluzeauつのいぎす (99)

cimbric脚 H.Petersenまつばらいぎす

codii (Rich釘ds)Mazoyerとがりいぎす

[mucronatum Segi] 

兵lStigiramos肌 B∞etLeeひめいぎす

[向stigiatumHarvey] 

flaccidum (Harvey ex Kutzing) Ardissoneはいいぎす

(1∞} 

ffimbriatumふさっきいぎす]

[gracillimum] 

[飽rylorill

howei Weber van Bosseなんせいいぎす

itonoi Ardre (101) 

[Centroceras minimum sensu Itono] 

japonicum Okamuraはねいぎす

kondoi Yendo いぎす

[rubrum sensu Yendo] 

m抑制lumNoda et Konnoひめはねいぎす

nakamurae Dawsonつくしいぎす

[equisetoides Nak創 nura]

panicula似mOkamuraはりいぎす

procumbens Setchell et Gardner 

serpens Setchell et Gar叫ner

り岬'odialeDawsonきでがたいぎす

tenerrimum側副ens)Okamuraけいぎす

tenuicorticatum Konnoすかしいぎす

tenuissimum (RI白血)J.Ag釘dhきぬいといぎす

Crouania J. Agarぬ， 1842ょっのきで属

attenuata (C. Agardh) J. Agardhょっのさで

divaricata Okamuraもきょっのきで

mageshimensis Itono 

minutissima Yamadaひめょっのさで

Dasyphila Sondet， 1845おきしのぶ属

plumarioides Yendoおきしのぶ

Delesseriopsis Okamura， 1931うすむらさき属

elegans Okamuraうすむらさき

Eup創ota(Ku凶ng)Kutzing， 1849いそしのぶ属

articulaω(J. Agardh) Schmitz いそしのぶ

Ga町aH釘 vey，1855ガッテイア属

ob似saItono 

Gordoniella Itono， 1977ょなくにくすだま属

yona伽niensis(Yamada et Tanaka) ltonoょなくにくす

だま

[Spemωthamnion yonakuniense] 

Grif自由siaC.Agar曲， 18170耐l.cons.かざしぐさ属 (166)

cωcωOkamuraわたげかざしぐさ (192)

corallinoides (Linnaeus) Trevisanこっぷかざしぐさ
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[corallina) 

heteroclada Yamada et Hasegawaおくのかざしぐさ

japonica Okamuraかざしぐさ

okiensis Kajimuraおきかざしぐさ

rhizoidea Nodaねだしかざしぐさ

rhizophora Grunow ex Weber van Bosse 

subcylindrica Okamuraきぬいとかざしぐさ

tomo-yamadae Okamuraおおかざしぐさ

venusta Yamadaたまかざしぐさ

Gymnothamnion J. Agardh， 1892べにはねぐさ属

elegans (Schousboe ex C. Agardh) J. Agardhべにはね

ぐさ

[Plumaria ramosa) 

Ha10plegma Montagne， 1842べにごうし属

duperreyi Montagneべにごうし

He中ωhondriaFa1kenberg， 1897にくさえだ属

corallinae (Martens) Fa1kenbergにくさえだ

[Microcladia corallinae) 

dentata (Okamura) Itonoこすじさえだ

[Microcladia dentata) 

elegans (Okamura) Itonoさえだ

[Microcladia elegans) 

pygmaea Itono 

Lejolisea Bomet， 1859レジョリシア属

pacifica Itono 

Neoptilota Kylin， 1956かたわべにひば属

asplenioides侭sper)Kylinかたわべにひば

[Ptilota asplenioides) 

Pleonosporium Nageli， 1862 nom. cons.くすだま属 (102)

caribaeum (Borgesen) No凶sなんかいくだこぎぬ

[Mesothamnion caribaeum) 

dichotom酬 Nodaひめくすだま

elongatum Nodaほそえだくすだま

japonicum Itono 

[Compsothamniella japonica) 

kobayashii Okamuraくすだま

nωgeshimense (ltono) No凶s

[ Compsothamniella聞 geshimensis) 

mazeense Nodaまぜくすだま

polymorphum Itonoもつれくすだま

[Mesothamnion polymorphum) 

pusillum Yamadaちやほくすだま

segawae Y oshidaはねくすだま

[pinnat附 tOkamura et Segawa) 

tohyamanum Tokida et Inabaとうやまくすだま

venustissimum (Montagne) De Toniこばんくすだま

yagii (Yamada) No凶sくだこぎぬ

[Mesothamnion yagill 

Plumariella Okamura， 1930いとしのぶ属

mini，脚Kajimura(103) 

yoshikawae Okamura いとしのぶ

Psilotha1lia Schmitz， 1897べにひば属

dentata (Okamura) Kylinぺにひば

[Ptilota dentata) 

Pterothamnion Nageli， 1855よつがさね属 (167)

horridum (Tokida et Inaba) Athanasiadis et Kraftおにの

ょっぱぐさ

[Platythamnion horridum) 

intermedium (Tokida) Athansiadis et Kraftひめょっぱ

ぐさ

[Platythamnion intermedium) 

polysporum (ltono) Athanasiadis et Kra食

[Platythamnion polyspora) 

yezoense (lnagaki) Athanasiadis et Kra食ょっがさね(ょ

っぱぐさ)

[Antithamnion plumula sensu Okamura) 

[Pla明'hamnionyezoense) 

Ptilocladia Sonder， 1845プテイロクラデイア属

japonica Itono 

PtilotaC. Agardh， 1817 nom. cons.くしべにひぱ属(104)

filicina 1. Agardhくしべにひば

[califomica sensu Okamuraかしわぱべにひぱ]

[pectinata auct. japon.) 

[serrata auct. japon.) 

phacelocarpoides A. Zinovaこばのくしべにひば

[pectinata f. litoralis auct. ja伊 n.)

Ptilothamnion百聞t，1863いとひぴだま属

cladophorae (Yamada et Tanaka) G. Feldmann いとひ

ぴだま

[Spemωthamnion cladop加rae)

pωillum (Okamura et Segawa) Itono 

[Spemwthamnion pωillum) 

Reinboldiella De Toni， 1895ちりもみじ属

filamentosa Itono 

robusta Itono 

schmitziana (Reinbold) De Toniちりもみじ

[Carpoblepharis schmitziana] 

Rhodocallis Kutzing， 1847べにひばだまし属

elegans Kutzingぺにひぱだまし

Scagelia Wollaston， 1972からふとよつがさね属

pylaisaei (Montagne) Wynneからふとよつがさね

(105) 

[corallina] 

[Antithamnion corallina] 

Seirospora Harvey， 1846べにいそぶどう属

orientalis Kraftべにいそぶどう(106)
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[occidentalis sensu Itono] 

Spermoth組 mionAreschoug， 1847ひびだま属

echigoensis Nodaえちごひぴだま

endophytica Okam町 aかくれひぴだま

Spyridia Harvey， 1833うぶげぐさ属

aculeata (C. Agardh ex Decaisne) Kutzingとげうぶげ

ぐさ

elongata Okamuraながうぶげぐさ

filamentosa (Wulfen) Harveyうぶげぐさ

tenuisNodaほそうぶげぐさ

Tanakaella Itono， 1977はいきぬげ属(168)

japonica Itono 

本 sericata(Segawa) H凶smanet Gordon-Millsはいきぬげ

[Corynospora seric，仰]

[Neo脚 'nosporasericata] 

[Monospo間 ser，間加]

Tiffaniella Doty et Menez， 1960みるひぴだま属(169)

apiculata Itono 

C似た'ola(Yamada et Tan紘a)Doty et Menezみるひぴだま

[Spermot加mnioncodicola] 

suyehiroi (Okamura) Kanekoすえひろひぴだま

[Spermothamnion 明暗hirOll
tamamiru (Segawa) Grodonたまみるひぴだま

[Spermot，加mnionωmamiru]

Tokidaea Yoshida， 1974べにはねも属

corticataσokida) Yoshida べにはねも

[Antithamnion corticaωm] 

Wrangelia C. Ag釘dh，1828らんげりあ属

minorNodaひならんげりあ

penicillaω(C. Agardh) C. Ag紅ぬおおらんげりあ

ωgoi(Okam町富)Okamura et Segawaたごのり

ωnegana Harveyらんげりあ(107)

[argus sensu Yendo] 

Uaponica] 

[tayloriana] 

tenuisNodaほそいとらんげりあ

Dasyaceae Kutzing， 1843だじあ科

Dasya C. Agardh， 1824 nom. cons.だじあ属

collabensH∞ker et Harvey 

cylindrica Nodaつつがただじあ

echigoensis Nodaえちごだじあ

elongata Nodaながみだじあ

minorNodaひめだじあ

scoparia Harvey ex J. Agardhもさだじあ

sessilis Yamadaえなしだじあ

villosa Harveyけぶかだじあ

Dasysiphonia Lee et West， 1980ダジシフオニア属(170)

本 okiensisK司jimura

Dicty町 usBory， 1834べにあみごろも属(171)

purpurascens Boryべにあみごろも

Heterosiphonia Montagne， 1842 nom. cons.しまだじあ属

japonica Yendoいそはぎ (108)

pulchra (Okamura) FaJkenbergしまだじあ

問lodoptilum(1. Agardh) Kylin， 1956だじもどき属

plumosum (Harvey et Bailey) Kylinだじもどき

Sympodo出制mionItono， 1977なんかいさえだ属

leptophyllum (Tanaka) Itonoなんかいさえだ

Dele錨 eriaceaeBory， 1828このはのり科

Acrosorium Z組副瓜exKue血ng，I869はいうすぱのり属

jlabella似mYamadaゃれうすぱのり

okamurae Nodaとがりうすぱのり

poかneurumOkamuraすじうすぱのり

venulos肌 (Z印刷ini)Kylinかぎうすばのり (1ω} 

[uncinatum] 

yendoi Yamada はいうすぱのり

ApoglossumJ. Agardh， 1898ひだとりぎぬ属

minimum Yamadaひだとりぎぬ

Aste問。1獄1.etG. Fel也nann，1951アステロコラックス属

denticulata (Tokida) J. et G. Feldmannぽりこりね

[Polycoryne denticulata] 

Branchioglossum Kylin， 1924ひめむらさき属(172)

nanum Inagakiひめむらさき

* spin俳rumY oshida et Mikamiとげむらさき

CaJoglossa J. Agardh， 1876あやぎぬ属(173)

* adhaerens King et Puttockひろはあやぎぬ

[出合wta]

事 continua(Okam町 'a)King et Puttockあやぎぬ

[leprieurii v低 contin凶]

leprieurii例 ontagne)J. Agardhささばあやぎぬ(110)

[leprieurii v低 hookeri]

ogasawaraensis Okamura ほそあやぎぬ

[bombayensis] 

Congregatoc釘 pusMikami， 1971このはのり属

pacijicus (Yamada) Mikamiこのはのり

[Laingia pacijica] 

Cottoniella Borgesen， 1919とげこのはのり属

a"即 niensisItonoとげこのはのり (lll)

Cryptopleura K首位ing，1843 nom. cons.かくれすじ属

hayamensis Yamadaほそばのかくれすじ

membranacea Yamadaかくれすじ

Delesseria Lamouroux， 1813 nom. cons.ぬめはのり属

serrulata Harveyぬめはのり

[violacea] 

Erythroglossum J. Agardh， 1898ひめうすべに属
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minimum Okamuraひめうすべに

pinna似mOk師岡たちうすべに

Hymenena Greville， 1830うすばのりもどき属

tenuis Yamadaうすぱのりもどき

Hypoglo唱sumKutzing， 1843ぺにはのり属

barbatum Okamuraひげぺにはのり

gemina飢mOkamuraぺにはのり

minimum Yamadaひめぺにはのり

nipponic脚 Yamadaほそながべにはのり

sagan印刷mYamadaすじべにはのり

serratifolium Okamuraのこぎりぱべにはのり

* tortile NodaよれJてにはのり (112) 

Kurogia Yoshida， 1979いかだこのは属

pulchra Yoshida いかだこのは

Marionella Wagner， 1954はぷたえのり属

sc，加IItzωωαleTonietO凶 nura)Y，ω凶伽はぷたえのり

[Hemineura sc，加litziana]

Martensia Hering， 1841 nom. cons.あやにしき属

ザ'agilisHarveyあやにしき(174)

[denticulata] 

jlabelliformis Harvey ex J. Agarぬえつきあやにしき

Membranoptera S旬ckhouse，18凹ほそぺにやぱねぐさ属

spinulosa (Ruprecht) Kuntzeひめぺにやぱねぐさ

(113) 

Myriogramme (J. Agardh) Kylin， 1924すじぎぬ属

cil醐 Yamadaねだしすじぎぬ

polyneura Okamuraすじぎぬ

variegaωYamadaふいりぎぬ

Neoholmesia Mikami， 1972すずしろのり属

japonica (Okamura) Mikar叫すずしろのり

[Holmesia japonica] 

Neohypophyllum Wynne， 1983ながこのはのり属

middendorfii (Ruprecht) Wynneながこのはのり

[均'Pophyll.酬 middendorfii]

Nitophyllum Greville， 1830 nom.∞ns.うすばのり属

stellato・corticatumOkamuraほしがたうすぱのり

yezoense(Y佃ladaet Tokida) Mik卸岨あっばすじぎぬ

[Hideophyllum yezoense] 

[的lriograntmeyezoense] 

Phycodrys Ku凶ng，1843かしわばこのはのり属

fimbriata Kylinかしわばこのはのり

radicosa (Okamura) Yamada et Inagakiひめこのはのり

rubens (Linnaeus) Battersかしわばこのはもどき

Platysiphonia B回'rgesen，1931ひげうすぱ属

clevelandii (Farlow) Papenfussひげうすぱ

parva Silva et Clearyなんかいひげうすぱ(114)

Pollexfenia Harvey， 1844ぐんばいこのは属

japonica Yoshida et M肱u凶ぐんばいこのは(115)

Polyneura (J. Agar制 Kylin，l匁4nom.cons.はすじぎぬ属

japonica (Yamada) Mikamiはすじぎぬ

[Nienburgia japonica] 

Schizoseris Kylin， 1924ぺにやはず属

minima Kaneko et Masakiえぞひめぺにやはず

sゆdichoto.脚 (Segawa)Yamadaひめぺにやはず

Sorella Hollenberg， 1943うすべに属

pulchra (Yarnada) Yoshida et Mikar凶くしのはうすべ

に (186)

[Erythroglossum pulchrum] 

repens (Okamura) Hollenbergうすべに

[E.η.throgloss脚 repens]

Taenioma J. Agar曲， 1863ひめづた属

nanum (Kutzing) Papenfussなんかいひめずた(116)

[macrourum] 

perp凶 11附 σ.Agardh) J. Agar仙ひめづた

Tokidadendron Wynne， 1970らいのすけこのは属

kurilensis (Ruprecht) Perestenkoらいのすけこのは

(117) 

[bullata] 

[Pseudophycodrys rainoskei] 

Vanv∞ 凶aHarvey， 1854からごろも属

coccinea Harvey ex J. Ag創曲からごろも

[spectabilis sensu Okam町 a]

事 spectabilisHarveyひめからごろも (175)

Yamadaphycus M匙組曲，1973このはのりもどき属 (118)

camos凶 Mikamiこのはのりもどき

[0.伽lurinacamosa] 

Yoshidaphycus Mik姐姐， 1992ひげむらさき属 (176)

ciliatum (Okamura) M蜘凶ひげむらさき

[Branchioglossum ciliatum] 

Zellera Martens， 1866ぺにはうちわ属

tawallina Mar蜘 sぺにはうちわ (119)

Rhodomelaωae J.E. Areschoug， 1847 nom. cons.ふじま

つも科

Ac組曲目phoraLamouro眠， 1813とげのり属

aokii Okamuraひめとげのり

muscoides (Linn鎚 us)Boryことげのり

spic伶ra(V油I)B回，rgesenとげのり

[orientalis] 

Acrocystis Zan副 ini，1872つくしほうずき属

nanaZ佃創叫iniつくしほうずき

Amansia Lamouroux， 18ω うすぱひおどし属

mitsuii Segawaうすばひおどし (120)

Ardissonula G. De Toni f.， 1936ひょくそう属

regularis (Okamura) G. De Toni f.ひょくそう

[/soptera regularis] 
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Benzaitenia Yendo， 1913ぺんてんも属

yenosh加ensisYendoぺんてんも

Bostrychia Montagne， 1842 nom. cons.こけもどき属

binderi Harveyひカ宮しこけもどき

jlagell.俳raPostふさこけもどき

加脚na-toki出ePostにせたにこけもどき

moritziana (Sonder) J. Agardhえだねこけもどき

pinnata J. Tanaka et Chiharaはねこけもどき(121)

[calliptera sensu 11ω，noやえやまこけもどき]

radicans仰 ontagne)Mo醐 Igneひめこけもどき

simpliciuscula Harvey ex J. Agardhたにこけもどき

[andoll 

[tenuis f. simpliciuscula] 

tenellaιamo町oux)J.Ag釘ぬこけもどき

Chon命iaC.Agar曲，1817no乱∞ns.ゃなぎのり属 (122)

arma陶 (Ku凶瑚Okamuraはなゃなぎ

crassicaulis Harveyゅな

ぬsyphylla(W∞dward)C.Ag紅'dhゃなぎのり

exp側 saOkamuraもきゃなぎ

intertexta Silvaもつれゆな

[intricata Okam町富]

lanc静'liaOkamuraささばゃなぎのり (193) 

mageshimensis Tanaka et K. Nozawaしん7かいゆな

minutula Nodaひめゃなぎのり

polyrhiza Collins et Hervey 

repensB匝rge鑓 nひめゃなぎのり

ryukyuensis Y細油ぺにゃなぎのり

stolon俳raOkamuraつるゃなぎのり

tenuissima (Go吋enoughetW，∞dw留めC.Agardhほそ

ゃなぎのり

Dasyclonium J. Agar曲， 1894くしのは属

jlaccid，開価 円引 Kylinくしのは

[Euzoniellaル副ccida]

ocellatum (Yendo) Scagelくしのはもどき

[Euzoniella ocellata] 

Digenea C. Agardh， 1822まくり属

simplex (Wulfen) C. Ag紅ぬまくり

Ditria Hol1enberg， 1967しのぶぐさ属

zonaricola (Okamura) T. et M. Yoshidaしのぶぐさ

[Herpopteros zo閥 ricola]

Enantiocl伺iaF:枇 :enberg，18抑あいそめぐさ属

okamurae Yam醐あいそめぐさ

Enelittosiphonia Segi， 1949まきいとぐさ属

事 stimpsonii伺町ey)Kudo et Masudaまきいとぐさ

(178) 

[hako，伽 ensis]

[Polysiphonia Iu蜘 'datensis]

[Polysiphonia s伽 Ipsonii]

臥:ophyllumw<伽vanBosse， 1910あっばこうもりのり属

wentii Weber van Bosseあっばこうもりのり

Herpωiphonia Nageli， 1846ひめごけ属

caespitosa Tsengいわひめごけ

fissidentoides但olmes)Okamuraひめどけ

insidiosa (Greville) Fa1kenbergかぎひめごけ

parca Setchel1くものすひめどけ(123)

[tenella auct. japon.] 

[termi即 lis]

subdistic加 O凶 nuraくろひめどけ

Janczewskia Solms・Laubach，1817そぞまくら属

mori脚 ，toiTokidaもりもとそぞまくら

[附仰ときだそぞまくら]

Laurencia Lamouro肌 1813nom. cons.そぞ属

brongniartii J. Agar曲そぞのはな

[grevilleana] 

capituliformis Yarnadaまるそぞ

carolinensis Saiω (124) 

cartilaginea Yamadaかたそぞ

ceylanica J. Agardhせいろんそぞ

composi，ωYarnadaきくそぞ

filiformis (C. Agardh) Monぬ.gneなんてんそぞ

[heteroclada] 

hamata Yamadaかぎそぞ

intermedia Yamadaくろそぞ

intricata Lamourouxもつれそぞ

majωcula但卸ey)Lucasあかそぞ

[ob加 'avar.majωcula]

刷出nnensisYarnadaふくれそぞ

nidifica J. Agardhみなみそぞ

n伊'ponicaY創nadaうらそぞ(179)

[glandulij量rasensu Yamadaおおそぞl
[yendoiきたそぞ]

okamurae Yarnadaみつでそぞ (125)

Uaponicaおもてそぞ]

papillosa (C. Agardh) Grevilleぱぴらそぞ

p初mωYamadaはねそぞ

勺 aiωiPeres刷 koまぎれそぞ(180)

[ob.加 'aauct. japon] 

surculigera Tseng いわかがり

tropica Yamadaなんかいそぞ(124)

削 dulataYamadaこぶそぞ

venus.ωY創nadaひめそぞ

yamaぬnaHoweしまそぞ

[amabil.お]

Lenormandiopsis Pape柏崎s，1967すじなしぐさ属

lorenzii (Weber van Bosse) Papenfussすじなしぐさ

[Aneu.巾 lorenzii]
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Leveillea Decaisne， 1839じゃぱらのり属

j削 'germann必幼沼側首tensetH凶ng)l耐veyじゃぱらのり

Lophocladia Sclu凶tz，1893よれみぐさ属

japonica Yamadaよれみぐさ

lallemandii (Mongagne) Sclu凶包

minima Itonoなんかいよれみぐさ

Lophosiphonia Falkenberg， 1897はいいとぐさ属

hayashii Segawa はいいとぐさ

Melanam佃 siaNorris， 1988ひおどしぐさ属 (196)

glomerata C. Agardhきくひおどし

japonica (Holmes) Norrisひおどしぐさ

[Amansia japonica] 

scalpellata (Tanaka) No凶sすじなしひおどし

[Amansia scalpellata] 

Murrayella Schmitz， 1893ながみぐさ属

periclados (C. Agardh) Schmitzながみぐさ

[squarrosa] 

Neorhodomela Masuda， 1982ふじまつも属

aculeata (Perestenko) Masudaふじまつも

[Rhodomela larix auct. japon.] 

munita (Perestenko) Masuda いとふじまっ

[Rhodomela su断IScaauct. japon.] 

oregona (Doty) Masudaあっけしふじまつも

Neurymenia J. Agardh， 1863いそばしょう属

j加加。'olia(Mertens ex Turner) 1. Agardhいそぱしよう

nigricans Tanaka et ltonoくろいそばしよう

Odonthalia Lungbye， 1819 nom. cons.のこぎりひぱ属

annae Perestenkoありゅうしゃんのこぎりひば

[aleutica auct. japon.] 

corymb俳ra(Gmelin) Greville はけさきのこぎりひば

kawabatae Masudaしこたんのこぎりひば

macrocarpa Masudaおおのこぎりひぱ

yamadae Masudaあっけしのこぎりひぱ

[kamtschatica auct. japon.] 

Placophora J. Agardh， 1863はいこぎね属

b仇deri(1. Agardh) 1. Agardhはいこぎね

japonica Tanakaかばいろはいうすば

Polysiphonia Greville， 1823 nom. cons.いとぐさ属(126)

abscissa Hooker et Harveyさんぼういとぐさ

bicomis Ohta 

brodiaei (Dillwyn) Sprengelおおいとぐさ

crassa Okamuraふといとぐさ

cystophyllicola Nodaひふみいとぐさ

decumbens Segiりぼんいとぐさ

echigoensis Nodaえちごいとぐさ

elongata (Hudson) Sprengel 

f. schuebeleriiσ'oslie) Rosenvinge 

ferulacea Suhr ex J. Agardhぼういとぐさ

* flabellulata Harveyひめおおぎいとぐさ (194)

fragilis Suringarくろいとぐさ

[(0陀 ipatasensu Segi] 

harlandii Harveyたいわんいとぐさ

* howei Hollenbergょなくにいとぐさ (177)

[yonakuniensis] 

japonica Harveyきぶりいとぐさ(127)

[akkeshiensisあっけしいとぐさ]

[grateloupeoidesえちごひめいとぐさ]

[nipponicaにつ』まんいとぐさ]

[novae-angliae sensu Segiながっぽいとぐさ]

[spinosa sensu Segiとげいとぐさ]

latiovalis Nodaうすむらさきいとぐさ

morrowii Harveyもろいとぐさ

[senticulosa sensu Segi] 

notoensis Segiのといとぐさ

ohmaensis Ohtaおおまいとぐさ

porrecωSegiなカ宝いとぐさ

richardsonii Hookerもつれいとぐさ

sadoensis Nodaさどはいいとぐさ

savatieri Hariotひめいとぐさ

[aggregata] 

senticulosa H町 'eyしようじようけのり (128) 

[urceoωωauct. japon.] 

siretokensis Yamadaきたいとぐさ

sphaerocarpa B回，rgesenひないとぐさ

[pulvinata sensu Segi] 

tapinocarpa Suringarけいとぐさ

teradomariensis Nodaえちごひめいとぐさ

tokidae Segiうすいとぐさ

ωngatensis Harvey ex Ktitzingぺにぼっす

upolensis (Grunow) Hollenberg 

yendoi Segiえんどういとぐさ (129)

[codiicola sensu Segi ばらいとぐさ]

[obsoletaほそいとぐさ]

[scopulorum sensu Segiおわりいとぐさ]

[ subtilissii刷 sensuSegiきぬこまち]

Pterosiphonia Falkenberg， 1897はねぐさ属

arctica (J. Ag釘品1)Setchell et Gardner いなぽぐさ

b伊innata(Postels et Rupre唱ht)Falkenberg いとやなぎ

fibrillosa Okamuraけはねぐさ

pennaω(C. Agardh) Falkenbergはねぐさ

Rhodolachne Wynne， 1970ロドラクネ属

radicosa Itono (130) 

Rhodomela C. Agardh， 1822 nom. cons.せいようふじま

つも属

lycopodioides (Linnaeus) C. Agardh 

f.te，刷 issu問。支up即 ht)勾e肋m且みやびふじまつも
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sacluzlinensおMasudaからふとふじまつも

[macracantluz sensu Tokida] 

teresσ'ere融政:0)Masudaほそぱふじまつも

[gracil.おYam叫aet Nakamura] 

Spirocl叫iaB回'rge鈎 :n，1935ひげよれみぐさ属

loocluzoensis (Yendo) Yoshidaひげよれみぐさ(131)

[Wrightiella loochooensisらいちえらI

Stictosiphonia H∞keretH釘 vey，1847ふたまたこけもど

き属 (132)

hookeri伺釘vey)Harvey Iままなこけもどき

[Bostrychia dicluztoma] 

tangatensis (post) K泊.get Puttωk 

[Bostrychia tangatensis] 

Symphyocladia Falkenberg， 1897こぎねも属

latiuscula但釘vey)Yamadaいそむらさき

[gracil，お]

linearis (Okamura) Falkenbergほそこぎねも

marc，加ntioides伺町ey)Falkenbergこぎねも

peruωωOkamuraひめこぎね

Tolypiωladia S伽 nitz，1897いとくずぐさ属

glomerulaω(C. Agardh) Sc加国包いとくずぐさ

[Roschera glomerulata] 
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[Bω的'Chiamixta] 

kelanensis (Grunow ex Post) King et Puttockふたまた

こけもどき

VidaliaL創no町 ouxexJ.Ag紅曲， 1863 nom. cons.かえり

なみ属

ob，加 'Ilo.旬例e即 nsexC.Ag:訂曲)J.A伊曲かえりなみ

[Bω町'chiake，加lensis]

紅藻に関するノート

(1) Asterocytis属は印刷刈ac例on属の異名とされているので，命名上で検討する必要がある。 N油(1975)によ

りf.simplexが記議されている。

(2)助制 (1956)は命名上Stylonemaの属名が正しいとした。

(3)チノリモ科の日本産種については原・加藤・千原 (1985)の報告による。

(4)異名はH償問bout(1968)による。 B.camea f. tenuisホソホシノイトが区別されている。

(5) P. bulbq戸Sフクロタサ，P.tasaタサは分布が北千島に限られるので除外した。

(6) f.α蹴 aアッパベニタサ， f.e.均'ticaマルパペニタサ， f. lanceolataナガパベニタサが区別される侭awめ醐1936，

Nagai 1941)。
(7)有性生殖をしないf.san成田'11sisニセコスジノリはムロネアマノリと同じである側iura1977)。

(8) f. lanceolataナガパアナアマノリが区別された σm紘a1952)。

。)f. latifoliaヒロハマルパアマノリが区別された σ組成a1952)。

(10) f.kje.伽 anuとvar.飽ma臼ue.nsisオオパアサクサノリが知られている(岡村 1936，Miura 1984)。

(11) f. coreanaとf.narawaensisナラワスサピノリが知られている(岡村 1936，Miura 1984)。

(12)科名は貼odocb回 a関節のほうが早〈発表された。しかし Acrothaetiaceaeが保留された(白開館retaJ.ICBN

1994) .この科にいくつの属を認めるか意見の分かれるところである。Aαochaetialesとして独立させるべきと

の意見もある。

(13) Acroc加出m，助d∞:hortonについてはAudouinellaへの組合せが行われていないものもあり，命名上，分類

学上の問題点があるので，そのままとした。

(14) Kaj加.ura(1987a)が隠岐から報告した。

(15) Audl血ellaの綴りがBoryによって発表されたが，習慣的に用いられている Audouinellaの綴りが保留された。

(16) Lee (19回)が北海道から報告した。

(17) Yamωa (1例4)が台湾から記載し，その後，八丈島からも記録された α..eeet aJ. 1986)。
(18)独立の目 Bωmemai抑制mとする意見もある。

(19)四分胞子体はF北 'enbergiarufolan.ωaである。

(20)四分胞子体は Trailliella却師伺胞である。

(21)日本産の種はオーストラリアのものと生活史の様式が異なり，この名が用いられる。

(22) Dc必m 属と異なるという Boninand Hawks (1988)の意見に従う。

(23) Y，叫也aki(1987)により沖縄県から記載された。
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(24)ガラガラを別属としたため，属の和名を変更する。日本産のヒラガラガラ属に多数の種が記録されている。こ

れらはもっと少数の種に纏められるであろう。 Pape凶 lSSet al. (1982)などによれば

G. marginata = cJavigera， ventricosa， veprecula 

G. rugosa = cuculigera， elongata， glabriuscula 

とすべきであるという。生活史の研究を含めて今後の研究に待つ。

(25)異名はIωno(1985)による。。.6)異名はIωno(1977)による。

(27) Kajimura (1988)により隠岐から記載された。

(28) Pseudogloiophl附属を認めないHuisman(1985)の意見に従う。

(29)ヨーロッパではこの穫はN.helminthoidesと同種とされている。

(30) Segi (1957)が報告した G.corne脚 var.pulchellumリュウキユウプトは命名上の問題があるのでここでは収

録しなかった。

(31)マクサの学名について San胞lices(1988)， Norris (1990)により疑問が出された。横浜で採集された標本に基

づく G.elegansの名前を採用するのが妥当であろう。種内分類群については検討を要する。

(32) Akatsuka (1986)はOnikusa属を記載した。この属の独立性に疑問が持たれている (S叩 telices，1988)。

(33) v釘 .conchicolaケスジハイテングサ，f. foliaceaヒロハハイテングサが区別された(岡村 1936)。

(34) Norris (1987)により Beckerellaは見lophoraに含められた。

(35)松本・吉田(19卯)により根室から報告された。

(36)目のレベルでCora11ina1esとすべきであるという馬場(私信)の意見に従う。属レベルでの再検討が進行中で

あり，それに所属すべき種についても問題があるので，いくつかの属については和名を付けなかった。

(37) S均nanobhas(1987)が南日本産として報告した。

(38) S白nanobh鎚釦dM:舗法i(1987)が鹿児島県から記載した。

(39)宮田ほか(1990)はAlatocladiaをこの属のE属とした。

(40)この属の種についてはS巾n釦 obhぉetal. (1990)による。

(41) Baba et al. (1988)によれば，CconfusaはCoraJlinaX (= squama飽auct.japon.)の夏型であるから，ミヤヒパの

学名はこのようになるであろう。

(42) f. filifonms， f. intennedia， f. sororiaが区別されている(岡村1936)。異名については Babaet al. (1988)による。

(43) Baba (1987)により南日本から報告された。綴りを訂正する。

(44) Litho伽 mniumPhilippiに対してU伽的銅山'llHeydrichが保留された。

(45)馬場・正置 (1985)が南西諸島から報告した。

(46) Chamberlain (1983)の意見に従いPneophyllumの名前を用いる。

(47) Woelkerling (1985)の意見に従う。

(48) Woelkerling et al. (1985)の意見による。しかし CampbelIand Woelkerling (1990) によれば Ti蜘 odennaは

Li的ophyllumの異名であるという。命名の上からも検討を要する。

(49)馬場・秋岡・正賓(1990)による。和名の誤りを訂正する。

(50)吉崎・千原(1974)により Acrosymphy.ωInsp.が日本に産することが報告された。

(51) Thuretellopsis japonica Segawa et Ichikiミスミヒピロウドは多分この種の異名であろう。

(52)糸野(1971)が報告したエツキヒピロウドは胎百貨 (1986a)によりこの種であるとされた。

(53) Linds回 m (1988)により生活史の違いなどから独立の属とされた。

(54) Bnd，ωladia yasudae Yendo (岡村 1936)については実体が明かでない。

(55) f. colifonnis， f. intrica胞が区別された(岡村 1936)。

(56)キントキがPrionitis属に移されたほawaguchi1989)ので属の名をチャボキントキ属とする。属の発表は 1895

年が正しい(NCU・3)。

(57) f.m血utaが区別された(岡村 1936)。

σ8) Kawaguchi (1987)の意見による。

(59) f. lomentaria， var. porraceaウツロムカデが区別されている(岡村 1936)。

(ω) f. f1abellataが区別された(岡村 1936)。

(61) Kawaguchi and Yoshida (1986)によりこの科に所属することが示された。
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(62)アカハダPachymeniacamosa sensu YendoはKawaguchi(1987)によればタンパノリと区別できない。

(63)キントキがこの属のものとされたので，属の名をキントキ属とする。種については Kawaguchi(1989)によ

る。

(64)科の発表は Rabe油orst(1868)が早川目のレベルでHild印刷ndialesとする意見がある(Puescheland Cole， 

1982)。
(65)綴りにいくつかの異なったものがある。ここに用いたものが保留された (ICBN1994)。

(66) Yendo (1915)が報じたC.laciniataは標本からみて少なくとも 2種を混合しているので，ここには収録しな

かった。

(67)学名は Maggs，McLachlan and Saunders (1989)の意見による。基物から遊離して生活しているイタニグサ A.

tobuchiensisは生態型とする考えを取り入れた。

(69) f. latusヒロハノコトジが区別された(岡村 1936)。

(70) f. t1abellatusウチワツノマタが区別された側ikami1965)。

(71)これまで Chondruscrispusと呼ばれていた種にはこの学名を用いるべきであるとの結論が出された(Brodie

et aJ.， 1991)。
σ2) f. aequaJisヤセツノマタ，f. crispoidesトチャカダマシ，f.parvusヒメツノマタが記載された側ikami1965)。

(73) f. annatusトゲツノマタ，f. ciliatus， f. t1abelIatusウチワヒラコトジ，f. longicomisハサミヒラコトジが記載され

た(Mikami1965， Tokida 1954)。
(74) f.伽 bri抑 sフサツノマタ，f. subdichotomusエダツノマタが区別された(Mikami1965)。

(75) Mazzaellaへの組み合わせが行われていない。今後の検討が必要である。 f.oblongo-ovatumトカチギンナンが

区別された側ik釦姐 1965)。

(76) Rhodoglossum属は南半球のもので，北半球の種は MazzaelIaとすべきである (Hommersandet aJ. 1993)0 f. 

divergensエダウチギンナンが区別された (Mikami1965)。

(77) Fred出向andHommers釦 d(1989)は印刷larialesを提唱した。

(78) Yamamoto (1986)によりフシクレノリの寄生藻として沖之永良部島から記載された。和名も同氏による。属

名もこれに合わせる。

(79)属レベル，種レベルでの検討が進行中である。

(80)大西洋の G.verrucosaは太平洋には分布しないということが認められるようになった。アジアのものについ

ては張・夏 (1985)の意見に従っておく。

(81)異名については氾a(1986)による。

(82) f. graci1isコサイダイバラが区別されている (T:釦 aka1941)。

(83)元の綴り Nemostomaに対して慣用の Nemastomaの綴りが保留された。ウスギヌが Tsengiaに移されたので，

属の和名を変更した。

(84) K母国四(1987)により隠岐島から記載された。

(85)四分胞子体は Pe航1Celis属とされていたものである。

(86)オキツノリ属の日本産の種については Masuda(1987)が再検討を行った。日本産の種はAhnfeltiopsisである

とされ， Masuda (1993)によって組み合わせが行われた。

(87)学名については検討中である。

(88) Tanaka and Itono (1972)により沖縄県から報告された。綴りを原記載に従った変更した。

(89) f. unc却aωmが区別された(岡村 1936)。

(卯)ナミノハナ属の学名としてPottieriaを用いるのが正しいと Silva，Menez and Moe (1987)が論じた。

(91) v釘 .elongataホソミアナグサが区別された σanaka1960)。

(92) アジアに産する種類は南半球のs.robusta， S. mo1lisとは異なることが明かとなり，それぞれYoshida(1989) ， 

おaandZhang(1984)により変更された。

(93) Kajimura (1987a)が隠岐島から記載した。

(94)異名は Cormaciand Furnari (1988)による。

(95)異名はL泊ds回1Mand Gabrielson (1989)による。

(96) f. austr祖lis， f. boreaJis， f. CymOS.8， f. elongataが区別されている σωno1972， Nakamura 1950)。

(97) f. hamataが区別される(Nakamura1950)。
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(98) Reinboldiella属に移されるものであろう。。9)v紅 .robustumが区別されている(ltono1977a)。

(1∞)異名はWomersley(1978)による。

吉田他

(101) Itono (1977a)が与論島から Cen飢間:ra5minu加盟として報告したものはArd必 (1987)により Y翻 ada(1944a) 

の種と異なり，新種として記載された。

(102) No剖s(1985)はMesothamnionB世rgesenとCompsothamniellaItonoをPleonosporiumの異名とした。

(103) Kajimura (1986)により隠岐島から記載された。

(104)この属の日本産の種については Masuda釦 dS舗はi(1990)が研究した。

(105)異名についてはWynne(1985)による。

(106) Itono (1971)が奄美大島から報告した種は胎幼 (1988)によれば大西洋のものと異なる。

(107) Harveyのタイプ標本を検討した結果，この異名が結論された(Mぉudaet al. 1995)。

(108) f. ni旨'fJonica，f. pacincaが区別される(岡村 1936)。

(109)異名についてはWynne(1989)による。

(11 0) King and Puttωk (1994)によりC.leprieuriiはササパアヤギヌであり，岡村のアヤギヌに Cω.n血uaの名前

を用いるのが正しいとされた。

(111) Itono (1972)が奄美大島から記載した。

(112) H. tortileヨレベニハノリ(Noda1970)を独立の種と認めた (YωhidaandM氷剖mit未発表)。

(113)松本・吉田 (1989)が根室から記録した。

(114) ltono (1972a)が南西諸島から記録した。

(115) y.ωhidaandMik側首(1990)が相模湾から記載した。

(116)異名についてはIωno(1972)による。

(117)異名はPe間島nko(1983)による。

(118) Ok.翻 urinaZinovaの名前が早く発表されたが，命名規約上問題があり，使用できないので，y.制adaphycus

が正しい名前である。

(119) Itono (1986)により沖縄県から記録された。

(120) Norris (1988)はAmansia属から Melanamansia属を分離した。属の和名もそれに従って変更した。

(121) T:釦 akaandChihara(1984a)により沖縄県から記載された。異名は田中 (1989)による。

(122) C. atropurpurea?とされているものについてはC.decipiensとの関係を調べる必要がある。

(123)異名はHollenberg(1968)に従った。

(124)大葉・有賀 (1982)が石垣島から報告した。

(125)異名は斉藤 (1989)による。

(126)イトグサ属は大きい属で，ここに挙げたもののほかP.cancellata， P. elongella， P. violacea， P. yokoskensisなど

の記録がある(岡村 1936)。これらについて今後の研究に待つ。

(127)異名についてはKudoandMasuda(1986)と工藤 (1989)による。

(128)学名については工藤 (1989)による。

(129)異名については工藤 (1989)に従った。

(130) ltono (1985a)が石垣島から記載した。

(131)ライチエラの所属を変更したのにともなって和名も変えた (Yoshida1989a)。

(132) King and Puttock (1989)の意見に従ってBω町'chia属から分離した。和名は田中 (1989)による。

(133) Kawaguchi (1990)が関東から西の太平洋岸，瀬戸内海，九州西岸の材料に基づいて記載した。これまで

Halymeniopsis dila陶胞と仮称されていたものである。

(13のKaj加.ura(l992a)が隠岐から記載した。

(135) 太平洋北部に産するチシマクロノリはヨーロッパの P.purpureaとは別種で， P. kurogiiと命名された

(Lindstrom釦 dCole 1992)。
(136) Abbott and Yoshiz紘i(1981)がこの属であるとした。

(138) Kajimura (1991)が隠岐の標本により記載した。

(139)異型世代交代をすることなどから別属とされた (Huisman叩 dBorowitzka 1990)。

(140)異名はAbbott(1990)による。
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(141) Ab加ttand Doty (19伺)により8U属とされた。

(142)均伽，Jii的onが独立した属と認められ.FosJiellaはその異名とされた σCBN1994)。

(143)和名は秋岡・正置(1993)による。

(144)和名はMぉaki飢 dTokida(1963)による。

(145)異名は馬場(1卯4)による。

(146)四分胞子嚢が十字状に分裂することなどから別科とされた(Verheij1993)。

(147) Kaj加問 (1994a)が隠岐の標本に基づいて記載した。

155 

(148)これまで助000，戸iltisとされていたものを Polyid蹴総の Steno.戸，ltisと分離した。助000戸iltisはDumontiac蹴

であるとされた (Itonoand Yoshiz誌i1992)。

(149)異名はタイプ標本を観察した遠藤の意見に従う(増田私信)。

(150) Kawaguc悩 (1993)によりマルパグサはHaJ列leniaではなく crypωnemiaであるとされた。異名も彼による。

(151)キヌハダには種々な学名が用いられてきた。 Silvaet aJ. (1987)の意見に従う。

(152) Yoneshi伊 e(1984)の意見による。

(153)科の正式発表は 1932年とすべきである (Silva1980)。

(154)サイミがAhnfeltiopsisに移されたため，目，科，属の名前を変更することとした(増田，私信)。

(155)和名は香村・久場 (1976)による。

(156) Hommersand et aJ. (1993)により太平洋産の Giga曲 a属とされていたものは Chondrac.創出mとすべきである

ということが明らかにされた。

(157)学名についてはWithellet aJ. (1994)に従う。

(158) Yamamoω(1994)により正式に発表されたものである。

(159) M制 .daandG凶ry(1994)によって Tse.略 iaに所属させるべきであるとされた。

(1ω)属の変更によりハネツノマタからハネサイミに和名が変更された側ikami1965)。

(161) RhOOq戸，ltisとは異なることから新属とされた(ltono釦 dYoshizaki 1992)。

(162) B∞et aJ. (1991)により細胞が単核であることが確かめられ，属を移されたので，属の和名と共に変更する。

CaJJi，幼amnionの和名も命名する必要がある。

(163) K輔副ura(1994a)が隠岐島から記載した。

(164)異名はGuiryand Maggs (1991)による。

(165)和名は糸野(1980)による。

(166)αifntsiaに対して Grifn伽 'iaの綴りが保留された(lCBN19骨4)。

(167)日本産の種はPtero的amnion属であるとする Athanasiadisand Kr油 (1卯4)に従う。

(168)ハイキヌゲがTanakaellaであるとする Huismanand Gordon-Mills (1994)に従った。属名もそれに伴って変

更する。

(169)属の和名は糸野(1981)による。

(170) K付加ura(19抱)が隠岐から記載した。この属も日本では初めての記録である。

(171)和名はTan紘車 (1963)による。

(172)ヒゲムラサキが別属となったので属の和名を変更する。トゲムラサキは九州北部の標本に基づいて記載され

た (Yoshidaand Mikami 1992)。
(173)阻ng釦 dPut肱 k(1994)によって属の再検討が行われ，ヒロハアヤギヌは新種とされた。

(174)アヤニシキの学名として M fragiJisを用いるべきであるというMill紅 (1990)の意見に従う。

(175) Yoshida組 dMi祖国 (1994)が沖縄県南西部のものは別種であることを認めた。

(176)ヒゲムラサキを新属と認めた(Mikami1992)。

(17η 異名はTa地 a組 dltono (1972)による。

(178) H町 eyのタイプを検討して決定された例制daet aJ. 1995)。

(179)異名は斉藤 (1985).抽sudaet aJ. (1992)による。

(180)抽 sudaandAbe(1993)により日本産の種にはこの学名を用いるべきことが示された。

(181)この属は防御雌onの異名とされている(Pen鵬 andChambe白血， 1993)。所属する種について検討を要する。

(183) Kajimura (199のにより和歌山県から記載された。

(184) Nagai (1941)により千島列島から知られていた種が北海道東部でも採集された(Yamagishi未発表)。
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(185)雌性体の構造からダルス目であることが示された伊首ceand Kraft 1991)。

(186) Yos凶daandMikan姐 (1991)により Sorel1a属に移された。

(187) f. breviorが区別された。

(188) f. japonic闘が記載された。

(190) Phymatoli，的on属が保留された(lCBN1994)。

(191)異名はBirdandMcLachlan(1992)による。

(192) var. crassaが記載されている。

(193) f. angusta， f. la飼が区別された。

(194)M創 U伽 etaJ. (1995)が出rveyの標本をみて確認した。

(195) Masuda and Guiry (1995)の意見に従ってNem錨旬mataceaeから分離した。

(196)N制 s(1995)の意見により Melanam，制ia属に移した。

(197)広義のNemalialesから Acroch節制民Bonnemaisoniales，Galaxaurac伺eを独立させ，残りの狭義のNemali由 s

にDennonemataceae，Liagoraceae (=Helmin血∞ladiaωae)，Namaliaceaeを含めるとする意見があり(吉崎私

信)， Liago即 e鵠と Nemali低伺阜の取り扱いを変更した。
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別DEXTO GENERA 

細字の頁数は当該属が異名 synonymとして記されている頁，またはノート欄に記されている頁を示す。属名を

イタリツクでしめしたものは， synonymとしてのみ用いられているもの，あるいはノート欄だけに記されてい

るものである。

学 名

A A vrainvi1lea， 120 C釘pon叫tra，127

Carpopeltis， 139， 139 

Acanthopeltis， 135 B Castagnea， 124 

Acan出ophora，l48 Catenella， 140 

Acetabularia， 119 Bachelotia， 122 Caulacanthus， 138， 140 

Acinetospora， 122 Ba1liella， 145 Caulerpa， 119， 120 

Acrochaetium， 133，133，151 Bangia， 132， 133 Caulerpella， 120 

Acrocystis， 148 Bangiopsis， 132 Cen町ωeras，145， 145， 154 

Acrosiphonia， 117 Baylesia， 139 Cer.uIUum，145，145 

Acrosorium， 147 Beckerella， 136， 152 Ceratodictyon， 144 

Acrosymphyton， 152 Benzaitenia， 149 Chaetomorpha， 117 

Acroth創nnion，l44 Bertholdia， 140 Chamaedoris， 118 

Acro出rix，l24 Besa， 142 Champia， 143 

Actino位ichia，l34 Binghamia， 143 Chantransia， 133， 134 

Aeodes，139 Binghamiella， 143 Cheilosporum， 136， 136， 138 

Agarum，127 Blastophysa， 120 Chlanidophara， 128 

Aglaothamnion，l44 Blidingia， 117， 122 Chlorochytrium， 116，121 

Ahnfeltia， 140， 142 Boergesenia， 118 Chlorodesmis， 120 

Ahnfeltiopsis， 142， 153， 155 Bolbocoleon， 116 Chloropelta， 117 

Akkesiphycus， 126 Bonnemaisonia， 134 Chnoospora， 125 

A1aria，127 Boodlea， 118 Chondracanthus， 141， 155 

Alatocladia， 136， 152 Boodleopsis， 120 Chondria，149 

Amansia， 148， 150， 154 Bornetella， 119 Chondrococcus， 142 

Amphiroa， 136， 136， 137 Bossiella， 136 Chondrus， 141， 141， 142， 153 

Anadyomene， 117 Bos町ychia，149， 151， 154 Chorda，127 

Ana1ipus， 124 Bo町∞ladia，l44 Chordaria， 124， 124， 128 

Aneuria， 150 Botrytella， 123， 130 Choreonema， 136 

Anotrichium， 144 Branchioglossum， 147， 148 Chroodactylon，132，151 

Anti血創加1Ion，144， 144， 145，146， 147 Bryopsis， 119 Chrysymenia， 144， 144 

Antithamnionella， 145 Cirrulicarpus， 140 

Apoglossum， 147 C Cladophora， 118 

Ardissonula， 148 Cladophoropsis， 118 

Arthrothamnus， 127 Calli創世官on，136 Cladosiphon， 124 

Ascocyclus， 125 Callithamnion， 144， 145， 155 Clanidote， 128 

Asparagopsis， 134， 134 Callophyllis， 139 Cla出romorphum，136 

Asperococcus， 126 Caloglossa， 147 Cωcophora， 129 

Aster，ωolax，147 Calosiphonia， 140 Codiolum， 116， 121 

Asterocytis， 132， 132， 151 Campylaephora， 145 Codium， 120 

Audouinella， 133， 151 Capsosiphon， 116 Coel紅thrum，144 

Auduinella， 151 Carpoblepharis， 145， 146 Coelocladia， 126 
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Coeloseira. 144 Dictyopteris. 128. 131 Fe1dmannia. 123. 123 

Coe10thrix. 144 Dictyosiphon. 126 Fosliel1a. 136. 136， 137， 138 
Coi1odesme， 126 Dictyosphaeria， 118 Fucus， 129 

Co1acodictyon， 132 Dictyota， 128 

Co1aconema. 132. 133， 134 Dictyurus， 147 G 

Col1insiel1a， 116， 121 Digenea.149 

Col1insiel1opsis. 116， 121 Di1ophus， 128 Ga1axa町a，134，135 
Co1pomenia， 125 Dilsea. 138 GanoneTTUJ. 135 
Compsonema， 125 Dip1ura， 124 G錨佐oc10nium，144 

Compsothamniella. 146， 154 Dis位。mium，128 Gattya， 145 

Congr百ci1aria， 141 Di凶a，149 Gelidiel1a， 136 

Congregatocarpus， 147 Dotyophycus， 134 Gelidioco1ax， 138 

Constantinea， 138 Dudresnaya. 138 Gelidiopsis， 141 

Contarinia， 142 Dumontia， 138 Gelidium， 135， 136 

Cora1lina， 136， 152 Geppella. 120 

Corallopsis. 141 E Gibsmithia， 138 

Coη即 >spora.147 Giffordia. 123， 130 

Cos旬ria， 127 Ecldonia， 127 Gigarti，肌 141，142， 155 

Cottoniel1a， 147 Ecldoniopsis， 127 Gloeophycus， 139 

Crou組 ia，145 Ectocarpus， 122， 122， 123 Gloioderma， 144 

Cruoriel1a， 140 Eisenia， 127 G10iope1tis， 138 

Cruoriopsis. 140 E1achista， 124 Gloiophloea. 135 

Cryptarachne，l44 Enantiocladia， 149 Gloiosiphonia， 139 

Cryptonemia， 139， 139， 155 Endarachne. 125， 131 Gobia.124 

Cryptop1eura， 147 Endocladia， 152 Gomontia， 116 

Cut1eria， 126 Endop1ura， 124 Goniolithon， 136， 137 

Cylindrocarpus. 125 Enelittosiphonia， 149 Goniotrichum， 132 

Cymathaere， 127 Enterom日中ha.117，117 Gonodia， 130 

Cymo戸，lia，119 Entocladia， 116 Gononema， 123 

Cylηmenia. 139 Ery由rωladia，132 Gordoniel1a， 145 

Cystophyllum， 129 Ery白r∞olon，l44 Graci1aria， 141 

Cystoseira. 129， 129 Erythrog10ssum， 147，148 Gracilariopsis. 141 

Erythrophyllum， 140 Grateloupia， 139， 139 

D Erythro凶chia，132 Griffithsia， 145， 155 

Ethelia， 140 GrijJitsia. 144， 155 

Dasya， 147 Eucheuma， 143 Gymnogongrus， 142 

Dasyc1adus， 119 Eudesme， 124，124 Gymnosorus.128 

Dasyclonium， 149 Eupti1ota， 145 Gymnothamnion，l46 

Dasyphila， 145 Euthora. 140 

Dasysipho凶a，147 Euzoniella. 149 H 

De1amarea， 126 Exophyl1um， 149 

Delesseria， 147 Ezo，136 Ha1ar冨chnion，14O

Delesseriopsis， 145 Ha1ichrysis， 144 

Delisea， 134， 134， 151 F Halicystis， 122 

De由民ia， 121， 121 Ha1icoryne， 119 

DerTTUJtolithon. 138 Falkenbergia， 151 Ha1imeda， 120 

Dermonema， 134 Far10wia， 138， 138 Haliseris， 131 

Desm紅 白tia，127 Fauchea，l44 Ha1oplegma， 146 
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Halopteris， 127， 127 Melanamansia， 150， 154， 156 

Halosaccion， 143 K Melanosiphon， 126 

Halothrix， 124 Melobesia， 136，137 

Halymenia， 139， 139， 143， 155 Kallymenia， 140 Membranoptera，l48 

Halymeniopsis， 154 Kintokiocolax， 139 Meristotheca， 143 

Hapterophycus， 131 Kjel初旬nia，126 Mesophyllum， 137，137 

Hecatonema， 125， 130 同ellm姐 iella，127 Mesospora， 123 

Hedophyllum， 127 Kornmannia， 116 Mesothamnion， 146，154 

Helminthocladia， 135 Kurogia， 148 Microcladia， 146 

Hemineura， 148 Kurogiella， 125 Microcoelia， 140 

Herpochon合ia，146 Kylinia， 134 Microdictyon，117 

Herpopteros， 149 Microspongium， 125 

Herposiphonia， 149 L Monospora， 144 

Heterochordaria， 124 Monosporus， 147 

Heterodenna， 136， 138 Laingia， 147 Monos住oma，116，116，117 

Heteroralfsia， 124 Laminaria，127，131 Murrayella， 150 

Heterosaundersella， 124 L創凶n釘iocolax，123 Myagropsis， 129 

Heterosiphonia， 147 Laurencia， 149 Myelophycus， 126， 126 

Hideophyllum， 148 Leachiella， 138 Myriactula， 125， 130 

Hildenbrandia， 139 Leathesia， 125 Myriocladia， 124 

Hincksia， 123， 130 Lejolisea， 146 Myriogloea， 124 

Hizikia， 129 Lenorrnandiopsis， 149 Myriogramme，148，148 

Holmesia， 148 Leptonematella， 124 Myrionema， 125， 125， 130 

Homoeos凶chus，l28 Leptophytum， 137 

Horrnophysa， 129 Letterstedtia， 117 N 

Hyalosiphonia， 138 Leveillea， 150 

Hydroclathrus， 125 Liagora， 134， 135， 135 Nemacystus， 125 

Hydroli血on，136，138， 155 Liagorophila， 134 Nemalion， 134， 135 

Hymenena， 148 Liagoropsis， 134 Nemastoma， 142， 142， 153 

Hypnea， 141 Lithophyllum， 136，137，138， 152 Nemostoma， 153 

Hypneocolax， 142 Lithoporella， 137 Neodilsea， 138 

Hypoglossum， 148 Lithoth創nnion，137， 137， 152 Neogoniolithon， 137 

Hypophyllum， 148 Lithothamnium， 152 Neoholmesia， 148 

Litosiphon， 126 Neohypophyllum， 148 

Lobophora， 128 Neomeris， 119 

Lomentaria， 144 Neomonospora， 144， 147 

llea， 125， 130 Lophocladia， 150 Neopolyporolithon， 137 

Internoretia， 116 Lophosiphonia， 150 Neoptilota， 146 

lridaea， 141 Neorhodomela， 150 

lridophycus， 141 M Nereia， 127 

Ishige，l24 Neurocarpus， 131， 132 

lsoptera， 148 Marginisporum， 137 Neurocaulon， 140 

M紅白nella，l48 Neurymenia， 150 

J Martensia， 148 Nienburgia， 148 

Mastoc町 us，142 Nitophyllum， 148 

Jancz沼wskia，149 Mastophora， 137 

Jania， 136 Masudaphycus， 138 O 

Joculator， 138 Mazzaella，141，153 
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Odon;白alia，150 Poroli出on，138，138 Rhodophysemopsis， 143 
Okamurina， 148， 154 Porphyra， 133 Rhodoptilum， 147 

Onikusa， 135， 152 Porphyropsis， 133 Rhodosorus， 132 

Portieria， 142， 153 Rhodospora， 132 

P Prasiola， 117 Rhodymenia， 141， 143，144 

Predaea，142 Roschera. 151 

Pachydictyon， 128 Prionitis， 139， 152 Rosenvingea， 125 

Pachymenia， 153 Protectoc紅 pus，125

Pachymeniopsis， 139 Protomonos位。ma，116 s 
Padina， 128， 131 Pseudobryopsis， 119， 122 

PaIm紅 ia，143 PseudochlorodessUs，120 Sarcodia， 143 

PaImophyllum， 116， 121 Pseudochorda， 128 Sargassum， 129 

Papenfussiella， 124 Pseudogloiophloea. 135， 152 Saundersella， 124， 124 

Paragoniolithon， 137 Pseudolithoderma， 123 Sauvageaugloia， 124 

Patenぽ紅pus，134 Pseudolithophyllum， 138， 138 Scagelia， 146 

Pedobesia， 121 Pseudophycodry~ 148 Schimmelmannia， 139 

Pelvetia， 129 Pseudorhododiscus， 143 Schizoseris， 148 

Percurs紅 ia，117 Pseudulvella， 121 Schizymenia， 143 

PetaIonia， 125， 130， 131 Psilothallia， 146 SchsUtzia， 140 

Petrocelis， 153 Pterocladia， 136 Scinaia， 135 

Petrospongium， 125 Pterosiphonia， 150 Scytosiphon， 125，131 

Peyssonnelia， 140， 140 Pterothamnion， 146， 155 Sebdenia， 143 

Phacelocarpus， 142 Ptilocladia， 146 Seirospora， 146 

Phaeophila， 116 Ptilonia， 134 Se町aticardia，138 

Phycodrys， 148 Ptilophora， 136， 152 Siphonocladus， 118 

Phyllymenia. 139 Ptilota， 146， 146 Solieria， 143 

Phymatolithon， 137， 156 Ptilotharnnion， 146 Sorella， 148 

Pikea， 138 Pugetia， 140 Sorocarpu~ 123， 130 

Pilayella， 123 Punctaria， 126 Spatoglossum， 128 

Placophora， 150 Spermo由泊四lIon，145， 146，147， 147 

Platoma， 140，143 R Sphace加 ia，l26

Platysiphonia， 148 Sphaerotrichia， 124 

Pla明'hamnion， 146 Ralfsia， 124 Spirocladia， 151 

Pleonosporium， 146， 154 Reinboldiella， 146， 153 Spongites， 136， 138 

Pleuropterum， 127 Rhipilia， 120 Spongocladia. 118 

Plocarnium， 142 Rhipiliopsis， 120 Spongomo中ha， 117，121 

Plumaria. 146 Rhizoclonium， 118 Spongonema， 123 

Plumariella， 146 Rhodella， 132 Sporochnus， 127 

Pneophyllum， 136， 137， 152 RhodocaIlis， 146 Sporoli出on，138

Pocockiella， 128 Rhod，ωho由民 133，134， 134， 151 Spyridia， 147 

Pogo凶chum，l26 Rhod，ωho巾 nopsis，l34 Stenogramma， 142 

Pol1exfenia， 148 Rhododermis. 143 Stenopeltis， 142， 155 

Polycoryne. 147 Rhodoglossum， 141， 141， 153 Stictosiphonia， 151 

Polyneura， 148 Rhodolachne， 150 Stictyosiphon， 126 

Polyopes， 139 Rhodomela， 150， 150 Stilophora， 125 

POか'Physa，121 Rhodopeltis， 138，142，155 Streblonema， 123， 123 

Polysipho凶a，149， 150 Rhodophyllis， 142 Streptophyllpsis， 131 

Poly位etus，123 Rhodophysema， 143 S凶釘ia，126
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S甘uvea，118

Stschapovia， 126 

Stylonema，132，151 

Stypocaulon， 127 

Stypopodium， 128 

Symphyocladia， 151 

Sympodothamnion， 147 

Syringoderrna， 128 

T 

Taenioma， 148 

Tanakaella， 147， 155 

Tenarea. 138 

Thuretollopsis， 152 

Tichocarpus，l40 

Tiffaniella， 147 

Tinocladia， 124 

Ti飽noderrna，138，152

Titanophora， 143 

Tokidadendron，148 

Tokidaea， 147 

Tolypiocladia， 151 

Trachynema， 126 

Trailliella， 151 

あ

あいそめぐさ属， 149

あいぬわかめ属， 127

あおさ属， 117 

あおのり属， 117

あおもぐさ属， 118 

あかばぎんなんそう属， 141 

あかば属， 138

アキネトスポラ属， 122 

アクロケチウム属， 133

あけぼのもずく属， 135 

あしっきいとげ属， 121 

アスコキクルス属， 125 

アステロキテイス属， 132

アステロコラックス属， 147

あっばこうもりのり属， 149

吉田他

Trematocarpus， 143 

Trichogloea， 135 

Trichogloeopsis， 135 

Trichosolen， 119， 122 

TricIeωarpa，135 

Tsengia， 142， 153， 155 

Turbinaria， 130 

Tumerella， 143 

Tydemania， 120 

Tylotus， 141 

U 

Udotea， 121 

mo白rix，116

mva，117 

mvaria，117 

mvella，116，121 

Undaria， 127 

Urospora， 117， 121 

V 

Valonia， 118， 118 

和名

あっぱのり属， 143

あなめ属， 127

あねやかたのり属， 142

あまのり属， 133

あみじぐさ属， 128

あみはだ属， 142

あみは属， 118 

あみまゆだま属， 132 

あみもょう属， 117

あやぎぬ属， 147

あやにしき属， 148

あらめ属， 127

あわぴも属， 116 

あわみどり属， 120 

あんとくめ属， 127

いかだこのは属， 148

いぎす属， 145 

Valoniopsis， 117 

Vanvoorstia，148 

Ventricaria， 118 

Vidalia， 151 

w 

Weberella， 144 

Wi1leella， 117， 118 

Wrangelia， 147 

Wrightiella， 151 

Wurdemannia， 143 

Y 

Yamadaea， 138 

Yamadaella，l34 

Yamadaphycus，148，154 

Yatabella， 136 

Yoshidaphycus，l48 

Z 

Zellera， 148 

Zonaria，l28 

いしいぼ属， 136

いしげ属， 124 

いしごろも属， 137 

いしっきごぴあ属， 124 

いしのはな属， 137 

いしもずく属， 124 

いしも属， 137 

いそうめもどき属， 138 

いそがわら属 .124

いぞきり属， 136 

いそぐるみ属;125 

いそしのぶ属 .145

いそすぎな属.119 

いそだんつう属， 140 

いそのはな属.139 

いそぱしょう属， 150

いそはなぴ属， 132
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いそひげも属， 126 おかむらぐさ属， 143 きっこうぐさ属， 118 

いそぶどう属， 123 おきしのぶ属， 145 きつねのお属， 124 

いそまつ属， 144 おきつのり属， 142， 153 きぬいとぐさ属， 144

いそもつか属， 140 おきつばら属， 138 きぬげぐさ属， 144 

いたにぐさ属， 140 おきなわもずく属， 124 きりんさい属， 143 

いちめがさ属， 127 おごのり属， 141 きんいろはんもん属， 124 

いとぐさ属， 150， 154 おしよろぐさ属， 126 きんときやどり属， 139 

いとくずぐさ属， 151 おとひめもずく属， 139 きんとき属， 139， 152， 153 

いとしのぶ属， 146 おばくさ属， 136 くしのは属， 149 

いとひぴだま属， 146 くしべにひば属， 146

いとふのり属， 139 治、 くすだま属， 146 

いぱらのり属， 141 くだねだしぐさ属， 118 

いぽのり属， 142 かいみどり属， 116 くろがしら属， 126 

いわげしよう属， 140 かいめんしばり属， 134 くろしおめ属， 127 

いわづた属， 119 かいめんそう属， 144 くろはんもん属， 124 

いわのかわ属， 140 かえりなみ属， 151 くろひとえぐさ属， 117 

いわひげ属， 126 かえるでぐさ属， 143 くろもずく属， 124 

インテルノレテイア属， 116 かぎけのり属， 134 くろも属， 124 

ういきょうも属， 126 かぎしおみどろ属， 123 クロロキトリウム属， 116 

うがのもく属， 129 かぎのり属， 134 ぐんばいこのは属， 148 

うきおりそう属， 117 かくれいと属， 139 けやり属， 127

うしけのり属， 133 かくれすじ属， 147 こけもどき属， 149

うすがさね属， 119 かごめのり属， 125 こざねも属， 151

うすばおおぎ属， 128 かさきのこいしも属， 137 コディオルム属， 116

うすばのりもどき属， 148 かざしぐさ属， 145 こなはだもどき属， 142

うすばのり属， 148 かさのり属， 119 こなはだ属， 135

うすばひおどし属， 148 かさまつ属， 134 ゴニオリトン属， 136

うすべに属， 148 かじめ属， 127 ゴノネマ属， 123

うすむらさき属， 145 かしらざき属， 127 このはのりもどき属， 148

うぶげぐさ属， 147 かしわばこのはのり属， 148 このはのり属， 147

うみうちわ属， 128 かたわべにひぱ属， 146 ごのめぐさ属， 145

うみぞうめん属， 135 ガッテイア属， 145 こぶのひげ属， 126

うみぼっす属， 127 かにのて属， 136 こもんぐさ属， 128

うるしぐさ属， 127 かぶさあおのり属， 116 こもんぶくろ属， 126

ウルデマニア属， 143 かやものり属， 125， 131 コンプソネマ属， 125

えごのり属， 145 がらがらもどき属， 138 こんぶもどき属， 126

えぞいしげ属， 129 がらがら属， 135， 152 こんぶ属， 127

えぞかしらざき属， 127 からごろも属， 148 

えぞしころ属， 136 からふともずく属， 124 さ

えぞ、とさか属， 140 からふとよつがさね属， 146 

えぞなめし属， 143 カリタムニオン属， 145 さなだぐさ属， 128

えぞふくろ属， 126 カルポプレファリス属， 145 さびもどき属， 138

えだうちいしも属， 137 かれきぐさ属， 140 さぴ属， 137

えっきひぴろうど属， 138 かわのり属， 117 さ13.'てんぐさ属， 120

エントクラデイア属， 116 きじのお属， 142 さめずぐさ属， 126

おおしころ属， 138 きたいしも属， 136 さんごも属， 136

オーデュイネラ属， 133 きたいわひげ属， 126 しおぐさごろも属， 142

おおばろにあ属， 118 きたしおみどろ属， 123 しおぐさ属， 118，121 
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しおみどろ属， 122 つくしほうずき属，148 ねばりも属， 125

しずくいしごろも属， 136 つのまた属， 141 のこぎりひば属，150

シチャポピア属，126 つゅのいと属，121 のりまき属， 138

しのぶぐさ属， 149 つるも属， 127

しまおおぎ属，128 てんぐさもどき属，141 lま

しまだじあ属，147 てんぐさやどり属， 138

しまてんぐさ属，136 てんぐさ属， 135 はいいとぐさ属， 150

じゃぱらのり属， 150 とげこのはのり属，147 はいうすばのり属，147

シュードリトフィルム属， 138 とげのり属， 148 はいおおぎ属，128

じゅずも属， 117 とさかのり属，143 はいきぬげ属， 147

じよろもく属， 129 とさかもどき属， 139 はいこぎね属， 150

しりおみどろ属， 117 とろろこんぷ属，127 はいこなはだ属， 134

しわのかわ属， 125 はうちわ属， 120

しわひとえぐさ属，116 な はごろも属， 121

じんようのり属，140 パシエロテイア属， 122

すぎのり属， 141 ながおばね属，139 はすじぎぬ属， 148

すぎもく属， 129 ながこのはのり属， 148 はすじぐさ属， 142

すじぎぬ属， 148 ながまつも属，124 パテノカルプス属， 134

すじなしぐさ属， 149 ながみぐさ属，150 はなのえだ属， 144

すじめ属，127 なみいわたけ属，141 はねぐさやどり属， 138

すすかけぺに属， 140 なみのはな属， 142，153 はねぐさ属，150

すずかけも属， 120 なみまくら属，124 はねも属，119

すずしろのり属，148 なんかいさえだ属，147 はぱのり属， 131

スポロリトン属， 138 なんかいべにはねも属，145 はばもどき属，126

スポンギテス属， 138 にくいわのかわ属， 140 はぶたえのり属， 148

せいようはぱのり属， 125，131 にくさえだ属，146 パラゴニオリトン属， 137

せいようふじまつも属，150 にくほうのお属， 143 パルモフィルム属， 116

そぞまくら属， 149 にせあみじ属，128 ぱろにあ属，118

そぞ属， 149 にせいしのかわ属， 123 ひおどしぐさ属，150

そでがらみ属， 134 にせいぱらのり属， 144 ひかげのいと属，142

そめわけぐさ属， 124 にせうしけのり属， 132 ひげうすぱ属， 148

にせかやも属，126 ひげむらさき属，148，155

た にせかれきぐさ属，138 ひげよれみぐさ属， 151

にせこなはだ属，134 ひじき属， 129

たおやぎそう属， 144 にせつるも属，128 ひしぶくろ属，144

だじあ属， 147 にせはうちわ属， 120 ひだとりぎぬ属，147

ダジクラズス属，119 にせはねも属， 119 ひとえぐさ属， 116

ダジシフォニア属， 147 にせふともずく属，124 ヒドロリトン属，136

だじもどき属， 147 にせまゅはき属，120 ひなのり属， 133

たまいただき属， 134 にせもずく属，124 ひばまた属，129
たまつなぎ属， 132 にせらんそうもどき属， 116 ひぴだま属， 147

だるす属， 143 ぬめはのり属，147 ひぴみどろ属，116

たんぽやり属， 118 ぬめりぐさ属，140 ひぴろうど属， 138

ぢがみぐさ属， 128 ぬるはだ属， 135 ひめあおのり属，117

ちゃぽきんとき属，139，152 ネオゴニオリトン属，137 ひめいわずた属， 120

ちりぼたん属， 144 ねこあしこんぷ属， 127 ひめうすぎぬ属，142
ちりもみじ属，146 ねじれみどり属， 116 ひめうすべに属，147
っかさのり属， 140 ねだしぐさ属， 118 ひめどけ属， 149
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ひめしころ属， 136 べにふくろのり属， 143 もつきひとえ属， 116

ひめづた属， 148 べにまだら属， 139 もつれぐさ属， 117

ひめふくろつなぎ属， 144 べにまゆだま属， 134 もつれちょうちん属， 120

ひめぼたんあおき属， 117 べにみどろ属， 132

ひめむらさき属， 147 べにもずく属， 135 や

ひもまくら属， 125 べにやはず属， 148

ひょくそう属， 148 へりとりかにのて属， 137 やたべぐさ属， 136

ぴらえら属， 123 ペルクルサリア属， 117 やどりみどろ属， 123

ひらがらがら属， 134，152 ぺんてんも属， 149 ゃなぎのり属， 149

ひらくさ属， 136 ほうのお属， 140 やはずぐさ属， 128

ひらしおぐさ属， 117 ほしのいと属， 132 やばねもく属， 129

ひらたおやぎ属， 144 ほそがさね属， 145 ゃれおおぎ属， 128

ひろはたまいただき属， 134 ほそぱろにあ属， 117 ゆいきり属， 135

ヒンクシア属， 123 ほそべにやばねぐさ属， 148 ゆかり属， 142

ファーロイア属， 138 ポルボコレオン属， 116 ゆるぢぎぬ属， 142

フイマトリトン属， 137 ポロリトン属， 138 よこじまのり属， 126

フェルドマニア属， 123 ほんだわら属， 129 ょっがさね属， 146

フォズリエラ属， 136 ょっのさで属， 145

ふくろつなぎ属， 144 ま ょなくにくすだま属， 145

ふくろのり属， 125 よれみぐさ属， 150

ふさのり属， 135 まがたまも属， 118

ふしくれたけ属， 141 まきいとぐさ属， 149 ら

ふしつなぎ属， 144 まくり属， 149

ふじまつも属， 150 まさごしぼり属， 144 よれみぐさ属， 150

ふたえおおぎ属， 128 またぼう属， 139 らいのすけこのは属， 148

ふたつがさね属， 144 まだらぐさ属， 144 らっぱもく属， 130

ふたまたこけもどき属， 151 まつも属， 124 ラミナリオコラックス属， 123

ふだらく属， 139 まゅはきも属， 120 らんげりあ属， 147

ふちとりべにもどき属， 143 みあなぐさ属， 143 らんそうもどき属， 116

ふちとりべに属， 143 ミクロスポンギウム属， 125 リアゴロフィラ属， 134

プティロクラディア属， 146 みすじこんぶ属， 127 リピリオプシス属， 120

ふでのほ属， 119 みずたま属， 119 りゅうのたま属， 144

ふともずく属， 124 みちがえそう属， 138 りゅうもんそう属， 138

ふのり属， 138 みどりげ属， 118 レジョリシア属， 146

プロテクトカルプス属， 125 ミリアクチュラ属， 125 レプトネマテラ属， 124

ヘカトネマ属， 125 ミリオネマ属， 125 レプトフィツム属， 137

べにあみごろも属， 147 みりん属， 143 ロデラ属， 132

べにいそぶどう属， 146 みるひびだま属， 147 ロドグロッスム属， 141

ぺにごうし属， 146 みる属， 120 ロドコルトン属， 134

べにごろも属， 143 むかでのり属， 139 ロドスポラ属， 132

べにざらさ属， 143 むちも属， 126 ロドソルス属， 132

べにすなご属， 143 むらちどり属， 125 ロドラクネ属， 150

べにはうちわ属， 148 メソスポラ属， 123

べにはねぐさ属， 146 もかさ属， 137 わ

べにはねも属， 147 もさくだふくろ属， 125

べにはのり属， 148 もさずき属， 136 わかめ属， 127

べにひばだまし属， 146 もずく属， 125 わつなぎそう属， 143

べにひば属， 146 もつきちゃそうめん属， 124





?~~類 Jpn. J. Phycol. (Sorui) 43: 173・174，July 10， 1995 173 

金綱善恭*・坂東忠司.. 平野 賓先生のご逝去を悼む

Yoshiyasu Kanetsuna and Tadashi Bando: Dr. Minoru H江叩o (1910-1994) 

tn memonam. 

を求めて九ナ|川、ら北海道に至る平地や山岳地帯を|設な

く踏破され，細心の注意を払って水質を分析し，議類

と溶存する化学物質との関連を研究されました。その

労作は 1955-1960年にわたってラテン語で Flora

Desmidiarum Japonicarum， nos. 1-7.にまとめられ， 1961 

年日本産つづみも類誌により理学博士の学位を得られ

たわけです。この論文は図版54枚と膨大な水質分析の

資料によるもので，未だその例がみられなかったもの

でした。日本の国力の発展に伴い，海外への探査もさ

かんにな ってきましたが，その結果得られたネパー

ル，アフガニスタン，プータン，カラコルム，タイか

ら南極，アラスカなどの藻類も手がけられました。

第2J羽は京都大学退官近くから梅花短期大学の 15

年間 (1970-1984)で鼓藻以外に藍藻と珪藻の論文を

日本藻類学会設立の発起人の一人で，淡水藻とくに かなり出しておられます。これらの報文中には藤女子

鼓淡の研究において偉大な足跡を残された京都大学名 大学教授岩城主t江氏と共著で北海道の珪藻を研究され

誉教授 元梅花短期大学教授平野'tl先生は去る平成 6 たものが多数含まれています。この間に出版された日

年9月 l日午後5時 11分長岡京市の病院でパーキンソ 本淡水生物学 (1973)，日本淡水深図鑑 (1977)には先

ン病のため 84才の生涯を閉じられました。 生が鼓藻類を執筆しておられ，中でも後者は Flora

先生は 1910年 6月2日 (明治43年)三重県津市の D巴smidiarumJaponicarumの日本語版であり，鼓藻研究

お生まれで，旧制松山高等学校を経て 1934年京都帝国 者にとって武重なものとなりました。前期に引き続い

大学理学部植物学科に入学されました。1937年3月卒 てヒマラヤ，カンボジア，ボルネオ，メソポタミアな

業，翌4月に剥手，次いで大学院特別研究生の後，助 どの海外の謀類を手掛けられました。

手，助教授を歴任され， 1965年教授， 1974年定年退官， 第 3J明は退職されてからご逝去までの 10年間

1975年より梅花短期大学教授属託教授を最後に 1984 (1985-1994)です。 ご家庭で研究されましたが，お身

年退職されました。 体のご様子は手紙などに手の震えが伺われ，年の経過

先生が研究で最も力を注がれたのは鼓藻類ですが， と共に歩行のご不自由さが目立ち，パーキ ンソン病の

後年に藍藻や珪藻類の分野にも及びました。先生のご 症状が進んでまいりました。しかし，先生は 1985年か

研究は次の 3期に分けられるように思います。 らご逝去までの約 10年間，淡水藻類写真集に数多く執

第 l期は京都大学l時代の大部分で 33年間 (1937・ 筆されました。病の進行のため図 l枚画かれるのにも

1969)は鼓藻類を主に研究された時代です。当初は 10 相当のご苦労があったと思われますが， 1992年に

年先輩の岡田喜一先生が手をつけられたばかりでわが Desmids from Thailand and Malaysia (100頁51図版)の

国での研究の初期でした。園内での文献はもちろん殆 論文をも出されました。これは先生ご自身が採集され

どなく，外国文献の入手も困放な時であったため，先 たものだけに気がかりになっておられたのでしょう o

~Iミ は West父子による英国産鼓深の 5 1l1t を半年かかつて ご逝去になる前でも意識がはっきりしておられるl時は

手自きしたと言っておられました。これはほんの一例 「やり残した仕事があるjと奥様に言い続けておられ

で，当時は今と違って文献の複写にも大変な苦労が たということです。

いった時代でした。採集にあたっては池沼，湿原地帯 先生は身長 164cm，体重48Kgの痩せ型で物静かな
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方でした。普段大きいお声は出されず淡々として話を

されました。また，健脚で山岳地帯を歩き山深きひな

びた温泉をこよなく愛され，研究の合間にはバッハな

どの曲を聞いておられたそうです。枠にはめられる生

活はお嫌いで自由な生き方を好まれ，食べる位の給料

はいただいているから好きなことのできる境遇に満足

だと言っておられました。瓢瓢乎という言葉が本当に

あてはまる方でした。

先生は地方で催される小・中・高校の教員対象の淡

水生物の講習会にも気軽に出かけられました。飾らな

い誠実なご性格は，これを機に全図的に多数の鼓藻愛

好家を生むことになりました。筆者の一人である金網

も先生に教えを乞うて40有余年，淡水藻写真集にも共

著で執筆させて戴いたことは望外の果報というほかは

ありません。

ここにありし日の先生を偲び，心からご冥福をお祈

り申し上げます。

(・干 603京都市北区小山初音町干 612京都市伏見区

深草藤森町 1番地京都教育大学生物)
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梅崎勇*・今野郁** 植物の研究に心血を注いだ野田光蔵先生

Isamu Umezaki * . Kaoru Konno * * : Mitsuzo Noda (1909・1995)

元新潟大学教授及び新潟薬科大学名誉教授野田光蔵

先生が平成7年4月3EIに新潟中央病院にて呼吸不全

のため逝去されました.享年86才でした.生涯にわた

り満州植物誌，越後の植物誌及び日本海の海藻の研究

に心血を注いだ先生のご業績を称えますとともにご逝

去に対して謹んで哀悼の意を表し，ここに，先生の略

歴とご業績の一部をご紹介して先生の生前を偲びたい

と思います。

野田先生は生前満州植物誌を中心とした自叙伝なる

「還ってきた植物誌原稿J(自費出版)(1965)， i植物と

共に我れ50年J(自費出版)(1982)， ii前洲捕物誌の思

い出一中国動乱の中にてー」風間也房 (1992)を出版

されましたが，この3書から，先生の満鉄社立満州教

育専門学校入学から満州での教員生活，卒業と同時に

満州の植物の研究に着手され，さらに，北大理学部植

物学科に進み， 山田幸男先生の下で海藻学を専攻，以

後の満州植物誌の完成及び藻類の研究に棒げた生涯を

詳しく知ることができます。

先生は満州教育専門学校を卒業 (昭和5年)されて

より ，満鉄教育研究所(昭和6年)，満鉄公主嶺農業学

校(昭和 12年)及び在i前公立新京第二中学校(昭和 15

年)で教鞭を事えられ，かたわら恩師大賀一郎先生の後

継として満州博物学会を主宰 (昭和6年)，在満学術協

議会委員 (昭和8年)及び満州国大陵科学院研究業務

を委嘱される (昭和 19年)など終戦に至るまで満州、|の

植物の研究と同じく学校教育と学会の発展にも尽力さ

れました。

新京で終戦を迎えたご一家に苦しい生活が続き日本

へ帰ることになりましたが， i満州植物誌Jの原稿を持

ち帰ることが不可能のため，奥さんとご子患を先に帰

国させられ，単身残留されました。幸いにも国立長春

大学農学院(昭和21年8月)で植物誌の研究を続ける

ことができました。しかし，内戦がますます激化し，

昭和 22年7月長春を脱出され，難民旅行の中を沈陽

(奉天)に到着しました。沈陽農学院に車訟を得て，後に

l冶爾貧に移り，東北農学院の教授 (昭和23年10月)と

して迎えられました。先生の植物研究室は発展的に改

組されて東北植物調査研究所となり，さらに中国科学

院林業研究所と改称されました。その時，中国全東北

区の植物調査計画が組まれ大々的な植物調査旅行に出

かけました.その後標本の整理と研究を続け，植物誌

の原稿が補充され完成されました.こうして，過去26

年の苦難の結晶 3000穫を記載することができました

が，折しも昭和 27年 12月に在中国日本人の帰国問題

が知らされました.そのため，学院長から原稿の日本

への携帯の許可をいただき，翌年7月5日日合爾賓を出

発しましたが，途中 (7月 17日)沈陽で「植物誌原稿J
が没収されました.種々努力されましたが，聞き入れ

られなく失意のま ま興安丸に乗船して26年ぶりに帰国

しました.翌年(昭和29年)1月山田先生の推薦で新

潟大学で教鞭をとる こと になりました.そ して，再び

海藻の研究に着手し，かたわ ら没収された「植物誌原

稿」の返還を受けるべく努力されました昭和30年12

月に 日本学術協議会長茅誠司先生の招聴でご訪日の中

国科学院長郭沫若先生が原稿を持参下され，野田先生

に直接手渡されました.遂に念願の原稿が還ってき ま

した.当時の朝日新聞にこのことが大きく報道されま

したが，思い出される方も多いと思います。

なお，先生は昭和18年11月満州から北大に留学しま

した.その時学位論文を完成し，山田先生の校閲を受

けましたが，日本での印刷が不可能となり，原稿は満

州へ持ち帰らねばなりませんでした.終戦帰国後，先

生は学位論文として「満州継物誌J全体として提出す

るつもりでしたが，余りにも膨大な量の為，藻類の部

i AIgae of the North-East巴rnChina and Kor巴aJ として出

されました 山田先生主査により昭和34年 10月14日，

北大理学部教授会で承認されました.本論文は満州の

遼東半島，長山列島，山東半島(青島)及び朝鮮半島
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の海藻231種5変種5品種と満州淡水藻類 179種22変

種3品種について記載した分類学的研究です。

還ってきた満州植物誌の原稿を整理し，昭和45年

度文部省科学研究費助成金(研究成果刊行費)の交付

を受け，昭和46年5月「中国東北区(満州)の植物誌J
風間書房(1971)として刊行されることになりました。

即ち，本書の第一部は羊歯植物，裸子植物，単子葉植

物，第二部は双子葉植物，離弁花類，第三部は同合弁

花類，第四部は下等植物を英文として藻類及び菌類，

地衣類，蘇苔類からできており， 1656頁に及ぶ大冊で

す。なお，本書の巻頭に英文で満州植物研究史として，

ロシアの植物学者C.J. Maximowicz (1827・1891)によ

る1859年の「黒竜州地方植物誌」の研究から外国人及

び多くの日本人学者の研究に至るまでを紹介していま

す.また，満州フロラを5区域に分類し，区域内を幾

つかの植物群系に分けています。

野田先生は昭和 29年に新潟大学理学部に就任以来

一貫して新潟県，佐渡島を中心に，さらに津軽海峡及

び北海道南西域の小島に至るまでの日本海の海藻フロ

ラの研究に没頭されました.そして，昭和62年にご自

身の研究と日本，ロシア国，韓国の藻類研究者の論文

に基づいて日本海(南樺太，極東ロシア，朝鮮半島東

南海岸，日本九州，本州，北海道の日本海側)の海藻

をまとめられ fMarineAIgae ofthe Japan SeaJ (日本海

の海藻)(文部省助成学術図書)風間書房(1987)を出

版され，昭和29年以来の日本海の海藻の研究の総決算

をされました。

先生は在満中に東北農学院植物調査研究所でロシア

植物学者スクボルツオフ博士 (B.V. Skvo巾 ov1896-

1980)と共同研究をされましたが，博士のブラジルへ

の移住後も先生の日本へ帰国後も共同研究を続けられ

34篇(1967-1971)の研究論文を発表されました。

先生は満州植物誌の分類学研究の経験を生かして新

潟大学で岡県の植物を調査研究して「越後の植物誌」

I・IV(1968・1971)を刊行され，郷土の文化の発展に寄

与されました。昭和 46年 11月3日新潟県下の植物研

究と「越後の植物誌」の完成に対し，第24回新潟日報

文化賞を授与されました。なお，昭和47年5月に新潟

県下で第23回全国植樹祭の際に，昭和天皇・皇后両陛

下に「越後の植物」についてご進講申し上げました。

先生は昭和29年l月新潟大学(理学部)助教授に就

任され，昭和38年5月教授に昇任，昭和50年3月定年

により同大学を退官されました。在任中に理学部付属

臨海実験所長を兼務されました。退官に引き続いて，

同年5月新潟医療技術学校副校長を務められ，昭和52

年4月新潟薬科大学教授(教養部長)となり，昭和55

年3月退職されました。そして，同年4月間薬科大学

から名誉教授の称号が贈られました。帰国後30年間日

本海の海藻の研究に精根を捧げられましたが，大学で

の研究の他に新潟県自然公園審議会委員及び新潟県沿

岸漁業構造改善協議会委員を務められました。また，

昭和 40・41年の日本藻類学会評議員として活躍され，

多くの論文を投稿され，また雑録記事を載せられまし

た。

新潟大学にあっては優しい中にも厳しく指導されま

した。例えば，講義の遅刻は決して許されませんでし

た。しかし，卒業後も断えず連絡をとり，激励の言葉

と共に先生の著書や論文の別刷りを送って下さり，し

ばしば卒業生の実地指導をして下さる人情豊かな学者

先生でした。また，満州で教えを受けた教え子逮は先

生を慕い続け，度々お招きして謝恩会を開催されたと

うかがっています。島根大学名誉教授秋山優博士は新

京第二中学で教えを受けましたが，とくに理科室で顕

微鏡を覗く研究者としての先生の後ろ姿を見て，敬愛

し憧れるようになりました。終戦後帰国して先生と同

じ北大に進み，山田幸男先生の下で藻類学を専攻し藻

類学者となった愛弟子の一人です。

先生は教専で教えを受けた先生方，とくに初代校長

保々隆矢先生及び大賀一郎先生，北大の先生方特に山

田幸男先生及び松浦ー先生への尊敬の念と謝思を生涯

忘れることがありませんでした。満州で苦難されたと

き援助下さった中国の多くの方々，さらに長春で砲弾

の熔裂の中をも植物のスケッチをしてくださった江原

和江さんへの感謝の心を先生の著書の中でうかがうこ

とができます。

先生は昭和 61年春の叙勲で勲三等旭日中授賞を授

与されました。

先生のご遺族は未亡人(フサヱ様84才)の他にご

令息浩司様(筑波大学教授，地質学)，嶺志様(立教大

学教授，歴史学)と邦彦様(会社員)， 5人のお孫様が

おられ，円満なご一家だっとうかがっています。なお，

先生は明治42年10月 12日福岡県大牟田市に生まれ，

中学卒業後単身満州、|に渡り教育を受け，満州、|と植物と

人間を共に愛し続けた九州男児でした。

先生の研究業績は前述の「還ってきた植物誌原稿」

及び「植物と共に我れ50年」の巻末にそれぞれ 1932-

1969年及び 1932・1982年の部が掲載され， 167篇の論

文を発表されました。さらに，その他として講演題目，

新聞投稿題目，雑誌への雑録記事のリストも載ってい

ます。

(*干 917福井県小浜市学園町l・1福井県立大学生物資

源学部海洋生物資源学科・村干 014秋田県大曲市栄町

6・7秋田県立大曲高等学校)
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大野正夫 :日本藻類学会第 19回大会 (高知)を振り返って

Masao Ohno: Peport of the 19th Annual Meeting of the Japanese Society of Phycology 

in Kochi (Kochi-jou Hall， 28-29 March， 1995) 

日本藻類学会第 19聞大会は， 1995年3月28日から

29日の2日間，高知市の中心にある高知城ホールで開

かれた。従来大会は大学で行なわれることが多かった

が，昨年の富山大会で，県民ホールで開催 し好評で

あったので，今回もその方向で考えて，多目的ホール

を使うことになった。設備の整っているホールを使用

大会会場

した結果，会場設営は 21時間ほどで済み，編集委員会，

評議委員会，大会の運営は極めてスムーズに行なえ

た。会場がホテルなどからも歩いて行ける所にあり ，

好評でもあった。今回会場が公共のものであ ったの

で，経費は安く済み，参加l会費と学会補助費の純閣内

で，大会を開催することができた。各地にこのような

ホールが造られつつあるので，今後は学会大会を開催

するときには，大学以外の施設も検討していただけれ

ばと思う。

今大会の参加者は， 156名であった。このこ とが大

会運営に余裕ができた一因である。阪神大震災の後

で，交通の便が悪い時期であったので，参加取りやめ

も多くなるのではと懸念したが，予想外に多くの参加

者であり，存外の喜びとなった。ただ瀬戸良三氏から，

震災で家屋が被災したのでと ，欠席通知があり ，お見

舞い申し上げた。

一般講演者の申込は， 60編近 くあり，どうしても従

来の時間割では，組むことができず，発表内容により

展示発表に回って戴き ，講演開始時間を早めて，やっ

と組むことができた。次回からは2会場を考えて準備

することも必要であろう 。今回の大会参加者の特色

は，大学院の学生の参加者が多く ，講演発表者も多

かった。日本藻類学会の発展のためには喜ば.しい傾向

である。一般講演の内容は，年々分類学から生化学ま

で広い分野にな り，スライド作成技術も進歩し，劇画i

を見ているような美しいものもあった。しかし筆者は

もう古い人間と自覚するほど理解に苦しむ講演も多く

なってきた。このような理由のためではないが，昨年

の富山大会で好評であった長い間藻類学の研究をされ

てきた方に研究の足跡をお話しをして戴くような総説

的な続演と，地元からE書類学会と離れたところで藻類

の研究をされている方に，少し長い時間で講演をして

主主こうと企画した。加崎英夫先生には「日本における

車jlq!i諜の研究の現状ー絶滅の危機にあるホシツリ

懇親会

モ-J.三浦昭雄先生には「海苔の栽培品種の研究の現

状Jの講演をお願いした。高知大学から越智雅光氏に

より「海藻の抗菌性成分」について講演を戴いた。講

i~íl時 rlnが25分と短すぎて ， 十分に講演を終える こ とが

できなかった。3人の先生方には，不満足で、あったと

反省、しているが，参加者には，大変好評であったので，

このような企画を今後の大会にも盛り込んでいただけ

ればと忠、う 。

懇親会は，土佐料理「皿鉢Jは座敷でないとという

意見に従い，畳の大広間で開催された。会は奥田一雄

氏の司会で，本学会会長の吉田忠生氏の挨拶，高知大

学学長中内光昭氏の祝辞の後. i頭樽の鏡割が行なわ

れ，医11努渓類学会会長の千原光雄氏による乾杯、の音頭

で始まった。座敷での懇親会は初めての試みであり ，

戸惑った方もいたようであったが，途中， 太鼓の演技

が入り，一気に会は盛り上がった。
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学会中に，藻類の絵ハガキの販売コーナーがあり， 者にお願いしたが，健全会計であったことを報告す

片山夫人が終日いて下さった。あまり売れていないよ る。この一因は参加者が多かったことで収入が予定ょ

うであったが，このようなコーナーも良い企画だと思 りも多くなったことと，学生遠の協力があり，人件費

う。以前あった著書， 別刷の販売も統けではと思う 。 の出 ~!tがなかっ たことによる 。 この大会にお 世話戴い

来年の東邦大学での再会を誓い，高知|大会は閉会し た方々に深く感謝したい。

た。 (〒781-11土佐市宇佐IIIJ井尻 194高知大学海洋生物教

高知|大会は，懇親会のために，少し寄付を県内の業 育センター)

大谷修司:四万十川エクス カー ション報告 -青のり 養殖場見学-

1995年 3月末に高知市で行われた日本i菜類学会第 した様子であった。気を取りなおし， 背のりを加工し

19回大会のエクスカーションとして四万十川の背のり ている加用物産を見学に向かった (写真 1)。ここは四

養殖場見学が企画された。3月30日， 参加者一同は雨 万十川で採れるスジアオノリやヒトエグサを商品化し

の中，高知大学の大野先生につれられて午前 71時半 て出荷している。大野先生によるとスジアオノリを商

頃，自家用車4台に分来して高知|市から四万十川へ向 日1にして食するのは凶万十川が始まりで， Ikgがl万円

かった。雨は止まず，四万十川が近くなるにつれてま という高価なものである。四万十川産のものは香りが

すますひどくなっていった。塗中で休憩をかねてお茶 よく商品価値が高いのだそうだ。お好み焼きやポテ ト

写真 l加用物産の背のり加l工場見学風1;(

を飲みつつ様子を見たが，風もおさま らず恭風雨と

なった。それでも目的を達しようと， 一同は四万十川

の下流，下回にあるヒトエグサの養殖場へ向かった。

養殖場はゅうゅうと流れる匹l万十川本流から土手で|箱

てられた支流の流量の少ない地点に位置している。 土

手の下に広がる養殖場へ赴こうと試みたが，*がさせ

ないほどの風雨のため，車の中から養殖場を眺めるこ

ととなった。長距離を車に揺られやっとたどり 着いた

が，養殖場を間近に見ることができず， 一同がっかり

チップスで需要が増え，現在は全国で 1000tが出荷さ

れている。お好み焼きにかける香りの良い背のりはス

ジアオノリだが，見た目には同じでも色だけがよく香

りがあまりないのはアオサ類が混ざっているそうであ

る。スジアノリの食べ方としては，すいもの，サラダ，

できたてのごはんに，自身の焼き魚にと多様である。

そのまま食べてもおいしくピールのつまみにもいいと

思う 。スジアオノリは実験的には腹L分泌皮耐性がある

が，野外のものは低温分の水が浸入すると !日で成熟

するそうだ。

大野先生の説明によるとヒ トエグサはアオサと称し

て売られており，昭和30年代，伊勢湾より導入された

そうだ。世間に出まわっている瓶づめのノリの佃煮は

ヒトエグサを欝油や水あめで加工したものだというこ

とである。加用物産は最近，ヒトエグサを乾燥させて

出荷をするようにな った。これは 5分水にもどして，

ガーゼで水分をとり浮く衣をつけてき っと揚げると美

味しい天ぷらになるそうだ。

さて，加工場見学のあと一同は漁業共同組合へ移動

してそこで昼食をとることとなった。ここではおみや

げとして，ヒトエグサとスジアオノリのij吃物とノリの

1m煮を頂いた。その金縦だけでエクスカーション代に



匹敵するほどで，皆よろこんでいる線であった。昼食

後，大野先生より四万十川におけるスジアオノリとヒ

トエグサの産業について詳しくわかりやすく講義をし

て頂いた。四万十川は高知市内から速いこともあって

講義終了後，解散となった。

私と島根大学の4名は松江から自動車で来ていたの

で天気の回復を待ち，もう 一度ヒトエグサの養殖場を

訪れた。もう 21時間天気が早く好転していてくれたら

全員見学できたところであるが，こればかりはどうし

ようもない。餐殖場では，逮々と張られたネットにた

くさんのヒトエグサが付着していた。遠くからみると

その緑がじつに美しい(写真2)。我々が訪れた午後2

時頃は干潮であった。岡地点の1m万十川本流は塩分濃

度は 13%。であったが，大雨の後のためか養殖場の水j留

りの塩分波度は 9%。と本流より低い値を示した。養殖

場周囲のコンクリートプロックにはアヤギヌ，ホソア

ヤギヌなどが付着していた。汽水市jである宍道湖 ・中

海にスジアオノリとよく似た務体が分布している こと

から，なんとか四万十川のスジアオノリを採集して持

ち帰ろうと養殖場付近と，四万十川本流の川岸および

支流を捜しまわったが，季節が異なるためか，採集場

所が良くなかったためかスジアオノリらしい藻体は採

集できなかった。加工場でたくさんの乾燥したスジア

オノリを見ているだけに残念であった。アオノリ類と
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写J'O 凹万十川下流，下回付近のヒトエグサ養殖場

しては 2mもの長さになる分校の少ないポウアオノリ

に類似した藻体を，漁業共同組合の裏を流れる小川で

多数採集した。大雨の後のせいか，そこの塩分濃度は

1%。未満であった。宍道湖 中海にアオノリ類が数タ

イプ出現するが，同定が難しく苦心している。どなた

かにぜひアオノリ類の分類をやって頂きたいと，思う 。

最後に現場を案内をして頂いた高知大学の大野正夫

先生，エクスカーションを企画して頂いた準備委員各

位および現場でご協力頂いた加用物産，四万十川下流

漁業協同組合に御礼申し上げる。

(〒690 松江市西)11津UIJ1060島根大学教育学部)

日本藻類学会 19回大会エクスカ ーション参加者

中村方面 (19名)

井山，長烏，牧野，松irli，宮地，山本 (よ)，矢部，

吉田 (忠)，和田 (義)，Triel，大谷，大賀，岡，や11庭，

山岡，大野，上島，(氏原 :センタ一事務職員)

室戸方面 (22名)

有t:1(祐)，石川，岡崎，柿崎，片山夫婦，川嶋， J土，

辻村，当真，能登谷，野g，増田， 三浦，主任，和田 (実)，

Pang，奥田，回井!IlJ，生野，回村，大杉

室戸方而のエクスカーションについても参加記を普いてい

ただくよう大会実施委只会がアレンジして下さったが，編集

の不手際があり，実現しなかった。お詫び申し上げる。(和文

誌編集委員会)
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古川隆博 :第 1回藻類学春季ワークシ ョップ参加記

(1 995 年 3 月 31 日 ~4 月 2 日)

藻類学会があった高知を発ってから 10時間，やっ

と神戸大学理学部付属臨海実験所に辿り着きました。

臨海実験所は明石から高速艇で 13分の淡路島の岩屋に

あり，港からは歩いて 10分ぐらいのところにありま

す。ワークショップは翌日から始まるのですが， ~~は

ほとんどの参加者と共に前夜から臨海実験所に宿泊し

ました。今回のワークショ yプ参加者数は，r.iWmliの方

が4名，オブザーバーの方が4名，院生が 14名の言1'22

名でした。様々な大学:から微々な分野の研究をしてい

る人たちが集まり ，僕はJVJ待に)1旬を膨らませました。

3月31日，ワークショ γプl日目。参加者全員の白 光生物学の講義 ・笑習風景

己紹介が行われた後に， ;1じnij;道大学理学部付属海i栄町f

究施設の本村泰三先生による前義 ・笑習が始まりまし DNA 誌のiWJ定にはオリンパス OSP-I顕微定註iJ!IJ光装

た。内容は 「蛍光染色による核内 DNA量のiJ!IJ定」と 世を使用して行いました。初めて顕微定2l!:i)!iJ光装置を

「間接蛍光抗体法を用いた微小管骨格系の観察Jでし 使わせていただきましたが，コンピュータでデータが

た。共に興味ある内容なのですが，僕は間接蛍光抗体 とれるように設定がなされていて，マウスひとつで筒

法の方に重点を置いて参加|していました。 単にiJ!lJ光データ処理ができることに便利さを感じま

間接蛍光抗体法の実習風景

用いた材料はマガタマモ (Boergeseniaforbesii 

(Harvey) Fel小川 n川， ワカメ (Undaria pinn8t.ifida 

(Harvey) Sulingar)の遊定子，渦鞭毛藻 (Perid川JlIJlJ

foliaceul11 (Stein) Biecheler)の3つです。マガタマモの

表層微小管はとてもきれいに見ることができました。

実際にマガタマモを用いて間接蛍光抗体法の笑習に取

り組む中，いろいろな試楽やテクニックや知識を知る

ことができ，自分の研究にも十分生かせそうだったの

でとても良かったです。

一方，蛍光染色の方はマガタマモのみをlfJい，核内

した。

実留が終わったのは夕方過ぎでしたが，この日の昼

食後には臨海実験所の井口!車夫先生に案内されて兵庫

県南部地震でできた野島断層を見に行きました。断層

沿いにあった公園は波を打って壊れており ，そのそば

にあった石階段は途中で 1.5Mほどずれていました。ま

た，海岸沿いの道路は断層によってずれて高さが変

わっていました。僕は普段動きを見せない大地がこれ

ほどのnamlCに変化することに驚きを党えました。

夕食後は参加者の研究紹介 ・ 討議が約 2 11~Î' lm程行わ

れ，その後は宴の席へと移りました。

4月IEI，ワークショップ21:1目。この日は筑波大

学の井上勲先生が 「藻類の多様性と系統Jについて講

義された後，東北大学遺伝生態研究センターの片岡博

尚先生による光生物学について講義 ・実習が始まりま

した。光生物学の研究史や基礎知識，光照射の方法や

光強度の測定を実演を混ぜて講義されました。笑習の

方はアナアオサ(【JlvapeJ1l1sa Kjellman)とカヤモノリ

(Scytosiphonlol11entaria (Lyngbye) Link)の遊走子向

鞭毛深 (Peridiniul11foliaceul11 (Stein) Biechel巴r)を使っ

て光定性の実験を行いました。光生物学の笑験にはと

ても高度な機材や技術が必要だと思っていたのです

が，片岡先生の講義 -実習を受けて簡単でも工夫次第



で十分な実験ができることがわかりました。

臨海実験所がこの日より内海域機能教育研究セン

ターへと改組されたので祝杯をあげた後，研究紹介

討議へと移っていきました。この待の研究紹介討議

は日付が替わるまで行われ，なかなか白熱していまし

た。

4月2日，ワークショ ァプ3日目。]IIi日より JRキ111戸

線カf復旧したため，午前中は予定通り神戸大学の方へ

と移動しました。途中の神戸のJi汀はかなり落ちつきを

取り戻しているとは言え震災の爪痕はまだ残ってお

り，早い完全復旧を願わずにはいられませんでした。

昼過ぎに全員神戸大学に到着したので， 川 ~:Iニ i告史先

生による共焦点レーザー顕微鏡の実習へと移りまし

た。実際に使わせてもら って，画像処理の燥作がうま

くできなかったのですが，おおよその観察はできまし

た。共焦点レーザー顕微鏡による細胞の立体的観察は

連続切片を作成し立体構築するという手間を大幅に省

くものです。それを目の当たりにし，初日の顕微定量

測光装置の実習の感想に重ねてコンピュータの能力は

偉大であると痛感し，それによって研究が飛限的に進

められることに驚きました。

この日は夜71時には解散をして，ワークショ ップは

終了しました。

共焦点レーザー顕微鏡の笑習瓜京

参加者の研究紹介や先生方の講義-笑習を受けて，

僕は改めて諜類を研究することのおもしろさを感じる

ことができました。生物進化を考える上で渓類の生物

界の中の位置やその生活はとても重要ですし，また地

球環境を考えるよでも藻類は欠かせないものです。今

回のワークショ ップで様々な研究をしている人たちの

話を聞くことによって，このような考えをより深める

ことができました。そして，研究の方法も笑習という

形で体験したので， 頭と体で藻類研究の-~:;J を知るこ
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とができました。また，今回のワークショ ップは終始

アッ トホームな雰囲気で進められ，参加者の交流を深

めやすいものでした。他大学の先生方や院生の人たち

ワークショ ップ参加者

と新しく知り合うことができたことは自分の輪を広め

るだけでなく ，研究を進める上でも大きな収穫でした。

今回のワークショップの感想を一言で表すと ，いろ

いろな意味で「おもしろかったjです。このような感

想は参加者会員が持ったものと思います。このような

ワークショップが再び，かつ定期的に11liされることを

希望します。

最後に，お世話になった講師 ・オブザーパー及び内

海域機能教育センターの職只の方に，この場をか りて

改めてお礼申し上げます。

参加者氏名(五十音)11買)

院生・石田健一郎 (筑波大・生物科学DCS)，葛西

康宏(道教大函館 -生物MC2)，金智ÝI~ (ソウル大 ・

生物DC4)，佐藤理絵 (筑波大 ・バイオシステム Mロ)，

鳥田智 (北大・JlliMCI)，堤清 (神戸大 ・理 MCI)，

平岡雅規 (神戸大・迎 DC4)，古川隆博 (東学:大・生

物 MC2)，前田祥城 (神戸大 ・理 MC2)，牧野愛 (北

大 ・地環 MCI)，三井熊 (筑波大 ・バイオシステム

MC2) ，森史(筑波大バイオシステム MC2)，守屋其

由美(筑波大・生物科学DCI)，箭本亜矢子 (北大 ・湿

MCI) 

オブザーパー :ネ111谷充イIIJ(筑波大 -生物科学)，幡

野恭子 (京大 ・人間科学)，堀口健雄 (北大 ・型)，本

多大輪 (筑波大・生物科学)

講師 :井上勲 (筑波大 ー生物科学)，片岡博尚 (東

北大泣伝生態研)，川井浩史 (神戸大・理)，本村泰

三(北大 ・迎 -海諜研究施設)

(東京学芸大学生物 干 184小金井市貫井北町 4-1-1)
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分子系統を構築するときに用いる方法には司幾つかのものがあるようですが
ゅう

(最大節約法、近隣結合法司距離行列法，最尤法)それらの簡単な原理と特徴は

何で しょうか 7またブ ート ストラ ップについてもわかりやすく教えてください。

(学芸大院生 T.O.)

分子系統学の基本的方法論

DNAの塩基配列情報が容易に符られるようになった

ことと，使い勝手のよい解析ソフトが容易に入手できる

ようになったことにより，分子系統樹の梢築はルーチン

ワークとなった。しかし，基本的原理の理解なしに得ら

れた系統樹を評価することは出来ない。

分子系統松Iを構築する方法論には 3種類ある。距離行

列法，最節約法，最尤法である。これらの方法論を網羅

的に眺めるのであれば「分子進化実験法」がよい。また

概念と成果を知るには宮旺I(1994)が手頃である。なお，

いまだに誤解があるようであるが，分子進化時言|は厳密

には成り立たない。瀬戸口烈司が「講座進化」の中で，分

子系統学(分子進化学)は「自ら一定ではないことを認

めている分子進化速度を一定と仮定して系統，進化を論

じているJと断じ，このような学問は第二科学であると

非難しているが，まったくの誤解である。系統樹構築に

おいて進化速度一定性はまったく仮定していなし、。

距離行列法は対象の種類 (OTU: Op巴ralional

Taxonomical Unit)問の逃伝的距離を恭に系統樹を構築す

る。棋井(1990)やしiand Graur (1994訳本)に詳しい。

20TU問の塩基配列の違いをみるには比較している配

列全体中の何%が異なっているか (何%同じか)を見れ

ばよい。例えば，ヒトエグサとアオサとでは95%の相同

性がある，というような言い方をする。しかし，この値

をただちに逃伝的距離として扱うことは出来ないo

tnmsition/transversionにおける置換速度の違い，コドンの

1， 2， 3番目における同義置換， ~I，同義置換の頻度の違

いによる速度差など，さまざまな進化速度のばらつきを

考慮に入れなければならないからである。これらを考慮

した様々な補正式が考案されている。こうして得られた

逃伝的日間Ifを行列にして表す。ここまでがl段階目であ

る。この距自It行列に見られる値を出発点とし，それがど

のような系統関係から生じたのかを数学的に解くのが第

二段階である。これには多くの方法が開発されている

が，現夜もっとも普及しているのが近隣結合法Neighbor

Joining (NJ)法である。

距離行列法の最大の欠点は，遺伝的距離を計算する

ときに位置情報を完全に無視することである。置換して

いる庇d左が配列中のどこにあろうと同じ逃伝的距離しか

答えとして得られない。|豆11のAとBとは Cに対して

向sI淵iになるわけで、ある。これでは情報の大きな欠落で

ある。また，距離行列から統計学的にもっとも優れた系

A CTTAGGCTTGACC 

B CTAAGCCATGACG 

C CTTACGGATGACG 

図1.Cに対し， AとBとは同じ遺伝的距離を示すがにからど
ちらも 4極基異なっている)， 塩基置換が生じている場所は異
なっている。なお，すべての座位聞において差はないものとする。

統樹を選択する方法は結局のところ採索法(後述)的で

あり ，得られた答えが最適併であるという保証が，その

考え方の純略の中においですらも，存在しない。

-7J，最大の平IJ点は音 I.t~:が速いことであるJ也の 2 方

法とはま ったく比較にならない。また，系統樹が1つし

か出ないので，よくも思くも悩む必要がない(最尤法で

は最節約法と異なり lつしか答えがないように思われて

いるが，実は統計学的に持|除できない樹形がいくらでも

出る可能性がある)。

ソフトとしては Clus!alVおよびClus!alWがある (フ

リーソフトウエア :FSW)。特徴は， MultipleAli伊m巴ntが

容易;アミノ酸， DNA両方が対象 (後述するソフトで

はすべて別個のソフトを用いるにブートストラップ拡

率が容易に Nl系統1il'Jに対して求められる，等である。

また，分子系統学最大のプログラムパッケージ，

PHYLIP (この膨大なソフト群がFSWである)に含まれ

るDNADIST/PROTDISTとNEIGHBORを用いる事がで

き，さらに SEQBOOT，CONSENSEによりブートスト

ラップ舵率を求めることが可能である (後述するように

注意が必要)。

これに対し，最尤法と最節約法はどちらも位置情報

をそのまま用いる。一方，可能なすべての樹形を総当た

りして比t絞した後でしか最適解が決定できないために，

とんでもなく計算11寺flNJがかかる。30TUの無根系統樹は

ただ l通りしか存在しない。しかし， 40唄jでは3通り ，

以下， 15， 105， 945， 10，395， 135，135，そしてわずか

IOOTUで2，027，025通 りとなる。現時点で最高速のパソ

コンをやっと購入して淡tt速度が従来機の 10倍になっ

たとしても， 9OTUを言十ttした時間でl∞'TUは計算でき

ない。スパコンを独 り占めして l∞倍の速度を得たとし

ても，同じ時間内に IIOTUの計算は出来ない。すなわ

ち，これ ら の方法で真のj~r" を求めることは，ほんの

ちょっと種類数が泊えれば不可能なのである。そこで，

すべてを比較せずにすむ筏術が開発されており ，それを

探索法と言う。しかし，探索法で得られた解が最適解て、

ある保証はま ったくない。

rrt節約MaximumJ弔問imony小在P)法は最小ステ Yプ数

の系統樹を求め，それを最適解とする (図2)。言い換え



図2.30買J聞の同じ形質を用いて組み立てた有線系統樹。左
では全部で5ステップ， 1つのHomoplasyがあるのに対し，右
の図では7ステァプで3つのHomopl砧yが存在することになる。
したがって，左の図がより節約的である。

れば最も並行進化の少ない樹形を選択する。入門解説は

「分子進化実験法」を見られたい。ソフトとしてはマッ

キントッシュ用のPAUP(市販)が事実上唯一のもので

ある。 PHYLIPにも多くのソフトが含まれているが使い

にくい。

裸のままでは真の系統樹を求める能力を大きく欠く

ことが知られているが，そのための補正値を得る方法が

最節約法にはない。したがって，最尤推定など別の方法

論で推定して入れ込む必要がある。なおかつ，多重置換

を有効に補正する方法は今のところ無い。これらについ

てはNewsletterfor Plant Molecular Systematics例PMS)15 

号に詳しい入門解説がある。

最尤法M鉱加umLik曲目対。伍)は進化過程に仮定を

置くことから始まる。例えばコドンの1，2，3番目の進化

速度の比を 1:0.3 :6.4などと置く。こうした仮定に基づ

いて個々の樹形の尤度を計算し，それを比較して最大の

尤度を示す樹形を最適解として選ぶ。仮定は最尤推定の

中で自らより正しい値に近づけることが出来る。多重置

換などあらゆる過程を組み込め，かつ検証可能である。

長谷川(1989)がよい入門書である。またNPMS16号に

詳しい入門編が書かれている。 DNAでは PHYLIPに含

まれる DNAMLが元祖である。計算速度を速くした

F悩のNAMLや足立・長谷川による MOLPHYというパッ

ケージ中の NUCMLでは多少現実的な時間で計算でき

る。アミノ酸配列は後者のパッケージ中のPROTMLが

唯一のソフトである。ML法は最も計算時聞がかかるが，

改良が進められている。

これら3つの方法のどれを選ぶべきか，ということは

最大の関心事であろう。実は，充分な情報量を持った

データさえあればどの方法でも同じ樹形が得られること

がシミュレーションによって示されている。しかし実際

には，そのような"優れた"データを用いることは無理

である。対象の種類のばらつきや個々のデータの質によ

り答えは異なることがある。3方法とも使うべきである，

というのが筆者の考えである。

アメリカではMP法が大半のシェアを占めており，日

本でもその影響が強いが，シェアと信頼性が一致すると

は限らない。距離行列法には伝統があるがシェアは狭
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い。最尤法は世界的に高い評価を受けてはいるが，計算

時間がかかりすぎるため，シェアは低い。

さて，得られた系統樹には統計学的な信頼性が表示

されなければならない。ところが，分子系統樹を構築す

るデータには母集団というものが存在していなし、。この

ために登場したのがブートストラップ法である。利用で

きるものは元のデータしかない。そこで，コンピュー

ターの力を使って強引に元データから擬似的に"母集

団"を作り上げ，それがどの程度得られた樹形を支持し

ているかを表現させる。

方法は簡単で，元データから繰り返しを許して配列

要素(塩基/アミノ酸残基の数)の数だけランダムに選

びだし，あらたな配列を作り上げる。これを毎回遠う乱

数に基づいて繰り返し行っていく。そして，それぞれの

データセットにおいて系統樹を構築し，元の系統樹の内

枝が何回現れたかを見る。ある内枝がブートストラップ

のデータセットによる系統樹群において 1，000個の中に

862回出現したとすると，この場合， 86.2%の確率でこ

の内枝が支持されたいうことになる。これをブートスト

ラップ確率と言う。

ところで，ブートストラップ確率を出すための値を

目的の値と誤解した学会発表や論文が最近日に付く。す

なわち， PAUPや∞NS町 SEではブートストラップ時の

個々の樹形の合意系統樹をも示すのであるが (Ous凶は

正しい表示をする)，これは無論，決して採用しではな

らない。生物学的にも統計学的にも意味が無いからであ

る。必ず，得られたNJ(ML，MP)系統樹の内枝に対する

値を読んで適用しなければならない。
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藍藻が生産する有害物質 (毒 ・悪臭)にはどんなものがあるのでし ょう か。ま

た7オコなどが大量に発生している水源から上水を得ている地域もあると思い

ますが司 それらは除去されているのでし ょうか，また人体に影響はないので

しょうか 7 (学芸大院生 S.O.)

淡水産張i呆類が生産する毒物質は現在まで化学構

造がしられているものだけでも 16種類石t認されてお

ります (表 1)。ただし 16種類といっても中にはミク

ロシスチンのよ うに基本構造 (7種類のアミ ノ酸が環

状に配列したポリペプチド)が同じで，部分的にアミ

ノ酸組成がことなったり ，メチル基がなかったりする

ものが存在し，現在まで少なくとも 50種類以上が確

認されております。これらの毒物質は神経毒，肝臓

毒， */IIJJ包毒の3系統にわけられます。また，こ れらの

毒物質を生産する政藻類は少なくとも 24種類確認さ

れています。

問題になり ますのが，神経毒及び肝臓毒をしめす毒

物質を生産する藍藻類ですが， これらの捺淡類による

家畜，魚類及び人間への被害については，今から100

年以上も前の 1878年に Francisさんが藍渓 Nodularia

spU/l11genaが大量発生した湖水を飲んだ家畜が大量姥

死したという報告をして以来，数多く報告されており

ます (Schwimmerand Schwimmer 1968，渡辺真利代他

表 l 有毒淡水産1在京;種とその毒素

種名

干111経毒産生種
Anabaenn f7os-aquae 
A. ciI口nalis
A. Jemmernwnii 
A. soJitaria 
ApJ1eJnizomenon f1os-aquae 
CoeJosphaerium kutzingianum 
Cylindrospel711Um sp 

Gomphosphaeria naegeluma 
OscilJatoria formosa 
0. sp 

Synechocyslis sp 

肝臓毒産生程

苦f 素

アナトキシン a，アナトキシン a(s) 
アナトキンン 4

アナトキシン 4

アナトキシンーa
サキシトキシン，ネオサキシ トキシン
アナトキシン -a
アナトキシン 4

アナトキシン a

ホモアナトキシン ーa
アナトキシン ーa
スノTミジン，プトレシン

Anabaem， f1os-aquae ミクロシスチン(ーLR，HtyR等)
Cylindrospermopsis raciborskii シリンドロスノfーモプシン
MicroιystJS aerugll10sa ミクロシスチン(ーLR，ーLA，-YR，-RR等)
M. viridis ミクロシスチン(ーLR，-LA，-YR，-RR等)

M. wesenbergij ミクロシスチン(ーLR，ーLA，-YR，-RR等)
NoduJaria spumigena ノドユラリン
NoslOc sp ミクロシスチン (ADMAdda5_ LR等)
Oscillatoria agardii ミクロシスチン (Dha7 -RR等)

調llJI包王量産生種
Hapalosiphon fon1Inalis 
OsciJlmorUI acwissillW 
Scylonemel hofmanni 
S. pseudoholi1Janni 
Synechococcus Sp 
TolYPolhrix byssoic/ea 

ノ、ノTリンド-)レ
アクチフイシン
シアノノTクテリン
スキ トシフォン
チオンスルフォ リピド
ツノ〈ーシジン

Glu(β0) MOha(Dh.) 

H~._ ;C02H f!4 
..;.<...¥，N、内H

HN' 、/ 、ず、ず...."2
Adda H3C 、 ι l

OCH， Hー守/'--0 具、
H' -H H 

よ人 よ H...C_ ，NH 
〆、〆、〆三、NH H A'I ~ち/

~.... .. I H H Ala 
H -CH3 CH:3 白 白 --'く λ よ

i!て 、R「可O
-
】 H C02H 

8 -Ms-Asp(iso) 

(Asp(lso)) 

Adda ; 3.amino-g.m副 hoxy-lo-phenyl-2，6，S-trim9Ihyld9ca-4，6-dianorc add 
Mdha : N-msthyldohydroalanlne 

円、 Rz R3 R， M W  

mic(ocyst!n LA Leu AI. CH3 CH3 909 

microcystin L円 L.u Arg CH3 CH3 994 

microcystln YA Tyr Arg CH3 CH3 1044 

mlcrocys1in AR Arg Ar司 CH， CH3 1037 

microcyslin YM Tyr M.t CH3 CH) 1019 

microcystin YA Tyr Ala CH3 CH， 959 

micro町slinlY leu 了yr CH， CH， 1901 

microcyslin FR Ph. Arg CH， CH3 1028 

microcysUn LAba leu Aba" CHJ CH3 923 

3.d9smslhylmlcrocystln LR Leu Arg H CH3 980 

7-0田 melhylmicrocystinLR Leu A咽 CH， H 980 

3，7・didesm副hylmlcrocystinLR Leu Arg H H 966 

3-d白書mElthylmicrocystlnRA Ar目 Ar目 H CH， 1023 

• L-amlnolsobutvric acid 

図 i ミクロシスチンの構造 (彼谷 1992より)

1994参照)。有毒の藍藻類による と思われる人

体影響については，最近の例 をとりあげても決

して少なくあり ません(渡辺真利代他 1994参

照)。

わが国では，飲料水源となっている霞ヶ 浦，

琵琶湖，印hili沼等で、有毒藻類の発生が頻発して

おります。特にアオコを形成する Microcystisが

産生する主要な毒であるミクロシスチン(図1)

は，肝臓毒であるとともに，発ガン促進作用，

慢性影響を示す毒で，環境水中で最も濃度が高

く，かっ検出頻度 も高いこと，並びに通常の浄

水処理法で、除去で、きないという報告もされてい

ること (Himberget aJ. 1989)から，ミクロシス

チンによ る飲料水の汚染は深刻な問題であると

思います。このことから，藻類毒， 特にミク ロ

シスチンについては人の健康のリスクを評価 し，

その水環境基準を設定する ことが急務とする図

もあ らわ;11.，オース トラリア，ニュージー ラン

ド，カナダ，米国，デンマー ク等では藻類毒の

環境基準値の設定に向けての分析手法の選定，

湖沼の藻類毒の定性・ 定量の調査を開始 してき
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臭物質として，ジオスミンと MIB(2-methylisobomeol) 

があります(図2)。双方とも放線菌で発見されたのが

最初で， ~菜類ではジオスミンが Symploca muscorumで

(Safferman 1967)， MIBがLyngbyacryptovaginataで

(Tabachek and Yurkowski 1976)で確認されました。そ

の後表2に示しましたように， 27種類の藍藻類がジオ

スミンまたは MIBを産生するのが確認されておりま

す。最も有名なのがPhormidiumtenueです。この種は

中~富栄養湖沼，ダム湖に発生し，わずかな量でも水

道水に異臭味を与えることでよく問題となる種類で

す。これらカピ臭物質が人体に影響を及ぼすという報

告はありませんし，揮発性で，活性炭にも吸着します

ので，湯冷まし水や活性炭をとおした水道水にはその

臭いは殆ど残りません。水道関係者は除去に一生懸命

ですが，コストがかかることで，完全に除去した状態で

家庭に水道水をおくることはできていないのが現状で

す。現時点では各家庭の努力に依存している状態です。
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渡辺真利代・原因健一・藤木博太(編)1994. アオコ

ーその出現と毒素 東京大学出版会，東京

ております。わが国では，人の健康の保護に関する水

環境基準はカドミウム， PCB， トリクロロエチレン等

24種類の化学物質について設定されていますが，藻類

毒については残念ながらまだ検討されていないのが現

状です。また，ミクロシスチンが動物プランクトンに

蓄積することも報告されており (Watanabeet a1. 1992)， 

ミクロシスチンカf湖 / 

沼生態系の食物連鎖 J?人 下ど ~OH
の過程でどのような I I I / I /¥ 
挙動を示しているの -1- ~" 

かが，人体へのミク 図2ジオスミン(左)とMIB(右)

ロシスチンの暴露経路がかならずしも飲料水だけから

とは限らないかもしれないという懸念と関連して，大

きな問題となってきております。おどかしているだけ

では能がないので，ミクロシスチンの飲料水汚染が心

配でたまらない方は，ミクロシスチンは活性炭に吸着

し，飲料水より除去できることも報告されております

ので(回rnberget a1. 1989)，きたない湖水を飲料水源と

している町にすんでいるかたは，活性炭をとおした水

を飲むように心がけて下さい。ミクロシスチンは熱に

強いので，湯冷まし水では駄目です。もっと詳細をし

りたい方は，藻類43巻 1号に紹介いたしました「アオ

コーその出現と毒素J(渡辺真利代他編，東大出版会

1994) を読んで下さい。

かび臭物質に話をかえます。麓藻類が産生するかぴ

表2かび臭物質ジオスミン母国由)と MIB(2-me血ylisobomeol)
を産生する藍藻類 (Juttnerl987より)

Anabaena macrospora 
A. scheremetievi 
A. spn百'ides
Aphanizomenon flos-aquae 
A. sp 
A. garacile 
Lyngbyaa回郎副ぜi
L. cryptovag.白ata
Oscillatoria agardii 
0.81η田 n8

O. animaJis 
O. bometii 
O. brevis 
O. chIorina 
O. cortiana 
O.c町 vlceps
O.gemina臼
O. IIIDnetica 
O. proIifica 
O. simplicissima 
O. splendida 
O. tenuis 
O. variabiIis 
Phormidium autumnaJe 
P. tenue 
Schizo仇rixmueIleri 
SJ'1η'ploca muscorum 

MIB 

+ 

+ 

+ 

ジオスミン

+
+
+
+
+
+
+
 
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
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中国の淡水藻類関係図書の紹介

中国の淡水藻分類学の研究者としては古くは鏡欽止

(Jao， C. C.)，朱梢扉 (Chu，S. P.)， 重苦尚家 (Ley，S. Hふ

李良反(Li，L. C)氏らが著名であったが，最近では中国

科学院水生生物研究所 (武双)の胡鴻釣 (Hu，H.C.)，施

之新 (Shi，Z.X.)，貌印心同f巴i，Y.S.)，李完英 (Liu，Z.)

氏らが，水生生物学報 (ActaHydrobiologica Sinica)，植

物分類学報 (ActaPhytotaxonomica Sinica)，海洋与湖沼

(Oceanologica et Limnologia Sinica)などに数々の報文を

発表している。

近い国でありながら，中国の藻類研究の情報は少な

いようであるが，近年，中医iで出版された淡水深分類

学関係の図書について， 少し古いものもあるが，まと

めて紹介する 。 いずれも，~東書庖(東京都千代田区

神田錦町 1-4，日中友好会館内)で、扱っている。

1.李完英 ・他著:西蔵藻類 (Thealgae of the Xizang 

Plateau) 509頁 85図版 (1992) 科学出版社

中国科学院による商蔵高原科学調査報告の一つで，

中国科学院水生生物研究所の李完英，貌印心，施之新，

胡鴻釣氏らによる執筆である。藍藻類308稜，緑虫類

(裸藻)204種，緑渓類468種，紅藻類 11;重，1品鞭藻類

(甲深) I1 種，黄鞭i築類 (金~) 13種， 黄緑藻類 17種，

車軸藻類8種が含まれ，それぞれの記載と克明な図が

付されている。以下に述べる図書も同様であるが，こ

れらの稜にはすべて中国名がつけられていて，漢字の

意味から考えると，さすがと思われるものも多い。た

とえば，セネデスムス属は柵諜属，テトラエドロン属

は四角藻属，アオミドロ属は水和ll属などである。

2銭欽止箸:中国淡水藻志第一巻双星藻科(Flora

algarum sinicarum aquae dulcis. 1. Zygnemataceae) 

228頁 54図版 (1988) 科学出版社

1935年に中国淡水深類研究の lとして四川省のホ

シミドロ科の報告をtHされて以来，多数の報告を出さ

れた餓氏 (Jao，C. C)の執筆で，餓氏自身のほか，胡

鴻釣，凌元I吉，数尚豪，李良疾氏らが調査研究された

中国産のものが，新種も含めて 9属347種が収録され

ている。この本でもすべての種に中国名がつけられて

いて，Spirogyra communisは普通水稲¥， ZygneJna 

bifol7J1isは二形双星藻としてある。 1935il三に Sinensiaに

発表された四川省のホシミドロ科の報告では，欧米で

多くの人々によってそれまでに発表されている数々の

報告にくらべ，実に詳細，正篠で美しい図が付されて

いた。この本の図版も克明に描かれているが，とくに

接合胞子!換の模様は立派で， SEMで'Ji3:したもののよう

に拙かれている。

3.朱浩然箸:中国淡水藻志第二巻色球藻科(Flora

algarum sinicarum aquae dulicis. 2. Chroococcophyceae) 

161頁42図版 (1991)科学出版社

"1コ国産の~.伝説見類の "1" の色球漆目 (Chroococca l es) と

皮果淡EI(Dennocarpales)の30属253極が収録されて

いる 。 巻末の文献に よると朱氏の他にも]}~?:築研究者は

沢山おられる綴である。藍i菜類では Geitler (1925， 

1932) ，Desikachary (1959)のモノグラフが有名で、ある

が，いずれも図はあまりよくない。それらに比べて本

番の図は詳細1，克明である 。この中では微嚢言語属

Microcystis，立方藻属 Eucapsia，東球藻属

Gomphosphaefllなどわれわれにもそれとわかるような

中国名がつけられている。中国では司:図植物誌全 80

巻， Flora ofChina全25巻など膨大な植物誌の発刊が進

められているが，この淡水深志もこの一巻， 二巻につ

づいて完成されることが期待される。

4.銭欽止著 :中国鞘藻 目専志 (Monographia

Oedogoniales Sinica) 536頁 115図版 (1979)科学出

版社

餓氏は 1934年から1964年にかけて中国産サヤミド

ロ平|の研究を進められ，新種も多く報告されている。

この本で、は数尚豪，李良民氏らの報告されたものも含

めてサヤミドロ不|の Oedogonium，Bulbochllete， 

OedocJadiwJ1 3属の 301種が収録されている。示されて

いる図はいずれも 中国産の材料に基づいて拙かれたも

ので，有名な Hinn (1900)や Tiffany (1930， 1937)の

モノグラフ以上に克明に描かれている。この中には新

種91，新変穏38，新品種 12が含まれている。広い中

国大陸のことであるから，藻類も豊富なのかも知れな

いが，これは驚くべき数である。一つ一つ詳しく検討

してはいないが，末尾の文献をみると Hinn(1900)以

降の主姿なものは網経されているのでサヤミドロ科研

究を目指す人には欠かせない一冊である。



5 沈組 芥・他著:微型生物監測新技術 (Modern

biomonitoring techniques using freshwater 

microbiota) 524頁73図版 (1989)中国建筑工学出版社

前半は汚水生物の生態，生物利用によ る汚水処理，

生物相による汚染の測定法などであるが，分類学的な

窃からみると，後半の汚水生物の解説が立派である。藻

類相や原生動物柑から水質汚染の度合を測定すること

はどこでも試みられてきた。それに関連したものは園

内でも 2，3あるし，古いものではP剖merのA1gaein water 

suppliむが有名て、あるし，最近ではVスラデイチェック

著鈴木実訳淡水指標生物図鑑がでている。しかし，本書

では藻類と原生動物あわせて約750種と，非常に多数の

ものが収録されているし，73枚の図版はいずれも克明

に美しく拙かれている。 付 されている検索表と この立

派な図だけでも およその属種の判別には大いに参考に

なるものと恩われる。汚水生物関係の方々はもちろん，

分類学関係の方々にもおすすめしたい:1j主である。
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6 胡鴻鈎・他著:中国淡水藻類 525頁 110図版

(1979)上海科学技術出版社

主主深から車事IJ藻まで，中国産の 1081種が収録され

ている。その当時までに司:国産として報告されていた

すべての藻類が入れてあるわけではないが，それぞれ

の科， 属の主要なものは含まれている 。 綱，自 ， 科，~売

の説明とそれぞれの検索表，種の説明と図が入ってい

る。有名な Smith(1950)のFreshwateralga巴ofth巴United

Statesの中国版とでもいうべきものであるが，本書ーで

はそれぞれの属の主要な種の段階まで進めである。巻

末には当時までの中国産淡水深関係の文献がほとんど

収録されている。日本でもこれに匹敵するものが出版

されれば，淡水藻に興味を持つ人々の有用な手引き蓄

になるであろう 。

(山岸高旺 東京プランクトン研究所)

ゆ新iz 最近出版された，あるいは近いうちに出版される予定の深類関係の書籍のリストです。

円で示した洋書の価格はあくまでも目安です。蓄広で確認してから注文して下さい。ま

た掲載漏れの書籍をご存じの方は編集委員会までお知らせ下さい。

Chrysophyte AIgae : Ecology， Phylogeny and Development. The Molecular Biology of Cyanobacteria (Advances in 

5andgr巴n，Craig D. 5mol， John P. Kristiansen， Jorg巴n Photosynthesis， Vol 1) ，Bryant， Donald A. (Ed.) ， 

(Eds) Cambridge Univ. Prress. 1995. 15BN 1994，I5BN 0792332229， ca. U.5.$360 

0521462606， ca. U.5. : $80. Phytoplankton in Turbid Environm巴nts Rivers and 5hallow 

Bacterial Syst巴matics.Logan， Niall A. Blackw巴115ci巴nc巴 Lakes:Proc巴edings01' th巴 9thWorkshop of the 

Inc. 1995， 15BN: 063203775X U.5.$32.95 Int巴Il1ationalAssociation of Phytoplankton， Decsy， J.-

Physiology and Biochemistry of Prokaryotes. White， David， P. Reynolds， C. 5. Padisak， J. (Eds) ， 1994， 15BN 

Oxford Univ. Pr巴ss.1995， 15BN 019508439X， ca. U.5. 0792331117， ca. U.S.$155 

$45. 5ymbiotic Nitrogen Fixation : Proce巴dingsof the 14th North 

植物と菌の系統と進化 岩槻邦男(編著)放送大学教 American Confer巴nceon 5ymbiotic Nitrogen Fixation， 

材5627ト1-9511放送大学教育振興会.1995，I5BN4-595- July 25・29，1993， University of minnes. Graham， H 

56272-1. 2，270円 Sadowsky，M. 1. Vance， C. P. (Eds) ， 1994. 15BN 

AIgae and Element Cycling in Wetlands. Vymazal， Jan. 0792327810， ca. U.5. $90. 

1994. 15BN0873718992. ca. U.5.: $90. 
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Akatsuka， I. (ed.): Biology of economic algae. 545pp. 

1994. SPB Academic Publishing bv P. O. Box 97747 

2509 GC The Hague The Netherlands. 

いきなり私事で恐縮ですが，かつて学会主催の旅行 されている。しかし，パート 2のMacrocyslisMでは

でデンマークの寒天工場を訪ねた¥1寺，同府lの原議は既 1985年頃までの文献について既に4つのレビューがあ

に枯渇し，東南アジアからの別種の原深に頼っている るので，ここでは 1980年以降のものが中心になってい

のを見た。日本でも同様のことが起っていたので，改 る。それにしても 81貞にもおよび，この海淡の捌先治

めて地球規般て、の経済性の高い藻類やその資源がと、う 動の感んなことがうかがわれる。本書で取り上げてい

なっているか気になったことがあった。本i!?はこのよ る海藻のほとんどは，現在積極的に食用や含有物質が

うな疑問]に谷えてくれるほか，いろいろな知識をみた 用いられ経済刊の刈い資源であるが，中には将来の利

してくれる格好の文献である。編者の赤塚伊三武氏t;l: 用も考えられるilij:泌も含くまれている。執筆者は共新

最近，謀~~[の利用状況を紹介した I nl r o du C li o n 10 者も含めて 21人で，JJf(泌の産地を含めて 11ケ図の大

Applied Phycology (1990)を刊行したが，それに続い 学や研究所で十円脱しているそれぞれの分類鮮の専門家

た有用i菜類総説集の第2~iríであり， .iEにタイムリーな たちで.編者がこれらの11車容を揃えたことが本占の市

企画と言える。今回は有用藻類の生物学という標題で い評価につながることを望む次第である。次回はわが

あるが， ;I';j:i混と褐i諜A崇5の大7形f影三海羽諜H類点l凶6分1主矧;羽目則l肝伴 をt丸刈‘.J象にし 国からの参h川11もj則リ別jげf刊iしたしい、、。 各主章主では分類，形態 生

ている 。 編者はひきつづ、いてf微放1刻利釧:11川u口i謀見巣~~匁矧:n も f合守めたこれ以 羅勉i.'=生l主三tが活F古[!史1正記Iと" 分イ布Ii.I生t態，干利|リl用が殆と

外の有}用日川干松Eについての統刊もiW11iiiしているとのことで 遺伝，生理学， 11i'jJ111学，含有物質，増養殖，生物統計

ある。内容は二つのパー トに分かれ，M:{1Jのパー トは 学，資源，経済性など多岐にわたっている。これらの

紅藻類のオゴノリ 科，イギス科， エゴノリ属，ツノマ 項目は多くの場令~に純11分されているが， 番 目 を付 し

タ属，アカパ属，DiJsea 属，シマテ ングサ属，オキツ て整理liし，読み劾くなっている。しかし，著者によっ

ノリ属，イバラノ リ属，オパクサ属，Slfl1ria属及ひ、ス ては同じ也、l床でも表明が異なる場合があることを悩 X~i:

スカケベニ平|の l種 FlfrceJJariaJlfbricaJisについて，そ すべきである。本JTは産業租1の生物学の総説であるの

してパー ト2では褐藻類のカジメ属，DlfrviJJaea属， で，応mブJTmにも紙1mを割いているのが特徴とも言え

Lessonia属，Macrocyslis属からなか総頁数は 545頁 る 。 いずれにしてもイïnJ ~布諜の知識を良くまとめであ

である。泌類によっては過去の研究業紛が食事jで頁数 るので，特に水産系の大学院生は勿論，大学や試験酬

が少ないものもあるが，大体30~50頁にわたって要約 究機関におすすめしたい。現在価格は未定である。

(干226 1ずïiJ~ díK~J(区東本郷 6-27-2-306 正位富太郎)

表紙写真

広品.l性紅 {fI~ 臼logJossaleprieurii (Monlagne) Ag出 dh(イギス目，

コノハノリ科)の培養藻体。かけあわせの紡採生じた四分胞子体

が成熟し，たくさんの四分胞子を形成している。

提供 1'111行先1111(筑波大 ・生物)
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学会・シンポジウム情報

1995年9月5・10日・ エンドサイトハイオロ ジ-VI 6th 

Colloquium on Endocytobiology and Symbiosis， 

Endocytobiology VI (43巻 l号)

1995年9月 12-14日.第 1回アジア太平洋マリンバイオ

テクノ ロジー会議及び生物資源開発に関する公開セミ

ナー，会議 (本ページ)

1995年9月27-30日日本水産学会秋季大会:京都大学総

合人間学部 (A号館)，連絡先大会委員長 京都大学災

学部水産学科，石田祐三郎教授Tel.075-753-6217， Fax 

075-753-6226;総務担当京都大学農学部水産学科田中克

教授T巴1.075・753-6220ョFax.075・753-6229

1995年 10月6-8臼 BritishDiatomists' Meeting， J<jndrogan 

Fi巴IdCentre. Enochdhu， slairgowrie， Perthshire. S.J.M. Droop， 

Royal Botanic G，u'den Eclinburgh， Edinburgh EH3 5LR， UK 

1995年10月71:1:r自然と人間の共生ー21世紀の自然史

科学の研究と展望を探るJ自然史学会連合主催

1995年 10月27日:日本藻類学会 1995年度秋季シンポ

ジウム/第2回海苔シンポジウム「のりの魅力と将来」

附くRホテル東京 (巻頭綴じ込み)

1995年9月26-28日ー日本植物学会第59回大会 (43巻

l号)

1995年 10月4・7日 (本大会5-7日) 日本陸水学会 名

古屋大学 (43巻 l号)

1995年 10月23-27日.霞ヶ浦'95(第6回世界湖沼会議)

Kasumigaura '95 (6th International Conlerence on the 

Conservation and Management 01 Lakes) (43巻 l号)

1996年3月28-29日:第20回日本藻類学会 束手1I大学

(巻頭綴じ込み)

1996年4月 16-19日・第 7回国際応用藻類学会議

International Association 01 Applied Algology， 7th 

International Conlerence， South Alrica (43巻 l号，次

ページ)

1996年月7[12ト26日:第 1回Asian-PacilicPhycological 

Congress (次ページ)

1996年8月9-13日:第 11回国際進化原生生物学会

11 th Biennial meeting 01 the International Society lor 

Evolutionary Protistology (ISEP) Universitat zu Koln (43 

巻 l号)

1996年8月 l卜 18日:第 1回ヨ 一口 yパ藻類会議 1st 

European Phycological Congress (次ページ)

1996年9月 ト7日:第 14回国際珪藻シンポジウム (東

京)14th International Diatom Symposium (次ページ)

1996年 10月:第B回国際カルチャーコレクション会議

8th International Congress 01 Culture Collections (ICCC-

VIII) ，Baarn， Netherlands (43巻 l号)

1997年8月 10-16日 第 6回国際藻類学会議 6th

Int巴rnationalPhycological Congress Leid巴n，Th巴

N巴lherlands(43巻 l号)

The FirstAsian-Pacific Marine siotechnology Conference (APMsC・95)and the Pulblic Seminar "Marine and Tropical 

sioresources"第 1回アジア ・太平洋マリンバイオテクノ ロジ 会議及び生物資源開発に関する公開セミナー

9月 12日 (火)見学会 (清水市，東海大学，MBI)， 13日 (水)公開セミナー ・懇親会 (静岡市日興会館)

14日 (木)シンポジウム(清水市東海大学)

Sci巴ntificProgram : • Aquacull'ure Biotechnology・Environmentalsiotechnology・MarineNatural Products • Algal 

B iotechnplogy・MarineMicrobial Ecology Hnd Physiology・lnterdisciplinaryMarine Biot巴chnology

連絡先 :干 113文京区本号 ト28-10 (株)海洋バイオテクノロジー研究所 Tel03-5684・6211， Fax 03-5684-6200 

干105東京都港区虎ノ門 3-18-6-202マリンバイオテクノロジー研究会 T巴103-3434-1083.Fax 03・3434-2789

第59回日本植物学会 (金沢)日本地物分類学会主催シ ンポジウム :真核光合成生物の起源と進化

コンビーナー .井上勲 (筑波大)， 横山 ilMJ (東北大)・はじめに (桃山潤，東北大)・光合成能を獲得

したjfl生動物の多様性と進化 (ナ1'1~16î敏{rll ， 広島大) ・渦鞭毛i楽類にみられる釧胞内共生の多様性と進化

(掘口健雄，北大)・広がる黄色植物の世界とその起源 (本多大!I!iU，筑波大)・緑色植物の起源と進化

(中山岡1]，筑波大 -生物)
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The First Asian-Pacific Phycological Congressのお知らせ

第 1回Asi飢・PacificPhycologica1 CongressがオーストラリアのNSW大学(シドニー)で 1996年月 7日21日

から 26日に開催される予定です。 FirstCi陀 ul釘の申し込みは e-mailaddress (j.vivas@unsw.edu.au )または

First Asian-Pacific Phycologica1 Congress， Ms J Vivas， School of Biologica1 Science， U:凶versityofNew South Wa1es， 

Sydney 2052 Aus回 liaにお申し込みください。なお詳細は次号に掲載する予定です。

日本の問合先:干 108港区港南4-5・7 東京水産大学資源育成学科有賀祐勝

τ'EL 03-5463-0521 FAX: 03-5463・0687

7th International Conference on Applied Algology.， Sou血Afriω

"Opportunities from Micro-and Macroalgae" 

プログラム(予定)(メーリングリスト ALGAE-Lログより抜粋)・Molec凶arBiology: Cha11如.gesand Pros戸 山 .

Microa1ga1 Growth and Production Systems • Photosynthesis and Alga1 Physiology ・Macroalga1Growth and Production 

Systems.針。ducts組 dConstraints・Algae錨 Bioindicator宮.Algae and Was飽 WaterTI問国巴nt，Down Strearn Processing 

(H釘 ves出19，etc.) • Economics and Commercia1 Ventures 

.期間:1996年4月16・19日

・登録期限:Deadline -30 November 1995 

.連絡先:Prof. Johan U. Grobbelaar (Chairman ofOC) ， Department ofBo回 yand Genetics， University 

of the OFS， Bloemfontein 93∞， South Afriω， Fax: +2751488772， E・mail:PJG@RS.UOVS.AC.ZA 

第 14回国際珪藻シンポジウム (14血InternationalDia旬mStmposium)のご案内

隔年で開催されている国際珪藻シンポジウムが来年日本で関ぶれますんのシンポジウムはこれまでヨー

ロッパを中心に開催され，毎回約2∞名の研究者が世界中から集まり，珪藻に関するあらゆる分野の研究発表

が行われます。興味をお持ちの方は，第1図案内 (F凶tCirc凶釘カfできておりますので下記までご連絡下さい。

八

.期日:1996年9月2-8日

.会場:国立オリンピック記念青少年総合センター(東京・代々木)

・連絡先:東京珪藻研究所(小林) Tel/Fax:似23・制・7795

第 1回ヨーロッパ藻類学会第1固案内から(抜粋)

ヨーロッパ藻類学会の

ロゴ(大図案内より)

Universitat zu Ko!n 

基調講演:・ Chl翻 !ydomonasreinhll1ぜ'tii，a powerful model system for studying the biogenesis 

釦 dfunction of the photosynthetic app釘atus.J. D. Rochaix (Geneva， Switzerland) • Feedbacks 

飢 dforcings between民活組circulation，atmospheric radiation and a1ga1 photω戸Ithesis.P. Fa1kowski 

• Biotechnologies and marine macroa1gae: cha11enges， drell1DS，釦dfacts. B. Kloareg (Roscoff， 

France) • The role of biodiversity in phycology. R. A. Andersen (Bigelow， ME， USA) • 

Cyanobacteria1 and algal toxins: production in European waters， management， issues and fun-

dll1Dental advances. G. A. Codd (Dund民， U.K.)

シンポジウム(予定)・ Speciesconcepts in a1gae • Algae of polar regions • Algal biotechnology ・Molecular

phylogeny ・Redtides and a1ga1 bacteria1 in旬ractions・Synthesisand function of cell wa11 components • Alga1 symbiosis 

and origin(s) of chloroplasts. Phoωsynthetic C-uptake and globa1 carbon cycle • Robe此Lau旬rbomcentenary・Molecul訂

clock in circadian rh戸hms・Sensorypigments • Algae of the Ba1tic 

第2図案内 (SecondCircular)の請求先:Michael Melkonian， Universitat zu Koln， Bo剛山chesInstitut， Gyrohofstrおお

15，D・50931Koln， Germ加 y，FAX: (49) 2214705181， em剖1.mmeLkon@bioLan.u凶・koeLn.de
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企画委員会より

委員長石川依久子

本年3月，高知で/lf.Jかれた春期大会において，かね この上は，会員こぞって日本藻類学会の発展を願つ

がね実務委員会から提案があった企画委会の設置が総 て新体制を育てていこうではありませんか。

会で決議されました。 そんな思いを込めた一会員として，企画委員長など

これを受けて企画委員会は直ちに行動を始める事に という大任を身の程ま[1らずとは思いながらおヲ|き受け

なりましたので，その主旨と内容についてここにご説 してしまいました。尤も この委員会は資金集めをすべ

明し，会員各位のご理解を得たいと思います。 ての目的にしているわけではありません。

3年間，模索，論争を重ねた藻類学会誌の新体制が

今年度 l号から発足しました。論争の中心は，藻類学

会の財政が長期にわたって新体1/，1/を維持できるかとい

う事でした。その他にも ，新体制を総持するバイタリ

ティーと余力が会員の中にあるかという事，今までの

伝統的藻類学会への愛着から会員数が減るのではない

かという事，国際的な理解と協力が得られるかとうか

という事など，山積する懸念を抱えての発足でした。

ご存知のように，できあがった第 l号は，見事な出

来映えで，第 l号を見る限り懸念の半分ぐらいは解消

したように思われます。英文誌，和文誌の編集委員長

の意気込みと努力が伝わってきます。

和文誌は旧 fi築類」の伝統的あたたかさを大事にし

ながら時代の流れを認識した豊富な情報が組み入れて

あります。英文誌は海外研究者との連結を意識して圏

外への日本藻類学会のアピールをめざしています。

いままで国内の他学会から少々遅れをとっていた藻

類学会が大きく飛躍した感があります。会員の誰もが

一安心し，日本i渠類学会を自分遠の ものとして育てて

いこうという新たな気持ちになったのではないでしょ

うか。

ところで学会財政の方はそれほど余絡はありませ

ん。新体制が赤字をもたらす事はないという大前提の

もとに発足した事はまちがいありませんが，雑誌が少

しでも膨らめば赤字になる事も確かです。

そんなぎりぎりの線で新体制を踏みだすのは無謀だ

という意見は多々ありました。それが本当でしょう 。

しかし，藻類学会が低迷を脱して時代の要求に答える

ためにはリスクを越える事も必要です。新体制の第一

歩はすでに踏み出されました。

藻類を普及させ，社会に，文化に，貢献していこ う

という，藻類学会が当然しなければならない啓蒙活動

を企画する委員会です。企画委員会は，学会活動とし

ての漆類の啓蒙活動を通じて収益金を得ょうとしてい

ます。

啓蒙活動は，会員のボランテイアがなければ成り立

ちません。ボランテイアの代償として得 られたお金

が，英文誌和文誌等の学会業務の支援に使われること

になります。したがって会員各位のご協力がなければ

成り立たないのがこの委員会です。

皆さんそれぞれに本戦にご多忙の事と思いますが藻

類を愛する人たちの集まりとして藻類学会を育てると

ともに藻類をもっと普及させて行こうではありません

か。

当面，次のような二本立てで行事が企画されています。

l シンポジウム，技術講習会，一般向き採集会 野

外講習会など。

2. 務類の絵はがき-スライド CD'標本等の制作と

販売，出版など。

また，次のような委員の方が軌道づくりと世話係に

当たります。

藤田大介 (富山水試)・淡田 仁 (富山医薬大).鳩

貝太郎 (国立教育研)・原 慶明 (山形大)・片山自子康

(東学大)・大谷修司 (烏狼大)・田中次郎 (東水大). 

者11築幹夫 (束手走大)・横浜康継 (筑波大)吉崎 誠(束

手/1大)・渡辺 信(医l立環境研)・渡辺真之(科博)
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〔企画委員会からのお願い t 
i決類スライドの販売を計画しています。すでに学会の内外から教育用に藻類のスライドが欲しいという要望が

あります。需要はたいへん大きいと恩われます。会員の多くは，各自の研究対象またはその近傍の藻類を撮影さ

れていることと思います。

適当なスライドがありましたら藻類学会に提供していただけないでしょうか(8月5日まで)。

大型泌類のみならず， 微細l附i類の光~Jí，電顕写真も大歓迎で、す。

集まったスライ ドは整理の上，カタロ クーを作って配布し，希望を掠 り，希主記者が多いスライドについては複製

して販売する予定です。 スライドにはt!it)j~者のお名前を記入します。 また，スライ ドの返却を希望される方はそ

のように記載してお送りくださ い。

送り先 :184東京者1¥小金井市貫井北町 4・トl

東京学芸大学生物学教室

石川依久子

問い合わせ :Tel. 0423-25-2111巴xt.2665 

Fax. 0423-24-9832 

e-mail ikllko@lI-gakllgei.ac.jp 

藻類絵はかさ 1995年度版は「ツヅミ藻の仲間達Jです

(下図，原図はカラーです)

島
主
主
主
事

!‘、守

も
も
$

学会への寄付金としてご購入ください。l枚 100円， 1セット (8枚)700円 2セット1000円です。なお， '93年

度版， 明 年度j坂も残部があります。

主主性，電話， Faxのいずれかで申し込んでください。振替用紙を同封してお送りします。

申込先:184東京都小金井市貫井北IUT4・1-1東京学芸大学生物学教室

日本藻類学会企画委員会

石川依久子または片山好康

Tel. 0423・25-2111 ext. 2665 (石)11)

2674 (片山)

Fax. 0423-24-9832 
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日本産海藻目録 (1995年改訂版)のフロ ッピーディスクの配布

本誌に渇載いたしました日本産海藻目録 (1995年改訂版)を，より 一層活用していただくために，目録のフ

ロッピーによる配布サービスをおこないます。ご希望の方は，下記の問い合わせ先までファックス，郵便また

は電子メールにて氏名 ・送付先をご述絡ください。直ちに申し込み用紙をお送りします。

問合せ先 干 060札幌市北区北 10条西 8丁目

北海道大学理学研究科生物科学専攻

日本藻類学会事務局 (担当 :if:j¥口健雄)

FAX: 011-746-1512 

E-mail : horig@bio.hokudai.ac.jp 

メディアおよび対応機種:

前回 (1990年版)のフロッピー配布の際に皆様から寄せられたご意見を参考に今回はテキストファ

イル (綱から種の階級までデータベースのデータに変換しやすい形で提供します)のみとさせてい

ただきます。また.3.5インチのディスクで配布の予定ですが. 5インチディスクをご希望の方はそ

の旨ご連絡ください。

PC羽紅白 (1.2MB)• 2DD (640KB) 1 B M : 2HD (1.4MB) ， 2DD (720KB) 

配布費用 実費(フロアピ一代，送車|等を含む)

PhotoCD: 100 Digital Images of Algae 

フォトCD版藻類写真集販売のお知らせ

- 高品質のカラー写真 (一部は走査電顕像)を100枚収録

• Prochloronや Chlorarachnionなどの珍しい藻の写真も収録

. デジタル画像 (3048x2036pixel)で加工も自由自在

- 藻類の主な分類群 (網)をカハ

・ 教育用資料として最適

日本i巣類学会では藻類の写真を 100枚収録した PhotoCDを作成 しました(近日中に完成予定)。この PhotoCD

にはほ とんどのi菜類の分類群 (綱)を含むようにし ました。植物分類学:や謀類学の講義資料として，あるいは

理科の教材 としての活用が期待されます。デジタル画像ですから，コンピュータを用いて自由に加工する こと

が出来ます。教育目 的にはこの PhotoCDに含まれる'J9:真は白 l主|に活用することがでます(商業目的の利用はで

きません)0PhotoCDはマッキン トッシュ，または Windows環境を備えた DOSfV.NEC. FM-TOWNSなど CD

プレーヤーを備えたほとんどのパソコンでパソコンのディスプレーを使って再生可能なほか，コダックから販

売されている PhotoCDプレーヤーを使ってテレビモニターで再生可能です。また 3DOなどの高機能ゲームにも

再生が可能なものがあります。

予定価絡は l枚 3，000円です。入手ご希望の方は，下記まで氏名，所属，住所，電話番号，ファックス番号

をご連絡ください (ファックス，郵使または E-mailでお願いします)。 申し込み用紙をお送りいたします。ま

た.Phycological Researchの9月号の表紙はこの PhotoCDから抜粋した写真で構成されます。是非，参考にして

ください。

申込書請求先 ・問い合わせ先 干 060札幌市北区北 10条西 8丁目北櫛道大学理学研究科生物科学専攻

痢口 世tttJf~ FAX: 011・746-1512，E-mail: horig@bio.hokudai.ac.jp 
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.岬IRsearc 
英文誌 43巻2号掲載論文和文要旨

Mariana C. Oliveiraぺ**， Joelius Kurniawan***， Carolyn J. Bird*， Ellen L. Rice****， Colleen A. MurphyへRamaK.

Singh*， Robin R. Gutell材料*， MarkA. Ragan*，材料帥:紅藻ウシケノリ目のリボソーム小亜粒子RNA遺伝子解

析による系統解析

18SrRNAの遺伝子解析により紅藻ウシケノリ自の Bangiaatropurpurea (Roth) C. Ag.とアマノリ属の7種8サン

プルにつき系統解析をおこなった。 18Sr悶 A遺伝子は種類により 1818から 1845塩基対からなり， GC含量は 47%

から 48.6%であった。 B.atropurpureaでは IClイントロンがPorphyraspiralis var. aI刀IplifoliaOliveira Filho et Collや

他の数種の真核生物と同じ位置に見られた。これら9種の塩基配列は系統解析では安定した単系統群をなした。B.

atropurpureaはアマノリ属のグループの中に含まれ，P. amplissima (Kjellm.) Setchell & Hus in Husと特に近縁であ

り，その結果アマノリ属は偽系統群となった。アマノリ属の葉状体の細胞層の数と系統には相関は見られなかっ

た。これらの結果のこれらのグループの分類と進化における意義につき考察した。(*In副知teforM紅白eBiosciences， 

NationaI Research Council of Canada， 14日 OxfordSt.， HaIifax， Nova Scotia B3H 3Z1 Canada; 紳 Institutode Biociencias， 

Universidade de Sao Paulo， CP 11461，05422・970Sao Paulo， Brazil; ***Department of Biology， Dalhousie University， 

HaIifax， Nova Scotia B3H 4J1 Canada ;帥**BiologicalSciences Branch， Scotia-Fundy Region， Fisheries and Oceans Canada， 

PO Box 550， Halifax， Nova Scotia B3J 2S7 Canada; *****Department of Molecular， Cell and Developmental Biology， 

Campus Box 347， University of Colorado， Boulder CO 80309 USA; ******Canadian Institute for Advanced Research， 

Program in Evolutionary Biology) 

神谷充伸・・田中次郎柿・原慶明*:日本，シンガポール，オーストラリアにおける Caloglossaleprieurii (紅藻.

イギス目)の形態比較と生殖的隔離の解析

日本，シンガポール，オーストラリアから採集した CaJoglo.哩saleprieurii (Montagne) J. Ag紅白を用いて形態比

較と交配実験を行い，本種の分類形質を評価した。交配実験により Caloglossaleprieuriiには少なくとも 4つの交

配群が存在することがわかった。これらの交配群は，藻体の節間幅と主軸第 l中執細胞から生じる細胞列数によっ

て3つに大別することができたが，これらの形質は培養条件下で高い可塑性を示した。 4つの交配群の系統関係

と分布について考察した。(・305茨城県つくば市天王台 1-1-1 筑波大学生物科学系， "108東京都港区港南4ふ7

東京水産大学資源育成学科水産生物学講座)

堀口健雄:日本産新属新種の砂地性渦鞭毛藻類Amphidiniellasedentaria. 

沖縄県瀬底島の海岸の砂浜より採集した渦鞭毛藻の 1種について，その形態を光学顕微鏡および電子顕微鏡を

用いて調べ新属新種として記載した。本種は小さな上殻と大きな下殻からなり，無殻の渦鞭毛藻である

Amphidiniumに類似の外形を示す。細胞は背腹に扇平で， 1個の葉緑体と 1個の目立つピレノイドをもっ。細胞の

内部構造は典型的な渦鞭毛藻のそれと同様であった。走査型電子顕微鏡での観察により本藻は実際には鎧板をも

っ有殻の種類であり，その鎧板配列は Po，4'， la， 7"， 5c， 4s， 6"， 2""であることが明らかとなった。本藻に見

られる多くの特徴は本種がゴニオラックス自の一員であることを示唆している。すなわち，腹孔をもつこと，前

頂孔板を欠くこと，前縦溝板と鞭毛孔が直接接触すること， 6枚の後帯板をもつこと，底板が非対称な配列を示

すこと，などである。しかしながら，ゴニオラックス目のどの科に近縁であるかについての結論は得られなかっ

た。特徴的な細胞外形，他に例を見ない鎧板配列，腹孔をもつことなどの特徴をもとに新属 Amphidiniellaを設立

し，この渦鞭毛藻をA.sedentaria Horiguchi gen. et sp. nov.と命名した。 (0ω札幌市北区北 10条西8丁目 北海道

大学大学院理学研究科生物科学専攻)
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宮村新一・塘輝三:i麗状緑藻イワヅタ属におけるピレノイド基質に存在する DNAの再検証

フサイワヅタ (CauJerpaok制 uraeWeber van Bosse)とクピレヅタ (C.lentilHゐ'T8J. Agardh)のピレノイド基質へ

の葉緑体DNAの分布について，押しつぶし標本及ぴテクノピット樹脂切片を DNA蛍光染色剤 4・6・diamidinoふ

phenylindole (DAPn ， ethidium bromide， Hoechst 33258， chromomycin A3で染色後，蛍光顕微鏡観祭することで再

検証した。押しつぶし標本はテクノピット樹脂切片のいずれにおいてもピレノイド基質はすべての蛍光染色剤に

よって特異的に染色された。さらに，イワヅタ属のC.cactoides (Turner) AgardhとC.geminata Harveyの2種に

ついてもピレノイド基質に葉緑体DNAが局在することを示した。 (305茨城県つくば市天王台1-1-1 筑波大学

生物科学系)

幡野恭子・丸山圭蔵:アミミドロ(緑藻，クロレラ自)の分離培養された遊走子の成長パターン

アミミドロのさまざまな成長時期の遊走子を母細胞から分離し， Waris培養液で培養した。分離された遊走子

は成長し成熟して遊走子を形成することができ，網目がほぼ六角形の嬢群体を形成した。分離24時間後の細胞は，

3種類の形をとった。すなわち，円筒形， Y字形，および4腕形である。 Y字形や4腕形の細胞の突起は細胞長

軸に関して約 120度の角度で形成された。遅い時期に細施を分離するほど，円筒形になる細胞は増加し， Y字形

や4腕形になる細胞は減少した。また細胞の成長方向も分離される遊走子の成長時期によるように恩われた。分

離する時期を遅らせるほど，遊走子の長執方向に伸張する細胞が増加した。 (606・01京都市左京区吉田二本松町

京都大学総合人間科学部自然環境学科)

護辺信・湾口友宏水の筆形成藍藻類 Microcyst俗aeruginosaf. aeruginosaの凍結保存

水の肇形成藍藻類 Microcystisaeruginosa f. aeru，抑制の培養株5株について，良好な凍結保存法を開発するた

めの検討を行った。すべての培養株が凍害防御物質として3%(v/v)ジメチルスルオキサイド (DMSO)を使用し

た液体窒素(・196'C)での二段階凍結および急速融解法で良好な生存率で回復し，凍結保存期間中の生存率は殆

ど変わらなかった。 NIES-44株は，二段階凍結法および急速凍結法の双方において， 3-10%のDMSOで90%以上

の生存率を示し， NIES-87， 88， 89株は二段階凍結法， 3-5%のDMSOで印%以上の生存率を示した。一方， NIES-

90株は，二段階凍結法， 3%DMSOでのみ約50%の生存率を示した。 NIES・90株に対して4%以上のDMSOは毒

性を示すこと，急速凍結法は NIES・44株にのみ適用できるが，他の株には適用できないことが示された。

Microcystis aeruginosa f. aeruginosaに対する低温傷害およびDMSOの細胞毒性は培養株レベルで異なることが判

明した。 (305茨城県つくば市小野川 16-2 国立環境研究所)

難波信由・町井みのり.Keng， L. B.・柵瀬信夫:気生藻類による緑化研究. 1. Klebsormidium flaccidumの培

養とコンクリー卜板へ塗布後の色の定量化

Klebsonnidium flaccidumをl00Lアルテミアふ化槽を用いて液中培養した。培養初期の増殖率は高く 4週間で初

期濃度の9.1倍に達したが，その後の増殖は緩やかで8週間目で初期濃度の 16.1倍であった。さらに培養した藻

類をスプレーでコンクリート板へ塗布し，表面色をひa*b*表色系で数値化することにより塗布i農度との関係を定

量化した。その結果，濃度約5g/rn2で色度は最大で，表面色は最も鮮やかな緑色になり，濃度20g/rn2以上では明

度と色度は共にほとんど変化せず濃緑色になった。 (240心1神奈川県三浦郡葉山町一色2415鹿島建設技術研究所

葉山水産研究室)

難波信由*.アカモク(褐藻，ヒパマタ目)の卵放出と幼匪の成長

成熟した雌性生殖器巣の巣口はゼラチン状の栓で満たされ，巣内の生卵器壁は密度の異なる2つの徴繊維層に

区別された。卵放出の直前にはゼラチン状の栓が外れ粘液が巣外に放出された。生卵器壁内層は観察されず，膝

質柄は外層の内側に形成された。放出卵は謬質柄により保持され，大量の粘液に覆われていた。 3細胞幼匹は微

繊維層からなる一次壁を形成した。多細胞幼目玉の葉状部周辺細胞は一次壁の内側に徴繊維からなる細胞壁を形成

したが，仮根先端の細施壁は明確な構造を持たなかった。その後幼目玉は膝質柄から落下し，仮根細胞から分泌さ

れた粘着物質で基盤に付着した。 (812福岡市東区箱崎6・10・1九州大学農学部水産学科*現住所:240-01神奈川

県三浦郡葉山町一色2415鹿島建設技術研究所葉山水産研究室)
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位:;JiileaI英文誌投稿規定と投稿時の注意点について
ャー一一--一一一崎一ー即日年六てア司--匂r町一-V';'r 勾

“一一…一一一一

日本藻類学会の英文誌PhycologicalResearchの投稿

規定につきましては，同誌 43巻 l号の最後部に

NOTICETOCO~UTORS として掲載しており，ま

た「藻類J42巻2号， 4号にも予告の形で掲載しており

ます。しかし印刷用のあまり聞き慣れない用語がつか

われていて分かりにくかったり，説明が不十分な部分

もあるようです。 NOTIæTOCO~UTORS 自体は

今後も，より適切なものへと改訂していくつもりです

が，ここでは英文誌の編集体制などの紹介をかねて，

和文での投稿案内の抄訳と英文誌に投稿される場合に

特にご注意いただきたい点など，編集からの希望をま

とめてみました。これをど参考にどしどし英文誌

Phycologica1 Re民 archに御投稿いただければと存じます。

編集の体制と基本方針

英文誌の編集には編集長(I名)，副編集長(現時点

で6名，内3名は外国人会員)，編集委員(現時点で14

名，内4名は外国人会員)およびのそれぞれの投稿論

文を審査してくださる大勢の審査員がかかわっていま

す。実質的な編集は編集長と副編集長でおこなってお

り，編集委員には編集上の基本的な方針などでご意見

をいただいています。投稿論文は現在のところすべて

編集長のところは投稿していただいて，それぞれの論

文ごとに編集長または副編集長が審査員，著者と対応

し(担当者は英文誌の中では各々の論文の 1ページ目

に"CommunicatingEditor"として記載しています)掲

載へ向けての審査・改訂をおこなっています。最終的

な掲載の可否の決定は編集担当者の判断に基づき編集

長がおこなっています。読者が理解しにくいと考えら

れる部分については，編集長か出版社が最終的に一部

修正する場合がありますのでご了承ください。審査員

は編集担当者がそれぞれの論文ごとに，専門が近〈適

切と考えられる研究者に依頼しており，必ずしも藻類

学会会員とは限りません。審査員の名前はこれまで通

り各巻の最終号にまとめて掲載する予定です。掲載す

る論文の種類は形式上以下の通りですが，内容的には

藻類学に関係するものすべてを対象としており，掲載

英文誌編集長川井浩史

の可否は学術的に価値があり，かっこれまでに別のと

ころで印刷発表されていないことを前提としていま

す。論文は投稿前に英語を母国語とする方または英語

を常用している方の校閲を経て，文法上正しくまた理

解しやすいものにしてから御投稿くださることを強く

希望します。このことは最終的にその論文，その論文

を掲載した雑誌の評価にかかわるほか，適切な審査を

おこなう上でも重要です。もし英文校闘を依頼するの

に適当な方がおられない場合には， Phycological 

Researchに投稿される原稿であることを前提に，編集

委員会から英語を母国語とする会員に割安で英文校闘

を依頼することもできますので投稿前に事前に編集長

までご連絡ください。これは外国人会員からのご厚意

によるもので，この場合の英文校閲の費用は現在のと

ころ，通常の原稿でA4ダブルスペース 1ページあたり

11αm円を上限としています。受理された原稿は印刷前

に出版社が最終的なフォーマットと英語のチェックを

おこない，必要に応じて校正しますが，その際，英語

の修正にかなりの時間を要した場合には別途著者に請

求する場合があります。通常の場合，このようなこと

はおこらないと考えますが，これを回避するためにも

投稿前または審査後の著者改訂時の英文校閲にご協力

ください。

論文のスタイル

英文誌は基本的に 1)Original Research Article (原著

論文); 2) Resea悶:hNote(短報); 3) Review Artic¥<巴(総

説); 4) BookReview (書評)を掲載します。 Origina1

Research ArticleとResearchNoteの違いはおもに論文

の長さ(前者で刷り上がり 12ページ程度まで，後者で

刷り上がり 4ページ程度まで)と，それにともなう

フォーマットの違い(以下の章参照)にあり，学術的

な価値で両者を区別しているわけではありません。

B∞kReviewを除きすべて原則として2名の審査員の審

査を経て掲載の可否を決定しますが， Review Articleに

関しては投稿を準備される段階で編集長または副編集

長にご相談ください。B∞，kReviewは編集長または副編



集長が掲載の可否を判断します。

論文の投稿

Original Research Article， Research Note， Review Article 

の投稿に際してはオリジナル 1部のほかコピー 2部

(あわせて3部)を編集長 (657神戸市灘区六甲台町1・

1神戸大学内海域機能教育研究センター川井浩史;電

話 078-803-0552;ファックス 078-803・0488;電子メイ

ルkawai@gradura.scitec.kobe-u.ac.jp)へお送りくださ

い。原稿は引用論文を含めダプルスペースでA4の用

紙の片面だけに印字してください。その際，右揃え

Gustification) しないでください。学名は可能であれば

イタリックで印字し(困難であればアンダーラインで

も可)，文章と文章の間のスペース(ピリオドと次の文

章の聞の間隔)は一つにしておいてください。これら

の指定は，掲載を決定した論文については可能な限り

印刷のためのワープロファイル(フロッピーディス

ク)の提出をお願いしており，その際のフォーマット

にあわせるためです。またそれぞれのページ(図，表

を含む)の右端上に通し番号をいれてください。

表紙には論文のタイトル、すべての著者の著者名

(フルネーム).所属と住所.40文字以下の短いランニ

ングタイトル(論文の上に印刷される省略したタイト

ル)をいれてください。論文のタイトルに分類群名が

含まれる場合は目，網などの分類上の帰属が必要です

が，種名にともなう著者名はタイトルにはいれないで

ください。また，編集時や印刷時のミスを回避するた

め，なるべく表紙に論文中の図，表の総数とページ数

もいれてください(例:Figs 1・24，Table 1・3; 3 

photographic plates， 2 line drawing plates)。次のページに

SUMMARY (要約)をいれてください。 SUMMARYは

300文字以下で，簡潔にその論文の対象とする事柄と

発見の具体的な内容をまとめてください。SUMMARY

は文献データベースなどで使用されることを考えて，

この部分だけでその論文の内容がある程度具体的に分

かるようにすることが必要です。論文であつかった主

要な分類群名とその著者名もいれてください。ただし

引用文献はいれないでください。また本文中の内容と

用語や数値などにくいちがいがないように留意してく

ださい。英文誌に掲載された論文については，和文誌

「藻類」に和文摘要を掲載しますが，その原稿は原則と

して受理後に編集担当者から依頼するまで不要です。

この際，和文摘要の内容と SUMMARYの内容が異な

らないようにしてください。次に 3-10語程度の Key

wordsをアルファベット順に並べてつけてください。
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この部分も文献データペースで使用されることを前提

としています。町TRODUCTIONではその研究を行っ

た背景と目的を記述し，研究の結果含めないでくださ

い。町TRODUCTION以下の本文中で種の階級の分類

群名が使われたときには，基本的にすべての種名につ

き初めて文中に現れたときに属名，種小名，著者名を

いれてください。また，同じパラグラフ内で繰り返し

使用される場合を除いて属名は省略せずに書いてくだ

さい。 MA'四RIALSAND MET百ODSでは研究に用い

た材料と実験や観察の方法を具体的に簡明に記述して

ください。単位の表現については SI単位に従います

が，具体的には PhycologicalResearch掲載論文での用

法を参考にしてください。これらの表現方法について

統ーのために編集で一部変更させていただくこともあ

りますのでご了解ください。 RESULTSでは研究の結

果得られた客観的事実を記述してください。実質的に

同じ内容の結果を繰り返し述べることはさけ，また推

定を含む内容などDISCUSSI0Nで記述するべき内容を

含めないよう留意してください。 RESULTSの中には

引用文献を含めないでください。 DISCUSSIONでは

町TRODUCTIONで述べた仮説や背景などに留意して

RESULTSで述べた結果に対する考察を述べてくださ

い。 ACKNO~DGEMENTSでは研究上の助力，科研

費等の研究費に関する援助などに対する謝辞を述べる

ことができますがなるべく簡明に書いてください。匿

名の審査員に関する謝辞は含めないでください。また

他の出版物などですでに印刷発表されている図版など

を使用する場合には，著者の責任で出版社などの許諾

を得，その旨をここに記してください。 RESEARCH

NαIE(短報)では上で述べた見出し側τRODU口lON，

RESULTS， DISCUSSI0N， ACKNO¥¥江五DGEMENTS) は

必要ありませんがSUMMARYとKeywordsはつけて

ください。阻回阻N四では本文，図，表の中で引用

したすべての引用文献を著者のアルファベット順に記

述してください。著者名が2名の場合には本文中，

REFERENCE中でも"釦d"でつなぎ， 3名以上の場合

には本文中では "eta1."とし， REFERENCE中では全員

の著者名を記してください。 PhycologicalResearch 43巻

1号の NOTICETO CONTRIBUTORS中では引用の例

の中で"&"を使用していますが"飢d"に改めます。本

文中で括弧の中で複数の論文を引用するときは年代順

に並べ，また同じ著者で同じ発表年度のものが複数あ

る場合は 1994a，1994b (本文中では 1994a，b)のよう

に引用してください。引用の例については NO百CETO

CON百 ffiUTORSまたは PhycologicalResearch掲載論
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文での用法を参考にしてください。表 (Table)は本文

とは別の用紙に印字し，それぞれに通し番号と簡潔な

説明をつけてください。表中に枠線はいれないでくだ

さい。 Tableは基本的に印刷時に新たに版組みします。

図版 (Figure) には写真 (Photograph) と線画(Line

drawing)が含まれますが，いずれもそれぞれの図にア

ラビア数字で通し番号をふってください。プレートと

して組んだ場合でも Fig.la， b， c， dとするのではなく

Fig. 1，2，3，4としてください。写真は原寸大で印刷さ

れますので印刷時の段組みの幅を考えて，幅は l段

(80mm)または2段 (167mm)にあわせてください。

またプレートの高さは図の下に説明をいれるスペース

を残すため 180mm以下としてください。原則として

すべての写真，表にスケールバーとそのスケール

(パーの示す長さ)をいれてください正図の説明中に倍

率を示す表示 (x100など)は認められません。写真

でプレートを組む場合，写真と写真のあいだに隙聞を

あけないようにしてください。印刷時の各写真聞の隙

間を作る白いテープ等を貼る必要はありません。この

作業は印刷時に印刷業者がおこないます。写真のプ

レートなどの原稿には汚れやインスタントレタリング

おわびと訂正

のはがれを防ぐため必ずトレーシングペーパーなどで

カバーをつけてください。審査のための写真のコピー

(2部)は，オリジナルとほぼ同等の解像度の写真によ

る複製，または写真品質のカラーコピー機によるコ

ピーなどに限ります。コピーの品質が審査に不十分で

あると判断した場合は，審査の前に著者に返却するこ

とがあります。カラー写真での掲載を希望する場合は

審査用のコピーもカラーで作ってください。オリジナ

ル原稿がカラーでも審査用コピーが白黒の場合は白黒

での掲載を前提としていると解釈します。カラー写真

の印刷経費は著者負担となります。カラーページの印

刷経費は現在のところ 1ページあたり 750USドルです

が，同じ号に複数のカラーページが含まれる場合これ

より安くなることもあります。線画は白い用紙に黒い

インクを使用して鮮明に描いてください。線画は印刷

時に縮小可能ですが，原稿は郵送上の制約からA4版

としてください。写真と線画の原図，コピーには裏に

上下の指示と著者名を記入しておいてください。図版

の説明(Figurelegend)は別の用紙に番号順に記載し，

図版中の略語などの説明が抜けていないように留意し

てください。

和文誌「藻類J43巻 1号掲載の英文誌 PhycologicalResearch 43巻 l号掲載論文和文要旨中， r難波信由:アカ

モク(褐藻，ヒパマタ目)の卵放出と幼妊の成長」は英文誌の巻1号印刷の遅れと，編集と出版社との連絡上の

行き違いとのために実際には英文誌の巻2号の掲載となりました.おわびして訂正します.

英文誌編集長川井浩史

-・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・
和文誌ワープ口入力の注意(しつこいようですが.. . . . . .) 

.英数字は半角で入力されているか確認してください。

・句読点は r，Jと loJを使用してしているか確かめてください (1、」と I.Jは不可)。

.英文中で全角のスペースは絶対に使用しないでください。"λ@"のように文字化けします。

・日本語フロントプロセッサーまたはワープロ固有の外字は使用しないでください。ミリリットルは

半角の凶で，面積の平方センチも半角でcm2と入力し，また株式会社の略は「全角かっこjと「株」

で I(株)Jとしてください。(代)， (有)， (財)なども同様です。丸付き数字や矢印も使わないで

下さい。どうしても外字の使用が必要であれば，その旨原稿中に明記して下さい。

.パーセントは全角の I%Jでなく，半角 I%Jを使用してください。

: ・全角の I"CJ，1μJなどを使用した場合は原稿中に朱でしるしをつけてください。

:本号には和文誌の投稿規定は掲載していません。投稿にあたっては.43巻 1号をご

:らんください。

• • 和文誌編集委員会

-・・・・・・・・・・・・・園田園・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・
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E，. 学会録事

1日本藻類学会第 19回大会

~自由は土佐の地よりいでし~

1995年3月28日-29日，高知城ホール (高知市)に

おいて第 19回日本藻類学会大会を開催した。大会会長

は大野正夫氏 (高知大学海洋生物教育研究センター)，

準備委員長は奥田一雄氏(高気|大学理学部)で，一般

講演は72題(うち特別講演3題，展示発表 ISJ題)にお

よんだ。大会参加者は 151名であった。

大会 l日自に同会場で総会を開催し，引き続き高知

市内の土佐御苑にて約 2時間にわたって懇親会を開催

した。懇親会は奥田一雄氏の司会により，大会会長挨

拶， 学会長挨拶，来賓挨拶 (~IJ 1村光llfl高知l大学学長)に

続いて銃剣りが行われ，千原光雄図|祭ì~~類学会長(日

本赤十字看護大学)の乾杯の音頭によって賑やかに開

催された。学会の懇親会には珍しい座敷席で，土佐の

「一人太鼓Jの演奏が披露されるなど楽しい一時がもた

れた。大会の運営にあたっては上記各氏のほか，高知l

大学理学部，海洋生物教育研究センターの職員および

学生諸君には大変お世話になった。また，寄付等つい

てもさまざまな団体にご協力をいただいた。ここに記

して厚く御礼申し上げる。

高知大会参加者名簿

青木美恵，鯵坂哲朗，阿部剛史，有賀博文，有賀祐!勝，

飯田高明，石川依久子，石田健一郎，石丸八寿子，井

上勲，井上洋子，上島寿之，上野昌子，内在l英信，梅

田到，榎本幸人，大賀学，大杉智美，大谷修司，大塚

泰介，大!Ifj-正夫，大橋伸子，大浜武，Ii7iJ奈津子， 岡崎

恵視，奥田一雄，奥田武男，奥村宏征，越智碓光， 小

野'晃生，柿崎倍子，垣回j告孝，加的英夫，梶村光男，片

平幸枝，片山吉子康，加藤哲也，金井塚恭裕，干'1'谷充付"

川井浩史，川久保明宏，川嶋昭二，河地正イrlJ，村l庭賢

一，金智IlIl，熊野茂，倉島彩，小(u.一弘，斎藤宗勝，坂

牛真司，坂西芳彦，佐藤輝夫，佐藤弘典，佐藤里絵， :(~ 

回答清水質裕，生野智Afl，菅原淳一， 杉111孝一，芹

i事虫日比古，問弁野清也，田村究， 千原光雄，千室撤由

子，張晩明，辻一政，辻村茂男，綱川lIE紀子，鶴岡英

作，寺田竜太， f専法隆，当主~jit，中島若手，長嶋秀行，長

嶋美香子，中司鍋作，富永春江，中野武登，中山岡[1， 西

川昭人， 二宮正Jijn，根本雄一，野崎久義，能登谷正浩，

野邑忠秀，幡野恭子，萩野恭子，原慶l朔，半凹信司，坂

東忠司，美藤望，日野修次，平川真紀代，兵NJiかほり ，

藤井浩詞，藤川義一，藤田大介，藤田tJt二，ti川隆博，

堀車~三，掘江悶[J，堀口俊雄，本多大輔，本多正樹，前

川行幸，牧野愛，牧野泰之，増j]道夫，松井透，松浦

周介，松岡裕美，松村元美，真山茂樹，丸山功，三浦

H百tJí~，構 |コ亨， 三井!(~，量生一朗，富山奇亘，宮地利幸，宮

下英明，宮村新一，村瀬昇，アニカ ・モスタート，本

村泰三，森史，守屋京由美，安司1:磁，矢部和夫，山岡

桂子， LIJ崎扶美， 山本秀樹，山本弘敏，山本鈴子，箭

本亜矢子，横浜康継，普家俊二，吉田絵ll，吉田，忠生，

渡部佐知子，渡辺信 (しん)，渡辺信 (まこと)，和田実，手[J

田義Ij，EJ，Moraes， CLB.， Moskvina，ル11.，PangShaojun， 

Anong Chirapn， Jacquelin巴 Rebero， Danilo B. Largo， 

VoDuy Triet 

2.編集委員会・評議員会

3月27日に高知抜ホール 21法会議室において英文誌編

集委員会および和文誌編集委員会を合同で開催した。

和文誌に|刻しては井上編集委員長より第43巻の編集 ・

発行状況の説明があった。印刷のための出力方法，受

理する論文の質の問題，図の説明などに関して審議が

おこなわれた。また，英文誌に関しては川井編集長よ

り編集 -出版状況の説明があり ，別刷りの値段の問題

などに関して検討をおこなった。

評議員会を引き続き同会談室でIlf.J催した。1995年度総

会に提出する報告事項 -審議事項などに関しての審議

をおこなった。審議の内容については総会の項を参照

されたい。

編集委員会出席者 ・井上勲，川:jl:i告史，藤田大介，日

野修次，原i郷三，堀口健雄，石川依久子，片山箭康，前

川行幸，増庇li萱夫，真山茂樹，奥田一雄，大野正夫，渡

辺信，波辺信 (オフ。ザーパー，吉田忠生， 小亀一弘)

評議員会出席者 :原慶明，堀口世t:雄，川井i告史，小包

一弘，熊野茂，増田道夫，中野武登，野崎久義，奥田

-:lijt，奥田武男，渡辺信，渡辺信，山本弘敏，横浜康

継，吉田忠生， (オブザーパー，有賀祐JJm

3. 1995年度総会

1995年3月28日の講演終了後，高知城ホールにて総会

を開催した。吉田忠生学会長の挨拶ならびに神戸 ・淡

路震災に対するお見舞し、の言葉のあと，奥田武男氏を

議長に選出して議事に入った。

I報告事項]
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.庶務関係

(1)会員状況 (1994年12月31日現在):名誉会員2名，

普通会員 538名，学生会員 58名，団体会員 60名，賛

助会員 11名，外国会員84名，圏内購読18件，外国購

読37件。 (2)1994年度文部省科学研究費刊行助成金

「研究公開促進費」交付額は 1，190，0∞円であった。 (3)

第18大会を3月28日-31日，富山県民会館で開催し

た。 (4)評議会を 19雪4年3月27日高知城ホール2階会

議室で開催した。 (5)6月1日にプラックウェルサイエ

ンスと PhycologicalResearchの出版契約を締結した。

(6) 9月19日に秋季シンポジウムならびに懇親会を北

大理学部にて開催した。 (7)10月11日会長および評議

員の選挙の開票が東京水産大学にておこなわれた。

.会計関係

(1) 1994年 12月31日現在の会費納入率は，普通会員

110%，学生会員 105%，賛助会員 100%，団体会員

163%，外国会員38%であった。納入率が1∞%を越え

ているのは滞納分を納入してくださった会員が多かっ

たため。 (2)その他の事項に関しては審議事項参照の

こと。 (3)1994年度には藻類絵はがきの会 (311，277

円)，南伊豆海洋生物研究会 (81，000円)，富山大会

(2∞，∞o円)といった団体から，また個人の会員の方

からも藻類学会に対してご寄付をいただいた。記して

厚く御礼申し上げる。

-編集関係

(1) 1994年度に発行した「藻類」第42巻第 1-4号は，

総頁数462頁，掲載論文数23編(内，英論文22編，

和論文2編)，短報8編(内，英短報7編，和短報1

編)，総説 1編，雑録30編であった。

(2) 1995年3月10日に発行した和文誌「藻類」第43

巻1号は掲載論文数2編，短報1編，解説・総説1編，

研究技術紹介1編，藻類分布資料2編，研究機関紹

介l編，書評・新刊紹介2編，その他9編で， 90頁

であった。

(3) 1995年3月10日に発行予定の英文誌 fphycologi叫

ResearchJ第43巻第 1号は印刷所(AllenPress)の

不手際で発行が遅れた。論文5編，総説1編で69頁

であった。

(4) 1995年3月26日現在の和文誌の編集状況(論文，短

報，解説・総説)は受理済み2編，審査中7編であ

る。英文誌の編集状況は受理済み8編，審査中 12編

である。

I審議事項1

以下の事項が審議され，了承された。

-日本藻類学会編集委員会内規の改訂

1995年度より雑誌「藻類 The Japanese Journal of 

PhycologyJが和文誌「藻類Jと英文誌 fphycological

ResearchJに分割されて発行されることになり，和文

誌編集委員会と英文誌編集委員会を別個に組織するこ

とになった。それぞれは委員の構成が異なること，ま

た両委員会の委員の兼務に関する規定などが現行の内

規には無いことから全面的な改訂が必要となった。(1日

内規に関しては「藻類」第23巻85頁を参照されたい)

〈新内規}

日本藻類学会編集委員会内規

1.英文誌編集委員会と和文誌編集委員会をおく。英文

誌編集委員会は英文誌 fphy<∞<logica1R<悶蹴hJの編

集・刊行にあたる。和文誌編集委員会は和文誌「藻

類百.eJapan凶 eJouma1 of Phy'∞<logyJの編集・刊行に

あたる。

2.英文誌編集委員会と和文誌編集委員会の内規はそれ

ぞれ別に定めるところによる。

英文誌編集委員会内規

1.英文誌編集委員会は編集長(Editor-In-倒ef)1名，副

編集長 (As s oc i a teEdi tor)若干名，編集委員

(Members of Editoria1 Advisory Board)若干名をもっ

て構成する。

2.現会長，前会長，次期会長，現英文誌編集長，現和

文誌編集委員長をもって役員会を組織し，この役員

会で協議の上，評議員会の了承を経て次期編集長を

決定する。ただし，現会長の任期 1年目に編集長を

選出する場合には次期会長は役員会には含まれな

い。副編集長は編集長が委嘱する。編集委員は英文

誌編集長及び和文誌編集委員長が協議の上委嘱す

る。任期はそれぞれ3年とし，再任する事が出来る。

3.編集長は英文誌編集委員会を代表し， fphycologica1 

ResearchJの編集・刊行に関する責任を負う。

4.副編集長は編集長を補佐し， fphycologica1 ResearchJ 

の編集・刊行に関する業務に当たる。

5.英文誌編集長と和文誌編集委員長を兼務する事は出

来ない。

6.編集委員は fphycologica1ResearchJの企画，編集，

刊行に関する事項に助言をおこなう。

付則:この内規は 1996年1月1日より施行する。



付則:現編集長に関しては実質的にゆ例年から雑誌創

刊のための準備活動を開始していたことに鑑み任期を

1996年 12月31日までとする。

和文誌編集委員会内規

1.和文誌編集委員会は編集委員長 l名，編集実行委員

若干名，編集委員 若干名をもって構成する。

2.現会長，前会長，次期会長，現英文誌編集長，現和

文誌編集委員長をもって役員会を組織し，この役員

会で協議の上，評議員会の了承を経て次期編集委員

長を決定する。ただし，現会長の任期 1年目に編集

委員長を選出する場合には次期会長は役員会には含

まれない。編集実行委員は編集委員長が委嘱する。

編集委員は和文誌編集委員長及び英文誌編集長が協

議の上委嘱する。任期はそれぞれ3年とし，再任す

る事が出来る。

3.編集委員長は和文誌編集委員会を代表し， r藻類」の

編集・刊行に関する責任を負う。

4.編集実行委員は編集長を補佐し， r藻類jの編集・刊

行に関する業務に当たる。

5.和文誌編集委員長と英文誌編集長を兼務する事は出

来ない。

6.編集委員は「藻類」の企画，編集，刊行に関する事

項に助言をおこなう。

付則:この内規は 1996年1月1日より施行する。

付則:現編集委員長に関しては実質的に1994年から雑

誌創刊のための準繍活動を開始していたことに鑑み

任期を 1996年 12月31日までとする。

付則:当面の間は和文誌「藻類」の編集委員は

r Phycological ResearchJの編集委員を兼務すること

とする。

.庶務関係

(1) 1995年度事業計画:1)第 19回大会・総会・評議会

を高知市にて開催する。 2)和文誌「藻類J第43巻

1-3号の発行。 3)英文誌 rPhycological ResearchJ 

の発行。 4)秋季シンポジウムの開催。

(2)植物学関連学会連絡会及び自然史学会連合に日本藻

類学会としても参加することが承認された。

(3)学会活動の活性化および学会としての収入増を図

るための組織として，企画委員会を設立し，委員

長を石川依久子氏(東京学芸大学)に依頼するこ

とが承認された。

.会則の改訂

〈改訂理由〉学会誌が分割されることにより，外国会員
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のほとんどは英文誌のみを希望すると考えられる。

従って，会則の会員の種別を変更し，英文誌のみを受

け取る外国会員と英文誌・和文誌両誌を受け取る圏内

会員の2つのカテゴリーを設ける必要が生じたため。

また，英文誌のみを受け取るということで，外国会員

の会費を両誌を受け取る会員より低めに設定すること

が望ましいと判断されたため。

〈新会則〉

第6条会員は次の5種とする。

1.普通会員(圏内会員) (藻類に関心をもち，本会の

趣旨に賛同する日本に在住する個人で，役員会の承

認するもの)

2.普通会員(外国会員) (藻類に関心をもち，本会の

趣旨に賛同する海外に在住する個人で，役員会の承

認するもの)

3.団体会員 (以下変更なし)

第8条 1.圏内会員は毎年会費7，αm円(学生は5，αm
円)を前納するものとする。包し，名誉会員(次条に

定める名誉会長を含む)は会費を要しない。外国会員

の会費は 6，0∞円(年間)とする。会長の承認を得た

外国人留学生は帰国前に学生会費の10:年分を前納する

ことができる。団体会員の会費は 12，αm円とする。賛

助会員の会費は 1口20，0∞円とする。

2. 略

第12条 1.本会は定期刊行物 rphycologicalResearchJ 

及び「藻類」をそれぞれ年4回及ぴ3回刊行し，会員

に無料で頒布する。

2. 略

3. 略

付則:外国会員には英文誌のみを頒布する。

付則:和文誌の頒布も希望する外国会員は郵送料等を

負担することとする。

(付則)

第6条本会則は 1996年 1月1日より改正施行する。

.会計関係

(1) 1994年度一般会計の決算報告および同監査報告は

表ーlの通り承認された。

(2) 1994年度山田幸男博士記念事業特別会計の決算報

告および同監査報告は表ー2の通り承認された。

(3) 1995年度一般会計および山田幸男博士記念事業特

別会計の予算は表.-3の通り承認された。

(4) 1995・1996年度の会計監査に田淳伸雄氏，工藤利彦

氏を選出した。
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表-1 1994年度一般会計決算 (1994.1.1~1994.12.3I) 

収入の部 (円) 支出の部 (円)

会費 5，882，775 印刷費 5，991，507 

普通会員 4，115，000 印刷代 5，232，400 

学生会員 319，000 別刷代 759，107 

外国会員 292，775 編集費 420，589 

団体会員 936，000 英文校閲料 100，000 

賛助会員 220，000 編集補助費 50，000 

販売 1，045，850 通信連絡費 214，974 

定期購読 897，600 事務用品 55，615 

}~ックナンノ~- 148，250 会誌発送費 442，510 

別刷代 947，000 庶務費 898，563 

超過頁負担金 804，000 事務用品費 。
広告代 210，000 会議費 17，304 

受取利息 48，224 通信・印刷費 442，038 

プログラム代 36，560 事務整理補助費 。
文部省刊行助成金 1，190，000 幹事旅費補助 27，940 

雑収入 13，282 幹事手当 200，000 

寄付金 742，277 諸雑費 211，281 

事務業務委託費 1，557，360 

第四回大会補助費 120，000 

秋季シンポジウム会場費 50，000 

山田基金へ繰越金 56，400 

計 10，919，968 小 言十 9，536，929 

前年度繰越金 4，838，553 次年度繰越金 6，221，592 

』ロ為 計 15，758，521 iロ込 計 15，758，521 

貸借対照表(1994.1.1 ~ 1994.12.31) 

貸 方(円) 借 方(円)

定期預金(第一勧業) 3，∞0，0∞ 未払金 2，278，792 
普通預金(第一勧業) 2，009，224 前受会費 1，481，775 
普通預金(住友銀行) 377，116 

[本部 m116] |前期繰越金 4，838，553 
普通預金(山梨中央) 6，682 当期剰余金 1，383，039 
[編集室

郵便振替貯金 2，121，476 I次期繰越金 6，221，592 
小口現金 355，446 

事務局 160，838 

本部 194，608 

受取小切手 103，055 

カード 72，880 

ucカード 72，880 
アメリカンエキスプレス O 

未収金 1，936，280 
Aロ、 言十 9，982，159 I合 計 9，982，159 



日本藻類学会の平成6年度決算書に対し，記名捺印する。

平成7年3月2日

~ 長 有賀祐勝

会計幹事 能登谷正浩

決算書が適正であることを認める。

平成7年3月2日

会計監査 大森正之

会計監査 都筑幹夫

.~一一~~~ 7三工二二三ここて三三蕊ε土士一ごご士三三之ご三三三コ

表 ~2 1994年度山田幸男博士記念事業特別基金会計決算 (1994.1.1-1994.12.31)

収入の部 (円) 支出の部 (円)

寄付金 37，000 賞状代

受取利息 81，340 送金手数料

一般会計より繰入金 56，400 

計 174，740 言十

目IJ 2，332，459 次年度繰越金

Aロ. 計 2，507，199 ムロ 計

貸借対照表 (1994.1.1-1994.12.31) 

貸方(円 借 方(円)

定期預金(住友銀行 1，9∞，000 I前期繰越金

普通預金(住友銀行 377，116 I 当期余剰金

次期繰越金

合計 2"，497，868 I合計

日本藻類学会の平成6年度決算書に対し，記名捺印する。

平成7年3月2日

~ 長

会計幹事

決算書が適正であることを認める。

平成7年3月2日

会計監査

会計監査

9，022 

309 

9，331 

2，497，868 

2，507，199 

2，332，459 

165，409 

2，497，868 

2，497，868 

有賀祐勝

能登谷正法

大森正之

都筑幹夫

203 

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 

@ 



204 

表-3 1995年度一般会計予算

収入の部 (円)

会費 5，016，000 

普通会員 3，389，000 

学生会員 252，000 

外国会員 529，000 

団体会員 648，000 

賛助会員 198，000 

販売 262，000 

定期購読 162，000 

ノfックナンノ¥- 100，000 

別刷代 300，000 

超過頁負担金 300，000 

広告代 120，000 

受取利息 40，000 

プログラム代 30，000 

文部省刊行助成金 1，190，000 

英文誌還付金 200，000 

雑収入 10，000 

寄付金 200，000 

言十 7，668，000 

前年度繰越金 6，221，592 

ムロ 言十 13，889，592 

1995年度山田幸男博士記念事業特別基金会計予算

収入の部 (円)

山田追悼号売上金 7，000 

コンブ類売上金 1，000 

日米セミナー売上金 4，000 

受取利息 50，000 

言十 62，0∞ 
前年度繰越金 2，497，868 

iロb‘ 計 2，559，868 

支出の部 (円)

和文誌印刷・発送費

印刷代

別刷代

発送費

英文誌印刷・発送費

普通会員

学生会員

外国会員

団体会員

賛助会員

編集費

編集補助費

通信連絡費

事務用品費

庶務費

事務用品費

会議費

通信・印刷費

諸雑費

幹事旅費補助

事務引継費

ノトyクナンバー移転費

第 19回大会補助費

秋季シンポジウム補助費

計

予備費

lロ込 言十

支出の部 (円)

計

予備費

』ロ〉、 言十

1，920，000 

1，400，000 

300，000 

220，000 

4，217，600 

2，690，000 

280，000 

537，600 

600，000 

110，000 

500，000 

80，000 

300，000 

120，000 

40，000 

40，000 

400，000 

50，000 

40，000 

40，000 

40，000 

120，000 

50，000 

7，657，600 

6，231，992 

13，889，592 

0 

2，559，868 

2，559，868 
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言卜報

本会会員 神田智之氏は去る 1995年4月4日逝去されました。

謹んで、哀悼の意を表します。
日本藻類学会
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事務局より 植物分類学関連学会連絡会と自然史学会連合への参加について

去る3月28日の総会で，分類学関連学会連絡会と自

然史学会連合に日本藻類学会も参加することが了承さ

れました。ここにそれぞれの設立の趣旨，活動予定な

とについてご説明したいと11います。

まず，地物分類学関連学会連絡会ですが，その設立

の趣旨は「植物分類学に関連する研究分野は植物や菌

類の世界が極めて多様であることを反映して対象とす

る分類鮮や方法によっていくつもの学会に分かれ，こ

れまでそれぞれ個別の活動を行ってきた。その結果，

学会11:l)の相互理解や研究協力が十分に行われていると

はいえない状況にある。一方，我が国における植物分

類学関連諸分野の研究教育のよりいっそうの発展のた

めには，これまで蓄積されてきた研究成果の相会的普

及を図り，後継者育成を推進することが;)とめられる。

そのためには，生物多様性の研究において統合的視点

が必要とされる現在，各学会個別の活動に)JIIえ，互い

に協力しあえる範囲で緊寄な連絡をとりつつ全体とし

て活動を活性化していく必要がある。各学会がこれま

でそれぞれ固有の歴史と会只組織を持ち，研究対象の

分類鮮や研究手法における孟心の位ilL各制服故発展の

歴史が異なること を認識しつつ，下記に揚げたような

諸事項について，情報を交換し，また五いに検討しあ

うことを I~I 的に連絡会を結成するものである 。 (同連

絡会趣意告より )Jというもので，具体的には， 1)本

述絡会参加l各学会の日常活動，植物分類学関連諸分野

の研究教育の現状などについての情報交換をし，2)各

学会主催の研究発表会，シンポジウム，後援会などへ

の他学会員の参加を容易にするなど学会活動を協力し

て行う活動を追求する，ことを活動目標として挙げて

います。上記述絡会に参加を表明している学会は，稜

生物学会，Hli物地理・分類学:会，tiU物分類j也理学会，地

衣類研究会， 日本菌学会， EI本シダ学会， 1:1本植物分

類学会， EI*蘇苔類学会それに 日本旅類学会です。第

l回の会合が今年3月鹿児島市でiJflかれ，そこでよの目

標を具体化するために以下の点が決定されました。1) 

1994年度発行物を事務局11¥]で交換し，必裂な内容につ

いては各学会のニュースレタ一等で紹介する， 2)大

会，シンポジウム，各学会主催による行'F等に関して

情報交換する， 3)会誌の共同編集共同発行を考える

ワーキンググループを発足させる。これには希望学会

のみが参加する， 4)次回の会合は9月末の純物学会の

大会1:1"におこなう。このうち， 3)に関しては当学会と

しては当面，参加する必裂はないと考えられますが，

その他の点に関しては積極的に↑!!j報を交換していく必

要があると忠います。もちろん，藻類学会は旅銀とい

う"素材"を中心に人々が集まった学会ですから，分

類学|民l速のiili絡会に年・会として参加することに違和!惑

を覚える会員もおられることとは思います。しかしな

がらl瓶広い学会活動の一部として植物の多様性に関わ

る学会問士が情報を交換し，可能な|浪り協力して多様

性研究の発展に宇多子力していく ことは学会として意義あ

ることではないでしょう治、

自然史述合はその名の通り自然史に関係する学会

の迎合で，古生物|刻係，純物関係，動物|刻係の学会な

どから構成されます。詳しい設立の経総などは省111告し

ますが，本辿合は次の点をその活動目的に掲げていま

す。「迎合は学協会の自1'1:1意志による参加lで構成され，

当面新しい総合的な自然史科学のあり方を考え，協力

して研究教育環境の改善を図る。この目的を達成する

ために，共同名で声明や具体案をもって各方面に仰jき

かけ，また共通する課題について共同のシンポジウ

ム，講演会，啓蒙活動を行う 。実務は学会連合が行い，

関連する研述が~~ÎIJに応、じて会合の世話，学術会談へ

の連絡，答申を行う 。経費は当面団体，個人の寄付に

よる。j具体的には， 1)大学と博物館が連帯して自然

史の発展に努力することが必要である， 2)社会の自

然削れの風潮に対し，自然史は人間教育上重要て、ある

ことを訴えることが必要である， 3)文部省に自然史

とその教育の重姿性を週1111早させる必要がある，といっ

た認識に立った上で，例えば総合的な国立自然史研究

施設の設立ための極々の活動や，最近の「自然史雌

れjの防止と自然史教育環境の改善を訴えるためのシ

ンポジウムの共同開催などを計画しています。6月3

日には自然史学会連合の設立総会が文部省・文化庁関

係者やマスコミ関係者も招いて開催されることになっ

ており当学会からは吉133忠生会長と田中次郎氏(東京

水産大学)がiJ:，附の予定です。

日本旅類学会では，当而，植物分類学|刻i虫学会連

絡会は庶務幹事の捌口が，自然史迎合は問中次郎氏が

学会の窓口として対応することになっています。これ

らの団体に参加 し，その活動をより活性化していくた

めには，学会としても初J極的に提言をしていく:必要が

あります。どちらの団体に関連した事項でも櫛いませ

んのでそれぞれの担当者 (堀口 ・田中)までご意見を

お寄せください。 堀口健雄(f.(!;務幹事)

6月3日の自然史学会迎合の設立総会は関係 27学

協会の参加をえて感会のうち に終わり、次回は平成 7

年 10月HI(土)に「自然と人間の共生-21世紀の自

然史料学の研究と展望を撚る」と恕したシンポジウム

を迎合が主催し開催される ことが決定しました。

田中次郎 (東京水産大学)
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第 2回アジア学術会議開催される

平成 7年 3月 日本学術会議広報委員会

今回の日本学術会議だよりでは，新規に学術研究総合調査費などを計上した平成7年度予算及ぴ2月に開

催された第 2回アジア学術会議の概要についてお知らせします。

平成 7年度日本学術会躍予算

平成7年度政府予算(案)は，平成 6年12月25日に閣

議決定されましたカミ日本学術会議関係の予算決定額

は， 11億2，339万 4千円でした。その概要については次

のとおりです。

【主な鐙貨の概要】

(1)学術研究総合闘査

15百万円(平成 7年度新規)

科学研究者の研究環境の改善と研究意欲の向上に

関して，園内において意識調査及ぴ実情調査を行う

とともに，外国においても実情調査を行い，結果を

整理・分析し，日本学術会議において問題解決のた

めの有効な方策について提言するもの。

(2) アジア学術会憾の開催

22百万円(昨年度同額)

アジア学術会議は，アジア地域の各国を代表する

科学者が一堂に会し，アジア地域において学術の果

たす役割，学術交流の在り方等について討議するこ

とにより，相互理解を深め信頼関係を築くとともに，

アジア地域ひいては世界の学術の発展に資するため

に実施するもの。

平成7年度目本学術会議関係予算決定額袋 (単位:千円)

事 項 予算決定額 備 考

日本学術会議の運営に必要な経費 1，123，394 対前年度比 93.5%

1 審 議 関 係 費 292，820 重要課題の特別検討，移転噂備委員会， 1 GBPシンポジウム，
公開講演会，学術研究総合調査(新規)等

2 国際学術交流関係費 208，750 

(1)国際 分担金 69，505 
(2) 国際会議国内開催 66，211 7年度開催(神経生理学，健康教育，ロボット，憲法，真空物

理学，獣医学の6会議)
8年度開催(理論・応用力学.国際関係，熱帝医学，地域学会.

化学熱力学，畜産学の6会議)

(3) 代 表 派 遺 44，006 
(4) 二国間交 流 6，823 

(5) アジア学術会議の開催 22，205 
3 会員推薦関係資 20，000 

4 その他の事 務費等 601，824 一般事務処理費等

第2固アジア学術会議~科学者フォーラム~

の概要について

日本学術会議は，アジア地域の各国科学者の代表を

東京に招き，本年2月6日聞から 9日附までの 4日間，

三国共用会議所(東京都港区)において第 2回アジア

学術会議~科学者フォーラム~を開催しました。

会議には，中国，インド，インドネシア， 日本，大

韓民国，マレーシア，フィリピン，シンガポール，タ

イ，ベトナムの10か国の学術推進機関(アカデミ一等)

から推薦された人文・社会科学系及ぴ自然科学系の科

学者20名が出席し(日本からは伊藤正男日本学術会議

会長及ぴ利谷信義副会長が出席)， rアジアにおける学

術交流のための方策」をメインテー?として活発な討

議を行いました。

初日の 6日には，タイのチュラポン壬女殿下，イン
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ドのメノン博士による特別講演が行われたほか，高岡

総理府次長(内閣総理大臣あいさつ代競)，藤田学士院

院長をはじめ，国会議員，関係学協会の方々約200名を

お迎えし，開会式及ぴ歓迎レセプションが開催されま

した。

翌7日からは，それぞれの国籍や専門分野を超えて，

アジア地域における学術の銀興という共通の目的の下，

熱心な討議が行われました。

その結果は，次項議長サマリーとして取りまとめら

札 9自に無事閉会しました。

開催に当たり御支援，御協力いただきました方々に

厚くお礼申し上げます。

髄長サマリー(要約・仮訳)

第2固アジア学術会髄~科学者フォーラム~
1995年 2 月 6 日~9 日，東京

1.第 1図アジア学術会議(1993年11月， ACSC)の提

案に基づき、第2回アジア学術会識が日本学術会識

の主催により，アジアの10カ国から20名の科学者を

集めて開催された。参加国として新たにベトナムが

加わり，暖かく迎えられた。開会式において，タイ

王国のチュラポン玉女殿下及ぴインドのメノン博士

による「アジアにおける学術交流のための方策」を

テー?とした講演が行われた。また，村山総理大臣

及ぴ藤田学士院院長から祝辞が送られた.

2.前回の議長サマリーの諸原則を議論の出発点とし.

最近の科学の動向， 21世紀に向けた世界の状況を踏

まえ，アジアの科学者の継続的かつ効率的な学術交

流のためのテー?を巡って総合的な検討がなされた。

3.討議の中で，参加者は，経験に基づくユニークで

示唆に富むアイデアを紹介し.幅広い観点から意見

を交換した。要点は次のとおりである。

(I)科学分野における協力は，人々の「生活の質」

の向上だけでなく，アジア地域における「持続可

能な発展」も目的としなければならない。

(2) 環境破壊，人口爆発等の地球的謙題への取組み

に際し，人文・社会科学者と自然科学者が密接に

協力していくことが重要である。

(3) アジア地域においてとりわけ重要な「持続可能

な発展」を確保し，国際的な共同研究を促進する

ために，人材育成が重要である。このための国際

協力は，平等互恵の原則の下に推進きれなければ

ならない。

(4) 化学，農学.医学等の特定の分野において現在

行われている，また，将来行われるであろういく

つかの試み(rアジア化学推進機構J，rアジア応用

システム分析研究所J，rアジア伝統医学推進機構J，

「自然災害の緩和のための科学協力J)が地球的課

題を解決するための方策として紹介された.また，

「共生 l という概念に関して議論があった。

4.参加者はACSCにおける中長期的な研究目標として

「持続可能な発展」を取り上げた。このテーマは，さ

らなる検討を通じて，より敏いやすいサプテーマへ

と細分化される必要がある。また， 21世紀を見据え

つつ，アジアの知の伝統を生かし，人文・社会科学

及ぴ自然科学の融合を図るという，新たな観点から

研究を行っていくことも将来の目標である.

5.これらの問題を議論する場として， ACSCのあり

方は大きな関心を集めた。

将来の展開として ACSCを恒久的な組織にするこ

との可能性についても議論があった。参加者は別紙

に示された基本理念，目的及び活動に概ね同意し，

各自，持ち帰って関係方面とさらに議論することと

なった。

6. ACSCの目標を達成するため，参加者は努力を続け

ることに同意し.少なくとも新組織が確立するまで

の関は日本学術会議によりACSCが毎年開催されるこ

と，また，将来的には日本以外でも開催されること

が望まれた。なお、日本学術会議が新組織の事務局

となり，また，各国は各々の窓口となる機関を決め

るべきであるとされた。

新組織について

1.基本理念

a アジア共通の課題について審議，建議する組

織

b.アジアの知の伝統を踏まえ，人文・社会・自

然科学の融合を図る組織

C. アジア域内各国各地域に広〈聞かれ.他の国

際学術団体とも連携を図る組織

2. 目的

「持続可能な発展」と「生活の質」の向上を目

指して国際学術協力を推進するため，人文・社会・

自然各分野の科学者が国籍や専門を超えて意見，

情報の交換を行う場となること。

3.活動

a.科学者に関する提案とそのフォローアップ

b.学術情報の収集・解析・普及

c アジアの学術界の連携強化

d.進行中の研究活動の評価・調盤

e.総会の開催，シンポジウム・ワークショッブ

の支援

日学双書の刊行案内

日本学術会議主催公開講演会の記録をもとに編集さ

れた次の目学双書が刊行されました。

日学双書No.22r尊厳死の在り方」

〔定価) 1，000円(消費税込み，送料240円)
減問い合わせ先

側日本学術協力財団(〒106港区西麻布3-24-2

交通安全教育センターピル内 ft03-3403-9788) 



日本藻類学会賛助会員

北海道栽培漁業振興公社 (060札幌市中央区北3条西7丁目北海道第二水産ピル4階)

阿寒観光汽船株式会社 (085-04北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔)

株式会社シ口ク商会 (260千葉市春日ト12-9-103)

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 (108東京都港区高輪2-16・5)

有限会社浜野顕微鏡(I13東京都文京区本郷5-25-18)

株式会社ヤクル卜本社研究所(189東京都国立市谷保 1769)

田崎真珠株式会社田崎海洋生物研究所 (779-23徳島県海部郡日和佐町外ノ牟井)

神協産業株式会社 (742・15山口県熊毛群田布施町波野962・1)

理研食品株式会社 (985宮城県多賀城市宮内2丁目 5番60号)

株式会社白寿生科学研究所 (351朝震市栄町3-3-7)

編集後記

先の高知大会で川嶋昭二先生に藻類アートを見せていただいた。手札サイズの複写写真だったが，アー

トにうとい私でも声をあげてしまう作品だった。お願いして口絵として「藻類Jに掲載することを承知して

いただいた。カラー印刷でないのが残念だが，少しでも先生の藻類アートの世界をかいま見ていただければ

いいと思う。いつか学会の財政が豊かになり，改めてカラーで掲載できるようになることを願っている。

先輩諸氏からうかがってはいたが，編集というのは本当にいろいろなことが起こる。予定されていた原

稿が入ってこない，予定外の原稿が飛び込んでくる，新たなフォーマットが必要になるなど。そのほか，著

者とのトラブルもある。これはやはりなかなか奥が深い。私には一度わかってしまうとたかをくくってし

まう悪癖がある。 l号では難問が山積で緊張していたが，なんとか許していただける程度のものができた

と思いこみ，編集やDTPというのはこんなものだと納得してしまう。わかってしまうと飽きてくる。しか

し，印刷の経費を削減するための工夫や，投稿論文や記事の評価法の改善など，やはり解決すべき問題が

山積している。いくつかについては私の怠慢で編集委員会の議題として滞っている。これからその問題に

取り組み，来年の今頃，次の方にバトンタッチするまでにはなんとか軌道に乗せたいと思っている。

インターネットは流行のことばだが，大学，研究機関を除くと，まだまだ浸透していない。しかし，今

の「藻類」の編集が確実にこのインターネットに依存する度合いを増しつつあることはお伝えしておきた

い。いまでは，電子メールを利用できる会員との問の連絡，原稿のやりとりはこのインターネットを利用

しているし，学会・シンポジウム情報，新刊書の欄に掲載している情報の多くは，世界の各地からこの

ネットを通じて入手している。本号では藻類に関する Q&Aをはじめてとりあげたが，質問の受付から解

説の依頼，図も含めて原稿の受け取りのほとんどは電子メールで行った。これほど便利な道具とメディア

にはかつてお目にかかったことがない。編集委員，学会事務局との連絡ももっぱらこのネットワークに依

存している。ただ.1日に数十通のメールが届くので，いくつか重要なメッセージを見落としてしまうこ

とがある。便利なものにも落とし穴がある。ご迷惑をかけた方々にはお詫び申し上げたい。近いうちに藻

類に関するインターネットの記事をとり上げたいと思っている。

この号は 130ページという，本来の2号分の分量にまで膨らんだ。予算の心配をしつつ，いろいろな記

事が寄せられるのは嬉しいような困ったような気分だった。いま版下作成の経費の削減をはかることでな

んとか対応すべく努力している。なんとかなると思いつつ，胃が痛くなることもある。和文誌の記事は今

後確実に増えていくと思う。企画委員会の活躍に期待するところ大である。 井上 勲(筑波大・生物)
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日本藻類学会入会申込書
(コピーしてお使い下さい)

1 9 年度より入会 1 9 年

19 年月 日生

月

(Family name) (Given name and initials) 

所属機関名

* Institution 

住所干

女InstitutionalAddress 
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e-mail 

自 宅住所干
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(学生会員の場合)
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*の項目は英語またはローマ字でご記入ください。英文誌の送付に必要です。

(年会費:普通会員 7，000円，学生会員 5，0∞円)

会費納入方法 口同封 口郵便振替

【入会申込書送付先】干 169東京都新宿区百人町3-23-1国立科学博物館分館

北山太樹 τ'EL03-3364・7136;FAX 03-3364-7104 

[会費払込先I郵便振替 口座番号∞180ふ68429加入者名:日本藻類学会

|鮒 |名簿 |発送リスト |入金確認 |学会録事



海津環境・建場遺戚 必携の書グ

図鑑海藻の生態と藻礁
編者=徳田 鹿・川嶋昭二・大野正夫・小河久朗

本書は、天然の海で海藻ガどのような姿で生えている

のかをつぶさに見てとることの出来る海藻生態図鑑であ

ると同時に、人為的に投入しだ藻礁に如何にして海藻を

生やすか、を紹介しだ世界に例のない図鑑でもある。

.85判上製総ページ 198p
力ラ一ページ 179p

定価 14800円 (税込/送サービス〉

生態編では、緑藻42種、渇藻72種、紅藻80種、海草6橿の総計200橿をオ ル力ラーで紹介。

藻礁編では、藻礁、すなわち藻場造成用人工礁の構造や沈設位置を図示し、泊中での藻礁上

の海藻の生育状態、あるいは動物の婿集状態を経時的に撮影し芝82点に及ぶ力ラー写真で示

しだ。

藻場造成にかかわる万々はもちろんのこと、酒洋環境の保全に意欲と関山をお持ちの一般

の万々にも、本書は幅広く受け入れられるであろう。

英語版も完成f
.!J:JiDt.t.m.)illYc1!ler= 

官察官冒罰閉

匝盟Z
定価15.000円(税込/送サービス〉

東京都豊島区池袋 2-14-4 池袋西口スカイビル8F I緑書房 Ifi03附



藻類の生活史集成金3巻 堀 輝 三 編 (送料各巻450円)

OB5種)85判・ 450頁・定価8240円 94年2月第1巷 緑 色藻類

第2巻褐藻・紅藻類 071種)85判・ 424頁・定価8240円

第3巷単細胞・鞭毛藻類 046種)85判・ 372頁・定価7210円 全 巻 揃 う

藻類の研究者115名が自らの研究成果と資料をもとに執筆に当たり，現時点で明らかになっ

ている藻 (502種)の生活史・生活環を線図で集大成した初めての本。

本書の構成は，図を左頁に対面する頁に和英の解説文をつけて 2ページを 1単位として組

み立てである。執筆者によるオリジナルの線図は，藻類のライフサイクルを一見して理解させ

それに簡明な解説を付す。さらに教育的配慮から多くの種について分布図を，そして各巻ごと

に同義語を，各巻の巻末に学名総索引・和名索引を収録して読者が使いやすいよう工夫した。

藻類を専門とする研究者や中学・高校の生物の先生，水に関連する研究所や企業の方々を初め，

藻類に興味をもっ人々にとって，長い間出版が望まれていた本である。

刊行は9月に第2巻を :11月に第3巻を:94年2月に第1巻を刊行し完結。[呈内容案内]

一一新刊刊行のお知らせ

写真で見~種の同定と分類/

淡水藻類写真集第13巻
第 1期10巻に続き今秋から年 2-3冊を刊行して10
巻(1000種)を目標とする。これにより 2000種とな

り利用価値も高まる。(14巻 3月末刊行)

山岸高旺・秋山優編
85判・ 100シート定価7210円

製本横式を下記のようにいたしました。

E穴・並製箱入り干各380円

既刊第l期l日間 1・2巷定価4120円/3-10巻定価日50円(干各380円)
&ペヘ&昂~々、レ々、唱ノ宇宙串温/守、レ々、&々、.

類の生態間関共編錨3f品 5J

日本淡水藻図鑑 植物組織学
鹿瀬弘幸・山岸高旺編 日本ではじめて創られた
本格的な図鑑。淡水藻類の研究者や水に関係する
方々にとっては貴重な文献である。

猪野俊平箸梢物組識学の定義・内容・発達史か
ら研究方法をl幅広く詳述した唯一の書。

定価18540円
定価39140円

藻 類学総説 ナマコとウニ
廃瀬弘幸箸 藻類の分類と形態を重点に置いて， 一一民稲とi酉のさかなの話一一
克明な図により丁寧に解説する。 定価10300円大島魔著 定価1009円

水の環境科学 生物学史展望
鈴木静夫箸 公害防止から環境保全へと時代が変 井上清恒著五千年にわたる生物学の流れを時代
わり本書は水の環境の現実を解説する。 の経緯と共に語る。 定価5974円

内田老鶴圃

定価2472円

⑤ 112東京都文京区大塚 3-34-3 
電話(03)3945-6781 FAX (03) 3945-6782 (価格は税込)



学会出版 物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. r藻類」パックナンバー 価格， 会員各号 1，750円，非会員 3，∞o円， 30巻号(創立30周年記念増大号， 1・30

巻索引付き)のみ会員 5，∞o円，非会員 7，∞o円，欠号 1-2巻， 4巻 1，3号， 5巻 1，2号， 6-9巻全号。

2. r藻類」索引 1・10巻 ，価格会員 1，5∞円，非会員 2，αm円， 11-20巻，会員 2，αm円，非会員 3，αm円，創立

30周年記念「藻類J索引， 1-30巻，会員 3，∞o円，非会員 4，0∞円。

3.山田幸男先生追悼号藻類25巻増補. 1977. A5版， xxviii+418頁。山田先生の遺影，経歴・業績一覧・追悼文

及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文 24) を掲載，価格7，000円。

4.日米科学セミナー記録 Contributions ωthe systematics of the benthic marine algae of the No抽 Pacific.1. A. Abbott . 

黒木宗尚共編. 1972. B5版.xiv+280頁， 6図版.昭和46年8月に札幌で行われた北太平洋産海藻に関する日米

科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4，000円。

5.北海道周辺のコンブ類と最近の培養殖学的研究 1977. B5版， 65頁。昭和 49年9月に札幌で行われた日本藻

類学会主催「コンブに関する講演会」の記録。 4論文と討論の要旨。価格 1，000円。
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